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序章　あの日の憧どう憬けい









　それは、何年前だったか……私がまだ、ほんの小さな女の子だった頃ころの話です。

　お母さん……アリシア七世女王陛へい下かの帝てい国こく各地への定期巡じゆん幸こうに連れられて……その視察先の一つ、アルザーノ帝国魔ま術じゆつ学院へと立ち寄った時のことでした。

「うわぁ……」

　お母さんの手に摑つかまりながら、私は目の前の光景に目を丸くしました。

　天てん井じようや壁かべを飾かざる、眩まばゆく輝かがやくシャンデリア達。

　白いテーブルに並ぶ、色とりどりの美味おいしそうな料理に燦さん然ぜんと煌きらめく燭しよく台だい達。

　燕えん尾び服ふくに身を包んだ楽奏団が、優ゆう雅がで楽しげな曲を奏かなでていて。

　思い思いに着き飾かざった学院の生徒達が男女でカップルを組み、曲に合わせて踊おどっていて。

　壁かべ際ぎわでは、老ろう若にやく男なん女によが気き兼がねなく会話に華はなを咲かせていて。

　皆みな、笑顔で、とても楽しそう。

　学院会館の多目的ホールには、なんだか夢のような光景が広がっていたのです。

「ふふっ、驚おどろいた？　エルミアナ。『社交舞ぶ踏とう会』っていうの」

　華やかな雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされている私に、お母さんが教えてくれました。

「この『社交舞踏会』はね、この魔術学院では毎年のように行われる伝統行事なの。かくいう私も、学生時代は立場を忘れてはしゃいだものだわ……ふふっ、懐なつかしい」

「そうなんだ……お母さんも昔、この舞踏会に参加したんだ……」

「ええ、そうよ。それじゃあ、少し会場を見て回りましょうか？　エルミアナ」

　私はお母さんに手を引かれ、『社交舞踏会』の会場を回りました。

　……それは、まるで夢のような一ひと時ときでした。

　まるで別世界のように煌びやかに飾られた会場もさることながら……

　この『社交舞踏会』では、並行してダンス・コンペも行われているようで、中央の舞ぶ台たいで多くのカップル達がくるくる華か麗れいに踊っては、観客達の拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びています。

　本当に華やかで……こうして遠くから見ているだけで、心が躍おどるような気持ちです。

「……レニリア姉さんも来れれば良かったのになぁ……」

　体調を崩くずし、今回の巡幸に参加できなかった姉のことを残念に思っていると……

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！

　突とつ然ぜん、一ひと際きわ盛大な拍手と歓かん声せいが上がり、舞台に一組のカップルが現れました。

　降り注ぐ魔術の照明光が、まるで二人を祝福するかのように、ライトアップします。

「……えっ……？」

　その時、私は、そのカップルの女の子の姿に、目が釘くぎ付づけになりました。

　より正確には……その女の子が、誇ほこらしげに身に着けているドレスに。

「す……凄すごい……綺き麗れい……なんて素す敵てきなんだろう……」

　そのドレスは、まるで夢のような会場の中にありながら、なお一層、夢のようでした。

　ふわり、と広がるそのスカートの裾すそはまるで天使の羽は衣ごろものよう。

　くるり、と翻ひるがえる腕うでのフロートはまるで妖よう精せいの羽のよう。

　きらり、とドレスを飾る宝石の装そう飾しよくは夜空に輝く満天の星のよう。

　その一身に眩い光を煌こう々こうと浴び、ドレスはきらきらと神秘的に輝いていて。

　そのあまりの幻げん想そう的な美しさに……一いつ瞬しゆんで私の魂たましいは吸い込まれていました。

「……ふふ、あのドレスが気に入りましたか？　エルミアナ」

　私の隣となりに佇たたずむお母さんが、どこか懐かしそうに言いました。

「貴女あなたが心奪うばわれるのも無理はありません。あのドレスは『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』……」

「ろーべでらふぇ……？」

「ええ、そう。魔術学院の『社交舞踏会』に代々伝わる由ゆい緒しよ正ただしき伝統ドレスで……同時開かい催さいされるダンス・コンペで優勝したカップルの女性が、一夜だけ着用を許される魔ま法ほうのドレス……その年一番の淑女レデイの証あかしなのです」

　話によると、あのドレスはその昔、とても強い力を持つ妖精の乙女おとめが仕立てた逸いつ品ぴんなのだとか。長い時を経へても決して劣れつ化かしない永遠の美しさを保ち、着用者に合わせて自然とサイズが変化し、どんな着用者にも完かん璧ぺきに似合うという『魔法』のドレス。

　そして、ドレスに宿った魅み惑わくの魔ま力りよくは、着用する少女の魅み力りよくを最大限に引き立て、その少女がもっとも美しく見えるようにしてくれるそうなのです。

「なんだかよくわからないけど……凄いんだね、あのドレス……」

「ふふっ……実を言いますとね。私もあのドレスを着た事あるんですよ？　……私がこの学院に通う生徒だった頃にね」

「えっ？　そうなの!?　お母さんも!?」

「ええ。貴女のお父さん……貴女が物心つく前に亡くなったあの人と組んでコンペに参加して……優勝して……その権利を得たの。懐かしいわ」

「お父さんと……？」

　在ありし日に思いを馳はせるお母さんの横顔は……とても穏おだやかでした。

「……いいなぁ。私もあのドレス、着たいよ、お母さん……」

「あら？　でしたら、エルミアナも将来、この学院に通ってみますか？」

「はい！　私も、あの子や、お母さんみたいに、ろーべでらふぇ着たいです！」

　完全に目的を履はき違ちがえている、お子様な私。

　それでも……お母さんは優しげな手つきで私の頭を撫なでてくれました。

「ふふ、そう。なら、貴女がもうちょっと大人になって……もっともっとダンスが上手うまくなって……そして、貴女の手を取るに相応ふさわしい、素敵な殿との方がたを見つけませんとね？」

「……殿方……？」

　私はお母さんの不思議な言葉に、思わず首を傾かしげます。

「ねぇ、お母さん。どうして、素敵な殿方が必要なの……？」

「ふふ、実はね、エルミアナ……あのドレスにはこんな謂いわれがあるんです……」




　──それはね……あのドレスを着て、一いつ緒しよに踊った男女は──








第一章　壁ドンの宴うたげとその裏側









「ル～ミ～ア！」

「！」

　不意に名前を呼ばれ、遠い日を彷徨さまよっていたルミアの意識が現実へと帰き還かんする。

「どうしちゃったの？　作業の手が止まってるわよ？　疲つかれちゃった？」

　ルミアが振ふり返れば、そこにはまるで純銀を溶とかし流したかのような銀ぎん髪ぱつの少女が、腰こしに手を当てて微笑ほほえんでいる。ルミアの親友のシスティーナだ。

「ううん、なんでもないよ？　……ちょっと考え事していただけ」

　ルミアはその綿毛のようにふわふわの金きん髪ぱつをかきあげ、微笑み返した。

　今、彼女達がいるこの場所は、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院敷しき地ち内の南西にある学院会館、その多目的ホールである。

　この見み渡わたす限かぎりに広い場所には、ついに三日後に差し迫せまった伝統行事『社交舞ぶ踏とう会』の準備のため、魔術学院生徒会や社交舞踏会実行委員会、有志の協力者達など、大勢の生徒達が集まっており、広間の掃そう除じや大道具やテーブルの運び入れ、調度品の設置、はたまた当日の料理当番や給仕の打ち合わせなど、皆みな一様に忙いそがしく働いていた。

「本当にごめんね……なんか私のせいで、ルミアまで手伝う羽目になったみたいで……」

　目を伏ふせ、申し訳なさそうに言うシスティーナ。

　彼女はこの魔術学院の生徒会長であるリゼという少女と懇こん意いの仲であり、ことあるごとに、リゼの手伝いを行っている。

　実際、今のシスティーナは有志で行事準備に参加した一いつ般ぱん生徒側のリーダーを務め、生徒会側や実行委員会側との橋渡し役として、様々な仕事や調整に従事している。

　そんなシスティーナがあまりにも忙しそうだったので、ルミアは、もう一人の親友であるリィエルと一いつ緒しよに、行事準備を手伝うことにしたのである。

「ルミアもリィエルも、生徒会や実行委員会とは何も関係ないのに……」

「ううん、いいよ。気にしないで、システィ。だって、こういうのも楽しいもの」

　ルミアはシスティーナが気き負おうことのないように、朗ほがらかにそう言った。

　忙しいシスティーナの力になってあげたいという気持ちは本当だし、連日のこの忙しさには確かに目が回るが……実際、楽しくもあるのだ。

「むしろ、私も参加させてくれてありがとう、システィ」

　だから、そう言って、ルミアは燭しよく台だい磨みがきの仕事を再開した。

「な、なんていい子なの……」

　一方、そんなルミアの健けな気げさに思わずシスティーナが感極きわまっていると……

「失礼。ルミアさん……ちょっと、お話いいかな？」

　一人の男子生徒がやってきて、ルミアに声をかけていた。

　いかにも女の子慣れしていそうな、お洒落しやれで軽けい薄はくそうなボンボンだ。

「……はい？」

「はぁ……まただわ……」

　ルミアが手を止めて小鳥のように小首を傾げ、システィーナが掌てのひらで顔を露ろ骨こつに覆おおった。

　それに構わず、その男子生徒はルミアに甘い笑顔を向けて言った。

「ルミアさん……貴女あなたは今度の『社交舞踏会』で行われるダンス・コンペに、誰だれかと参加される予定はありませんか？」

「ええと……今のところ、その予定はないんですけど……」

「そうなのですか？　いやぁ、貴女ほどの女性が参加されないなんて実にもったいない」

　にこり、とルミアに愛想よく笑いかける男子生徒。

「もし、よろしかったら……パートナーとして、僕と一緒にダンス・コンペに出場──」

「あ、ごめんなさい。せっかくだけどお断りしますね？」

　手を合わせ、気まずそうに、申し訳なさそうに頭を下げるルミア。

「…………」

　まさか、この自分がこうも箸はしにも棒にも掛かけられず、あっさりバッサリ断られるとは思わなかった……そう言わんばかりに、男子生徒は引きつった笑顔のまま硬こう直ちよくし……

「うわぁあああああんっ！　ちくしょーっ！　ルミアちゃん、ガード堅かた過ぎっ!!」

　やがて、泣きながら退散していくのであった。

「まったく、どいつもこいつも下心が見え見えなんだから……」

　その一部始終を見ていたシスティーナが、深いため息を吐つく。

「本来、『社交舞踏会』はそういう軟なん派ぱなイベントじゃないってのに……これは他者との交流を通して、人間としての成長を促うながすために……ぶつぶつ……」

　社交舞踏会。毎年、アルザーノ帝国魔術学院で行われている伝統行事の一つだ。

　何かと狭せまいコミュニティに納まりがちな生徒達のため、生徒同士で交流を深めることを目的として開催される行事であり、その来らい賓ひんとして、魔術学院の卒業生やクライトス魔術学院などの他校生徒、時には帝国政府の高官や地方貴族、女王陛へい下かすら顔を出すこともある、意外と大規模なパーティーなのである。

「確かに『社交舞踏会』には伝統的な催もよおし物としてダンス・コンペがあるんだけど……」

「男女のカップルで参加して、社交ダンスの技量を競い合うんだよね？」

　苦笑いするルミアに、システィーナが不ふ機き嫌げんそうに頷うなずく。

「そうよ。それでコンペの優勝カップルの女性には、特典として一夜だけ『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』っていう魔法のドレスの着用権が与あたえられるんだけど……それにまつわる噂うわさがねぇ……」

「曰いわく〝『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取った男女は、将来、幸せに結ばれる〟……だったよね？」

　ルミアの胸中に、かつて母親から聞かされた話が蘇よみがえる。

「ええ、そのジンクスのせいで、下心見え見えの男子達がこの頃ごろ、ひっきりなしにルミアにアプローチしてくるってわけ！　ああもう！　鬱うつ陶とうしいったらないわ！」

　システィーナが苛いら立だち混じりに周囲を見渡す。

　すると、明らかに運営側の人間ではなく、会場設営の手伝いでもない男子生徒達が、不自然にぽつぽつと散見され、ルミアの様子を遠くから窺うかがっている。

　彼らは皆、ルミアをコンペのパートナーに誘さそうタイミングを計っているのだ。

　システィーナがそんな彼らをキッと鋭するどく睨にらみ付けると、遠巻きの男子生徒達は、ささっと視線をそらして、さりげなく去っていく……

「まったく、もう！」

　ちなみに、システィーナには今のところ、誰からも誘いがかかっていない。

　彼女の二つ名『真銀ミスリルの妖よう精せい』は伊達だてではないのだ（注ちゆう釈しやく：真銀ミスリルは非常に美しいが、同時にとてつもなく硬かたく、融通の利かない扱い難い金属でもある）。

「……でも、ルミアって本当によくモテるわよねぇ」

　ほんの少しだけ、システィーナは羨うらやましそうにルミアを流し見た。

「そ、そうかな……？」

「ねぇ……ルミアは、誰かとダンス・コンペに参加するつもりはないの？」

「！」

　不意に踏ふみ込んできたシスティーナの問いに、ルミアが思わず作業の手を止める。

「ほら、ルミアったら去年もコンペには不参加だったでしょう？　元・王家の人間なんだから、きっとダンスも得意でしょうし……何かもったいないわ」

「ええと……その……」

「それに、コンペの優勝者に着用権利が与えられるあのドレス……『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』……ルミア、昔は随ずい分ぶんと着たがっていたじゃない？　誰か誘って参加すればいいのに……」

　すると、ルミアはしばらくの間、胸中の本ほん音ねを探すように押おし黙だまり……

「う～ん……あのドレスは着てみたいんだけど……やっぱりあの言い伝えがね……」

　結局はいつもの結論に至った。

「〝『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取った男女は、将来、幸せに結ばれる〟……そっかぁ……ルミアは結構、そういうの気にしちゃうタイプなんだ……ふふっ、もう乙女おとめなんだから」

　くすくす、と微笑ましく笑うシスティーナ。

「あのね、ルミア。このジンクスには何の根こん拠きよもないわ。少なくとも『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』に縁えん結むすびの力なんてないことは、魔ま術じゆつ的にも証明されているのよ？」

　そして、得意げに胸を張って、一席ぶっていく。

「結局、カップルを組んで参加するというルール上、元々仲の良い男女が参加するだろうし、優勝するなら二人で相当、ダンスの練習をしていなければならないわ。そこまで気の合う男女なら、必然的に将来、結ばれる可能性は高い……これがジンクスの正体よ」

「システィの言うとおりだと思うんだけど……やっぱりなんとなく、ね。だから、今年もコンペとは関係なしに踊おどったり、お話したりするだけにしようって思うの」

　すると、しばらくの間、システィーナが考え込むように押し黙り……

「な、ならさ……そ、その……」

　なぜか何か言いづらそうに口ごもり、明後日あさつての方を向き……

「グレン先生……そう、先生を……誘ってみればいいんじゃない……？」

　銀糸のような髪かみを指でくるくる弄いじりながら、上ずった声でそんなことを言った。

「……え？」

　きょとんと目を瞬しばたたかせるルミア。その長い睫まつ毛げが戸と惑まどいに揺ゆれる。

「ほ、ほら！　ルミアってば、先生のことはお気に入りでしょっ!?　先生が相手なら別に例のジンクスも気にならないんじゃないっ!?　うん、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が着たいなら、先生と一緒にコンペに参加すれば──そっ、それに、ルミアが早々にダンスパートナーを決めちゃえば、あの鬱陶しい男子達もきっと諦あきらめて──」

　ルミアは苦笑いでそんな親友を見つめる。気分は年とし頃ごろの娘むすめの機き微びを察する母親だ。

（もう……本当に素直じゃないなぁ……）

　ルミアが察するに、システィーナは自覚なくグレンを想っている。

　ゆえに本当は、システィーナ自身がグレンをコンペに誘いたいはずなのだ……本人は決して認めないだろうが。

　例のジンクス。表向きは、あの手の魔術的理り屈くつの通わない呪まじないの類たぐいを頑がんとして信じていないようで……心のどこかで信じている乙女な一面が、システィーナにはある。

　だが、自分が添そい遂とげるべき相手は『父親や祖父のような、真に偉い大だいなる魔術師』──システィーナは幼い頃からそう頭カチコチに決めつけているせいで、それとは程遠いグレンと踊るという選せん択たく肢しが、恋れん愛あいに初心うぶな彼女の中ではありえないのだ。

　だから、ルミアとグレンで早々にカップルを組ませて、その無自覚な葛かつ藤とうをさっさと振り払はらいたい……システィーナの胸中はそんなところなのだろう。

（……ちょっとこれは、将来が不安になるレベルの不器用さだよ……）

　まぁ、それはとりあえず、脇わきに置いといて。

　ルミアは想像する。自分とグレンが一緒にコンペに参加し、優勝し、そしてずっと憧あこがれだったドレスを身に纏まとい……グレンと一緒に踊る……そんな光景を。

（ふふっ、いいなぁ……そんな光景……素す敵てきだね……）

　想像しただけで、胸が高鳴り、頰ほおが熱くなり……幸せな気分で一いつ杯ぱいになる。

　そんな未来を目指し、グレンと二人で頑がん張ばることができたなら、どんなにいいことか。

（……でも、だめ。私がそれを望んじゃ……だめ）

　そう、ルミアは心に誓ちかっていることがあるのだ。

　かつて王家から放ほう逐ちくされ、フィーベル家に引き取られ、ルミアが本当の意味でフィーベル家の一員となった時……ルミアはとあることを心に誓ったのだ。

　ルミアとシスティーナ。もし、二人が同じものを欲ほつしたら、その時は──

　システィーナにそれを譲ゆずる、と。それが恩返しだ、と。

　だから──

「せっかくだけど、私、あまり人前に出るのは得意じゃないから……それよりも……」

　くすり、と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、ルミアは言った。

「システィが、先生と一緒にコンペに参加したらどうかな？」

「なっ──わ、私がッ!?」

　途と端たん、システィーナは真っ赤になり、声を裏返してまくしたてる。

「な、な、なんで私があんな魔術師としての誇ほこりも品性の欠片かけらもない唐とう変へん木ぼくと一緒にコンペに参加しなきゃ、い、いけないわけ!?」

「だって、システィも本当は『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』、着てみたいでしょ？」

「そ、それは確かにそうだけどっ！　なんだかんだで、あの華はなやかな『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』は学院の女子生徒達の憧れだしっ！」

「なら、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』目当てで先生を誘ってみたらどう？　別にシスティはジンクスなんて信じてないんだよね？」

「それはそうだけど……で、でも……な、なんでよりにもよって、あいつなの……？」

「だって、なんだかんだで先生とシスティって、息ぴったりじゃない？　ほら、こないだの遺い跡せき探たん索さくの時も……」

「そ、それは……あいつの考えは単純で、わかりやすいだけっていうか……」

「システィ、ダンスは得意だよね？　先生となら、きっといい線いくと思うよ」

「む、無理よ！　だって、あいつ、極度の物もの臭ぐさだし……そもそも、あいつが私の誘いなんて受けてくれるわけないし……」

「ふふっ、お弁当でも作ってあげたら？　先生、きっと喜んで引き受けてくれるよ？」

「う……確かに……」

　システィーナは、万年金欠で常に強制ダイエット気味のグレンをその気にさせて釣つるのは、案外難しくなかったことを思い出す。

「えーと……ルミアは本当にいいの？　……私が先生と踊っても……？」

「あはは、私のことは気にしないで？　いつも運営側のシスティも、たまには羽を伸のばして、思いっきりイベントを楽しんでよ。その方が私も嬉うれしいかな？」

「むむむ……」

　ここまで逃にげ道を塞ふさがれ、お膳ぜん立だてされて、ようやくシスティーナの中に、グレンを誘ってコンペに参加する……という選択肢が生まれ始めたようだ。

「そ、そうよね……この学院に女子生徒として在ざい籍せきしている以上、一度は『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着てみたいし……私に付き合ってダンスしてくれる男性って、なんだかんだで、先生くらいしかいないだろうし……」

　よし、と決意を込めてシスティーナが握にぎり拳こぶしを固める。

「うん！　私、あいつを誘ってコンペに参加してみる！」

「ふふっ、頑張ってね？　システィ」

　赤ん坊ぼうが、生まれて初めて立って一歩足を踏み出した……それを見守る気分だ。

「もちろん！　と言っても別に他意はないからね!?　繰くり返すけど、私、例のジンクスなんて、これっぽっちも信じてないし、例のドレスを着たいから参加するだけ！　他に良いパートナーがいないから仕方なく先生を誘うだけ！　それだけだからねっ!?」

　顔を真っ赤に染め上げて、あせあせと弁明するシスティーナ。

　どこまでも素直じゃない親友に、ルミアはもう苦笑いするしかない。

　と、その時。

「よう、お前ら。お仕事頑張ってるなぁ……ご苦労さんっと」

　なんと、当のグレンが、不意に二人の前へ姿を現した。

「ところで、ちょいと話があるんだが……」

「「グレン先生!?」」

　不意討ちに等しいグレンの登場に、動どう揺ようするルミアとシスティーナ。

　だが、いち早く気を取り直したルミアが、早さつ速そく、システィーナを促うながす。

「ほら？　システィ。チャンスだよ？」

「そっ……そうねっ！」

　すー、はー、とシスティーナは深呼吸をし、グレンへと駆かけ寄っていく。

「せ、先生！　あ、あのっ、別に私は誰だれでもいいんだけど、他に適当な人もいないし、だから仕方なく！　仕方なくなんだけど！　も、もし良かったら──って、あれ……？」

　だが、グレンは駆け寄ってくるシスティーナを華か麗れいにスルーして、すれ違ちがい……

　ずんずんずんと、明らかにルミアに向かって突つき進んでいく。

「あ、あの……先生……？　私に何か……？」

　グレンが纏まとうその不思議な迫はく力りよくと威い圧あつ感かんに気け圧おされ、思わずルミアが後ずさる。

　一歩……二歩……三歩……

「あ……」

　下がるルミアの背が、とん、と壁かべにぶつかった瞬しゆん間かん。

　どん！

　グレンは、ルミアの顔のすぐ横の壁に右手をつき、ぐいっと顔を寄せて詰つめ寄った。

　そして、互たがいの吐と息いきすら感じられるほどの至近距きよ離りで、グレンは戸惑うルミアの顔を見下ろし……そして、不敵な笑みを浮うかべて……言った。

「なぁ、ルミア。今度の『社交舞ぶ踏とう会』のダンス・コンペで……俺と踊れ」

「「えっ!?」」

　グレンらしからぬ強ごう引いんな迫せまり方に、ルミアとシスティーナが呆あつ気けに取られていた。

　そして、その急転直下の展開に、周囲の生徒達もにわかにざわめきだす。

「お前さんが数多あまたの男子達から次々とダンスパートナーに誘さそわれているのは知ってる……が、そいつらの誰にもお前は渡わたさねえ。お前をエスコートするのは俺だ」

「あ、あの……先生……？」

　気き丈じようなルミアも、この時ばかりは歳相応の少女のように、おろおろ戸惑うしかない。

　退路は壁とグレンの右みぎ腕うでによって塞がれ、逃げられそうにない。

　胸むな元もとでぎゅっと握られたルミアの手は、緊きん張ちようのあまりかすかに汗あせばんでいる。心臓は痛いくらいにどきどきと跳はね上がり、炎ほのおに炙あぶられたかのように頰は熱かった。

「ふっ、お前の意思は知らん。もし、俺の申し出を断るなら、単位、落としてやる」

　本気とも冗じよう談だんとも取れないグレンの言葉に、心を翻ほん弄ろうされるルミア。

　そんなルミアの様子を眺ながめる今日のグレンは、なんだかとてもワイルドであった。

「し、システィ……」

　ルミアが助けを求めるように、システィーナに視線を向けるも……

「よ、良かったじゃない！　ルミアってば、本当は先生と踊りたかったんでしょ!?　了りよう承しようしちゃいなさいよ！　……えっ!?　私!?　べ、別に、私はどうしても踊りたいっていうわけじゃないしっ！　わは、わはははははは……っ！」

　当のシスティーナは完全にパニック状態で助け舟ぶねなど出せそうもなく……

「まぁ、悪いようにはしないさ。お前に必ずあの噂うわさの魔ま法ほうのドレス……『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着させてやるぜ？　……さぁ、大人しく首を縦に振ふりな？」

「あ、あぅ……でも、私……」

　ルミアはグレンの右腕で塞がれてない左側から、そっと逃げようとするが……

　その瞬間、その左側も、どん！　とグレンの左手が塞いでしまった。

「言っておくが……逃がさねえぜ？」

　より顔を近づけ、グレンが真っ直すぐルミアを見つめてくる。どこまでも真っ直ぐに。

　ルミアはまるでその瞳ひとみに吸い込まれていくような感覚に捕とらわれる。

　グレンに対する、自分の心に秘めたる想い。最愛の親友に対する遠えん慮りよ。子供の頃、憧れた魔法のドレス。それに纏まつわる逸いつ話わ……湯立った思考がぐるんぐるんと回っていく。心臓がばくばくと破は裂れつしそうなくらいに高鳴っていく。

　まるで不意打ちのようなこのグレンの強引な迫り方に、すっかり混乱してしまったルミアは諸々を配はい慮りよすることも、グレンを拒こばむこともできず……

　こくん、と。

　ついに、学院内でもそのガードの圧あつ倒とう的堅かたさで有名な美少女、ルミア＝ティンジェルが首を縦に振ることになるのであった……。

「……あ……」

　つい押しきられるように了承してしまったことに、自分でも驚おどろくルミア。

　そして……

「ぐわぁあああああああああああ──っ！　壁ドンかよぉおおおおお──っ!?」

「ルミアちゃんはそういう手に弱かったのかぁああああああああああああ──っ!?」

　たちまち会場に具現化される、男子生徒達の阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図。

　皆みな一様に血けつ涙るいを流しながら、壁をドンドン叩たたきまくっていた。

「よーし、良い子だ、ルミア。……悪いな、ぶっちゃけ、いくらお前が拒きよ否ひっても、これはもう覆くつがえらない決定事じ項こうだったからな！　なにせ、すでに俺とお前の名前で勝手に参加申しん請せい出しちまったし！　大人しく了承してくれてなによりだぜ、だっはっは！」

　相変わらずロクでもないことを言いながら、壁から手を離し、ルミアを解放するグレン。

「あ、……あの……システィ……その……ごめん……わ、私、つい……」

　まだ、どきどき暴れる胸を押さえながら、気まずそうにシスティーナに謝るルミア。

「き、気にしなくてもいいわよ!?　そもそも、最初に先生をルミアに勧すすめていたのは私だしっ!?　先生の方が、どうしてもルミアとダンスしたかったみたいだしっ!?　ルミアは悪くないわっ！」

　いっそ哀あわれに思えてくるくらい、不器用極きわまりないシスティーナである。

「で、でも先生っ！　なんでルミアなの!?　しかも、そんな無理矢理に……ま、まさか先生って、あのジンクス信じてるの!?　それでルミアのことを……ッ!?」

「……………………」

　余よ裕ゆうのないシスティーナの詰きつ問もんに、グレンはしばらくの間、真顔で押おし黙だまり……

「ふっ、そんなの決まってるだろ？　金かねだよ、金！　コンペで優勝カップルに贈おくられる賞金目当て！　聞いたぞ、出るんだろ？　金きん一いつ封ぷう！」

　にやーり、とグレンがいかにも悪そうな笑みをシスティーナに返した。

「いっやぁ～、今月のボクの懐ふところ、とぉっても厳きびしくってさぁ～？　こんな俺の力になってくれる女の子なんて、この学院じゃルミアくらいなもんだろ？」

「…………ど、どうせ、そんなこったろうと思ったわよ……最低……ッ！」

　ジト目でグレンを睨にらみ付けるシスティーナ。それでも、どこかほっとしたような表情を一いつ瞬しゆんしていたことに、グレンも、システィーナ自身も気付かない。

「……な、なんだよ、白しろ猫ねこ。何か文句あんのかよ？　たかが学院内のお遊びダンス・コンペ、俺が誰を誘おうが勝手だろ？　コンペの参加は別に、誰でも自由でタダだし」

「た、確かにそれはそうだけどっ！　それでもやり方と通すべき筋ってものがあるでしょう!?　先生はいっつもそういう女の子に対するデリカシーってものが──」

　いつものように説教モードに入ろうとするシスティーナに……

「はっはーん、白猫……お前、ひょっとして親友のルミアがこうも、男にモテまくり、ダンスに誘われまくりな状じよう況きように嫉しつ妬としてんだな？　ぷっ……器うつわの小さい女よ！」

　グレンは言ってはならぬことを、言ってしまった。

「仕方ねえなぁ……俺が適当にクラスメートの男子を説得してやろうか？　可哀かわい想そうな白猫ちゃんと踊ってやれ、と。ロッドにカイあたりならきっと泣いて喜んで──」

　ぶちん。

　毎度毎度、お馴な染じみの展開ではあるが。

　システィーナの左手に、凄すさまじい風の魔ま力りよくが集まっていって……

「この──《おバカ》ぁああああああああああああああああああああああ──ッ！」

「ぎゃああああああああああああああああ──っ!?　ナンデ!?」

　いつものように、グレンが天てん井じよう高く吹ふき飛ばされ、宙を舞まうのであった……




　システィーナの呪じゆ文もんによって、宙に吹き飛ばされながら。

（……ったく、損な役回りだぜ……）

　諦あきらめたように、グレンは心の中で舌打ちしていた。

（……ルミアや白猫にゃ悪いが……今回ばっかりは、譲ゆずれねえ……）

　そう。グレンには、ルミアと共にコンペに参加しなければならない理由があるのだ。

　グレンはなんとしてもコンペで勝ち上がらなければならないのだ……ルミアのために。

（そうだ……俺はルミアを……この学院を守る……ッ！　あんなクソ女に、好き勝手させてたまるかよ……ッ！）

　全身に無重力を感じながら。

　グレンは、つい先ほどの胸むな糞くそ悪い出来事に思いを馳はせる──




　──時間は前後して。

　グレンがルミアをパートナーに誘い、システィーナに吹き飛ばされる……その半刻前。

「あぁ[image: ～][image: ～]かったりぃ[image: ～][image: ～]」

　グレンは心底だるそうにぼやきながら、前を行く女子生徒の後について歩いていた。

「なぁんで、俺がこんな面めん倒どう臭くせぇことせにゃならんのだ……？」

「それは、先生の自じ業ごう自じ得とくでしょう？」

　不ふ貞て腐くされるグレンを流し目でちらりと振り返り、その女子生徒は悪戯いたずらっぽく笑った。

　穏おだやかながら人の心の奥底を見通すような眼光と大人びた美び貌ぼう、いかにも怜れい悧りで理知的そうなその少女の名は、リゼ＝フィルマー。この学院の生徒会長を務める才さい媛えんである。

「へーいへい、そうでしたねぇ～」

　リゼの言葉に、グレンが投げやりに応じる。

　積み重なった減給に次ぐ減給によって、ついに学院側に給料を支し払はらう羽目になってしまったグレン。それを免めん除じよしてもらうため、社交舞踏会の開かい催さい準備で多た忙ぼう極まりない生徒会長の手足となって働くよう、先日、学院側から通達されたのであった。

「ったく、単純な力仕事から、購こう入にゆうする食材の仕入れ先の調査、その値段交こう渉しよう、学院側関係各者とのパイプ役……本っ当に、人を馬車馬のようにこき使いやがって……ッ！」

「でも、先生のおかげで仕事がスムーズに進んで助かっています」

「てか、お前！　俺がお前の下につくように、絶対、裏で何か手ぇ回しただろ!?　どう考えても、俺に回ってくる仕事が予あらかじめ決められてたとしか思えんぞ、これ!?」

「……はて？　なんのことでしょうか？」

「よりにもよって、あのセリカまで『リゼをしっかり手伝ってやれよ？　じゃないとメシ抜ぬきだぞ』とか言いだす始末……なーんか、妙みようにお前のこと気に入ってたし……お前、いつの間にセリカまで誑たらし込んだ!?」

「いえ、そんな……私はただ、先の遺い跡せき調査で体調を崩くずされ、現在自宅療りよう養よう中のアルフォネア教授のお見み舞まいに先日伺うかがった際、普ふ段だんからお世話になっているグレン先生のことを良くお伝えしただけですが……」

「こ、この女め狐ぎつねめぇ……ッ!?　（てか、チョロ過ぎだろ、セリカ!?）」

　このリゼという食えない少女はシスティーナの一つ上の先せん輩ぱいであり、とある一件で知り合って以来、何かとグレンに厄やつ介かいごとを持ち込んでくるのである。

（……俺が一体、何をした……？）

　グレンには、この辣らつ腕わん生徒会長にこうも絡からまれる理由がさっぱりわからない。誰だれに対してもクールなリゼが、グレンに絡む時だけ、なぜか妙に楽しそうなのも謎なぞだ。

　まぁ、それはともかく。グレンは、その両手に社交舞ぶ踏とう会の各種資料を大量に抱かかえ、リゼの荷馬車となって、リゼについていく。
















　やがて、二人は魔ま術じゆつ学院敷しき地ち内の西、大講堂へと辿たどり着いていた。

　中に入ると、奥の舞ぶ台たい上で、学院の楽奏クラブのメンバーで編成された楽奏団が半円状に並んでいるのが目に入った。楽奏団の面々は、バイオリンやチェロなど各おの々おのの楽器を構え、社交舞踏会当日に演奏する曲の音合わせを熱心に行っていた。

　クラブにとっては数少ない腕の見せ所。演奏練習に熱が入るのも当然であった。

「……素晴らしい演奏ですわ」

　楽奏団の演奏にすっかり聞き入っていたリゼが感服したように言った。

「この調子ならば、当日はきっと素敵な舞踏会になるでしょうね」

「はっはっは！　そう言っていただけると、私もクラブ顧こ問もんとして嬉うれしいね！」

　リゼの賞賛に、その隣となりにたたずむ男が満足げに返した。

　恰かつ幅ぷくの良い中年紳しん士しだ。中年特有の太たい鼓こ腹ばらではあるものの、だらしなさはあまり感じられず、むしろ貫かん禄ろくたっぷりの男性である。

　男の名はローレンス＝タルタロス。学院に在ざい籍せきする魔術教授の一人であり、楽奏クラブ顧問も兼けん任にんする文化人であった。

「あら？　今回は外部から指揮者の方を招いたのですね？」

　演奏する楽奏団の前で熱心に指揮棒を振るう男性を遠目に眺ながめ、リゼが言う。

「ええ、いつも指揮者を務めていた生徒が腕を怪け我がしまして……それで、今回はその道でとても有名な御お方かたに依い頼らいすることになりました」

「まぁ、その生徒の方はお気の毒ですが……早い段階で首しゆ尾びよく指揮者を確保できて本当によかったですね。演奏は指揮者次第でがらりと変わってしまいますから」

「ふんっ！　たかが棒振り役一つ、何も変わりゃしねーよ！」

　一方、望まぬ手伝いに駆かりだされた上に、荷物持ちをさせられ、興味もない演奏打ち合わせに付き合わされ、ご機き嫌げんナナメなグレン先生の、この子供っぽさである。

「社交舞踏会なんざ、どーせ、食って、飲んで、踊おどるだけだろ？　誰も演奏のことなんて気にしねえっつーの！　蓄ちく音おん機きで適当なレコードでもかけとけっつーの！」

「そういえば、今、皆さんが演奏されているこの曲……当日のダンス・コンペでも用いられる『交こう響きよう曲シルフィード』のようですが……微び妙みように編曲アレンジされてますね？」

「ああ、わかりますか！　流石さすが、生徒会長、御お目めが高い！　いや、この場合、御耳が高い……ですかな？　わっはっは！」

　演奏に耳を傾かたむけるリゼに、ローレンスが豪ごう快かいに笑った。

「あれんじぃ[image: ～][image: ～]？　ボク、ぜぇんぜんっ、わかんないんですけどぉ[image: ～][image: ～]？」

「残念ながら、交響曲シルフィード第八番のアレンジは間に合わなかったらしく、当日に使用されるのは第七番までですが……」

「第七番まであれば十分ですよ。でも……ふふっ、聞いていると自然に心が高こう揚ようするようです。原曲の雰ふん囲い気きを損そこなわず、生徒同士の交流会という楽しげな場を盛り上げるに相応ふさわしい素晴らしい曲です。この編曲アレンジはどなたが？」

「実はこの編曲アレンジを提案されたのは、今回、指揮者を務めてくださることになった──」

「かぁ～っ！　なんていう暇ひま人じん、羨うらやましいわーっ！　紙の上で適当にオタマジャクシ弄いじってるだけの仕事なんて、俺と代わって欲しいわーっ！　マ・ジ・で！」

　優ゆう雅がに談笑するリゼとローレンスに、一々水を差すグレン。

「……グ　レ　ン　せ　ん　せ　い？」

「ヒョェッ!?」

　背筋が凍こおるような薄うすら寒い笑顔をリゼに向けられ、思わず竦すくみ上るグレン。

　リゼは普段は誰に対しても心優しく公明正大な生徒会長なので、つい失念してしまうが……決して怒おこらせてはいけない類たぐいの人種であったことを、グレンは思い出す。

「せ、生徒大会長神様は、お話にもう少しお時間がかかりそうですねッ!?　その間、底辺零れい細さい魔ま術じゆつ講師（笑）なボクは、テーブル運びの手伝いでもしてきまぁーすっ!?」

　そんなことを言って、グレンはその場から逃にげるように去っていくのであった。




　そして、大講堂から少し離はなれた場所にある、学院の用具倉庫棟とう前にて。

　当然、グレンが殊しゆ勝しようにテーブル運びなどという重労働を進んでするわけもなく……

「ああ～……かったりぃ……やってらんねぇ……」

　倉庫の外がい壁へきに背を預けて座り込み、大絶賛サボタージュ真っ最中であった。

　グレンの目の前では、大勢の生徒達が協力して、倉庫内から会場に設置するテーブルやシャンデリア、調度品などを運び出している。

「うおおおおおおおおお──っ!?　リィエルちゃん、スッゲェエエエエッ!?」

「ん。このくらい簡単」

　よく観察すると見知った顔もいた。いつも眠ねむたげで無表情、まるでお人形さんのような少女リィエルや、カッシュにセシルなど……グレンの担当クラスの生徒達だ。

　リィエルは女子ということで、最初はルミアと一いつ緒しよに銀の燭しよく台だい磨みがきの仕事をしていたのだが、パワーが無む駄だに有り余っているリィエルが銀の燭台を磨くと、高価な燭台が片かたっ端ぱしからぐにゃりと曲がってダメになるので、こちらに回された次第である。

「くっそぉ！　リィエルちゃんに負けてたまるかぁあああああああああ──っ!?」

「だ、駄だ目めだよ、カッシュ!?　君があれを真似したら死んじゃうよ!?」

　リィエルが見上げるほど高くタワー状に積み上げたテーブルを楽々抱えて、グレンの前を過よぎり……無む謀ぼうにもカッシュがそれを真似しようとして、セシルに止められていた。

「ったく……ようやるわ」

　グレンが呆あきれながらそんな様子を眺めていると……

　生徒達に混じって荷物運びを行っていた作業服姿の用務員が、運んでいた椅い子すを突とつ然ぜん、地面に置き……グレンの方へと歩み寄ってくる。

　そして、その用務員がグレンのすぐ前に立ち、グレンを見下ろしてきた。

「……んあ？　何か用かよ……って、お前──ッ!?」

　その用務員を面めん倒どう臭くさそうに見上げ……グレンはぎょっとして目を見開いた。

「……相変わらずだな、グレン」

　グレンの前で、その作業服姿の男が目ま深ぶかに被かぶっていた帽ぼう子しを取る。

　ばさりと広がる黒の長ちよう髪はつ、露あらわになる鷹たかのように鋭するどい眼光。

　その男の正体は──

「アルベルトッ!?　ちょ、おま──どうしてここに──ッ!?」

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室、執しつ行こう官ナンバー７《星》のアルベルトその人であった。

「話がある。ついて来い」
















　返答を待たず、くるりと踵きびすを返し、歩き始めるアルベルト。

「いや、それは別にいいんだけどよ……お前、今のその姿に何か疑問ないの？」

「……………………」

　足早に先行するアルベルトは無言だった。




　アルベルトの先導で向かった先は、学院の裏庭であった。

　針葉樹林が生おい茂しげり、やや薄うす暗ぐらいこの場所には、今は人っ子一人いない。

「この周辺、すでに人ひと払ばらいの結界が張ってある……ここまでして一体、何の話だよ？」

　そんなグレンを尻しり目めに、アルベルトがばさりと変装を解き、作業服を手品のように脱ぬぎ捨て、一いつ瞬しゆんでいつもの黒い魔導士礼服に戻もどる。

　そして、アルベルトはその鋭い眼まな差ざしで、真っ直すぐにグレンを射い貫ぬき……しばしの沈ちん黙もくの後、その口から衝しよう撃げきの事実を明かすのであった……

「……バカな……『社交舞踏会』に乗じた『ルミア暗殺計画』だとぉ……ッ!?」

「そうだ。天の智ち慧え研究会が、ついに動いた」

　驚きよう愕がくに震ふるえるグレンに、アルベルトがまるで他人ひと事ごとのように淡たん々たんと告げる。

「ふざけんな、話が違ちがうぞッ!?　連中はルミアから手を引いたんだろッ!?」

「一々吠ほえるな。状じよう況きようが変わったのだ」

　胸むな倉ぐらを摑つかんで吠えかかってくるグレンを、アルベルトはその氷のような表情をまったく崩くずさず、冷ややかに応じていた。

「俺達、帝国政府側が一枚岩ではないように、天の智慧研究会も一枚岩ではない」

「それがどうした!?」

「その理由は現在調査中だが……連中はどうも、組織の方針によって二派に分かれていたようだ。一つ、古参メンバーを中ちゆう核かくとした『現状肯こう定てい派』……そしてもう一つ、新参メンバーを中核とした『急進派』……どうも『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』への着手の前後辺あたりから、そのような二派が生まれたらしい」

　白金術『Project : Revive Life』。疑ぎ似じ的に死人を蘇よみがえらせる禁断の儀ぎ式しき魔術だ。今は亡き、稀き代たいの天才錬れん金きん術じゆつ師しシオン＝レイフォードの固有魔術オリジナルであり、シオンがいなければ、儀式の再現性がない。絵に描かいた餅もちだ。

　だが、なぜか、ルミアの『異能』があれば、それを達成できてしまうのだが──

「天の智慧研究会が王女を狙ねらっているのは既すでに周知の事実ではあるが……『現状肯定派』は、あくまで王女の身み柄がらを『確保』することを目的としている。だが、『急進派』は王女の『殺害』を狙っている」

「……なんでだよ？」

「調査中だ」

　忌いま々いましそうに鼻を鳴らすアルベルト。

　敵組織の底知れなさに、アルベルトも苛いら立だっているようだ。

「兎とに角、先の白金魔導研究所の一件以来、組織全体の方針として、しばらく王女から手を引くことが決定し、その二派の抗こう争そうは一時的に収束する事になったのだが……」

「……今回、その方針に否いなを唱える『急進派』が暴走したってことか？」

「その通りだ」

「くそが……ッ！」

　本当に、相変わらず、わけのわからない連中である。だが、天の智慧研究会など所しよ詮せん、狂きよう人じんの集まり、常人の理ことわりを期待するほうが無駄というものだ。

　そんなことよりも──

「何処どこへ行く？　グレン」

「決まってるだろ」

　鋭く威い圧あつするように問われ、グレンが去りかけていた足を止める。

「この事実を学院側に通達させてもらう。吞のん気きに『社交舞ぶ踏とう会』なんかやってる場合じゃねえだろ!?　ンなもん中止だ、中止！」

「その件だが──」

　アルベルトが何か言いかけているのを完全に無視し、グレンが駆かけだす。

　だが、そんなグレンの眼前に。

　轟ごう！

　突とつ如じよ、真しん紅くの炎えん壁へきが、天を衝つく圧あつ倒とう的火勢で燃え上がった。

「な──ッ!?」

　その不自然な発火は、明らかに魔術によるものだ。

　空気すら焦こがし、肌はだが痺しびれるようなその熱量に、たまらずグレンが飛び下がる。

「てめぇッ!?　アルベルトッ！　お前、何しやが──」

「俺ではない」

　アルベルトが冷ややかに否定した……その時だった。

「……駄目よ、グレン」

　ざっ。木こ陰かげから不意に、一人の女が、グレンの前に姿を現していた。

　若い娘むすめだ。歳の頃は二十歳前……グレンとほぼ同じ年ねん齢れいだろう。

　激しく燃え上がるような真紅の髪かみを、三つ編みに束ねてサイドテールにしている。その相そう貌ぼうは非常に精せい緻ちで見み目め麗うるわしいが……どこか、氷のような酷こく薄はくさを湛たたえている。昏くらく燃えるような紫し炎えん色しよくを湛えた切れ長の半眼も、口元に浮うかべる薄い笑みも、どこか他者に対する嘲ちよう弄ろうのような印象を拭ぬぐえない。

　帝国宮廷魔導士団の礼服を身に纏まとい、半身に立って余よ裕ゆう溢あふれた所作で腕うでを組み、冷たい流し目を送ってくるその姿は──忘れもしない。

「てめぇ……イヴ……ッ！　《魔ま術じゆつ師し》のイヴ……ッ！」

　かつてのグレンの上司──帝国宮廷魔導士団特務分室の室長にて執行官ナンバー１《魔術師》のイヴ＝イグナイト。帝国古参の大貴族、イグナイト公こう爵しやく家の姫ひめ君ぎみだ。

「久しぶりね、グレン。会えて嬉うれしいわ」

「はっ……俺はテメェにだけは会いたくなかったがな……ッ！」

「あら？　なんだか随ずい分ぶんと嫌きらわれたものね。昔、あんなに世話してあげたのに」

　くすり、と嗤わらう《魔術師》のイヴ。

「……忘れたとは言わせねえぞ……一年余前のジャティスの件で、てめぇは俺とセラをオトリに使った……ッ！　アルベルトの援えん護ごをこっちに回さなかった……ッ！」

「ええ、そうだったわね。で、それが何か？」

　怒いかりを堪こらえるグレンとは対照的に、イヴは実に楽しそうだ。

「あら？　ひょっとしてセラが死んだのは私のせい、とでも？　なら、責任転てん嫁かも甚はなはだしいわ。それは貴方あなたのせいでしょう？　貴方が守りきれなかったのだから。今さら、あまり女め々めしいことを言わないで欲しいわね、見苦しい」

「…………ッ！」

　ぎり、と。グレンの歯ぎしりする音と、拳こぶしを握にぎり固める音が鳴り響ひびく。

　イヴを睨にらみ付けるその形ぎよう相そうはもはや、烈れつ火かのそれだ。

「確かに私も采さい配はいミスをしたことは認めるわ。なにせ、セラという優ゆう秀しゆうな手て駒ごまを失ってしまったし……あろうことか、貴方は《正義》のジャティスを討ち損じていたのだから。おかげで私の戦歴に傷がついてしまったわ、まったく……」

「て、てめぇ……ッ!?」

「まぁ、そんな些さ細さいなこと、今はどうでもいいわ。本題に入りましょう」

　イヴの前まえ髪がみをふわりと浮かせるほどのグレンの怒ど気きを、イヴはさらりと受け流す。

「結論から言えば、この度たび、学院で開かい催さいされる『社交舞踏会』を中止になどさせない。このまま学院側には何も通達はせず……私達、特務分室で密かに連中を迎むかえ討つわ」

「はぁ!?　何考えているんだ、テメェッ!?　正気か!?」

「今回の敵組織の仕し掛かけは、急進派の中核──第二団《地位》アデプタス・オーダーが直接動いているわ。これは、その者を捕とらえ、敵織織の尻尾しつぽを摑む絶好の機会……逃のがす手はないわよね？」

　あまりにも信じられないことをのたまうイヴに、グレンは一瞬、呆あつ気けに取られる。

「──っざけるなよッ!?　行事真っ最中の学院内で迎え討つだとッ!?　正気の沙さ汰たじゃねえぞッ!?　一歩間ま違ちがえれば、ルミアだけじゃねえ、なんの関係もない学院の連中も巻き込んじまうんだぞ……ッ!?」

「……それがどうかしたの？」

　心底哀あわれなものを見るような目で、イヴがグレンを一いち瞥べつする。

「それがどうしたって……お前……ッ!?」

「はぁ……貴方はことの重大さがまるっきりわかってないわね。さすが、たかが女性一人守れなかった程度で、尻尾を巻いて軍を逃にげ出す甘ったれだわ」

　肩かたを竦すくめ、眉まゆを顰ひそめ、イヴが冷たく言う。

「長い帝国史の中、常に社会の裏側で暗あん躍やくし続けてきた最悪のテロリスト集団、天の智慧研究会……表向きは『優すぐれた魔術師による世界支配』という思想を掲かかげてるけど……彼らがもっと大きくて、より最悪なものを狙っているのは、諸状況により間違いないわ。そして、件くだんの組織の目的に関して唯ゆい一いつ、明らかになっている言葉は……禁忌教典アカシツクレコード」

「ああ、そうだなっ！　それがどうした!?」

「ごく最近、かの組織はその動きを変えたわ。何が切っ掛けとなったかは調査中だけど……その裏でひそかに推おし進めていた、禁忌教典アカシツクレコードとやらに関わる計画のフェーズが次の段階に移ったのは間違いないわね。このまま連中の思おも惑わく通りに事が運べば、確実に取り返しのつかない事態になる。情報が欲しい……最も早はや、私達には一刻の猶ゆう予よもないの」

「それで学院の『社交舞踏会』を釣つり堀ぼりに、ルミアを撒まき餌えにするっていうのかッ!?　連中の尻尾を摑む、ただそれだけのために……ッ!?」

「帝国政府も、軍も、すでにその方針で了りよう承しよう済み。最後まで難色を示されていた女王陛へい下かも最終的に承認……ふふっ、実に賢けん明めいな方で助かるわ」

　その時、いかにも『そうなることがわかっていた』と言わんばかりに策士気取りな笑みを浮かべるイヴの姿に、グレンは確信した。

「テメェ……ッ!?　陛下に何をした……ッ!?」

　イヴの実家のイグナイト公爵家は、帝国古参の大貴族であり、かつ、数多くの優れた魔導士を輩はい出しゆつした帝国魔導武門の棟とう梁りようだ。その当主は帝国最高決定機関たる円えん卓たく会にも席を持ち、大きな力と発言権を持っているのだ。その家の力を使えば……

「昔っから、やたら小こ癪しやくな権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけたテメェのことだッ！　裏で何か手を回しやがったな!?　女王陛下が首を縦に振ふらざるを得ない状況を、テメェは作った……ッ！」

　イヴは何も応じず、含ふくみ笑いをするばかりだが、ほぼ間違いない。

　敏びん腕わんとして国内外に勇名高き女王陛下とて全能ではない。今の女王は帝国と冷戦状態にあるレザリア王国との国境問題・外交軋あつ轢れきの対処に忙ぼう殺さつされている。国内で蠢うごめく虫を抑おさえるまで手が回らないのだ。

　しかも、この件は決して女王に対する裏切り行こう為いではなく、王家と帝国への忠誠心の延長線上にあるともいえる。時に黙もく殺さつせざるを得ないこともあるのだろう。

「おい、アルベルト……てめぇ、こんな作戦に納得してんのか？」

　忌々しそうに、グレンがアルベルトへと問う。

　アルベルトはしばらくの間、口を堅かたく閉ざし……

「納得はしていない。だが、その作戦の有益性は認める。ならば任務を遂すい行こうするだけだ」

　やがて、氷のように、淡たん々たんとそう返した。

「……そうかい、見み損そこなったよ、クソが。二度とそのスカし面づらを俺に見せんな」

「…………」

　押おし黙だまるアルベルトにグレンは背を向けた。

「てめえら軍の思惑なんざ知ったことじゃねえ。俺は今から学院にかけあって──」

「あら？　この作戦は国家最高機密トツプシークレツトよ？　外部に漏もらすつもりなら、私は貴方をこの場で始末しなければならないわ」

「上等だ、てめぇ……この距きよ離りで、俺に勝てると思ってんのか？」

　懐ふところの『愚ぐ者しやのアルカナ』に手をかけつつ、グレンがイヴに振り返るが──

「……はぁ。私の二つ名、忘れたみたいね？」

　イヴが呆あきれ半分に笑った、その瞬しゆん間かん。

　グレンの左、右、背後の三方に、突如、灼しやく熱ねつの紅ぐ蓮れん炎壁が高く燃え上がった。

　その状じよう況きように、ようやくグレンは自分が戦う前からすでに負けていたことを悟さとる。

（眷属秘呪シークレツト【第七園】!?　くそ、やられたッ！　ここ一帯はすでにイヴの領域か!?）

　眷属秘呪シークレツトとは固有魔術オリジナルの一種であり、魂の魔術特性パーソナリテイを術式に組み込む固有魔術オリジナルとは異なり、血中マナ特性──即すなわち、魔力特性スペシヤリテイを組み込む魔術である。その特性上、大たい抵てい一代限りの固有魔術オリジナルとは異なり、その血族が先祖代々伝え、発展させていくことが可能な秘術だ。

　そして、イヴのイグナイト家が代々伝える眷属秘呪シークレツト【第七園】とは、予あらかじめ指定した領域内における炎えん熱ねつ系魔術の起動『五工程クイント・アクシヨン』を全て省略出来るようにする、という図ず抜ぬけた代しろ物もの。要は領域内の敵を、精神集中も魔力操作も呪じゆ文もん詠えい唱しようもなく、炎ほのおを手足の一部のように自在に操あやつって焼いてしまうことが可能なのだ。

　無論、予めその【第七園】の支配領域を手て間ま隙ひまかけて魔術的に構築しなければならないし、領域内で自在に行使できる魔術は炎熱系のみに限られる。魔力消費も激しい。

　だが、一度【第七園】の領域を構築し、その領域内に敵を誘さそい込んでしまえば、その威い力りよくは言うまでもなく、強力無比。領域内にいるイヴは、アルベルトの魔術起動速度すら遥はるかに凌りよう駕がする、この世界最速の魔ま導どう士なのだ。

　そして、今、眷属秘呪シークレツト【第七園】がすでに一つの魔術として成立している以上──起動を封ふう殺さつするグレンの固有魔術オリジナル【愚者の世界】はまったく意味を為なさない。

「人呼んで《紅焰公ロード・スカーレツト》。熱と炎の魔術に全てを捧ささげたイグナイト家が代々受け継つぐ誇ほこり高き二つ名──近きん距きよ離り魔術戦最強の証あかし。グレン、貴方は私の炎の敵じゃないわ」

　指先に、ぽっと小さな炎を灯してグレンに向け、余よ裕ゆうの笑みで挑ちよう発はつするイヴ。

　グレンはこの状況で、イヴを出し抜ぬくありとあらゆる手段を瞬しゆん時じに脳内検けん索さくするが……空むなしい結果に終わる。なにせ、この状況は、断頭台にがっちり捕とらえられている状態から、逆転を狙ねらっているようなものだ。

「くそ……ッ！」

　煮にるなり焼くなり好きにしろと言わんばかりに、グレンは胡坐あぐらをかいて座り込む。

　そんなグレンに、イヴが困ったように話しかける。

「でも、どうしようかしら。実は貴方をここで始末するのは得策じゃないの。貴方みたいな出来損ないの駒こまでも使い方次第……この場で失うには惜おしい。でも、この様子だと私の言うことを素直に聞いてくれそうにないし……だから、こっちのカードを切るわ」

　ぱちん、とイヴが指を鳴らすと、グレンを囲んでいた炎えん壁へきが瞬時に消えた。

「ところで、貴方の妹分のリィエル……学生として随分と楽しそうね？」

「……？」

　なぜ、ここでいきなりリィエルの話が出てくるのか。

　グレンが眉をひそめて訝いぶかしむが……

「少し見ないうちに随分と人間らしくなったわ……作られた人形のくせに、ね」

「な……ッ!?」

　不意に後頭部を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきが、グレンを襲おそっていた。

　この口ぶり、イヴは確実にリィエルの正体を知っている。

　今、帝国政府側でリィエルの真実を知ってるのは、アルベルトだけのはずなのに──

（アルベルト、てめぇ、まさか──ッ!?）

　グレンは反射的に、アルベルトの裏切りを疑うが──

（──いや、違ちがう！　こいつは数字信しん奉ぽう者で効率厨ちゆうのいけ好かねえクソ野や郎ろうだが、絶対に仲間を裏切ったりはしねえ……なら──）

　瞬時に思いとどまり、致ち命めい的てきな言葉を吐はき出すのを堪こらえる。

　案の定じよう、落ち着いて見ればアルベルトも、その鷹たかのような双そう眸ぼうを鋭するどく細め、敵意も露あらわにイヴを睨み付けている。

　ならば──

「二人とも、何やらこそこそ隠かくし事をしてたみたいだけど……あまり私の情じよう報ほう網もうを舐なめないで欲しいわ。……とはいえ、アルベルト、貴方の隠いん蔽ぺい工作は完かん璧ぺきだった。ええ、貴方の隠蔽工作を補ほ佐さした相方がグレンでなければ、私とて摑つかめなかったでしょうね」

（くそっ……俺がどっかでしくじったのか……ッ!?）

　己おのれの無ぶ様ざまな失態と悔かい恨こんに、歯ぎしりするしかない。

「さて、グレン。貴方は学院側に国家最高機密トツプシークレツトを流して、私の計画を台無しにするつもりみたいだけど……私、リィエルの正体を、上に報告してもいいかしら？」

「てめぇ……ッ!?　一体、どこまで──」

　グレンはもう怒いかりのあまり、視界が真っ赤に染まるような勢いだ。

　噴ふん出しゆつ直前の激情を、全身全ぜん霊れいの理性を絞しぼり出して、必死に押さえつけているのである。

「リィエルは扱あつかいが少々面めん倒どうだけど、使える駒。失うのは痛いんだけど……なにせ、彼女は『Project : Revive Life』の世界初の成功例……そんな彼女を実験用モルモットか標本として献けん上じようするのは、それはそれで多大な戦果だと思わない？」

　そのすまし顔を殴りつけてやりたいが、グレンはこの時、自分がイヴに完全敗北したことを悟った。リィエルまで人ひと質じちに取られては……もう、どうしようもない。

「そんなに怖こわい顔しないの。大だい丈じよう夫ぶよ。私とてリィエルという駒は惜しいの。貴方が私達の邪じや魔まをせず、全ての事を上手うまく運べば、まったく問題ないのよ？　貴方が協力的ならもっといい。そこで貴方に一つ、命令を与あたえるわ、《愚者》のグレン」

「……あ？　なんで俺がテメェのいうこと聞かなきゃなんねえんだ？　俺はもう魔導士でも軍属でも、なんでもねえぞ？」

「はぁ……犬がいちいち嚙かみつかないで欲しいわ。私、暇ひまじゃないのよ」

　うんざりだと言わんばかりに、イヴが髪かみを手て櫛ぐしで梳すいて嘆たん息そくした。

「帝国軍法第六章、緊きん急きゆう特例九号条じよう項こう──百ひやつ騎き長の軍階を持つ私の権限を忘れた？　軍を除隊した程度で、そう簡単に軍ぐん役えきを逃のがれられると思わないで、グレン正騎き士し」

「てめぇ……ッ!?」

「それに……いいのかしら？　そんな非協力的な態度で。王女とリィエルの命運は、私の差配一つにかかっているのよ？　それをゆめ忘れないように」

「……地じ獄ごくに落ちろ」

　地獄の悪あつ鬼きが、きっと、そんな声こわ色いろだろう。

　だが、グレンの減らず口がその程度であることに満足し、イヴはくすりと笑った。

「さて、本題に入るけど……社交舞ぶ踏とう会に参加する王女の暗殺を、敵組織の外げ道どう魔ま術じゆつ師しが狙っており、私達はそこを押さえるわ。当然、舞踏会場に王女がいてくれなくては困るし、得体のしれない連中を安易に王女に近付けるのも困る。王女に対する付きっきりの護衛は必要不可欠でしょうね。社交舞踏会のルール、そして王女に付きっきりでも不自然ではない人物……それらを考こう慮りよし、もっとも自然に王女を護衛する方法とは──」




　──回想を終え、半刻前を彷徨さまよっていたグレンの意識が、現在に帰き還かんする。

（そうだ……俺はルミアと一いつ緒しよにダンス・コンペに参加する……そして、最後まで勝ち続ける……当日、他の連中にルミアを寄り付かせず、可能な限り自然な形で、俺がルミアに付きっきりになるには、これしか方法がねえ！　そして、俺とルミアが目立てば目立つほど、ルミアを狙う敵の捕ほ捉そくも容易になる……ひいては、それが学院の連中を守ることにもなる……ッ！）

　当然、しゃくには障さわる。

　この状況は、あの女──イヴの掌てのひらの上で踊おどっているに過ぎない。

　だが──今のグレンは踊るしかない。滑こつ稽けいに。無様に。

　敷しかれた線路の上を、道どう化けの格好で全力疾しつ走そうするしかない。

（いいぜ、踊ってやるよ……だが、覚えてろ、イヴ……てめぇはいつか絶対、泣かす！）

　決意を新たに、グレンは今回も苦難の戦いに挑いどむ。

　が──

（まぁ……さしあたって、当面の問題は……）

　上下逆さまの視界の中で。

　重力に従って徐じよ々じよに迫せまってくる地面を、グレンはちらりと一いち瞥べつする。

　そういえば、システィーナの魔ま術じゆつで天井高く吹ふき飛ばされている真っ最中だったのだ。

（うわぁ、痛そう……どう、受け身取っかなぁ……？）

　ため息混じりに、数瞬後に襲ってくるだろう痛みに備えるのであった。








第二章　祭りの準備　～それぞれの想いと思おも惑わく～









　帝てい国こくの三大地方が一つカンターレの南東部に位置する、リキアン第七駐ちゆう屯とん基地。

　隣りん国ごくのレザリア王国との国境も近く、辺境地方から中央へ流れていく魔ま獣じゆうを食い止める防ぼう波は堤ていの役割をも果たすその帝国軍基地には、精せい鋭えいの帝国軍魔ま導どう兵達が詰つめている。

　その名も、帝国東部カンターレ方面軍・第三師団第八辺境警備隊。

　約五百の魔導兵を主力に編制されたその辺境警備隊は、兵達から《百ひやつ鬼き長》と呼ばれ、恐おそれられつつも慕したわれるミハエル＝ジュドー百ひやつ騎き長に率いられ、日々魔獣相手の実戦と厳きびしい軍事訓練を繰くり返し、長らく戦争らしい戦争のない帝国内において指折りの練度と実戦経験を誇ほこる有数の実戦部隊であった。

　そう、有数の部隊であった。

　わざわざ、あった、と過去形で表すのは実に単純な話──今はもう、ないからである。

「なん……だ……なん……なんだ……こいつらは……ッ!?」

　すでに致ち命めい傷しようを負い、無ぶ様ざまに地面に倒たおれ伏ふすミハエルは、絶望と驚きよう愕がくに固まる顔で、その光景を茫ぼう然ぜんと眺ながめるしかない。

「ここが♪　ここが♪　この国の兵士さん達のお家♪　うんうん、面おも白しろいね♪」

「そうか？　我は実につまらぬぞ。帝国でも音に聞く武もの士のふ達が多く詰めていると聞いたが……少し小こ突づいただけで簡単に壊こわれおる。かるしうむとやらが足りぬのではないか？」

　少女と大男を中心に。

　死体、死体、死体、死体、死体、死体の山、山、山……

　帝国軍でも指折りの精鋭と謳うたわれた強つわ者もの達のなれの果てが、地じ獄ごくを作っている。

　何か出来の悪いオブジェとしか思えない、その破局の光景を前に。

「くそぉ……こんな……ことが……ッ！　全ぜん滅めつ……ッ！　わずか十分も経たたぬうちに……我が第八辺境警備隊が……全滅……う、噓うそだ……悪夢だ……ッ！」

　ミハエルがとうてい受け入れがたい現実に嘆いていると。

「いやぁ、すみません……なんか、悪いことしちゃいましたよね……」

　その傍かたわらに、いつの間にか、スーツ姿の青年が、申し訳なさそうに立っていた。

「言っておきますが……私は彼らを止めたんですよ？　こんな所、わざわざ通る必要はない……迂う回かいしようって……何度も口を酸っぱくして言ったんですよ？」

「は？　き、貴様は……？」

「あ、実は私達、フェジテに用がありまして、三人でフェジテに向かう道中、ここに立ち寄ったわけなんですが……でも、西の山道を使えば、もっと近道だったんですよね。わざわざ、ここを通って遠回りする必要なんてなかったんです……おかげで旅程が半日ほど遅おくれてしまって……はぁ……ザイードになんて言おう？　困ったなぁ……」

　青年の意味不明の独白に、ミハエルは思わず押おし黙だまる。

　そんなミハエルにかまわず、青年は淡たん々たんと続ける。

「でも、グレイシア……あの少女は『山道は足が痛いから嫌いや～』って聞かないし……ゼト……あの大男は『我より強いやつに会いに行く』って聞かないし……はぁ……おつむの残念な子と脳筋の世話役は本当に疲つかれます……なんとなく貴方あなたも共感できるんじゃないでしょうか？　貴方、ここの隊長さんっぽいですし」

「…………」

　何を言っているんだろう、こいつらは。

　つまり、なんだ？　連中がこの駐屯基地にやってきたのは……ただの、散歩。

　この虐ぎやく殺さつは、散歩のついで。

　その散歩のついでで……帝国軍でも音に聞こえる第八辺境警備隊は壊かい滅めつしたのか？

「……でも、今思えば……こうして寄り道した甲か斐いはあったでしょうか……？」

　不意に、青年の様子が一変する。

　今までの陽気で紳しん士し的な雰ふん囲い気きから、まるで蛇へびのような冷れい酷こくな表情となる。

「なっ……ッ!?」

　ミハエルが気付けば。

　いつの間にか、青年の隣となりには──見上げるほど巨きよ大だいな化け物が佇たたずんでいた。

「さぁ、喰らいなさい。私の僕しもべよ」

　青年が指を打ち鳴らすと、その化け物が空を覆おおわんばかりに翼つばさを広げ──あの少女と大男が無数に積み上げた死体達の口から、霊れい魂こんが抜ぬけ出し……化け物の元へ導かれるように集まって……

「なぁ……っ!?　あ……ああ、ああああ……ッ!?」

　化け物は、その霊魂を片かた端はしから喰らっていた。貪どん欲よくに、がつがつと。

　吐き気のするようなその冒ぼう瀆とく的で背徳的な光景に。

　ミハエルは、恐きよう怖ふと絶望に目を見開き、涙なみだを流して震ふるえることしかできない。

「……なかなか上質の魂たましいです。おかげで下僕ペツトの育成がはかどりますよ。いやいや、流石さすが、鍛きたえ上げられた魔導兵です。あの兵士さん達、貴方が丹たん精せい込こめて育てたんでしょう？　いい仕事していますよ、本当に。貴方、牧場とか畑仕事とか、きっとそういう地に足がついた職業……向いていると思います」

　震えるミハエルの肩かたを、青年がぽんと優しげに叩たたく。

「さて……私としては、フェジテに向かって出発する前に……下僕ペツトにもう少し食べさせてあげたいところなんですけど……」

「う、ぁあああ……や、やめ……やめ、て……お願……」

　動けないミハエルの体を、巨大な化け物がその剛ごう腕わんで鷲わし摑づかみにして空に掲かかげ……

　そして……

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　身の毛のよだつ、死霊バンシーのような金切り声を幕引きに……

　その日、リキアン第七駐屯基地は地図上から完全に消しよう滅めつしたのであった。




　グレンがイヴの思惑通りに踊おどることになった──その次の日。

「……あっ、あの……っ！　先生……ッ!?」

　放課後、ルミアがグレンに手を引かれ、学院校舎の中庭に姿を現していた。

「ほら、来な？　ルミア。一いつ緒しよにダンスの練習しようぜ？」

「で、でも……」

「すまねえな、我が儘ままばっかで。だが……どうせなら、お前の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿、見てみたいなって思ってな……ダメか？」

「だ、駄だ目めではないです……けど……あ、あぅ……」

　顔を赤らめ、しっかりと繫つながれた手と手を見つめるルミア。昨日からいつになく強ごう引いんで積極的なグレンに、ルミアは完全にペースを握にぎられ、翻ほん弄ろうされっぱなしであった。

　中庭では、グレン達と同じく社交舞ぶ踏とう会のコンペに参加する予定のカップル達が仲なか睦むつまじげにダンスの練習をしていたり、コンペには参加したいが、まだパートナーの見つかっていない可哀かわい想そうな男子生徒達が、パートナーを探してたむろしたりしている。

「お……おい、見ろよ……あれ……」

「あ、ああ……あのルミアちゃんが、とうとうダンス・コンペのカップルを組んだっていう話……本当だったんだな……ッ!?」

「あの俺達の聖天使が……うわぁあああっ！　羨うらやましいぃいいいいいッ！」

「ていうか、まーたあのアホ講師かよ……ッ!?」

「講師、死すべし。慈じ悲ひはない」

　中庭に手を繫いで姿を現したグレンとルミアの姿に、一いつ斉せいに注目が集まった。

　今まで頑かたくななまでに、パートナーを断り続けていた評判の美少女の、突とつ然ぜんのコンペ参加表明は、それほどまでに衝しよう撃げき的なニュースだったのである。

「あぅ……」

　集まる羨せん望ぼうの視線に、手から伝わってくるグレンの体温に、ルミアは恥はずかしそうに眼を伏せるしかない。

　一方、自分達に集まる視線を一身に受け、グレンは密かに物思う。

（……そうだ、これでいい。俺とルミアがカップルでコンペに参加するという話が出回れば……当日、ルミアの手を取ろうと近づく輩やからも減るはず。そうすりゃ、護衛も格段にやりやすくなる。まーた、妙みような噂うわさが流れちまうが……背に腹は代えられねえ）

　とはいえ……グレンは当日の護衛のことより、今現在、早急に対処せねばならない問題に頭を痛めていた。

　それは──

「……で？　なんでお前までついてくるんだよ……？」

「……別に？　ただ、私が見ててあげようってそう思っただけ」

　グレンは自分達の後にぴったりとついてきたシスティーナを一いち瞥べつする。

　そんな彼女は、むっすぅーと、かつてないほど不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組み、ジト目でグレンを睨にらみ付けてくる。その視線が背中にぶすぶす刺ささるのを感じるのだ。

　システィーナの隣には、いつものように眠ねむたげに目を細めたリィエル。これから一体、何が始まるの……？　と言わんばかりに、ほんの少しだけ不思議そうに首を傾かしげ、まるで親鳥の後を追う雛ひな鳥どりのようにトコトコと後をついてきている。

「はぁ？　見ててあげるって……なんでだ……？」

「どうせ、先生は社交ダンスの『しゃ』の字も知らないんでしょ？　このままじゃ、コンペ当日にパートナーのルミアが、皆みんなの前で恥はじをかかされるだろうことは目に見えてるから……最低限、私が教えてあげるって言ってるのよ。感謝しなさい」

「そ、その割には不機嫌そうで……なんだか監かん視しされてるみたいなんだが……？」

「ふん」

　腕組みしたまま、ぷいっと、そっぽを向いてしまうシスティーナ。

「えーと……ああ、そうそう！　そういえば、白しろ猫ねこ！　こないだ、フォーゼル先生が新しい魔導考古学の魔ま術じゆつ論文、発表してたよな!?」

　なんとかシスティーナの機嫌を取ろうと、グレンはあからさまに脈みやく絡らくのない、無理矢理な話題をひねり出す。

「あ、アレ、今回は中々斬ざん新しんな内容だったぞ!?　俺達のことなんか放っておいて、今から図書館に行って、お前も読んでみたらどうだ!?　とある落書きみたいな壁へき画がが、実は古代の音の高低の表現法だったという無茶苦茶な説で、それってつまりその壁画は──」

　古代マニアのシスティーナ相手なら、適当に魔導考古学の話をしてりゃ、余よ裕ゆうで気が引けるっしょ？　的な、相手を舐なめきった唐とう突とつの話題振ふりだが……

「もう読んだ」

「……え？」

「その論文。もう、とっくに学院の付属図書館から借りて、読んだ」

「…………あ、そう」

　まったく釣つれず、グレンが気まずそうに嘆たん息そくする。

「その……本当にごめんね、システィ……色々と……私のせいで……まさか、システィにあんなこと言った矢先に、こうなるなんて……」

「べっ、別にルミアは悪くないわ！　わ、悪いのは、ルミアを利用してお小こ遣づかい稼かせぎしようとしてる先生だし！」

　ひたすら恐きよう縮しゆくして申し訳なさそうなルミアを、システィーナが慌あわてて宥なだめる。

「と、とにかく！　先生っ！　貴方の邪よこしまな目的なんかどうでもいいですけどっ！　皆の前でルミアに恥をかかせたら、ただじゃ済まないんだからねっ!?　いい!?」

（やれやれ……そりゃ、白猫も怒おこるわな……大切な親友をダシに使われてるんだもんなぁ……ったく毎度のことながら損な役回りだぜ……）

　ふかーっ！　と猫のように威い嚇かくしてくるシスティーナを、グレンはため息を吐つきながら半眼で見下ろすしかない。

「いい？　先生。今回の『社交舞踏会』のダンスはシルフ・ワルツの一番から七番よ？　一番難しい八番は、使用される曲の都合で無いから安心して。これは、とある遊牧民族の伝統的な戦いくさ舞踊を元に、宮きゆう廷てい用に優ゆう雅がな改変を加えて完成させたもので──」

　早さつ速そく、左手を腰こしにあて、右手の人差し指をつきたて、解説を始めるシスティーナ。

　それを適当に聞き流しながら、グレンはふと、物思う──

（しかし、シルフ・ワルツか……懐なつかしいな……）

　ふと、グレンが過去に意識を彷徨さまよわせれば──




「──ねぇ、グレン君。音楽と舞まいには不思議な力があるんだよ？」

　グレンの脳のう裏りに蘇よみがえるのはそんな声。

　今は亡なきグレンの同どう僚りようの白い髪かみの少女──帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室、執しつ行こう官ナンバー３《女じよ帝てい》のセラ＝シルヴァースは、いつもそんなことを言っていた気がした。

「音楽も舞も心を動かす力で、そして心は身体からだを支える力なの。音楽はね、気づかないうちに人の心の奥底に、そっと忍しのび込むの。だから音楽と舞踏の道を究きわめれば、人の心と身体を自由に支配できるくらい、凄すごいものなんだよ？」

　南原の遊牧民族出身であるセラは、その出自のせいか、歌や音楽、踊おどりが本当に大好きな娘むすめで──何かと熱く語ることが多くて──

「それ専門の魔術だってあるくらい。音楽と舞で人の心に訴うつたえかける術は歴史がとても古くて、私達のご先祖様はもちろん、古代文明の頃ころからあった伝統的な魔術なわけで……要するに凄いんだよ？　だから……」

　いつもいつも同じようなことを言うものだから、耳タコなグレンが適当に聞き流していると……不意に熱弁を振ふるっていたセラが、ぷっくーと膨ふくれて……

「……もっと、真ま面じ目めに練習やろうよ、グレン君！」

　地面で寝ねそべってだらけているグレンに、説教を始めた。

「今度、社交界への潜せん入にゆう任務があるんでしょ!?　私とグレン君で貴族の若夫婦の役をするんでしょ!?　ちゃんと踊れなきゃ、皆に怪あやしまれちゃうじゃない!?」

「だって、だっりぃ……」

　すっかりお冠かんむりなセラを、鬱うつ陶とうしそうに見上げるグレン。

「ていうか、お前、今度の社交界で採用されているダンスがシルフ・ワルツってことで、それを踊れるから、張り切ってるだけなんじゃねーのか？」

「はぅっ……」

　適当にカマをかけてみたのだが、それは見事に的中だったらしい。

　セラのお姉さんぶった気勢がほんの少しだけ、引っ込んでしまう。

「むぅ……その……わかっちゃう？」

「まぁ、な。シルフ・ワルツって……確か元々は、お前んとこの部族が、古来代々伝えてきた戦舞ぶ踊ようだろ？」

「あはは……うん、そうだね……つい、懐かしくて……」

　実は、セラはレザリア王国の宗教浄じよう化か政策によって故郷を追われた南原の誇ほこり高き遊牧民、古く高貴な血を引くシルヴァース一族の長おさの娘……要するに有力氏族の姫ひめ君ぎみ。こう見えて中々やんごとない身分の女性なのである。

　一族の多くの者をレザリア王国の聖堂騎き士し団に殺され、難を逃のがれた者も各地に散さん逸いつし、それでも、セラはいつか一族をまとめて故郷に帰ることを夢見て戦っているのである。

「曲も振ふり付つけも、宮廷舞踏用に大分、改変されちゃっているけど……やっぱり、シルフ・ワルツ……ううん、『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』を踊れるのは嬉うれしいな……」

「ったく……踊りたきゃ、いつでも好きに踊ればいいじゃねえか……」

「むむ……わかってないなぁ。『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』は偉い大だいなる風の精せい霊れい様と交信する特別で神聖なるもの……戦巫女みこの私でも、おいそれと踊っちゃいけないの！」

「そういうもんなの？　俺にはようわからん……」

「うん。『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』には八つの型があって、第一演舞エル・プリマルから第七演舞エル・セプテイーモまでは、戦に臨のぞむ戦士に精霊様が勇気を与あたえたり、死の恐きよう怖ふをなくしたり、痛覚を麻ま痺ひさせたり、戦いへの喜びを増ぞう幅ふくさせたりする魔なる舞、そして最後の第八演舞エル・オクターヴアは、それまでその身に下ろした魔の加護を祓はらい清きよめる聖なる舞……戦いの高こう揚よう・狂きよう奔ほんから心を守る舞なの。これを怠おこたると我を無くした狂戦士バーレサレクになっちゃうんだから……」

「へーいへいへい、割とマジでどーでもいい豆知識ですね。てか南原語、うぜぇ」

「あ、そうだ！　シルフ・ワルツの練習がてら、グレン君にも『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』を教えてあげるね？　全部！」

「ファッ!?　なんでそうなるの!?」

「ふふっ……だって『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』もシルフ・ワルツ同様、パートナーがいるんだもの。互たがいに身と魂たましいを預け、心を溶とかし合える無二のパートナーが……」

「わっけわからん！　ええい、そんな面めん倒どう臭くさそうなの冗じよう談だんじゃ──」

「ほらほら、立って、グレン君！　えへへ……まずは私の腕をこう取って、それから足捌さばきは……うんうん、そう、それで、こう回るように……」

「ぎゃ──っ!?　お、俺を振り回すなぁ──っ!?　目が回るぅ──っ!?　ちょ、速い！　速いって!?　もっとゆっくり──」




「聞　い　て　る　の!?」

　懐かしい思い出に浸ひたっていたグレンを、システィーナの怒ど声せいが現実へと引き戻もどす。

「──っと、えーと？　なんだっけ？」

「だから……シルフ・ワルツがいかに難しいダンスかっていうこと！　それで、基本のステップの踏ふみ方を今、私が言ったとおりに──」

「あー、はいはい、そこまでいったのね」

　どこまでも投げやりでおざなりな態度に、システィーナがさらにむくれる。

「むむむ……わかってるの？　シルフ・ワルツよ？　あのノーブル・ワルツやファスト・ステップよりも、ずっと難しいダンスなんだからね？」

「へーいへいへい、知ってますよ」

「ルミアのために、この私が、ド素人しろうとの先生に手取り足取り教えてあげるんだから、少しは真面目に──って……な、何がおかしいのよ？」

　突とつ然ぜん、くっくと含ふくむように笑い始めたグレンに、システィーナが訝いぶかしむ。

「いや、なに……今回ばかりは、小生意気なお前の鼻を明かせてやれそうだなってな」

「はぁ？」

　妙みようなことを言い始めるグレンに、システィーナがきょとんとする。

「大だい丈じよう夫ぶだっつーの。心配すんない。シルフ・ワルツだろ？　だったら、本格的な舞ぶ踏とう競技会ならまだしも、学生レベルのお遊びコンペで俺が負けるわけねーよ」

　妙に自信満々なグレンに、システィーナは少々カチンときたらしい。

「い、言ってくれるじゃない？　じゃあ、その実力のほどを見せてもらおうかしら？」

　そう言って、グレンへと手を差し出すシスティーナ。

　それは、社交界で相手にダンスのパートナーを求める合図の所作だ。

「試しに私をエスコートしてもらおうじゃない」

「ちっ……面倒臭くせぇなぁ……」

　どうにも引っ込みつかなくなって、仕方なく、グレンは自分の実力を証明するために、システィーナと一踊りすることになるのであった。




　そんなこんなで。

「システィ～、先生～、準備はいいですか？　行きますね～？」

　中庭の一角で、ルミアが蓄ちく音おん機きを操作し、円えん盤ばんレコードをのせ、針を置く。

　すると、蓄音機の上部に据すえられた角笛ホーン部分から、シルフ・ワルツ用の楽曲である『交こう響きよう曲きよくシルフィード第一番』の前奏が流れてくる。

　雄ゆう大だいで優雅なオーケストラでありながら、どこかエスニックな響ひびきを持つ曲調だった。

　これに合わせるダンスは、当然シルフ・ワルツの一番。八つの型があるシルフ・ワルツのうち、もっとも基き礎そ的なダンスだが、それでも素人が簡単にできるものじゃない。

　システィーナは自分の目の前に立つグレンの姿を見る。

　グレンはやる気なさげに全身から脱だつ力りよくしきり、欠伸あくびなど零こぼしていた。

（ふん、引っ張り回してあげるんだから！　転んでも知らないわよ……ッ!?）

　そんなグレンの姿を前に、システィーナが不敵にほくそ笑む。なにせシスティーナはダンスには自信がある。幼い頃から練習しているし、社交界に顔を出したこともある。

（いっつもいっつも、先生にはしてやられてるけど……今回ばっかりは私の勝ちね！）

　最も早はや、システィーナは自分が一体、何をやりたいのか、自分自身でもよくわかっていなかった。

　元々、システィーナはルミアにグレンと踊ることを勧すすめた立場で、今のこの状じよう況きようはまさに当初の予定通りだ。一時はルミアに乗せられて、成り行きでグレンをパートナーに誘さそおうとして、出鼻をくじかれてしまったが……別に相手はグレンでなくてもよかったはず。

　グレンを奪うばってしまったことを、ルミアはことあるごとに、本当に申し訳なそうに謝ってくるが……それは自分の中では大した問題ではないはずなのだ。

　だが、グレンとルミアがこれから社交舞踏会まで仲良くダンスの練習をしたり、社交舞踏会で仲なか睦むつまじく踊ったりすることを、改めて現実として認識すると……

　なぜか、どうにも茶々を入れたくなってくるのである。自分でもよくわからないが。

　まぁ、それはともかく。

　普ふ段だんが色々、アレな講師なのだ。たまには鼻っ柱をへし折ってやらねばなるまい。

（さぁ、お手並み拝見といきましょうか？　先生♪）

　前奏が終わり──システィーナは洗練された優雅な所作で、グレンはだらけきったやる気なさげな所作で、礼式通り互いに一礼し──互いに歩み寄り、手を取って──

　そして、曲に合わせて、いよいよ、ダンスが始まった──

　その瞬しゆん間かんであった。

「──ッ!?」

　ぐん、といきなり荒あら々あらしくグレンに引き寄せられるシスティーナの身体。

　さっきまでのやる気なさげな様子はどこへやら。

「……行くぞ」

　戸と惑まどうシスティーナを力強くリードするように、グレンがステップを踏み始め──

　そして、全身を生き生きと躍やく動どうさせて、踊り始めた。

「な──」

　システィーナの身体からだが、ぐいぐいと引っ張られていく。

　まるで、大渦うず潮しおに巻き込まれているかのような強きよう烈れつなエスコートだ。

　型破りなカウントにシャッセ、緩かん急きゆう差激しいクイックステップ、嵐あらしのごときスピン。

　ありえない角度のスウェイに、がくんと変わる視界。

　荒々しいタップ音に心音が共鳴していき──

　不意のヒールターンにシスティーナの身体がぐるんと振り回され──

「ちょ……先生……待っ……」

　システィーナの息が続かず、たまらずグレンから離はなれようとするも、がっちりとホールドされて逃にげられない。グレンのダンスに翻ほん弄ろうされるしかない。

　ライズ・アンド・フォールで揺ゆれる視界がシスティーナの意識を白く霞かすませ──

　続くリバースロール、荒っぽいアクロスにシスティーナの足がもつれるが──

　そこは、グレンがフォロー、雄お々おしく力強くシスティーナの身体を抱だきとめる。

　そして、ダンスは続く──熱く、熱く、どこまでも情熱的に、熱く──

　そんなグレン達のダンスに、ルミアが目を丸くして息を吞のんでいたのはもちろん……

「お、おい……見ろよ、あれ……」

「すっげぇ……ッ!?　なんだあれ……ッ!?」

　周囲でダンスの練習をしていた他の生徒達も、次々とグレン達を注目し始めていた。

「アレ……本当にシルフ・ワルツですの……？」

「いちおう、振ふり付けはシルフ・ワルツだね……妙に荒っぽいけど……」

「ゆ、優ゆう雅がとは言えないけど……熱に満ちてるっていうか……ッ!?」

「な、なんなんだ……ッ!?　なんか、すげぇ惹ひきつけられる……ッ!?」

　ひたすらシスティーナを振り回すグレンのダンスは、一見、無茶苦茶だが、優雅で小こ綺ぎ麗れいな宮廷舞踏にはない独特のエスニックさ、野性的な生命力に溢あふれていた。

（な、何これ……？　こんなシルフ・ワルツ、知らない……ッ!?）

　振り回される当のシスティーナはたまったものではない。

（は、激しいッ！　息が苦しいッ！　目が回るッ！　血が……身体が熱い……ッ！　魂が震ふるえて……ッ！　否応なく気分が高揚して……ッ!?）

　一刻も早くこんな型破りなダンスやめたいのに、やめさせたいのに……やめられない。

　やめて、と叫さけんで突つき放はなすだけでいいのに……それができない。

　なんだか、このままグレンに、どこまでも身も心も委ねたくなってしまう。

（……な、なんなのこれ……ッ!?　こんなことって……ッ!?）

　情熱的なグレンのダンスに、システィーナの思考がだんだんと熱に浮うかされたように、曖あい昧まいになっていく。汗あせが珠たまとなって散っていき……

　やがて、楽曲も終わりに近づき……呆あつ気けに取られる生徒達の前で……

　だんっ！

　ついに、力強くフィニッシュが決まる。

「はぁー……はぁー……はぁー……」

　動どう悸きがする胸、上気する肌はだ、熱い吐と息いき。なんとも心地良い疲ひ労ろう感と高こう揚よう感に包まれて。

　システィーナはフィニッシュのポーズのまま、陶とう然ぜんと夢見るような表情で、グレンにしなだれかかり、身を任せているしかなかった。

　ぱち、ぱち、ぱちぱちぱちぱち──ッ！

　次第に、周囲から自然と始まった拍はく手しゆと……

「ふふん、どうだ？　俺もなかなかやるだろ？」

　耳元でささやかれた得意げなグレンの言葉に……

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!?」

　ようやく我に返ったシスティーナが慌あわてて、グレンから飛び離れる。

　全身が熱く火ほ照てって痺しびれている。グレンから離れる瞬間、もう誤ご魔ま化かしようもないくらい、グレンから離れたくないと心のどこかで思ってしまっていたことに気づき、システィーナはさらに耳まで赤くなるのであった。

「昔の同どう僚りように、ダンスにうるさいやつがいてな。そいつに相当、仕込まれたせいで、ダンスにはちょっと自信ありだ。意外だろ？」

　ここぞとばかりに、グレンはどや顔で勝ち誇ほこっている。

　システィーナはぐうの音ねも出なかった。

「その同僚の方って……ひょっとして、南原出身ですか？」

　ルミアが小首を傾かしげて、グレンに問いかける。

「ん？　よくわかったな、ルミア」

「はい、先生のダンス、なんだか貴族のダンスというより、その原型……南原の遊牧民族の伝統民族舞ぶ踊ようっぽかったですから」

「おう、ご名答。とある一族の精せい霊れい舞踏『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』を貴族の遊興用に簡略化したのがシルフ・ワルツだ。『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』をガチでやらされた俺としちゃ、シルフ・ワルツなんて、簡単すぎて欠伸が出るぜ」

「う、うう……」

　システィーナは悔くやしげに拳こぶしと肩かたを震わせるしかない。

　そして、そんなグレンとシスティーナをじぃ[image: ～][image: ～]っと見つめていたリィエルが……

「ん。グレンは全然だめ。甘すぎ。わたしがグレンの相手になる」

　負けじと、グレンへ組みついていく。

「お、言ったな？　リィエル。お前もダンスできるとは意外だが……ふっ、俺の動きについてこれ──ってぇぅうぉおおわぁあああああああああああああ──ッ!?」

　だが、リィエルはグレン達が組手をやっていたと勘かん違ちがいしたらしく、グレンの手を取るなり、派手にグレンの身体を投げ飛ばしていた。

「きゃっ、先生!?　こ、こら！　駄だ目めだよ、リィエル！　投げちゃ！」

「…………違うの？」

　いつものように、てんやわんやの大おお騒さわぎになるグレン達。

　その一方──

「うわぁー……なんだか、強力な優勝候補が登場しちゃったよ……」

「くっ……私達も負けてられないわね！　練習あるのみよ！」

「そ、そうだ！　俺は愛する彼女に『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着せてあげると誓ちかったんだ！」

　周囲の、すでにカップルを組んでいる勝ち組は、グレンにライバル心を燃やし……

「「「「講師、死すべし。慈じ悲ひはない」」」」

　未いまだカップルの組めない負け組は、グレンに呪じゆ詛そを吐はくのであった。

「痛いててて……ったく、リィエルのやつめ……まぁ、いい。早さつ速そく練習しようぜ？　ルミア」

「あ……は、はいっ！　でも……先生が本気を出したら、きっと私、ついていけませんから、もう少しお手て柔やわらかにお願いしますね？」

「任せろ。さすがにさっきのアレはやりすぎたと思ってた」

　こうして、グレンとルミアが手を取り合って、ダンスの練習を始める。

　グレンの動きの情熱的な荒々しさは相変わらずだが、今回はいくばくかパートナーに配はい慮りよした大人しい挙動だ。

　対するルミアも、最初は型破りなグレンのダンスに戸惑ったものの、すぐにグレンの呼吸を摑つかみ、グレンに動きを合わせていく。

「「「「おおおぉ……」」」」

　途と端たんに、周囲から感かん嘆たんの声が上がり始めた。

　こうしてみると、さすが元・王家の人間。ルミアのダンスの腕うで前まえも相当なものだ。

　グレンの自己主張激しい動きにそっと寄り添そい、そのワイルドな魅み力りよくを陰かげから引き立てる絶ぜつ妙みような足運びと振ふり付け。情熱的なグレンのダンスに足りない優雅さや気品を、ルミアが補っている様はまさに、比ひ翼よく連れん理りという言葉が相応ふさわしい。

　恐おそらく、相あい性しよう抜ばつ群ぐんの組み合わせであった。

「……いいな。だんす？　……って楽しそう。わたしにはよくわからないけど」

　ぼそり、と零こぼすリィエルの隣となりで。

　システィーナはなんとも言えない気分で、グレンとルミアのダンスを見守っている。

　なんとなく直感してしまったのだ。

（……多分、先生とルミア……優勝しちゃうわね……）

　学生レベルのコンペであの領域に達してるカップルなんて、きっと他にいないだろう。

　となると、グレン達は順当に優勝して……今年はルミアが『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を身に纏まとうこととなり……最後にグレンと踊おどるのだ。恐らく楽しそうに、幸せそうに。

（別にかまわないんだけど……ルミアも先生を慕したっているし……私も最初はルミアにそうしろって勧すすめたんだし……でも、なんだろう……？　なんだか……もやもやする……）

　システィーナが原因のわからない釈しやく然ぜんとしなさに捕とらわれていると。

「……システィーナ、元気ない。……どうしたの？」

　リィエルが眠ねむたげに自分に声をかけてくるのを見て。

「あ」

　システィーナは一つ閃ひらめくのであった。

「そうだわ、リィエル……あのさ……私達でちょっと先生達を驚おどろかせてみない？」

「……？」




　……その深夜。

　グレンはフェジテの某ぼう所しよ──南地区郊こう外がいに存在する倉庫街へ密かに足を運んでいた。

　正直、気が進まないが、そうも言ってられない。

（……指定された場所は……ここか）

　人目を忍しのぶように歩を進め、グレンは建ち並ぶ木造倉庫の一つの前に立った。

　倉庫の扉とびらに、グレンは鍵かぎルーンを、己おのれの血で三つ書き込む。

　すると、ギギギと枯かれ木が軋きしむような重い音を立てて、倉庫の扉がひとりでに開き、グレンは空あいたその隙すき間まに身体を滑すべり込ませる。

　背後で勝手に閉まる扉を他所よそに、グレンは四方に積まれた木箱で手て狭ぜまな倉庫内の奥へと歩を進める。かつ、かつ、かつ、と靴くつ底ぞこが床ゆかを叩たたく乾かわいた音が響ひびく。

　倉庫の奥には、積まれた木箱によって仕切られた小部屋のような空間があり、すでに何名かの先着者がいた。ランタンの炎ほのおの光で闇やみの中から浮かび上がるその人物達は──

「よう！　グレ坊ぼう！」

　その一人──老人でありながら非常に大おお柄がらで肩かた幅はばが広く筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、若々しい精気に溢れた男が、グレンの姿を見るなり手を上げて、にぃっと剛ごう毅きに笑う。歳相応に貫かん禄ろく溢れる顔立ちだが、笑うとまるでやんちゃ坊ぼう主ずのような不思議な愛あい嬌きようがある。

「ひっさしぶりじゃのう！　元気にしておったか!?　ん!?」

「……じじい……《隠いん者じや》のバーナード……ったく、アンタは相変わらずそうだな」

　気まずそうに、老人に応じるグレン。

　魔ま導どう士しの礼服に身を包むその老人は、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室、執しつ行こう官ナンバー９《隠者》のバーナード＝ジェスター。特務分室でも古参の魔導士であり、歴戦の古ふる強つわ者もの。宮廷魔導士団きっての曲くせ者ものであり、軍属時代のグレンの戦い方の師し匠しようでもある人物だった。

「ご健勝のようで何よりです、グレン先せん輩ぱい」

　別の一人──積み上げられた木箱の上に腰こしかけている少年が薄うすく微笑ほほえんだ。落ち着いた物もの腰ごしと涼すずやかな美び貌ぼうが特とく徴ちよう的な美少年だ。達観したような瞳ひとみと表情が大人びた印象を与あたえるが、実際にはグレンの教え子達と一つ、二つ程上に過ぎないその少年は……

「クリストフ……お前も来てたのか」

　バーナードと同じく特務分室の執行官ナンバー５《法ほう皇おう》のクリストフ＝フラウル。結界系の魔ま術じゆつに関しては、すでに宮廷魔導士団に並ぶ者なしと名高い若手魔導士である。

「……グレン。遅おそい」

　そして、床には魔導士礼服に身を包み、膝ひざを抱かかえて座り込んでいる《戦車》のリィエル。

「…………」

　右の壁かべに背を預けて腕うでを組み、無言で瞑めい想そうしている《星》のアルベルト。

　かつて、グレンが特務分室の執行官ナンバー０《愚ぐ者しや》として活動していた時代、特に多くの任務を共にした仲間達が、この倉庫内に集まっていた。

　さて、かつての同僚の揃そろい踏ぶみを前に何て言おうか……グレンが口ごもっていると。

「……先輩、今回の一件、本当に申し訳ありません」

　開口一番、クリストフが申し訳なさそうに謝っていた。

「ああ、すまん、グレ坊。まさか、あんな無茶な作戦が上から降りてくるなんて、わしらも信じられんくらいじゃ。ホント、軍上層部はナニ考えてんだか……」

　同じように、バーナードもばつが悪そうに顔をしかめている。
















「しかも、すでに軍属じゃない先輩を特例条じよう項こうで引っ張り出す羽目になるなんて……先輩もきっと憤いきどおっておられると思います。ですが、今、他の特務分室のメンバーはそれぞれが重要な任務に就ついています。今の僕達には手が足りないんです」

「今回ばっかりは、お主ぬしの力、貸してくれい。この通りじゃ！　なっ？」

　そんなクリストフとバーナードの物言いに、グレンは意外そうに目を見開く。

「じじい達は……勝手に軍を抜ぬけた俺を、怒おこってないのか……？」

　そのグレンの言に、しばらくの間、バーナードとクリストフは沈ちん黙もくして。

「……ま、そのことに関しては、聞けばアル坊がわしらの分まで、きっちり落とし前つけてくれたようだしのう？」

　バーナードがにやりと笑いながら、自分の顎あごを拳でとんとん突ついた。

「強しいて言わせてもらうなら……確かに辛つらいことがあって、まだまだ若いお前さんにゃ仕方ないこともあったろうが……一人で全部抱え込んで潰つぶれる前に、一言だけでも愚ぐ痴ちって欲しかったわい」

　すると、クリストフも口を挟はさむ。

「他の特務分室のメンバーの中には、今でも先輩を悪あし様ざまに言う人が確かにいます。正直に言えば、僕も先輩に物申したいことが、まったくないわけではありません」

　言葉とは裏腹に、クリストフはとても穏おだやかな表情だった。

「ですが、それでも先輩は……僕らと一いつ緒しよに数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた仲間ですから。誰だれかを守るため、誰よりも身を粉こにしていた……あの先輩を僕は信じています」

「……そう、か……その……なんだ……本当にすまなかった……」

　あれだけ最低なことをやらかしても、まだこう言ってくれる元・戦友達に、今さらながら罪悪感を覚えてしまうグレンであった。

「さて……旧交を温め合うのもそのくらいにして、本題に入るわよ」

　奥に据すえられたテーブルの上かみ座ざに腰かけ、一同のやりとりを見世物のように観察していた《魔術師》のイヴが、手を叩いて一同を促うながす。

「……何をやるの？　イヴ」

　今の今まで、まったく何も知らされていなかったらしいリィエルが、ぼそりと問う。

「ふふ、いいの、リィエル。貴女あなたは何も考えなくて。どうせ、貴女は聞いても何もわからないんだから、私の言う通りにすればいいの……わかった？」

「……ん。わかった。イヴの言う通りにする」

　何か物言いたげなグレンを無視し、イヴの音おん頭どで会議は始まった。

　今度の社交舞ぶ踏とう会における、ルミア護衛任務の作戦会議である。

「それでは始めるわ。まずは今回の任務概がい要ようの確認から。端たん的てきに言えば、今回の任務内容は、明みよう後ご日にち行われるアルザーノ帝国魔術学院の社交舞踏会に乗じて、王女の暗殺を狙ねらう敵組織の企くわだてを阻そ止しし、逆に連中の首しゆ謀ぼう者しやを生いけ捕どりにする──以上よ」

　聞けば聞くほど無茶な作戦である。

　軍上層部とイヴの無茶振ぶりは軍属時代から変わらないが、今回は輪をかけて酷ひどい。

「現時点で何か質問は？」

「大ありだっつーの。連中が自じ爆ばくテロとか、特とつ攻こうとか、無差別殺人とか、なりふり構わなくなったらどうする？　いくらなんでも守りきれんぞ。やはり俺は学院側に情報を流し、社交舞踏会を中止させることを提言する」

　早速、グレンが嚙かみつく。

「……大だい丈じよう夫ぶよ。それは」

　だが、イヴは余よ裕ゆうで一いつ蹴しゆうする。

「なんでだよ？」

「今回、敵側はあくまで『暗殺』に拘こだわらなければならないの。この度たびの一件は、敵組織全体の意向ではなく、ごく一部の『急進派』の先走り……下げ手しゆ人にんが明らかになってしまうような殺害方法では組織の意向に逆らったとして『急進派』全体が粛しゆく清せい対象となってしまう……それでは意味がないわ。事は証しよう拠こが残らぬよう、密かに為なさざるを得ない」

「……だから『暗殺』に拘る、か」

「首謀者が組織内の内陣インナーたる、第二団《地位》アデプタス・オーダーの魔術師である以上、それは絶対よ。今回の彼らは、例外的に無関係の人間に手を出せないわ。だからこそ──私達はそれを逆さか手てに取り、遠えん慮りよなく学院を釣つり堀ぼりにできるの。安心した？　グレン」

　イヴの挑ちよう発はつするような物言いに、早速、グレンのこめかみがぴくりと動く。

　たちまち、イヴとグレンとの間の空気が険悪なものになる。

「……敵の戦力は？」

「私が収集した情報によれば、第二団《地位》アデプタス・オーダーが一名、それに従う第一団《門》ポータルス・オーダーが三名……総勢四名。私達六名で十二分に対処可能な数よ」

「……間ま違ちがいはねえのか？」

「あら？　私の情報が間違いだった時があった？」

「…………」

　押おし黙だまるしかない。

「納得してくれたようね。当然、今回もっとも警けい戒かいすべきは当然、第二団《地位》アデプタス・オーダー……首謀者の外げ道どう魔術師だけど、これはその二つ名と名前が判明しているわ。皆みな、きっとよくご存知だとは思うけど……《魔の右手》のザイード、それが今回の敵」

　その瞬しゆん間かん、グレンが目を見開き、アルベルトが表情を鋭するどくし、バーナードが呻うめく。

「マジかいな……あの《魔の右手》が来るとは……やれやれ、厄やつ介かいじゃのう」

「《魔の右手》のザイード……流石さすがに悪名高いわね。そう、主おもにパレードや演説場、パーティー会場など、大勢の人間の前で、誰も気付かないうちに標的を仕留めるという暗殺特化の外道魔術師。その直接的な殺害手段は刺し殺さつ、絞こう殺さつ、撲ぼく殺さつ……なぜか様々なパターンがあって一定しない。これまで《魔の右手》に何人もの帝国政府の要人が、ありとあらゆる護衛や警備も虚むなしく殺されているわ」

「……ッ！」

「その暗殺方法は未いまだ、謎なぞに包まれているけど……まったく問題ないわね。なぜなら……今回はこの私がいるから」

　そう言って、イヴは呪じゆ文もんを唱え、左手を一同の前にかざす。

　その手に炎が灯った。

「眷属秘呪シークレツト【イーラの炎】。一定領域内の人間の負の感情──特に、殺意・悪意を炎の揺ゆらめきとして視覚化し、察知・特定する索さく敵てき魔術。誰かを害するとき、殺意・悪意を抱いだかずしてそれを実行に移せる人間はこの世に存在しないわ。どんなに機械のように完成され、殺気を抑おさえることに長たけた暗殺者も、いざその一呼吸前、必ず髪かみの毛一本ほどの殺意が漏もれる……私の炎はそれを決して見み逃のがさない。人の感情も所しよ詮せん、生体内化学反応の産物と見るならば……それは熱を支配する私の領域だから」

「…………」

「この術を、私の眷属秘呪シークレツト【第七園】と多重起動マルチ・タスクして、予あらかじめ会場に仕し掛かけるわ。今回の仕掛け人が王女を暗殺しようと、王女に対し殺意を抱いた瞬間、私の炎がその仕掛け人を瞬時に、確実に、仕留める……殺さずにね」

「けっ……ンなこと、本当に出来んのかよ？」

　そんな疑わしげな言葉を投げるが……グレンはすでに知っている。

　イヴ＝イグナイトならば、恐おそらく出来る、と。

　事実、グレンの軍属時代、天の智ち慧え研究会の外道魔術師による政府高官暗殺事件を、イヴはその眷属秘呪シークレツトで何度も未み遂すいにしてきた。

　眷属秘呪シークレツトの領域下におけるイヴは、まさに無敵。最強の魔導士なのだ。

　わかっているからこそ苦々しいグレンの表情を見て、イヴは愉ゆ悦えつの笑みを浮うかべた。

「私の【イーラの炎】と【第七園】は、社交舞踏会の会場を全てカバーできるわ」

「つまり、会場内にいる限り……ルミアは限りなく安全だって言いたいのか？」

「ええ、そうよ。でも、敵側もバカではないわ。今回の一件、この私が嚙んでいることを事前に察知し、対策をしているはず。『王女が私の領域内にいる限り暗殺は不可能』……ならば、領域の範はん囲い外……王女が社交舞踏会の会場外に出ざるを得ない何らかの仕掛けを必ず仕込んでいるはずだわ……そのために……」

　それから……イヴは自分が計画立案した敵の迎げい撃げき作戦を淡たん々たんと語った。

　テーブル上の会場見取り図を指差し、予測される敵の攻せめ筋と、ありとあらゆる状じよう況きように備えて様々な対策と命令を、その場に集つどうメンバー達に告げていく。

　とりあえず、ルミアは完全にイヴの眷属秘呪シークレツトの支配下におき、安全確保。

　さらに、念のためグレンとリィエルが会場内で、ルミアの近くに待機し、備える。

　外部からの脅きよう威いは、アルベルト、バーナード、クリストフが対処する構えだ。

「いやはや、相変わらず見事じゃのう、イヴちゃん」

「ええ、これなら……王女の安全を最大限確保しつつ、最高効率で敵を絡からめとれるはず」

　イヴの説明が一段落つき、バーナードとクリストフが感かん嘆たんしたように息を漏らす。

「……どう？　グレン。貴方は口を開けば、無関係の人間を巻き込むかもしれないから止やめろと、バカの二つ覚えのように言うけど……案外、簡単でしょう？　『暗殺』しかないと知っていれば、対処は案外容易たやすいものよ」

「…………」

　悔くやしげに押し黙るしかないグレン。

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず……東方の諺ことわざよ。私達の戦いもすでにそういう段階に入らなければならなくなっていることを、ゆめお忘れなく」

　グレンはイヴに反論できない。実際、確かにイヴの言う通りなのだ。

　イヴ、アルベルト、バーナード、クリストフ、リィエル……そして一応、グレン。敵がたった四名の戦力でこの布ふ陣じんを突とつ破ぱし、ルミアの『暗殺』を狙うなど狂きよう気きの沙さ汰ただ。

　そんなことは不可能。グレンの冷静なる理性がそう告げている。

　こんな完かん璧ぺきなる迎撃作戦を進言されれば、少しでも敵組織の情報が欲しい軍上層部は強力に推進してしまうだろう。女王陛へい下かも首を縦に振ふらざるを得ない。国家最高元首は倒たおすべき敵や勝てる敵に対し、弱気な態度を見せてはならないのだ。

（だが、なんだ、この不安感は？　一体なんだ？　何か見落としてないか……？）

　完璧と豪ごう語ごするイヴの前で、グレンは一いち抹まつの不安を覚えていた。

　グレンはテーブルに手を突き、見取り図と迎撃配置図、考えられる敵の攻こう撃げきルートと、にらめっこを続ける。

　件くだんの《魔の右手》のザイードがいかなる暗殺手段を用いるのかは不明だが、確かにイヴの術に隙すきはない。情報通りなら戦力的にも十分だ。グレンがこの作戦の無理・矛む盾じゆんを指し摘てきできない以上、この作戦は滞とどこおりなく決行されることになる。

（……クソッ！）

　その忌いま々いましさに、グレンが歯は嚙がみをしていた……その時だ。

「……お前の不安はよくわかる」

　今まで腕うでを組んで壁かべに背を預け、ずっと押し黙っていたアルベルトが呟つぶやいていた。

「だが、最も早はや、賽さいは投げられた。お前にとっては不本意だろうが、後あと戻もどりは出来ん。後は出来過ぎた最高の結果を摑つかむ以外に活路は無い。だが、約束する。俺は安易な妥だ協きようをせず、最善を尽つくすと。お前が守りたかった物を俺も守ると。……この命に代えてもな」

「アルベルト……お前……？」

　昔からいけ好かない戦友の意外な言葉に、グレンは一瞬に呆あつ気けに取られ……

　少し感じてしまった頼たのもしさを振り払はらうように首を振って、そっぽを向く。

「けっ……今いま更さら、テメェにンな事、言う資格があると思ってんのかよ？　ああ？」

「……無いな」

「わかってんなら御ご託たくは要いらねえ、精せい々ぜい気張りな。……覚えとけよ？　ルミアや学院の連中に何かあってみろ？　イヴの次はテメェだからな？」

「いいだろう。その時は好きにしろ」

　そんな、まるで殴なぐり合い一歩手前のような口を叩たたき合って。

　グレンとアルベルトは不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士のように、互たがいに背を向けるのであった。

　そんな二人の様子に、バーナードとクリストフはお互いにやれやれと肩かたを竦すくめ合って苦笑いし、おねむなリィエルはこっくりこっくりと舟を漕こいでいて……

　作戦会議の夜は更ふけていく。




　一方──フェジテの某ぼう所しよ。薄うす暗ぐらい地下墓地の奥にて。

　明後日の社交舞踏会に備え、密かにフェジテ入りを果たした天の智慧研究会のメンバー達が、そこに集っていた。

「……おいおい、本当に『暗殺』出来るのかい？　ザイード。こんな作戦で」

「出来ますよ。……僕の言うとおりに動けばね」

「ふん……本当に珍ちん妙みような術だ。我はいまいち合が点てんがいかん」

「実際に♪　目まの当たりにしないと♪　きっと♪　きっと♪　皆さん、そう思います☆　ザイードさんの暗殺術はね～♪　特別だからぁ～♪　くすくすくす……♪」

「今、思ったんだけど……これって、本当に『暗殺』って言うのかな……？」

　四つの黒い影かげが、口々に今回のルミア暗殺計画について語り合っている。

「しかし、《魔ま術じゆつ師し》のイヴ……聞けば聞くほど、厄介な眷属秘呪シークレツト……まるで『暗殺者殺し』だ。本当に突破できるんだろうね……？」

「もちろん。《魔術師》のイヴを出し抜ぬく手段はある。なにせ、僕らの後ろには──」




　その同時刻──

「……《魔の右手》のザイードが、この私を出し抜くことは不可能よ」

　作戦会議を終え、閑かん散さんとした倉庫街を一人歩きながら、イヴが独りごちる。

「連中は上手うまく情報を偽ぎ装そうしたみたいだけど……ふふっ、残念。私には全部、お見通し」

　実は……イヴには、アルベルト達に開示していない情報が、まだあったのだ。

　それは──

「《魔の右手》のザイード。貴方あなたの裏には、もう一人いる……ええ、見み抜ぬいているわ」




「……とはいえ。かの《魔術師》のイヴのことです。この僕、《魔の右手》のザイード……この裏に潜ひそむ、真の黒幕の存在にも気付いているでしょう……」







「……すでに気付いている以上、彼らがこの私を出し抜くことなんて不可能よ」




「……気付いているからこそ、彼女は僕らに届かない」




「……アルベルト達の力なんて要らないわ。私は絶対に、その裏で糸を引く真の黒幕の尻尾しつぽを摑んでみせる……全ては、イグナイト家のために。イグナイト家の力で」




「……いくらイグナイト家でも……《魔術師》のイヴでも、僕の裏で糸を引く存在に届くことはない、決して……」




　──奇くしくも、敵対の勢力に属する者同士が、その場所のみ異にして、まったく同じタイミングで、まったく同じことを確信し……こう呟くのであった。




「この勝負……勝つのは我々、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団よ」

「この勝負……勝つのは我々、天の智慧研究会だ」








第三章　社交舞ぶ踏とう会の長い夜









　その日、魔ま術じゆつ学院の女子更こう衣い室は、数多くの女子生徒達で姦かしましく賑にぎわっていた。

「うふふ……ついにこの日が来ましたわね……」

　制服を脱ぬぎ、すっかり下着姿となったウェンディが、スーツケースから一着の社交ドレスを取り出し、そのきめ細やかな白い肌はだと、形のよい胸の丘きゆう陵りよう、清せい楚そな身体からだの線を隠かくすように掲かかげてみせる。

「どうですか？　テレサ。中々に格式高いという本日の社交舞踏会……このわたくしに相応ふさわしい逸いつ品ぴんを用意してきましたわ！」

　情熱的な赤を基調とした美しいドレスだ。着用者によほどの器量と華はな、気品がなければ衣装負けしてしまうだろうが、その三つ全てを高次元に持ち合わせたウェンディにはまったく問題にならないだろう。

「まぁ、良い生地。さすがウェンディ……ナーブレス公こう爵しやく家のお姫ひめ様さまですね」

　テレサがするりとおみ足を滑すべらせてスカートを落とし、上着を脱ぐ。いかにも女性的で緩かん急きゆうメリハリのついた我わが儘ままな肢し体たいが露あらわになり……窮きゆう屈くつそうだった丘陵が突とつ然ぜんの解放に、まるでプリンのように弾だん性せい的な揺ゆれを見せる。

「ところで私は、このようなドレスを持ってきましたの……どうでしょうか？」

　紫むらさきを基調とした大人びた雰ふん囲い気きのドレスを、掲げてみせるテレサ。

「……す、凄すごいですわ……何度見ても……」

「あらあら、うふふ。ウェンディにそう言って頂けるなら、私も自信が持てますわ」

「い、いえ……そっちではなくて……もちろん、そっちも凄いですけど……」

「……？」

　小首を傾かしげて不思議がるテレサの、とある一部分を凝ぎよう視しするウェンディであった。

　と、その時である。

「……あら？　リン、貴女あなたのドレス……」

　テレサが隅すみの方でこそこそ着き替がえているリンを目ざとく発見する。

「わぁ！　み、見ないでぇ……ッ！」

　テレサやウェンディの視線に気づいたリンが、手に抱かかえた緑のドレスをさっと隠す。

　隠すことに夢中で、リンは自身が今、下着姿であることを忘れてしまったらしい。その小さなすべすべの背中と、三角布に包まれた可愛らしい丸い桃もも尻じりが丸見えであった。

「わ、私のドレス……古くて……でも……これしかなくて……その……ウェンディやテレサみたいなお嬢じよう様さまから見たら……」

「ふふっ、そんなことありませんわ」

「ええ。そのドレスからは人の歴史を感じました。きっと、リンのお母様や御お婆ばば様……御ご先祖様が代々、大切に着てきたドレスなのでしょうね」

「……ふぇ……？　ふ、二人とも、わかるんだ……凄いなぁ……」

「堂々となさいな、リン。その古さは誇ほこりですわ。それを愚ぐ弄ろうするような輩やからは、所しよ詮せん、その程度の底というだけです」

「……あ、ありがとう……ウェンディ……テレサ……」

　はにかむように笑うリン。

「それはそうと……ルミア。システィーナはどこへ行ったんですの？」

「ええーと、あっちの方で、リィエルの着付けを手伝ってるよ」

　制服の胸リボンを外しながら、ルミアが更衣室の奥の方へ視線を向ける。スカートはすでに脱いで丁てい寧ねいに畳たたまれて足元に置かれており、思わず頰ほおずりしたくなるような脚きやく線せん美びを誇る生足と、その付け根の三角布が、白く輝かがやくように目に眩まばゆい。

「ふふん、勝負ですわ、システィーナ！　わたくしと貴女、どちらのドレスがより格式高いか──」

　いつものように、一方的なライバル心で、ウェンディがシスティーナの姿を探し求めて視線を更衣室の奥の方へと向け……

　システィーナを発見すると同時に、リィエルの姿も視界に飛び込んできて……

「……えっ？」

　ウェンディも、ウェンディにつられてその視線を追ったテレサとリンも、その光景に目を丸くして硬こう直ちよくするのであった。




「ったく、どいつもこいつも人の気も知らずに浮うかれやがって……」

　学院校舎西館の廊ろう下かに面した南なん端たんの窓から、下の往来を行き来する賓ひん客きやく達を見下ろしながら、グレンが愚ぐ痴ちる。パーティー礼装用の燕えん尾び服ふくを、だらしなく着き崩くずした格好だ。

　本日はついに社交舞踏会、当日。午後七時からの開かい催さいは目前まで迫せまっており、放課後の学院内は、すでに浮うき足あし立った雰囲気に包まれていた。

　先程から学院内には馬車がひっきりなしに到とう着ちやくし、今回の社交舞踏会に招かれた他校の生徒達や学院に縁えんある政府の高官、貴族達などが続々と姿を現している。

　そんな彼らは生徒会役員たちのエスコートで、学生会館の大客間サルーンに案内されていく。

（すでに、この学院敷しき地ち内のどこかに敵てきが隠れ潜ひそんでいる……学院の魔ま導どうセキュリティを何らかの手段で出し抜ぬいて……）

　そう考えると、グレンは気が気じゃない。

　イヴは『敵は暗殺に拘こだわるから、無関係者は安全』などと信じて疑わないようだが、グレンは連中の狂きよう人じんっぷりを痛いほど知っている。そんな楽観はとてもできない。

（……セリカがいりゃあなぁ……頼たのもしいんだが……）

　だが、今のセリカは先の遺い跡せき探たん索さくで負った霊れい魂こんへの負傷ダメージが癒いえきっておらず、まだ自宅療りよう養よう中だ。今の状態で魔術を行使すれば、今度こそ本当に命に関わってしまう。

（ちっ……ないものねだりしてもしゃあない。こうしちゃいられねぇ……）

　今、ルミアは、女子更衣室でドレスに着替えている最中だ。

　更衣室にはリィエルもいるし、あのいけ好かないイヴが、昨日からルミアを密かに遠えん隔かく警護している。自分より、リィエルやイヴの方がよっぽど護衛能力が高いのはわかりきっているが……それでも手の届く傍そばにルミアがいてくれないと、気が気ではない。

　焦しよう燥そうに駆かられたグレンが、女子更衣室の方へ足を運ぼうとすると……

「お待たせしました、先生」

　……一人の少女が、不意に、グレンの前に姿を現していた。

「すみません……着付けに少々手間取ってしまいまして……」

（……誰だれ？）

　グレンは、目の前の少女とルミアが一いつ瞬しゆん、結びつかなかった。

　ルミアが身に纏まとっているのは、それなりに華やかで、基調としている淡あわい桃もも色がルミアによく似合っている……ということ以外は特筆するところのない、普ふ通つうのドレスだ。

　しかし、丁寧に結い上げられた髪かみ、薄うすく施ほどこされた化け粧しよう、控ひかえめに飾かざり付けたアクセサリー……その選せん択たくセンスとバランス感覚が完かん璧ぺきであった。その会心のコーディネイトは、ルミアという少女の美しさと魅み力りよくを最大限に高め、普ふ段だんのやや童女ともとれる容姿からは想像もつかないほど、大人びた雰囲気を醸かもし出している。

　今のルミアはどこの社交界に出してもおかしくない、むしろ、そんな場に颯さつ爽そうと登場したならば、引く手数多あまたの立派な淑女レデイであった。

「ふふっ……先生ったら。襟えりとタイが乱れていますよ？　……失礼しますね？」

　にこにこ笑顔でルミアがグレンに身を寄せ、しなやかな手つきで襟とタイを整える。

　そんな間も、グレンの目はルミアの姿にくぎ付けだ。良い香かおりのする柔やわらかそうな髪がすぐ目の前でふわふわ揺れている。

　口を開けば皮肉っぽいグレンも、今は借りてきた猫ねこのように大人しかった。

「……これでよし、と。……あれ？　先生？　どうかしました？　その……私の顔に何かついていますか？」

　先程からぼけっとしているグレンの様子に、ルミアが首を傾げる。

「…………いや、なんでもねえ。見み惚とれていただけだ」

　慌あわてて取り繕つくろうのもなんだか癪しやくなので、開き直るグレン。

「あはは、もう、お上手なんだから……でも、嬉うれしい……ありがとうございます……」

　その頰を微かすかに赤くしつつ、ルミアは本当に嬉しそうに笑うのであった。

「システィとリィエルは先に会場へ向かいましたよ？　私達もそろそろ行きませんか？」

　はぁ？　リィエルのやつ、ルミアを放っておいて一体、何やってんだ？

　早さつ速そく、頭が痛くなってくるグレンである。

　確かに、今回のルミアの直近の護衛は、状じよう況きように応じた判断力が必要とされるため、グレンに一任されている（一応、イヴはグレンを思ったより高く買っているらしい）。

　リィエルの役割は、会場内で常にルミアに近い場所でパーティー出席者を装って待機し、いざという時に通信魔術でイヴの指示通りに動くことだ。今回、リィエルの動きの判断は全てイヴが行うことになっている──まるで操あやつり人形のように。

　リィエルが今、ルミアの傍を離はなれているということは、つまり、この学院敷地内のどこかで全てを監かん視ししているイヴのお墨すみ付つきということだ。

　それにしたって自由過ぎるだろ。あいつ、一体、何を考えているんだ？　今回の作戦の重要性、ちゃんと理解しているのか？

　──と、普段のグレンならばそう考えるのだろうが。

「お、おう……」

　楽しそうに、嬉しそうに腕うでを絡からめてくるルミアに、グレンは流されるしかない。

（しっかし、驚おどろいたな……前から美少女だ、美少女だとは思っていたが……ルミアのやつ、マジで美少女だったんだな……）

　会場に向かう道中、他愛もない談笑を交わしながら、グレンがルミアの横顔をちらりちらりと盗ぬすみ見る。何度見ても自分の傍かたわらに天使が降臨し、寄り添そっているとしか思えない。

「ふふっ、きっと、先生、システィとリィエルには驚いちゃいますよ？」

「……ああ……そう……」

　そんな返事もどこか上うわの空。

　普段からセリカという超ちよう絶ぜつ美女を見慣れているせいで、グレンが女性に見惚れるなどという事態はまずない──はずなのに、グレンの目を引き付けてしまうルミアの美び貌ぼう。

　それなりに高品質ではあるが、特に高級品というわけでもないドレスやアクセサリーで身を控えめに飾って、すでにこの領域レベルなのである。

（なんだか……ルミアの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿……マジで見てみてえな……）

　そんな吞のん気きなこと考えている場合じゃないと、頭ではわかっているのだが……

　そう思わずにはいられなかった。




　グレンとルミアは、連れ立って歩き、会場に到着する。

　社交舞ぶ踏とう会はまだ開催前だというのに、会場はすでに大いに盛り上がっていた。

　すでに場を盛り上げるため、指揮者が指揮棒を振ふるい、楽奏団が演奏を開始している。

　それに合わせて、早くもダンスに興じている男女も多い。

　眩いシャンデリアから降り注ぐ光の雨の中で、着き飾かざった生徒達が会場のあちこちで談笑している。見慣れない顔も混じっているのは、それが他校の生徒だからだろう。

　遠くでは、生徒会長リゼが、到とう着ちやくした政府高官と挨あい拶さつを交わしているのが見えた。

「うっわ、マジかよ？　こりゃすげぇな!?　たかが学生行事だと舐なめてたわ……」

　なにせ、パーティー参加者の主おもな年ねん齢れい層が、十代の少年少女であるということ以外は、貴族の社交界にも引けを取らない豪ごう華かさと本格さだ。

　夢でも見ているような心地ここちで、グレンが目を瞬しばたたかせていると……

「よう！　先生！」

　グレンを見るなり、一部の生徒達が、グレン達の元へ、わらわらと集つどってくる。

「聞いたぜ？　アンタ、ルミアと一いつ緒しよにダンス・コンペに参加するんだってな？　学院の野や郎ろうどもの『夜、背後から刺さすべき男リスト』に、先生の名前が載のってたぜ？」

　そう言って、太陽のように笑った少年は、カッシュ……グレンの担当クラスの男子生徒達のリーダー格の少年であった。その身に纏う燕尾服は、恐おそらく学院側が貸し出した衣装なのだろう、微び妙みようにサイズが合っておらず、大おお柄がらな少年の身体には少々小さいようだ。

「……な、なんなんだよ、その怖こわいリスト……」

「そりゃそうだろ～？　だって、先生、学院中の野郎どもの憧あこがれの天使ちゃんを、給料日前の小こ遣づかい稼かせぎのためにかっさらっちゃったんだからなぁ」

「ていうか、ほんっとうに相変わらずですわね、貴方あなた……」

　高級ドレスに身を包んだツインテールの少女ウェンディも、ジト目で嘆たん息そくしている。大貴族のお嬢様は伊達だてではなく、その佇たたずまいは実に華はなやかで美しく、堂に入っていた。

「まったく……せっかくわたくしに相応ふさわしい格式高いパーティーなのに、参加する男性の質は最悪ですわ。皆みな、作法もデリカシーもなく、わたくしを強ごう引いんにダンスへ誘さそうばかり……淑女レデイの扱あつかいというものを心得てからお声をかけていただきたいですわね！」

　つん、とそっぽを向くウェンディに、カッシュもルミアも苦笑いするしかない。

「ところで、先生よ。アンタがダンス・コンペで小遣い稼ぎするってんで、俺もちょいと一計を案じてよ……」

　カッシュが悪戯いたずら坊ぼう主ずのように口の端はしを吊つり上げながら、グレンに耳打ちする。

「なんと！　二組の生徒全員に呼びかけて、俺達二組はほぼ全員、ダンス・コンペに参加することにしたんだぜ！」

「なっ……ッ!?」

「名付けて『任務ミツシヨン・先生を金銭的に乾ほそうぜ！　ＩＮダンスパーティー』ッ！」

　よ、余計なことしやがって……と、苦虫をかみつぶしたような顔になるグレン。

　グレンがルミアと共にダンス・コンペを最後まで勝ち上がらなければならないのは、わけがあるのだ。ルミアをもっとも近くで自然に護衛するため……というのもあるが、この伝統的な帝てい国こく式社交舞踏会の独特なルールによるところが大きい。

　社交舞踏会とは当然、社交・交流のための場だ。ゆえに誰かからダンスの相手を求められれば、一度はダンスの相手を務めるのが作法であり、ルール。それを強引に拒きよ否ひし続ければ運営側から追い出されてしまう。

　要は『お前、何のために参加してんだ、空気読め！』ということだ。

　ただし、コンペ参加者は、その参加権利を有する限り、任意で拒否することができる。パートナーを変えて踊おどるとダンスの調子が狂くるうからである。つまり、グレンがルミアと共にコンペを勝ち続けている限り、ルミアの手を他の誰にも握にぎらせずに済む。

　パーティーの催もよおし物としてダンス・コンペが同時開かい催さいされるのは、帝国ではよくある社交界形式であり、それを逆さか手てに取った護衛作戦だったのだが……

「いやぁ、我ながら英断だったね！　なんだかんだで皆、盛り上がっちゃってさぁ！　カップル決めは基本くじ引きとはいえ、カイとかロッドとか、女の子と生まれて初めて手を繫つなげる～とか、泣いて喜んでたぜ？」

「……悲し過ぎるだろ、それ」

　どこまでも吞気なカッシュ達に、最も早はや、ため息しか出ないグレンであった。

「あーあ、これで、あと、アルフォネア教授もいてくれたらなぁ～」

「カッシュさん、あまり無茶を言うものではありませんわ。教授は未いまだ療養中の身なのですから……それよりも！」

　ウェンディがびしっとグレンに指を突つきつける。

「わたくしという至高の淑女レデイがいるというのに、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』をみすみす他人に渡わたすのも癪ですからね！　わたくしも挑ちよう戦せんさせていただきますわ！　おーっほっほっほっ！」

「ちなみに、先生。ウェンディのパートナー、俺な？　くじで決まった」

「……た、戦う前に負けていましたわ……」

「ひっでぇなぁ!?」

　ウェンディが諦あきらめたように顔を覆おおって嘆なげき、カッシュが頰ほおを引きつらせ……

「まったく……なんで僕まで……忙いそがしいのに……」

「ま、まぁまぁ……人脈作りも魔ま術じゆつ師しには大事なことだと思うよ……？」

　後ろの方では、恐らくカッシュあたりに強引に引っ張ってこられたのであろうギイブルが不満たらたらでぼやき、それをセシルが宥なだめており……

「うふふ、本日のコンペはお手て柔やわらかにお願いしますね？　先生。実は、私もダンスには結構、自信があるんですよ？　そう簡単には負けませんわ」

「あっ……あの、先生……も、もし良かったら……その……コンペが終わった後……わ、私と踊……なっ……なんでもない……です……」

　相変わらずいつもニコニコ笑顔のテレサや、小動物的なポニーテール少女リン。

「こらぁ──っ！　そこの生徒達ッ！　待ちなさいぃ[image: ～][image: ～]っ！」

「うっわ、やっべ、見つかった!?　逃にげるぞ、ロッド！」

「お、おうっ！」

　テーブルに並ぶ料理を勝手に摘つまみ食いして、運営側から追いかけられているカイにロッド。

　他にも、アルフ、ビックス、シーサー、アネット、ベラ、キャシーなど、グレンの担当クラスの主おもだった生徒達は、皆、今回の社交舞踏会に参加しているようであった。

「……ん？　主だった、と言えば……」

　いつもやかましい白しら髪がの説教鬼おにと、ナチュラルボーン破は壊かい戦車の姿が見えない。

　グレンが二人の姿を探しかけた……その時である。

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！

　会場の一角から感かん嘆たんの声が上がり、どよめきが会場中を伝でん播ぱしていく。

「……なんだ!?」

　そのどよめきの発信源、今、会場中の視線を一心に集めている方向へ目を向ける。

　その中心では、一組のカップルが楽奏団の演奏に合わせてダンスをしていた。

　そのダンスカップルの片方は遠目にもわかる……システィーナだ。その流れるような銀ぎん髪ぱつに、空色を基調とした華やかなドレスが映はえている。その佇まいは妖精のようで、ルミアに負けず劣おとらず、否応なく人の目を引き付ける美しさだ。

　システィーナのダンスの相手を務める方は、見知らぬ小こ柄がらな少年であった。鮮あざやかに青く長い髪かみをうなじで三つ編みに纏まとめた、男のグレンから見ても一いつ瞬しゆん、目を見張ってしまうほど絶世の美少年である。その少年はまるで着せ替かえ人形のように、きっちりと折り目正しい燕えん尾び服ふくに身を包み、表情一つ揺ゆるがさず、機械のような正確さでシスティーナに合わせ、ダンスを淡たん々たんとこなしている。

　システィーナのリードの巧たくみさもあるが、その少年のダンスの技量は相当なものだ。その動きはとにかく正確無比。やや無機質で人形じみてはいるが、その少年のまさに人形のようなクールな美貌と相まって、一種の禁きん忌き的な魅み力りよくを醸かもし出していた。

「きゃああああああああああああ──っ！」

「す、ステキッ！　誰だれ!?　あのステキな殿との方がたは一体、誰なのぉっ!?」

「いやあんっ！　あんな御お方かた、この学院にいたかしらぁん!?」

「や、やばい……お、俺……何か新しい境地に目覚めそう……」

「や、やめろ、ルーゼル!?　戻もどって来い！　それは修しゆ羅らの道だぞ!?」

「だって、あんな可愛い子が女の子のはずがない……」

「ルーゼルぅうううううううううううううううううう──っ!?」

　おかげでその美少年は、メロメロの骨ほね抜ぬきになった会場中の女子生徒達の熱い視線と黄色い声、そして、ごくごく一部の男子生徒達の悶もん々もんとした葛かつ藤とうの的だ。

　やがて、システィーナと少年が華か麗れいにダンス・フィニッシュを決めて。

　会場中の拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びながら、システィーナが件くだんの美少年の手を引いて、呆あつ気けに取られたグレンの元もとへとやってくる。

　間近で見て、グレンはようやくその美少年の正体に気づいた。

「……お前、リィエルか!?　マジで!?」

「ん」

　興味なさげに応じた美少年──もとい、リィエル。

「ふふん、どう？　びっくりしたでしょ？　私の渾こん身しんのプロデュースよ！」

　リィエルを独どく占せん的にエスコートしているせいで、会場中の羨せん望ぼうの眼まな差ざしを集めるシスティーナが、胸を張って自じ慢まんげに言う。

「なんか、リィエル見てたら、ぴんと来たのよね！　これは絶対、磨みがけば会場中の女の子を虜とりこにする男装の麗れい人じんになるってね！　うん、私の目に狂いはなかったわ！」

　そして、システィーナは挑戦的な目でグレンを流し見る。

「ところで、先生？　私もリィエルと組んで、ダンス・コンペに参加するから」

「はぁ!?」

「何？　なんか文句あるわけ？　別に女同士でカップルを組んだらいけないってルールはないし？　私も『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』、着てみたいし？　私も『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』、着てみたいし？」

「い、いや、別に文句はねえが……」

　やけに強気で挑戦的で、やたら〝私も『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着たいから〟と主張するシスティーナに、たじたじになるグレン。

　隣となりでルミアだけが、もうシスティったら素直じゃないなぁ、と苦笑いだ。

「ところで、見たでしょ？　リィエルって凄すごいのよ!?　一度教えた動きは一発で完かん璧ぺきに再現できるの！　おかげで一いち躍やく、私も優勝候補の仲間入りってところかしらね？」

　事実だった。先程のシスティーナのダンス技量は学生離ばなれしていたし、リィエルの人形じみた動きも、積極的にリードするシスティーナの動きと完璧にマッチしていた。

　途と中ちゆうでかち合えば、グレンとて負けてしまうかもしれない。

「さーて、今日は正々堂々と勝負よ、ルミア！　貴女あなたの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』にかける想いは当然、知ってる……こんなことになって本当に申し訳なく思うわ……だけど！」

　不ふ敵てきな笑いを、システィーナがルミアへと向け、堂々と言った。

「やっぱり、この学院に通う女の子として、そう簡単に『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』は譲ゆずれないわ！　相手がルミアだからって手加減しないんだからね！」

「あはは……うん、そうだね。お互たがい頑がん張ばろう？　システィ」

　ルミアはもう、苦笑いするばかりだ。

　ルミアはシスティーナに悪気はないと知っている。ただ、グレンがルミアと踊るから、焼きもちを焼いて、どうしてもちょっかいを出さずにはいられないだけ。

　システィーナは子供っぽい不器用さを全力でこじらせてしまっているだけなのである。

「それと、先生！　ルミアを利用して、よりにもよってダンス・コンペでお小こ遣づかい稼かせごうだなんて、相変わらずデリカシーの欠片かけらもないんだから！　悪いけど、今後の先生の教育のためにも、そんな甘い野望は打ち砕くだかせてもらうわッ！」

「はぁ……？」

　なんだって、コイツ、こんなにやる気ＭＡＸなんだ……？

　グレンが呆あきれ顔で辟へき易えきしていると。

　くいくいと、リィエルがグレンの袖そでを摘つまんで、眠ねむたげに見上げてきて……

「グレン。わたしも、だんす？　一いつ生しよう懸けん命めい、覚えた。後でわたしと踊って？」

「……いや、お前が覚えたダンス・パートって男役じゃね……？」

「え？」

　初めて知った……いかにもそう言いたげにリィエルが、目をぱちくりさせて……

「さ、リィエル！　社交舞ぶ踏とう会開始前に、もう一踊りしよ！　ふっふっふ……今こ宵よいのコンペの真の優勝候補が誰なのか、今から会場の皆みんなに知らしめてやるのよ！」

　そんなリィエルの手を引いて、意い気き揚よう々ようとシスティーナが中央舞ぶ台たいへ向かっていく。

　向かいながら、システィーナは、チラッチラッと、やけに挑ちよう発はつ的な視線をグレンやルミアに送ってきて……

「ったく……マジで、あいつ、なんなんだ……？」

　たまに何を考えているんだかさっぱりわからない教え子に、グレンが頭を抱かかえる。

　しばらくの間、ルミアはそんなグレンの横顔を見つめ……やがて、ふっと破顔して。

「なんだか……どきどきしてきますね？」

「ん？」

「実は……私、今日という日がずっと楽しみだったんです」

　そんなことを囁ささやくように言っていた。

「この学院の社交舞踏会で『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を目指して、素す敵てきな誰かと踊ることが、子供の頃ころからの私の夢で……でも、私、普ふ通つうじゃないから……普通じゃない私と親しくなっちゃったら、きっといつか不幸になるから……どうしても、あのジンクスが怖こわくて……」

　でも、貴方となら……

　そう言いたげに、ルミアはグレンをじっと見つめる。

　どこまでも透すき通った笑みで。どこか回心してしまった聖女のような微笑ほほえみで。

「ルミア……？」

「ふふっ、最高の夜になると……いいですね？」

　そんな穢けがれなき少女の、純じゆん粋すいな笑みに、願いに。

　グレンはついに、最後まで黙もく殺さつすることを決意する──打ち明けるべきか否いなか、ずっと迷っていた、この社交舞踏会の裏に潜ひそむ恐おそるべき陰いん謀ぼうを。

（くそ、何が正しいのかわからねえ……いや、きっと間ま違ちがってるんだろうな……）

　命令違い反はんだろうが、始末されようが、全部打ち明けて、ルミアの社交舞踏会をぶち壊こわしにする……それがもっとも正しい答えなのは考えるまでもなくわかりきっていた。

　だが、正直、天の智ち慧え研究会に狙ねらわれるルミアの未来は過か酷こくなものだ。いつか、きっと幸せになれる……そう楽観できるほど、グレンは能天気ではない。

　されど、今、この一ひと時ときのささやかな願いさえ許されないのか。

　無む垢くなる少女の、ほんのささいな祈いのりと望みさえ、神には届かないというのか。

（……くそッ！　無茶苦茶だが、やるしかねえッ！　摑つかむべきは神様もびっくりな欲よく張ばりハッピーエンド──それしかねえんだッ！）

　だが、物語の中の『正義の魔ま法ほう使い』ならぬ自分に、それができるのか？

　わからないが、グレンは覚かく悟ごを決め、今の自分に為なしうる精せい一いつ杯ぱいの笑顔で言った。

「……ああ、そうだな！　きっと、最高の夜になるさ！」




　そして──

（……ごめん。ごめんね、システィ……）

　成り行きとはいえ、グレンと踊おどることになってしまったルミア。

　システィーナの秘めた想いを知っているだけに、ルミアはとても心苦しく思っていた。

　だが、それでも。

（今夜だけでいいから……今夜だけ、わがままを許してシスティ……）

　だって、あの時、強引にグレンに迫せまられた時に。

　欲ほつしてしまったのだ。願ってしまったのだ。気付いてしまったのだ。

　自分の本心に。

　ずっと憧あこがれだったこの社交舞踏会で──私はグレン先生と踊りたい、と──

（……今夜だけは……グレン先生と、一いつ緒しよに……今夜だけ……）

　グレンにエスコートされ、楽しそうに、嬉うれしそうに微笑むルミアの、そんな切なげな胸中を推おし量はかれる者は……当然、誰もいなかった。




　こうして、様々な思おも惑わくが渦うず巻まく中で。

『それでは、お集まりになられた紳しん士し淑しゆく女じよの皆さま。どうか今宵は楽しい一時を……』

　そんな、生徒会長リゼの音おん頭どで、とうとう社交舞踏会が開かい催さいされた。

　早さつ速そく、楽奏団が指揮者の繊せん細さいなる指揮の下、雄ゆう大だいな楽曲を奏かなで始め、その曲に合わせて男女が思い思いに踊り始めた。

　立食形式で、豊富に用意された豪ごう華かな食べ物や飲み物が尽つきることはない。

　それらを片手に、普ふ段だん、話す機会のない学年違ちがいの生徒や、男女、他校の生徒達など、様々な立場や垣かき根ねを超こえて、楽しく談笑しており……給仕役がそんな彼らの間を甲か斐い甲が斐いしく行ったり来たりしている。

　そして、話が弾はずめば、やがて気の合った者同士で手を取り合い、ダンスの中に加わっていく……楽しい夜はまだまだ始まったばかりだ。

（……誰も彼も、この華はなやかな表おもて舞ぶ台たいの裏に血ち生なま臭ぐさい思惑と陰謀が潜んでいる……なんてこと、欠片も知らずにな……いい気なもんだぜ……）

　そんな華やかな会場の雰ふん囲い気きを、グレンは冷めた鋭するどい目で一いち瞥べつするが……

「ちょっともうっ！　先生ったら！　そんなに食事がっつかないでくださいよ!?　他校や外来の方達が見てるじゃないですか、みっともないっ！」

　山のように料理が載のった皿を指に挟はさんで四枚持って、ほっぺをリスのように膨ふくらませ、ひたすら食べまくるグレンに、システィーナが早速、きんきん声で説教を始めた。

「うるせぇええええええ──っ!?　こちとら、ここんとこまともなメシ食ってないんじゃ、ここで栄養補給しなきゃ死活問題なんだよっ!?　あっ！　そこのテメェ!?　何、勝手に取ってんだ!?　そこの肉は俺のもんだぞっ!?　待ちやがれ──っ！」

「あ、貴方が待ちなさいぃいいいいい──っ！」

　なんだかんだで相変わらず大おお騒さわぎなグレン＆システィーナを尻しり目めに……

「……♪」

　テーブルの皿の上に見上げるほど高く積み上げた苺いちごタルトの巨きよ塔とうを前に、ひたすら黙もく々もくと苺タルトをかじるリィエルも、そのいつもの眠たげな無表情がどこか満足そうだ。

「あはは……格式ばっても、なんか私達、結局いつも通りだね……」

　そんな彼らを、ルミアは苦笑いしつつも、微笑ましく見守っている。

　その一方で。

　カッシュを筆頭として、カイやロッドら主おもだった二組の男子生徒達が、他校からこの舞踏会に出席した女子生徒達を片かた端はしからナンパしては、ひたすら玉ぎよく砕さいしていたり。

　ウェンディやテレサなど、社交界に慣れた華やかなお嬢じよう様さま（ガチ本物）達が、会場中の男子達からひっきりなしにダンスのお誘さそいを受けて辟易していたり。

　セシルは『可愛い男の子』ということで、会場中の女子生徒達に大人気。次から次へと女の子のダンスの相手を務めては、目を回していたり。

　リンは遠くから、何か物言いたげに、じっとグレンを見つめていたり。

　意外にも、他者を寄せ付けない一いつ匹ぴき狼おおかみ気質なギイブルが、他校から参加した講師先生と魔ま術じゆつ談義で盛り上がっていた。この会場の楽しげな空気にあてられたのかもしれない。

　とにもかくも、皆それぞれに楽しい一時を過ごしていると……

『紳士淑女の皆さま。お待たせしました。それではただ今より、魔術学院社交舞踏会伝統のダンス・コンペ、その予選一回戦を開始します。ご参加資格をお持ちの方々は──……まだエントリーのお済みでない方は──……』

　そんな、リゼのアナウンスが、魔術による拡声音おん響きようで会場に響ひびき渡わたった。

　魔術学院社交舞踏会のダンス・コンペは、予選が三回、本戦が三回で、三十分ないし一時間ごとに一戦ずつ、順々に行われていく。その参加方法は基本的には事前登録制だが、当日に気の合った者同士で飛び入り参加することも可能だ。他校の生徒達は主にそういった形式で参加することになる。

　予選は、複数のカップルが同時に踊り、各審しん査さ員は規定数のチェックをそれぞれのカップルにつける。得たチェック数が多い順から次の予選へ出場できるという、サバイバル形式だ。

　本戦は、三組のカップルずつ踊り、審査員が様々な観点から芸術点をつけ、もっとも高い点を得たカップルが次の本戦へと進む、トーナメント形式。

　このようにしてコンペは進行し、決勝戦は二組のカップルでサシの勝負となる。

　そして、見事、優勝したカップルの女性には、伝統の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が貸たい与よされ……社交舞踏会の大トリとなるフィナーレ・ダンスを、皆の前で踊ることになるのだ。

　これは、この学院の生徒のみならず、この伝統的な社交舞踏会に参加した全ての人達にとって、大変名めい誉よなことなのである。

　そして今、我こそはその名誉にあやからんと意気込む者達が、その第一歩を踏ふみ出さんと、血気盛んに予選一回戦に挑いどみ……演奏に合わせて、ダンスを披ひ露ろうしていく。

　グレンとルミアも。システィーナとリィエルも。グレンのクラスの生徒達も。

　全ての参加者たちが、持てる全てをもって精一杯に踊っていき──




「……ま、なんとか無難に予選一回戦は突とつ破ぱできたな……」

「はい」

　予選終しゆう了りよう後、グレンが安あん堵どの息を吐はき、傍そばに寄り添そうルミアが嬉しそうに微笑んだ。

「システィ達も余よ裕ゆうで予選を通過してましたし……なんだか楽しくなりそうですね？」

（……やれやれ……これ、結構やべぇわ……）

　逆にグレンは冷ひや汗あせが止まらない。

　たかが、学生レベルのお遊びコンペだと舐なめていた。参加者達のダンス技量が、グレンが想像していた以上に高い。テレサなどといった、社交ダンスに慣れた本物のお嬢様や貴族の子女が多数参加している……ということももちろんだが、学院の生徒はもちろん他校の生徒まで、この日のためにかなり練習を積んでいたらしいのだ。

（……これも『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』の魔ま力りよくのうちってところか……？　やれやれ、こりゃミス一回が命取り……しんどいわ……）

　ちなみに、貴族のお嬢様の筆頭と言ったら、ウェンディなのだが……

「きぃいいいいっ！　なぜ、わたくしが予選一回戦落ちなどという無ぶ様ざまな真似をっ!?」

　当の本人は、悔くやしそうにハンカチを嚙かんでいた。

「あー……言っとくけど、ウェンディ。今回ばっかりは俺、悪くないからな……？」

「むっきぃいいいっ！　そんなのわかってますわっ！」

　予選のダンス前半では、誰だれもがため息を吐つくような、見事に洗練されたダンスを披露したウェンディ。そのパートナーのカッシュも急造の付け焼やき刃ばでありながら、持ち前の運動神経と飲み込みの速さで、ウェンディの華か麗れいな動きに意地でついていった。

　ウェンディ＆カッシュのペアも優勝候補……その時は誰もがそう確信したものだ。

　だが、いよいよフィニッシュという時に、ウェンディは自らのドレスの裾すそを踏んで、盛大に転んでしまったのである。要所でドジなのは相変わらずのようだった。

「よっしゃあああああ──っ！　一回戦突破ぁあああああ──っ！」

「ちくしょおおおっ！　せっかく合法的に女の子の手を握にぎれる機会だったのに──っ！」

　その他にも、予選を突破できた者、できなかった者……グレンの周囲では、生徒達がそれぞれの理由で、大はしゃぎであった。

「ったく、いつでもどこでも、うるせぇやつらだぜ……」

　グレンがつい苦笑いをこぼしていた……その時であった。

「……失礼。先の予選一回戦、拝見させていただきました。御二方、とても素晴らしいダンスでしたね？」

　そんなグレンに歩み寄り、話しかけてくる少年がいた。

「今年は全体的に素晴らしい技量の持ち主が大勢いましたが、僕の見立てでは、特に貴方方二人あなたが抜ぬきんでているように思われました……いや、見事です」

　柔にゆう和わな顔立ちが特とく徴ちよう的な、いかにも人の良さそうな少年だ。燕えん尾び服ふくをきちっと着こなした年とし恰かつ好こうはルミア達と同じく十五、六歳といったところだが、見覚えがまったくない。

「……失礼。僕はカイト＝エイリースと申します。今回、クライトス校から、招待されてやってきました。よろしければ、お名前などお伺いしてもよろしいでしょうか？」

　と、クライトス校の学生証と招待状を見せながら、少年が言った。

「あはは、ありがとうございます。私、二年次生のルミア＝ティンジェルといいます」

「グレン＝レーダス、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の講師だ」

　ルミアが朗ほがらかに、グレンが警けい戒かい心しんも露あらわに憮ぶ然ぜんと言う。

「ルミアさん、ですか。いやぁ、貴女あなたのダンス、いたく感動いたしました。会場に天使が舞まい降おりたかと錯さつ覚かくしたほどです……」

　少年はグレンをさりげなくスルーして、ルミアに楽しげに話しかけ始めた。

　なんだ、こいつ？　まーた、この手の軟なん派ぱ男か？

　グレンとルミアの状じよう況きようを知らないせいか、他校から参加した男子生徒達はとにかく、誘ゆう蛾が灯とうに引き寄せられる虫のように、ルミアに近づこうとするのだ。無論、社交舞ぶ踏とう会はそういう場なので別に構わないのだが、残念ながら今回ばかりは護衛の邪じや魔まだ。

　グレンは社交舞踏会が始まって以来、何度もそうしているように、今回もルミアに下心満まん載さいで近づく不ふ埒らちな虫を追い払はらおうと、口を開きかけると……

　グレンの耳に仕込んだ通信魔術用の宝石から、信じられない言葉がぼそりと漏もれた。

『グレン、その少年が今回の敵……《魔の右手》のザイードよ。間ま違ちがいないわ』

　不意討ちのようなイヴの言葉に、グレンが思わず硬こう直ちよくする。

（なっ、なんだと──ッ!?）

『ふふ、表情に出しては駄だ目めよ、グレン』

　こんな至近距きよ離りに敵がいるという事実に──グレンの全身に緊きん張ちようが走る。

「……おや、どうしました？　グレン先生。……顔色が優すぐれないようですが？」

　カイト少年……否、ザイード少年がどこか薄うすら寒い笑みでグレンを気き遣づかう。

　その確信犯的な表情を見て、グレンは瞬しゆん時じに悟さとった。

（……こ、こいつ……ッ!?　まさか、本当に──ッ！）

『ええ、そうよ、グレン。ザイードは自分の正体が、すでに私に割れていることを知っているわ。それでも、あえて自らの姿を私達の前にさらした……今夜の宣戦布告、といったところかしら？』

　くすくすくす、と……耳に仕込んだ宝石型通信魔導器の向こう側から……この会場のどこかに隠かくれ潜ひそんでいるイヴの、楽しげな雰囲気が伝わってくる。

「……先生？」

（イヴ！　今すぐ、この場でこいつを確保するッ！　援えん護ごしろッ！）

　グレンはルミアを背にかばいつつ、耳の宝石を通した念話で己おのが意思をイヴに伝え、かつての魔術師殺しの眼まな差ざしで、背中に隠していた拳けん銃じゆうに手を伸のばすが──

『待ちなさい、グレン。今はまだ、泳がせておくのよ』

　また、信じられない言葉が返ってくる。

（はぁ!?　ふざけんなっ!?　どういうことだ、そりゃッ!?）

『仕方ないわね……これは極秘情報なんだけど……そのザイードの裏にはもう一人、正体不明の敵てき組織の魔術師がいるの。私が摑つかんだ情報によると、ザイードの暗殺はザイード本人と、そのもう一人の共犯によって行われている可能性が高い。そして、その人物が、より敵組織の深しん奥おうに通じているであろうことも……』

　後頭部を不意に殴なぐられたかのような精神的衝しよう撃げきが、グレンを襲おそう。

　初耳だ。そんな事実──欠片かけらも聞かされていない。

（イヴ……ッ！　お前、なんで、そんな重大な情報を今の今まで伏ふせていたッ!?　アルベルト達はそれを知っているのか……ッ!?）

『その正体不明の魔術師の正体を看破し、釣つり上げるために今は泳がせておくの。大だい丈じよう夫ぶ……王女の守りは完かん璧ぺき。なら、ザイードはそのうち必ずぼろを出すわ。私は見事、その尻尾しつぽを摑んでみせる』

　グレンの問いかけを完全無視するイヴ。

　そもそも。ザイードの潜せん入にゆう偽ぎ装そう工作と顔まで看破していながら、どうしてイヴはその肝かん心じん要かなめの情報を、グレンやアルベルト達と共有していなかったのか？　自分一人さえ把は握あくしていればそれで良いと、本気でそう思っていたのだろうか？　ありえない。

　問い詰つめたいことは山とあるが……

（……くそがッ！　そんなことより、ルミアの安全を優先しろッ！　とっととこいつを確保、もしくは──ここで始末するべきだッ！）

『駄目。これは命令よ、グレン。元・王女の安全より、ザイードの裏に潜む正体不明の黒幕を釣り上げて拘こう束そくする……これが私の立案した今回の作戦の肝きも……真の目的なの』

　イヴは頑がんとして聞かない。

『それより、私の【イーラの炎ほのお】は悪意・殺意……負の感情のベクトルを探知すると言ったでしょう？　今、貴方が騒さわぎを起こして注目を浴び、会場の負の感情が一いつ斉せいに貴方達に集中すれば、その瞬しゆん間かんは私にも殺意が読めなくなる……逆に黒幕につけ込まれるわ』

（……そ、それは……ッ！）

『今、リスクが高く実りのない騒ぎを起こすか、はたまた後のちのために泳がせておくか……はたして王女が本当に安全なのはどちらなのかしらね？』

（……てめぇ……ッ!?）

『大丈夫よ、グレン。ザイードもその裏の真の黒幕も、今回はこの私が動いていることを知っている。この会場内で、うかつに王女を仕留めようと殺意を見せれば、その瞬間、私に居場所を探知され、焼かれることを黒幕は理解している。同時に、私がザイードの背後の黒幕を釣るために、今はザイードに手を出さず、泳がせるであろうことも。先程も言ったように、これはただの挨あい拶さつ……宣戦布告なのよ』

　なんだ、この薄はく氷ひようを踏むかのような、際きわどいバランスの上に成り立った状況は？

　ルミアを狙ねらう敵の一人が目の前にいるのに手を出せない。

　この不条理に、グレンはぎりぎりと歯ぎしりをしながら、平静を取り繕つくろう。

『くすくすくす……さぁ、面おも白しろくなってきたわね、グレン。互たがいにうかつに手出しができないこの状況……彼らはこのような状況から、どうやって王女を暗殺するのかしら？　……まぁ、私がいる以上、不可能なんだけど』

　この状況をどこか余裕で楽しんでいるイヴの言葉には、虫むし唾ずが走る。

「……そうですか……本日は、恩師のグレン先生と一いつ緒しよにコンペに参加を？」

「はい、そうなんです。この日のためにたくさん練習したんですよ？」

　そんなグレンの密かな葛かつ藤とうなどつゆ知しらず、グレンに寄り添うルミアは、ザイード少年と親しげに談笑している。

　そして、ザイード少年は警戒心丸出しで睨にらんでくるグレンを挑ちよう発はつするように、ちらりと一瞬冷れい酷こくにほくそ笑んで一いち瞥べつし……

「それでは……ルミアさん。コンペが終わった後に、どうか一度だけ、僕のダンスの相手を務めていただけませんでしょうか？　今こ宵よいとこの出会いの思い出として……ね」

「あ、はい。普ふ通つうに踊おどる分ならいいですよ？　こちらこそよろしくお願いしますね？」

「ふふ、ありがとうございます。コンペの健けん闘とうをお祈いのりしています」

（くそ……ッ!?　そういう手で来るか……ッ!?　こいつは切り込み役かッ!?）

　やられた、とグレンが歯がみする。

（負けて出場権を失ったコンペ参加者は、会場内にいる限り他者からのダンスの誘さそいを拒きよ否ひできねえ……あまりに拒否し続ければ、運営側から会場の退場を命じられる……それこそルミアを『暗殺』するチャンス……）

　何しろ、会場の外には、間違いなく隠れ潜んだ外げ道どう魔術師達が、手ぐすね引いて待ち構えているのだ。イヴの支配領域外の会場外は、ルミアにとって死地である。

（会場の外の安全はまだ確保されてない！　アルベルト達が上手うまくやってくれることを祈るばかりだが……万が一にも討ち漏もらしがあれば、外に出るのは自殺行こう為いだ……ッ！）

　だが、騒そう動どうを覚かく悟ごで、無理矢理、会場に居座り続けるのも下策だ。

（それをやれば、必ず会場は混乱する。会場中の負の感情が俺達に集まる。この会場のどこかに隠れている、もう一人の黒幕とやらは当然、その瞬間を狙う……ッ！）

　この場を乱せば、参加者達の悪意の感情がグレン達に集中し、イヴが黒幕の悪意を探知できなくなるからだ。この大勢が集つどう混こん沌とんの場、イヴの支配領域さえ一瞬でも無効化できるならば、『暗殺』なんていくらでもやりようがある。

（無論、ダンスを求める《魔の右手》のザイードを、みすみすルミアに触ふれさせるわけにもいかねえ……）

　何しろ、その性質は不明だが《魔の右手》などという大層な二つ名を持っているのだ。

　そんなザイードの『手』に触れて、ルミアが無事でいられるはずもない。

　そして、今、新たに浮ふ上じようした正体不明の謎なぞの黒幕……それが誰なのかわからない以上、ザイード以外の誰かとルミアを踊おどらせて終しゆう了りようまで時間稼かせぎ……というのも危険過ぎる。

　そもそも、そんな危険なことに無関係な学院の生徒を巻きこむわけにもいかない。暗殺者に狙われた今のルミアに近づくのは……死神の手を握るようなものだ。

（イヴが黒幕の確保なんていう欲よくを出さなければ……そもそも情報を最初から共有していればッ！　組織が『暗殺』に拘こだわらず、形なり振ふり構かまわない『殺害』を狙うならッ！　学院側にこの陰いん謀ぼうを暴ばく露ろできるならッ！　何も、何も問題なかったっつーのにッ！）

　複雑極きわまりない雁がん字じ搦がらめのこの状況に、グレンは頭を抱かかえたくなる思いだった。

　そして──

「では、コンペ、頑がん張ばってください、グレン先生。心から応おう援えんしています」

　かの《魔の右手》のザイード少年が、グレンに握あく手しゆを求めて『右手』を差し出していた。

（…………ッ!?）

　グレンの背筋を戦せん慄りつと緊張が走る。

　この場でザイード少年がグレンを害することはない、と理り詰づめではわかっている。グレンが死ねば、その事故に舞踏会も流石さすがに中止となり、目的を果たせなくなるからだ。

　だが、幾いく人にんもの要人を密かに、いつの間にか殺し続けた、未いまだ正体不明の《魔の右手》だ。グレンがその『右手』を握にぎって無事でいられる保証はどこにもない……

（構うもんかよッ！　ルミアに……会場中の連中に、俺は命を賭かけさせてんだッ！　その俺が命賭けないでどうする……ッ!?）

　万が一、ここでグレンが《魔の右手》に斃たおれることとなっても。

　悔くやしいが、イヴならグレンの死から《魔の右手》の正体を看破できるかもしれない。

　それはそれでルミアを、会場中の皆みんなを守ることに繫つながる──

　ゆえに。

「……ああ、優勝してやるよ。てめぇなんかにルミアの手を握らせるか、《魔の右手》」

　魔の右手とは発声せず、唇くちびるの動きだけでそう表現し、グレンは修しゆ羅らのごとき形ぎよう相そうでザイード少年の『右手』を握り返した。

「迷わず僕の『右手』を取りますか……凄すごい度胸ですね。気に入りましたよ、《愚者》」

　同じく愚者とは発声せず、唇の動きだけでそう表現し、不敵に笑い返すザイード少年。

　その瞬間、二人の間の空気の温度が二、三度下がったような感覚。

　そんな薄氷の上のやりとりをするグレンとザイード少年を尻しり目めに。

「…………」

　ルミアが神しん妙みような表情で、じっとグレンの横顔を見つめている。

　その一方で──

「しかし、今回の舞ぶ踏とう会は素晴らしい！　とにかく心が躍おどる！」

「私は毎年、この社交舞踏会に参加してますが、この盛り上がりは例年以上ですな！」

「指揮者の技量と楽奏団の練度もさることながら、この独自の編曲アレンジがいいですよね！」

「うむ、素晴らしい演奏じゃ、聞いているだけで心が震ふるえるわい！」

　何も知らない参加者達は……楽しそうに騒いでいた。




　──その頃ころ。夜気に包まれた学院会館、その屋根の上にて。

　三つの人ひと影かげが、そこに密かに佇たたずんでいた。

　アルベルト、バーナード、クリストフの三人である。

「ああああ、もうっ！　せっかく中には若くてピチピチな女の子達がわんさかおるってのにぃ！　なぁ、アル坊ぼう……わし、ちょいと中に行ってきてもいいかのう……？」

「真ま面じ目めにやれ、翁おきな。背中を撃うち抜ぬくぞ」

　バーナードとアルベルトのそんなやりとりを他所よそに。

「…………」

　静かに瞑めい想そうして佇むクリストフの足元には、五ご芒ぼう星せい法ほう陣じんが展開され、淡あわい光を放っている。それを通してクリストフの表層意識領域に接続された、学院敷しき地ち内の隅すみ々ずみにまで張はり巡めぐらせた広域索さく敵てき結界に、クリストフは全神経を集中させていた。

「ところで、どうじゃ？　クリ坊。何か反応はあったかいな？」

「いえ、今のところはまだ何も……」

　ふう、と一息を吐はいて目を開き、クリストフは思い切ったように言った。
















「バーナードさん、アルベルトさん……臆おく病びよう者かと思われてしまうかもしれませんが……やっぱり、僕はこんな作戦には反対です」

「安心せい、わしもアル坊もそう思っとるよ」

　やれやれと大おお仰ぎように肩かたを竦すくめて、バーナードが応じる。

「イヴさんの能力は知っています。あの人は間ま違ちがいなく天才、僕なんか足元にも及およばないでしょう。でも、今回の作戦はあまりにも無む謀ぼうで、危険過ぎる……それがわからないイヴさんではないでしょうに……これじゃまるで……」

「……お膳ぜん立だて。そうだな？」

　突とつ然ぜん、鋭するどく口を挟はさんだアルベルトに、クリストフとバーナードが視線を向ける。

「兎とに角、手て柄がらが欲しいのだ、あの女は。そのためにこの作戦を立案した」

「なんじゃ……お主ぬしも気づいておったんかい、アル坊」

「えっ？　二人とも……それは一体どういう……？」

　虚きよを突つかれたような表情となるクリストフ。

「クリストフ。あの女……イヴ＝イグナイトの眷属秘呪シークレツトを見て気付かないか？」

　腕うで組ぐみをしていたアルベルトも、クリストフを一瞥した。

「高い攻こう撃げき力と攻撃速度を誇ほこる領域、殺意探知のみに特化した索敵術、そして情報収集能力……即すなわち、それは味方を出し抜き、己おのれ自身の手で敵を倒たおすことに特化した術の数々とも言える。それが帝てい国こく有史以来、王家に仕つかえ、魔ま導どう武門の棟とう梁りようとして帝国内に勇名を馳はせてきたイグナイト公こう爵しやく家が誇る『炎ほのおの魔ま術じゆつ』だ」

「イグナイト家はのう、地位も名めい誉よも栄光も強さも、常に帝国に存在する魔導士達の頂点に立たねばならない……そういう家なんじゃよ」

「……まさか……イヴさんは、自分が手柄を立てるために、こんな無茶な作戦を？　達成が困難であればあるほど上がる名声のために……？　そんな馬ば鹿かな……」

　顔を顰しかめるクリストフに、アルベルトは無言をもって肯こう定ていした。

「それだけじゃないわい。あの様子じゃ、イヴちゃんのやつ、なーにか絶対、わしらに隠かくし事しとるのぉ？　要は敵のみならず、わしらすら出し抜こうとしているんじゃ」

「そ、そんなことまでしてるんですか……？」

「ふん。あの女が食えないのはいつもの事。だが、俺達は与あたえられた条件下で最善を尽つくし、結果を出すだけだ。軍における上官と部下とはそういうものだ」

　いつもと変わらず、アルベルトが淡たん々たんとそう言った。

「《魔術師》のイヴさん……以前から思ってましたが、彼女はどうしてそこまで……？」

　戸と惑まどいと困こん惑わくを隠せないクリストフに……

「一応、彼女を子供の頃から知る身として、弁護はさせてもらうが……彼女はちと、立場が複雑でのう……そうせざるを得ない事情があるんじゃよ」

　顎あご鬚ひげを撫なでながら、なんとも言えない苦い表情でバーナードが応じる。

「帝国宮きゆう廷てい魔導士団には、様々な実戦部隊や研究室、部署が存在するが……中でも特務分室は魔術絡がらみの事案を秘密裏りに処理するという精せい鋭えい中の精鋭……言わば、団における武の最右う翼よくじゃ。イグナイト家の次期当主として、イヴちゃんはその室長を拝命しておる。この人事はまぁ……帝国軍の伝統っていうか、しきたりみたいなもんじゃ」

「ええ、特務分室の室長、執しつ行こう官ナンバー１《魔術師》は代々、イグナイト家の出身者が務める……そうなっているらしいですね」

「じゃが、彼女は実は、父親が平民の娘むすめに産ませた私生児でな……事故で魔術能力を失った嫡ちやく出しゆつ子しの姉に代わり、次期当主に繰くり上がった」

「！」

「知っておろうが、最古参の大貴族であるイグナイト公爵家は化石のように凝こり固まった貴族主義。平民の血を引く私生児のイヴちゃんに対する父親や一族の風当たりが、いかに厳きびしいものじゃったか……クリ坊には想像つくまいて」

　頭を搔かくバーナードは渋じゆう面めんだ。当時のイヴを思い出しているのかもしれない。

「ああ見えて、彼女は必死なんじゃよ。なんとか自分という存在を一族に認めてもらいたくて……とにかく手柄を欲ほつした。昔の彼女は、少々夢見がちじゃが心優しい子でな……じゃが、認められようと気張っているうちに、いつの間にか鉄の女になってしもうた」

「そんなことが……」

「あの娘っ子は、立場に押おし潰つぶされまいと必死に強がっているだけなんじゃ。あの他者に対する攻撃的で威い圧あつ的な態度は、彼女自身の弱さの裏返しなんじゃ。だから、わしはどうにも、あの娘っ子を放っておけんで……」

　と……その時だ。

「……止やめて。バーナード」

　ドーマーウィンドウ──傾けい斜しやする屋根から突き出すように設もうけられた屋根窓、それを覆おおう小さな屋根に背を預け、腕うでを組み、脚あしを交差させて佇んでいたのは──

「私は私よ。家のことなんか……父や一族のことなんか……関係ないんだから……」

「イヴ。何故なぜ、来た？　お前の担当は会場内の筈はずだが？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。領域内の警けい戒かいは怠おこたってないわ。それよりも……」

　アルベルトの叱しつ責せきに、イヴが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、クリストフを一いち瞥べつする。

「……そろそろではなくて？　クリストフ」

　そして、イヴがクリストフへ注意を促うながすと。

「ええ、今……来ました！　結界に反応があります！」

「……おおっとぉう、ついにわしらの出番かいな!?」

「…………」

　一同の間の空気が一気に重く、鋭くなる。

「敵てき影えい、三。座標などの敵に関する諸情報は──ここに」

　クリストフが握りしめていた魔ま晶しよう石せきを親指で弾はじき、他の三人へ渡わたす。

　その魔晶石には、クリストフが結界から得た情報が記録されているのだ。

「……把は握あくした」

　魔晶石内に記録された敵情報を表層意識野やに高速展開した三人は、瞬しゆん時じに状じよう況きようを把握する。

「さて、どう対処しようかの……？」

「敵は三手に分かれています。こちらの損そん耗もうを最も少なく抑おさえる確実策は、三人一組スリーマンセルで行動し、敵に一人ずつ対処することですが……」

「駄だ目めよ、そんなの。一人に対処している間に、他の二人がここに来るわ。なら、私が相手せざるを得ない。私の予定が狂くるうじゃない。嫌いやよ、そんなの」

　イヴがそんな風に割って入る。

「私が差配してあげるわ。《星》は北の敵を、《隠いん者じや》は西の敵を、《法ほう皇おう》は東の敵をそれぞれ対処なさい……なに、できるでしょう？　貴方あなた達なら」

　自身の指揮手しゆ腕わんに微み塵じんも疑いなしと言わんばかりの横おう柄へいな態度であった。

「うーん、それなんじゃが……クリ坊は単たん騎きでの戦せん闘とうには向いておらん。集団戦でこそ力を発揮するタイプ。あまり無茶はさせたくないんじゃが……」

　バーナードが苦い顔をするが。

「いえ。確かに、それが最も効率的なのは事実です。それでいきましょう」

　クリストフは神妙な表情でイヴの差配を肯定していた。

「……そう。任せたわよ。私の頼もしい仲間達」

　そう、ことさらにわざとらしく強調するイヴに背を向け、

「はぁ[image: ～][image: ～]、中でキャワイイ女の子達がキャッキャウフフしとるのに、わしらは空気の読めんバカ共とドンパチかい……せめて敵が美人の女の子じゃといいんじゃが……」

　バーナードが心底面めん倒どう臭くさそうにぼやいて立ち上がり……

「……死ぬなよ」

　アルベルトが一瞥することもなく、素っ気なくそう言い捨てながらクリストフの肩を叩たたき、屋根の端はしへ向かって歩き去り……

「ええ、皆みなさん、ご武運を祈ります」

　クリストフが薄うすく微笑ほほえんで。

　アルベルト、バーナード、クリストフがその場で散開し、夜の闇やみにその身を躍おどらせた。




　アルザーノ帝国魔術学院敷地内、東の薬草菜園付近。

　あたり一面に様々な形状の薬草が植えられた畑が、広こう漠ばくと広がっている中──

「うふふ、お仕事です♪　うふふ、お仕事です♪」

　肉感的なドレスに身を包んだ妖よう艶えんな少女が、楽しげに散歩でもするかのような足取りで学院会館のほうへ向かって歩いていた。

「ららら、綺き麗れいで儚はかないお姫ひめ様♪　ららら、綺麗で儚いお姫様♪　どうぞお外にお出いでなさい♪　今夜は綺麗なお月様♪　お外に出てきて、こんばんは♪　子守唄うたを歌って差し上げますわ☆　お休みなさい♪　ららら、綺麗で儚いお姫様♪　あら、可哀かわい想そう☆」

　その熱に浮うかされたかのように高こう揚ようした少女がいる空間だけ、気温が低い。

　その少女の形のよい口から洩もれる吐と息いきは常に白く、少女が薬草菜園を踏ふみ分けて一歩一歩足を運ぶ都つ度ど、少女に触ふれた薬草には真っ白に霜しもがおり、凍いてついていた。

「冬のお空は恋こい模様♪　ららら、綺麗で儚いお姫様♪　あら、可哀想☆　……」

　そんな少女がふと、足を止める。

　気付けば、少女の前方十数メトラ先に──一人の少年が姿を現していた。

「……ここから先は通しません。僕が相手です」

　クリストフだった。涼すずしくも凜りんとした覇は気きと共に、そこに毅き然ぜんと佇たたずんでいる。

「ふふふ、出会ってあらあら☆　こんばんは♪　可愛い坊ぼうやの登場です♪」

　少女はにっこりと壊こわれた笑みを浮かべ、ドレスの裾すそを手でつまんで優ゆう雅がに一礼する。妖艶に、そして底知れぬ闇を秘めた昏くらい光をその虚うつろな瞳ひとみに灯して。

「おいでませ、《法皇》さん♪　貴方が今こ宵よいのダンスのお相手を務めてくださるの♪　らーらー♪　貴方のお友達はとても残ざん酷こくね☆　真冬の最中にただ一人、貴方を置き去りするなんて♪　嗚呼ああ、可哀想♪　嗚呼☆　悲劇です♪　喜劇です♪」

　その途と端たん、妖あやしく微笑する少女の周囲の気温が、さらに数度下がった。

「せめて、私は貴方を忘れません♪　思い出を氷の中に閉じ込めて～♪　永久に美しい貴方を私は愛めでますわ♪　それはもう、永遠に♪　永遠に～♪」

　不意に、少女の周囲にひゅおと吹雪ふぶきが渦うず巻まく。凍てつき、結けつ晶しよう化した大気が月明りを反射し、きらきらと輝かがやく。ぱきぱきと音を立てて地面が凍こおり付いていく。周囲の薬草が次々と育つ氷ひよう塊かいの中に、閉じ込められていく。

　その虚ろなる眼光も言動も最も早はや、正気ではない。

　美しくも恐おそろしい、真冬の死神を体現したかのようなその少女を前に──

「……天の智ち慧え研究会が第一団《門》ポータルス・オーダー──《冬の女王》グレイシア。お言葉ですが……貴女は、僕には勝てません。ここでお引き取り願います」

　クリストフはまったく物もの怖おじすることなく、そう言った。

「……と、可愛い小鳥さんは健けな気げに囀さえずりますの♪　可哀想な籠かごの中の小鳥さん♪　嗚呼、悲劇なるかな♪　小鳥さんは籠の外の世界を知らないの♪　嗚呼、悲劇なるかな♪」

　少女の周囲の気温が──さらに一気に下がる。氷点下を振ふり切る。

　その少女──グレイシアの全身の肌はだに刻まれ、光り輝く魔導刻印。それに膨ぼう大だいな魔ま力りよくが疾しつ走そうすることでより強く光り輝き、纏まとう吹雪がさらに勢いを増す──

　そこは最早、極ごく低温の第六園──氷結地じ獄ごくだ。そこに魔術的防ぼう御ぎよなしに立ち入れば、瞬時に全身の血が凍り付いて心臓が停止し、絶命してしまうだろう。

「……さぁさ☆　良い子はおねんねする時間♪　子守唄を歌ってあげましょう♪　冬に抱いだかれ、お眠ねむりなさい♪　《永遠に・とこしえに・安らかに》～♪」

　グレイシアが歌うように呪じゆ文もんを紡つむぎ、踊おどるようにクリストフを指さして──

　その瞬しゆん間かん、輝く凍とう気き嵐らんが唸うなりを上げ、荒あらぶる寒波のようにクリストフに襲おそい掛かかった。

　対するクリストフは臆おくすることなく、両手の指の間に挟はさんだ翠すい玉ぎよくを数個、手首のスナップを利きかせ、周囲の地面に向かって投げ放つ。

　翠玉はクリストフをぐるりと囲むように地面に刺ささり……

「──《高速結界展開イミツド・ロード・翠玉法陣エメラルド・サークル》ッ！」

　その刹せつ那な、魔力線が翠玉同士を繫つなぐように地面を走り、瞬時に五ご芒ぼう星せい法ほう陣じんを描えがく。

　それに沿って瞬時にそびえ立った緑光の障しよう壁へきが、猛吹雪を真っ向から受け止める──

　クリストフの実家──魔ま導どうの名門フラウル家が誇ほこる、宝ほう玉ぎよく式結界魔ま術じゆつ。

　元々、結界系の魔術は、数多くの手順を踏んで構築・行使される儀ぎ式しき魔術である。結界魔術の大家フラウルは、そんな結界魔術を、その精度・威い力りよくを落とさず、ごく近きん距きよ離りの魔術戦にて使用可能な術へ落とし込んだのだ。

　クリストフが特に得意としたのは、守りの結界術。

　玉ぎよく式結界【翠玉法陣エメラルド・サークル】は、並みの魔導兵が張る黒くろ魔ま【フォース・シールド】十人分の防御能力と、それを遥はるかに凌りよう駕がする効果範はん囲いを持つ。

　その守りの堅かたさは、帝国宮廷魔導士団でも随ずい一いちなのだが──

　吹雪を受け止めた障壁の表面に、びきびきとヒビが入り──やがて──

　硝子ガラスが割れ砕くだけるような音と共に、結界が崩ほう壊かいし、消しよう滅めつしてしまった。

「……な」

「うふふ♪　無む駄だですわ☆　極低温の世界では～♪　全ての運動が停止するの☆　分子も♪　根源素オリジンも♪　そしてそしてぇ～マナも♥　知らなかった？」

　信じられない、と呆あつ気けに取られるクリストフに、グレイシアが満面の笑みを向ける。

「改めまして、ようこそ♪　クリストフ様♥　私の大好きな～、冬の世界へ♪」

　その肢し体たいから溢あふれんばかりの凍気が、グレイシアの周囲に無数の巨きよ大だいな氷柱を、みるみるうちに成長させていく──空気が凍り付いて輝き始める──

「……ッ!?」

　自じ慢まんの守りがあっさりと打ち崩くずされた。

　その事実に、表情を微かすかに緊きん張ちように強こわ張ばらせつつも、クリストフは次なる結界を張らんがため、新たな翠すい玉ぎよくを取り出した──




「だぁああああああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」

　アルザーノ帝国魔術学院、西の庭園にて。

　バーナードは頭を搔かきむしり、噴ふん水すい池を蹴けりながら、天に向かって吠ほえていた。

「なぁんで、わしの相手はお前みたいなやつなんじゃぁああああああああ──っ!?」

　バーナードと対たい峙じした男──天の智慧研究会の外げ道どう魔ま術じゆつ師し。

　三十代から四十代の中年の男性だ。大おお柄がらで筋骨隆りゆう々りゆうなバーナードより、さらに上うわ背ぜいがあり、肩かた幅はばは広く、筋骨隆々だ。その厳いかめしい容よう貌ぼうからは魔術師という印象が欠片かけらも掠かすらない。まるで格かく闘とう家かか東方の修しゆ験げん者じやのような雰ふん囲い気きだ。申し訳程度にローブを身に纏ってはいるものの、膨ふくれ上がった筋肉ではちきれんばかりであった。

「何、そのお前さんのガチムチっぷり!?　きっも!?　マジ、萎なえるんじゃけど!?　きっも！　ちっくしょう、やっぱ東がよかったわい!?　そうすりゃ、（見た目だけは）キャワイイギャルに当たったってのにぃいいい──っ！　なぁ、お前さん、それ着ぐるみって説はないの？　中からとびきりの美女が出てくるとか……ない？　あっそう」

　血けつ涙るいを流して、地じ団だん太だ踏んで悔くやしがるバーナード。

　そんな戦場にそぐわないバーナードのバカ騒さわぎをまったく無視し、男が朗々と告げる。

「……我は貴様と相あい見まみえることが出来て僥ぎよう倖こうだ、《隠者》のバーナード……いや、元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室、執しつ行こう官ナンバー８《剛ごう毅き》のバーナードよ」

「……ったく、いつの話じゃ、それ」

　剛毅、のコードネームを出された途端、苦々しく顔を顰しかめるバーナード。

「裏の世界では有名な話だ。魔闘術ブラツク・アーツを極限まで極きわめたという《剛毅》の伝説はな」

　魔闘術ブラツク・アーツ。拳こぶしや脚あしに魔術を乗せ、インパクトの瞬間、相手の体内で直接その魔力を爆ばく発はつさせるという、魔術と格かく闘とう術を組み合わせた異色の近接戦闘術だ。

　遠距離から相手を攻こう撃げきできるという魔術最大の利点を投げ捨て、わざわざ魔術を使って近接戦闘を行うなどという実にバカげた戦闘法。魔力操作のセンスに恵めぐまれなければ、ただの基本技の一手すら習得困難な技だが──一度極めれば、その威力は強力無比。

「漲みなぎる魔力に任せ、ひたすら破は壊かいの嵐あらしを巻き起こしたという破壊魔人……その近接戦闘における瞬時の破壊力なら、セリカ＝アルフォネアにも匹ひつ敵てきするとされ、四十年前の奉ほう神しん戦争では、かの《双そう紫し電でん》のゼーロスと共に、相当暴れまわったそうではないか？」

「あーん……そんなことあったかのぉ……？　よう覚えておらんわい」

　バーナードはすっとぼけたように、顎あご鬚ひげを撫なでながら言う。

「ここで会ったが百年目だ……伝説に名高き貴様の魔闘術ブラツク・アーツ、見せてもらうぞ、バーナード＝ジェスター。そして、貴様は我が求道の糧かてとなるのだッ！　──《破ハ》ァッ！」

　短く呪文を唱えつつ、男が拳を構える。その手の甲こうに刻んだルーンが輝き……

　するとその拳に、その身体を消し飛ばさんばかりの電でん撃げきが漲るのであった。

「……うげぇ。お前さんも、魔闘術ブラツク・アーツ使いだったんかい……」

　いかにも面倒臭そうに、男の魔闘術ブラツク・アーツをジト目で睥へい睨げいするバーナード。

「まぁいい。そこまで言うんなら、ちょいと揉もんでやろうかの……」

　バーナードも渋しぶ々しぶと拳を構え、短く呪文を唱える。その手に爆ばく炎えんが燃え上がる。

「天の智慧研究会、第一団《門》ポータルス・オーダー……《咆ほう哮こう》のゼト──参るッ！」

「……今はただのバーナードじゃ。まぁ、ほどほどに……」

　その刹那。

　二人の姿が瞬時に霞かすみと消え──そのほぼ中間の一点で──

「はぁあああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　雷らい光こうを纏まとった拳と、爆炎を漲らせた拳が真っ向からぶつかり──

　魔力が炸さく裂れつ、超ちよう絶ぜつ的な大爆発が天地を轟とどろかす。

　その激げき突とつは互ご角かく。

　一見そう見えたのだが──

　ゼトの拳が……ゆっくりと……ゆっくりと……バーナードの拳を押し返し……

　そして。

「ぬおおおおおお──ッ!?」

　バーナードが完全に押し負け、その反動で、身体が数メトラほど滑すべり下がっていた。

「……な、なんとぉ……ッ!?」

「ふっ……」

　驚きよう愕がくで目を瞬しばたたかせるバーナードを、ゼトが勝ち誇ったように見る。

「精せい々ぜい、本気を出すことだ、アルザーノの破壊魔人。伝説に名高きその力、その技……是ぜ非ひ、我に見せてくれ……貴様が死ぬ前にな」

「……あ、あっかーん……こいつ、マジでヤバイやつじゃったわ……」

　減らず口はそのままだが、バーナードのその笑いは明らかに引きつっていた。




「くくく……貴方あなたがアルベルト＝フレイザーさん……ですか」

　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中。

　アルベルトの前に姿を現したその青年は、慇いん懃ぎんに一礼した。

「初めまして。私の名はヴァイス＝サーナス。組織の第一団《門》ポータルス・オーダーです。以後、お見知りおきを……と、言っても、貴方にとっては、これが最後になるわけですが……」

「…………」

「いやぁ、貴方の噂うわさと武勇はかねがね聞いております。実に光栄ですよ、貴方のような帝国宮廷魔導士団きっての英えい傑けつに、じかにお目にかかれるなんて……」

　対するアルベルトは無言。その鷹たかのように鋭するどい目は、ヴァイスと名乗った青年ではなく……青年のすぐそばに佇たたずむモノに注がれている。

「おや？　コレが気になります？　貴方ほどの武勇の持ち主も、流石さすがにこれは無視できませんか？　……んん？」

　そんなアルベルトの反応が楽しくて仕方ない……ヴァイスはそんな風に嗤わらった。

　そのヴァイスの隣となりに佇むモノ──化け物。

　見た目は人型だが、その上背も肩かた幅はばも優ゆうに人の二、三倍はある。全身筋骨隆々で、その肌の色は漆しつ黒こく。頭には捩ねじくれた角が、背中には古こ竜りゆうのような異い形ぎようの翼つばさが生えている。

　まるで聖書や聖画で描かれるようなその暴ぼう虐ぎやくの具現たる異形の正体は──

「そうですよ、お察さつしの通り……こいつは『悪あく魔ま』ですよ」

　ヴァイスが愉ゆ悦えつの表情でアルベルトを睥睨する。

「……貴様、悪魔召しよう喚かん師しか」

「ご名答。こいつは、私が召喚した『悪魔』です。しかも、そこいらの下級悪魔じゃない……れっきとした上級悪魔……名有りの大悪魔ですよ」

　悪魔。それは人の共通深層意識下で広く認知・共有された強大な概がい念ねん存在達を指す。

　それは起源を辿たどれば、疫えき病びようであったり、干かんばつや飢き饉きん、嵐、雷かみなり、地じ震しん、山火事などの人の手に余る自然災害であったり、あるいは裏切り、妬ねたみ、情じよう欲よく、嫉しつ妬と、破壊衝しよう動どうといった負の感情であったり──そういった人の様々な忌き避ひや禁きん忌き、恐きよう怖ふが、宗教や信しん仰こうと結びついて擬ぎ人じん化し、姿形を、性格を、逸いつ話わを、神話を──概念を得たものだ。

　そして、世界が人の観測と認知によって成立するものである以上、そういった共通深層意識下の概念存在達は『ここではない、どこでもない場所ネバー・ランド』──人の『意識の帳とばり』の向こう側──即すなわち、『魔ま界かい』に、確固たる自我を持ち、現実に存在するモノとなる。

　魔術的には、神や悪魔は最初から世界に存在したのではなく、あくまで人が生み出した幻げん想そうの存在ということになる。そういった人の『意識の帳』の向こう側にいる概念的存在を、この世界に受肉させて具現化、降臨させる──それが悪魔召喚術なのである。

「あっははははははっ！　さて、《星》のアルベルトさん、噂によると貴方は随ずい分ぶんとお強いようだ……人間を相手にするならね？　だが、人間が忌避する恐怖の具現……『悪魔』が相手ならどうでしょうかね？　くっくくくくくッ！」

　答えるまでもない。勝てない。

　最初から、人の敵かなわぬ脅きよう威いとして『悪魔』は概念が定義されている。

　人が相手するには『悪魔』はあまりにも強大な存在なのだ。

　だが──

「……《狂きよう騒そう伯はく爵しやく》ナルキスか」

　ぼそり、とアルベルトがそんなことを呟つぶやいていた。

「ッ!?」

「その悪魔の真ま名なは、三十六悪魔将が一いち翼よく《狂騒伯爵》ナルキス。六魔王が一ひと柱はしら《黒こつ剣けんの魔王》メイヴェス率いる黒剣死騎き兵へい団の軍団長──その分ぶん霊れい。主君たるメイヴェスの名の下もとに、終末の戦場を首なし馬の戦車で駆かけては狂騒のラッパを吹ふき、この世全てを屍し山ざん血けつ河がの戦せん闘とう地じ獄ごくへと塗ぬり替かえる、戦いの狂きよう奔ほんを司つかさどる悪魔だ」

「へぇ？　貴方は魔術師のくせに随分と神学に詳くわしいんですね？　いや、この場合は悪魔学かな？　とにかく、悪魔にはその造形に多種多様な所説や解かい釈しやくが存在するのに、私の悪魔の正体を一目で看破したのは、貴方が初めてですよ……」

　感心したようにヴァイスが言うが……

「だが、無意味ッ！　悪魔の真名は私が完全掌しよう握あくしているッ！　貴方にその制せい御ぎよは渡わたさない！　そして分霊とはいえ、大悪魔は大悪魔だッ！　貴方ごときに勝てるはずが──」

「……何人、犠ぎ牲せいにした？」

　その時、斬きりつけるような眼まな差ざしで、アルベルトがそんなことを淡たん々たんと問いかけた。

「はい？」

「分霊といえど、それほど強大な概念存在……この世界に受肉させるだけでなく、維い持じするだけで大量の人ひと魂だまが必要な筈はず。一体、何人の魂たましいを生いけ贄にえにしてきた？」

　アルベルトの言葉の端はし々ばしに滲にじむ鋭い怒ど気き──邪じや悪あくに対する激しい憎ぞう悪おの怒いかりだ。

「悪魔召喚師というだけで、俺が貴様にかける慈じ悲ひは一切無い。かかって来い、外道。戦闘という物を教えてやる」

　そんなアルベルトの物言いに。

「……ぷっ」

　青年は、もう我が慢まんできないといわんばかりに、腹を抱かかえて……

「あっはははははははっ!?　ひゃーっははははははは──っ！」

　顔を手で覆おおって大笑いを始めた。

「まさかまさかッ！　《星》（笑）のアルベルトさんはご冗じよう談だんもうまかったとはッ！　言うに事欠いて、まさかそれですかッ!?　はったりと強がりもここまでいくと──」

「《雷らい槍そうよ》」

　御ご託たくは要いらないといわんばかりに、アルベルトがヴァイスを指さし、呪じゆ文もんを唱える。

　神速で放たれた黒くろ魔ま【ライトニング・ピアス】が、暗くら闇やみを切り裂さく。

　雷らい閃せんが、真っ直すぐ青年へと肉にく薄はくし──

　その刹せつ那な、風のように動いた悪魔の腕うでが割って入り、その雷閃を弾はじいた。

「なるほど。悪魔には勝てないから、召喚者本人を直接狙ねらう……と。ありきたりで浅はかじゃないですかね？　たかが人間が悪魔を出し抜ぬけるとでも？」

　やはり、アルベルトはまったく応じず──

「《金色の雷らい獣じゆうよ・地を疾とく駆けよ・天に舞まって踊おどれ》──」

　今度は黒魔【プラズマ・フィールド】を矢や継つぎ早ばやに唱えていく。

　広域殲せん滅めつ攻性呪文アサルト・スペルで、青年を巻き込んで始末しようとでもいうのか──

「だから、それが浅はかだって言ってるんですよぉおおおお──ッ！」

　応じて、ヴァイスが叫さけぶと。

　悪魔の全身から黒い稲いな妻ずまが、天を衝つく壮そう絶ぜつな勢いで発生した。

　四方へ無差別に発散する黒い稲妻の乱らん舞ぶは、アルベルトの【プラズマ・フィールド】の雷らい嵐らんを瞬しゆん時じに受け止め、飲み込み──

　あろうことか、逆に、押し返す。

　近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦における、アルベルトの必殺奥おう義ぎとも呼べるＢ級軍用魔術が。

　まるで、雑ざ魚こ紙がみでも破り捨てるかのように、あっさりと──

「──ッ!?」

　逆流した壮絶な破は壊かい力がアルベルトに容よう赦しやなく肉薄し──

　凄すさまじい落らく雷らい音と爆ばく音おんがアンサンブルし、大地が衝しよう撃げきに震ふるえた。




　──一方。

「おやおや……これは……思ったよりも簡単に済んでしまうかな？　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団も噂程じゃなかった……ということでしょうか……？」

　社交舞ぶ踏とう会、会場内の壁かべ際ぎわの一角で、密かにそうほくそ笑むザイード。




「──と、敵はそう思っているのでしょうが……実に甘いわね。私の差配は完かん璧ぺき。外げ道どい魔術師ども……貴方達に未来はないわ。精々、足あ搔がきなさいな」

　社交舞踏会、会場外の屋根の一角で、密かにそうほくそ笑むイヴ。




　そして──

「ふふふ……」

　そんな二人すら見み透すかしたかのように嘲あざ笑わらう、新たなる第三者──どこまでも昏くらい深しん淵えんの闇やみを纏まとった者が、今、人知れず……そっと社交舞踏会会場内に侵しん入にゆうするのであった。








第四章　予期せぬ来訪者、闇やみに闘たたかう者達









　指揮者が、右手に掲かかげた指揮棒を高らかに振ふり上げ、ポーズを決める。

　楽奏団が熱奏していた演奏が、劇的な余よ韻いんを残して終わると同時に。

　それに合わせて踊おどっていたカップルも、それぞれ精せい一いつ杯ぱいのフィニッシュを決める。

　そして──

　わぁあああああああああああああああああああああああああああああああ──っ！

　見守っていた観客達の、建物を震ふるわさんばかりの拍はく手しゆ歓かん声せい、雨あられ。

　今、ちょうど、合計三回のダンス・コンペ予選が終わり──会場の盛り上がりと加熱はとどまるところを知らないようであった。

「……ふぅ……」

　ルミアの手を取り、フィニッシュのポーズを決めていたグレンが、ルミアを解放する。

「あ……」

　グレンに身を預けていたルミアは、まるで夢見るような表情だ。

「……ふふ……もう……終わってしまったんですね……」

　名残なごり惜おしそうに、そっとグレンから離はなれるルミア。

「見ろ、ルミア！　俺達に対するチェック数は……よし、トップで本選出場決定だぜ！」

　審しん査さ員席の傍かたわらに立つチェックボードを遠目に見て、ガッツポーズを決めるグレン。

「──って、ちぃっ!?　白しろ猫ねこ＆リィエルのペアと同じチェック数かよ!?　あいつらも当然、本選出場か……こりゃあ、しんどいぜ……」

　システィーナとリィエルのペアは、グレンが想像する以上の強きよう敵てきであった。

　予選は、複数のカップルで競技グループを作り、そのグループごとに行われるのだが、どの回戦、どのグループで踊っても、システィーナ達のカップルはグループ内チェック数トップで勝ち上がる。

　たった今、終わった予選第三回戦で、ついにグレン達とシスティーナ達が同じグループで踊ったのだが……チェックは同数、その実力はまったく互ご角かくだということだ。

（……ったく、こーりゃ、まずいぜ……）

　今までの予選は、一定のチェック数さえ稼かせげば、次の回戦に進出できる。

　要は、足切りに遭あわなければ、それでよかったのである。

　だが、次からの本選は三カップルずつ競技が行われ、審査員が技術点、芸術点をつけ、もっとも高得点を出したカップルのみが次に進める勝ち抜き戦だ。

　運悪くシスティーナ達と途と中ちゆうでかち合えば、即そく・脱だつ落らくの危険だってある。

（まだまだ、社交舞踏会の夜は長い……あれからザイードのやつ、音おと沙さ汰たねえが、油断は出来ねえ……できれば、最後まで勝ち残りてえんだが……）

　油断なく周囲を警けい戒かいするグレンの元に……

「ふっふーん、どう？　先生？　私達もなかなかやるでしょ？」

「ん。褒ほめて」

　試合が終わるたび、システィーナがどや顔で、リィエルがいつも通りの眠ねむたげな無表情でやってきては、グレンに突つっかかってくる。

（ぐぬぬぬ……こいつらめ、俺の気も知らんで……ッ!?）

　グレンが敗北すれば、護衛を失敗する可能性があるのに、イヴはリィエルに何も言ってこない。つまり、その時はその時で、何らかの策があるのだろう……恐おそらくルミアをオトリにする類たぐいの。リィエルは、イヴの言いつけ通りにやっているだけに過ぎない。

（……くそ、させるかよ……ッ！　俺はルミアを守らなきゃなんねえんだ！）

　そんなグレンの思いもつゆ知らず……

「あらあら、ひょっとして、先生びびっちゃってる？　これは、今年の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』は私のものかしらね～？」

　システィーナは得意げな顔で、その薄うすい胸を張り、グレンを煽あおってくる。

　すると、意外にも……

「……ふふっ、それはどうかな？　システィ」

　ルミアが楽しげながら、どこか悪戯いたずらっぽく、グレンの腕にぎゅっと絡からみついてくる。

「私と先生のペアは絶対に負けないよ？　先生は、きっと私に『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取ってくれるんだから……ですよね？　先生！」

　太陽のような満面の笑みでルミアが見上げてくる。上気した頰ほおが妙みように色っぽい。

「……お、おう……？　任せとけ……」

「はい！　一いつ緒しよに頑がん張ばって、優勝を目指しましょう、先生！」

　まるで見せつけるように、からかうように、グレンの腕に絡みつくルミア。

　完全にこの会場の空気に当てられたのか、ルミアらしからぬハイテンションであった。

「む、むむむ……むむむむぅ[image: ～][image: ～]っ！　ふぅ[image: ～][image: ～]っ！」

　システィーナはちょっと拗すねたように頰を膨ふくらませ、胸むな元もとで両の握にぎり拳こぶしを固めていく。

「なによ、ルミアったら！　私、絶対、負けないからね!?」

「ふふっ、こっちこそ！」
















　仲良く平和に睨にらみ合い、熱い火花を散らし合うシスティーナとルミアを他所よそに。

（やれやれ、こいつらテンション上がりすぎて、キャラが崩ほう壊かいしてんぞ……）

　グレンがやれやれとため息を吐つきながら、会場をぐるりと一いち瞥べつした。

（しかし、なんだ……こんなに盛り上がってる社交舞踏会、本場の貴族の社交界でも滅めつ多たにねーよ……これがリゼの企き画かく運営能力の賜たま物ものか？　化け物かよ、あいつは……？）

　何しろ、グレンすらちょっと楽しくなってきてしまっているのだ。

　裏で人の生死を左右する極秘任務についているグレンですら……だ。

（ったく、俺としたことが……楽しんでる場合じゃねえだろうに……）

　だが、楽しい。この社交舞踏会に、すでに心躍おどらされている自覚がある。

　まだまだ、社交舞踏会は中ちゆう盤ばんだというのに、会場は本当に盛せい況きようと活かつ況きようを極きわめている。

　誰だれも彼もが楽しげに談笑し合い、気の合った者同士がダンスに興じている。

　次から次へとひっきりなしに運ばれる色とりどりの料理は尽つきることがない。

　楽奏団もまださっきのダンス・コンペ予選の演奏が終わったばかりだというのに、場を盛り上げるため、ここぞとばかりに休む間もなく熱奏を続けている。

（楽奏団と指揮者の方々、ご苦労さん……）

　この社交舞踏会で己おのが魂たましいを燃やし尽くしてやろうといわんばかりに、熱心に指揮棒を振るう指揮者と、熱奏を続ける楽奏団には頭が下がる思いだ。

　グレンがしばらく無意識に、その指揮者と楽奏団を眺ながめ……

　やがて、グレンはそれに気付いた。背筋がぞっとした。

「……ルミアは……どこだ……ッ!?」

　気付けば、ルミアがいない。システィーナとリィエルの姿も一緒に消えている。

　なんという失態。まさか、少々場の雰ふん囲い気きに流され、考えごとに及およんでいたとはいえ──ルミアが自分の傍そばを離れていったことにまったく気付かなかったなんて──

「セシルッ！　テレサッ！　ルミアはどこ行ったッ!?」

　グレンは傍で談笑していたセシルとテレサに、鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで詰つめ寄った。

「え、ええっと……？　さっき、システィーナ達と一緒に食事を取りに向こうのテーブルの方へと行きましたけど……？」

「あらあら、どうかしましたか？　先生」

　応じず、グレンはごった返す人ひと垣がきをかき分けながら、ルミア達を探して駆かけ出した。

（……どこだ……ッ!?　どこにいる……ッ!?）

　だが、会場が無む駄だに広過ぎる。

　特とく徴ちよう的な連中ではあるが、こうも人が多くては探し出すのは困難極まりない。

（くそ……ッ！　俺としたことが……ッ！　頼たのむ……ッ！　無事でいろ……ッ！　無事でいてくれ……ッ！　くそ……クソッ！　くそぉおおおおおお──ッ！）

　グレンが焦しよう燥そうのあまり叫さけびだしそうになった──その時だ。

「……ご安心くださいませ、《愚ぐ者しや》のグレン様」

　そんなグレンの腕うでをそっと引く、淑しゆく女じよがいた。

「かの《魔まの右手》が、この機を狙ねらうことは決してありませんゆえに──」

　邪じや魔まをされ、頭にカッと血が上ったグレンは、一いつ瞬しゆん何を言われたのか理解できず──

「うるせぇッ！　お前に一体、何がわか──」

　自分の腕を摑つかんだ女性へ、反射的に物もの凄すごい形相で振り返って怒ど鳴なりかけ──

　──ようやく、気付いた。

　自分にかけられた言葉の意味と──その女性の正体を。

「ふふっ、こうして間近でお目にかかるのは、なんだかんだで初めてですね？」

　柔にゆう和わに微笑ほほえむその黒くろ髪かみの女には──見覚えがある。

　先の魔ま術じゆつ競技祭では、女王陛へい下かの傍らに控ひかえる姿を遠目から。

　資料では、以前、アルベルトに見せられた外げ道どう魔術師のリストの顔写像画の中で。

「まさか……ッ!?　お前は──エレノア……ッ!?」

　天の智ち慧え研究会、第二団《地位》アデプタス・オーダーが末席、エレノア＝シャーレット──あまりにも予想外の相手が、そこに嫣えん然ぜんと微笑んでいたのだ。

　グレンの反応より早く、エレノアは静かにグレンの腕を引いて、引き寄せた。

「……どうですか？　今夜のお近づきの印に……一つ、ダンスでも？」

　妖よう艶えんな笑みを浮うかべたエレノアのすぐ傍で、グレンは凍こおり付いていた。傍はたから見れば、恋こい人びと同士が仲なか睦むつまじく寄り添そっているだけに見えるのだろうが……グレンのわき腹を妖あやしい指づかいでなぞるエレノアの手……その爪つめの間から、針が伸のび、当てられている。

　針からは危険な魔ま力りよくを感じる。恐らくは致ち死し性の呪じゆ詛そか魔術毒が込められた針だ。

　こんな状じよう況きようではどうしようもない。詰みチエツクメイト、である。

（……イヴ……ッ！　おい、イヴッ！　何、やってる……ッ!?　敵だ……ッ！）

「イヴ様の援えん護ごを期待しても無駄ですわ。今の彼女は……ふふっ、きっと何か別のことに夢中でしょうから……私もその機を見計らって、貴方あなたの御ご前ぜんに馳はせ参じた次第でございます。王女達に、貴方様の前から一時的に立ち去る人ひと払ばらいの暗示をかけて……ね？」

「……なん……だと……ッ!?」

「今からの数分間は空くう隙げきの時間。グレン様以外の誰もが、この私を認識することはない……いわば、そんな夢と現実の狭はざ間まにたゆたう夢む幻げんの時なのです」

　化け物だ。流石さすがはエレノア。何年間も敵組織の密みつ偵ていであることを見事に隠かくしおおせながら、女王陛下側近を務めていただけのことはある。隠おん形ぎようと偽ぎ装そう、人の心の間かん隙げきを突くことに限って言うならば、セリカをも超える世界一の魔術師なのかもしれない。

　こんな悪あく魔まじみた所業、エレノア以外に為なせる者はいない……いてたまるものか。

「もっとも、この私とて、今はかなりの無茶と危険リスクを負っている状況なのですが」

「……なぜ、そこまでして俺の前に現れた？　俺を始末する気か……？」

「いえいえ、とんでもございませんわ。一つ間ま違ちがえば《魔術師》の炎ほのおに焼かれ、捕とらえられる……そのような死地に、危険を冒おかしてまで貴方の御前に参じたのは……一つ、貴方に助言を差し上げたいと思ってのことなのです」

「……助言……だと……？」

　意味がわからない。天の智慧研究会……本当に一体、何を考えているのか。

「ご安心くださいませ。先にも言った通り、今からの数分間で《魔の右手》が動くことは決してありえません。どうか、今しばらくお時間をいただければ……貴方様の愛いとしき姫ひめ君ぎみを救うヒントを、お伝えしましょう……」

　どういう手管を使ったのか甚はなはだ不明だが……もし、このエレノアに敵意・殺意があれば、流石にイヴが気付く。ゆえに、今のエレノアに敵意がないのは間違いないが……
















「はっ……信用できるかよ……ッ！」

「我らが大導師様にかけて、誓ちかいますわ」

　あっさりと大導師を引き合いに出されてしまった。

　天の智慧研究会は狂きよう人じんの集団だが……大導師に対する絶対的な忠誠心と信望だけは、末まつ端たんのチンピラじみた連中ですら違たがえない。最も早はや、洗脳に近いカリスマなのだ。

　どうせこうなった時点で、エレノアが本当に殺やる気なら、自分もルミアも破は滅めつだ。

「どうでしょうか？　私と一つ、ダンスに興じてみませんか……？」

「……いいだろう。踊おどってやる……毒、喰わば皿までだ」

「ふふっ……光栄ですわ」

　エレノアは嫣然と微笑み、グレンの手を引いて中央の舞ぶ台たいへといざなうのであった。




　ダンス・コンペ進行の間に差し挟はさまれる、フリータイムにて。

　一いつ般ぱん開放された中央舞台で、グレンとエレノアがダンスの輪に入り、演奏に合わせて踊っている。エレノアのダンスの技量もまた、思わず舌を巻くほど見事なものだ。

「ふふふ、グレン様。とてもお上手じようずですわ……私、胸が高鳴ってしまいます……」

「……言ってろ」

　敵意を隠そうともせず、グレンがダンスを続けながら、ぼそりと言った。

「聞きたいことがある。お前が今回の事件の黒幕か？」

「いいえ」

「だろうな」

　エレノアが黒幕で、グレン達を混乱させるために現れたのだとしたら……あまりにも杜ず撰さんすぎる。せっかく、こちらがエレノアという存在を把は握あくしていなかったのに、その優位性をあえて捨てて、ブラフを撒まく意味など、どこにもない。

　こちらにエレノアという存在を把握させないまま……密かに、事に及べばいいだけだ。

「さっき助言と言ったな？　そりゃ一体、どういうことだ？」

「それは、そのままの意味ですわ……」

　くすくす、と。エレノアが愉たのしそうに笑いながら、高く掲かかげられたグレンの腕の下をくぐるように、優ゆう雅がなターンを決めていた。

「貴方達、帝てい国こく側が……その、まんまと《魔の右手》の策略に嵌はまってしまっているのが可笑おかしくて、見ていられなくて……つい」

「……ッ!?」

　グレンはダンスの振ふり付けを装ってエレノアの身体を引き寄せ、その耳にささやく。

「いけ好かないが、イヴの支配領域は完かん璧ぺきだ。殺意のないお前を察知できなくとも、黒幕がルミアに直接殺意を見せれば、その瞬しゆん間かんに終わる。イヴがいる限り暗殺は不可能だ。それでも俺達は《魔の右手》の掌てのひらの上で踊っているに過ぎないっていうのか……ッ!?」

「ふふ、その通りですわ。真まことに残念ですが……このままですと王女は……」

　ふわりと、エレノアが身体を開いて優雅に舞まい……

「きっと、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が彼女の美しき死しに装しよう束ぞくとなることでしょう」

　冷れい酷こくなるエレノアの予言に、グレンの表情が否いや応おうなしに強こわ張ばった。

「以前、私は王女の命を狙いましたが……今は状況が変わりまして、是ぜ非ひともそれを避さけたいのです。組織の内情が割れる以上に……ね。だから、貴方がた帝国側に期待しているわけです……ザイードの計画を打ち砕くだいていただけることを」

　ぎり、とエレノアの腕を摑むグレンの手に、思わず力がこもる。

「あっ……んんっ……ふふ、痛いですわ……そういう激しいのも嫌きらいではありませんが、女性はもっと絹を扱あつかうようにやさしく……」

「教えろ、エレノアッ！　《魔の右手》は一体、何を狙っている!?　謎なぞに包まれたザイードの暗殺術……奴やつはいつも誰だれにも気づかれないうちに、いつの間にか対象を仕留めている……それも大勢の目の前でだッ！　刺し殺さつ、絞こう殺さつ、撲ぼく殺さつ……手口も一いつ致ちしない！　それはイヴですら防げないのか!?　一体、その正体はなんだ……ッ!?」

「それは、言えませんわ。たとえ、ザイードが組織の方針に逆らった裏切り者とはいえ……仲間を売ることは不可能なのですわ……そういう誓約ゲツシユなのです」

「『急進派』のザイードは、組織の『現状維い持じ派』に割れないよう『暗殺』という手段を取っていたはずだッ！　なぜ、お前はザイードの目もく論ろ見みを知っている……ッ!?」

「大導師様は全てをお見通しですわ。その上で……組織の方針を我々に、そして貴方達に委ゆだねておられるのです。このアルザーノ帝国という舞台に立つ全ての役者達が織りなす大いなる物語を見守っておられるのです。私はその大導師様の意を汲くむまでですわ」

　答えになってないぞ……ッ！　人を舐なめ腐くさりやがって……ッ!?

　怒いかりを堪こらえて、グレンはエレノアと踊る、踊る、踊り続ける。

　しかし、このエレノア。組織の第二団《地位》アデプタス・オーダーの末席、という話だったが……今の口ぶりからして、案外、正体が謎に包まれた大導師に近い存在なのだろうか？

　しかも、このエレノア自身は、『急進派』『現状維持派』、どちらかというと後者寄りというだけで……そのどちらにも属してないようだ。

（本当に……一体、なんなんだ、こいつは……ッ!?）

　そんな疑念を抱いだきながら、グレンが多少乱暴なステップで踊り続けていると……

「では。前置きはこれくらいにして……そろそろ、この度たびの一件について、貴方様に助言を一つ差し上げたいと思います」

「……助言……？　そうだ、助言ってなんだ!?」

　グレンの問いに、エレノアは童女のようにくすくす笑いながら、こう言った。

「王女の命運を握にぎるもの、それは……〝目で見れば概おおむね五つの階段であり、目を瞑つぶれば概ね八つの階段であります。沿って走れば、その幽ゆう玄げんなる威い容ように、人は大きく感情を揺ゆさぶられることでしょう〟……そのこころは？」

「……は？　どういう意味だ……？」

「ご活かつ躍やく、期待していますわ。貴方様と王女様に、祝福あらんことを」

　その時、丁ちよう度ど、ダンスが終わり、エレノアが一方的に話を打ち切ると、グレンからそっと離はなれ、優雅に一礼する。

「……逃にげられると思ってるのかよ？」

　グレンが負け惜おしみで吐はき捨てる。答えなどわかりきってるだろうに。

「今こ宵よいの真の黒幕、そしてその能力の正体が未いまだ摑つかめないこの状況。聡そう明めいなる貴方は、きっと、今は騒さわぎを起こせません。起こすわけにもいきません……ですよね？」

「ちっ……」

「……それではごきげんよう、グレン様。良い夜を……」

　グレンはエレノアが余よ裕ゆうの足取りで大勢の人ひと垣がきの中に消えていくのを……じっと見送るしかなかった。

　……と、そんなグレンの前に。

「ふふっ、先生。見てください、先生のお好きなサンドイッチ、たくさんとってきましたよ？　お飲み物もほら♪　どうぞ」

「まぁ、しっかり腹ごしらえすることね？　お腹減ってるせいで、負けた～とか言われたら興ざめだし？」

　お皿に料理を載のせて運んできたルミアとシスティーナ、そして、やはりお皿に苺いちごタルトを山のように積んだリィエルが帰ってくる。

「……あ、ああ……お前ら、無事だったか……よかった……」

「……はい？」

　安あん堵どの息を吐くグレンに、三人娘むすめが不思議そうに小首を傾かしげた。

「てか、そもそもなんで料理なんだよ？　俺が散々食ってたの、さっき見てたろ？」

「あ、あれ……そういえば……？」

「うーん、なんで私達、先生にお食事持ってこなきゃって思っちゃったんだろうね？」

「ったく……お前ら、ちょっと浮うかれ過ぎじゃねーの？」

　憎にくまれ口を叩たたきながらも、密かにほっと胸をなでおろすグレン。

　エレノアの宣言通り、三人とも見たところ何も異常はない。イヴの監かん視しも、グレンの監視も離れたこの絶好の機に、《魔まの右手》は本当に何も仕し掛かけてこなかったのである。

　それがゆえに、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が彼女ルミアの美しき死装束となる……エレノアの予言が、ますます不気味な真実味を帯びてくる。

『……ふふっ。どうしたの？　グレン。顔色が優すぐれないわよ？』

　急にイヴの声が戻もどってくる。イヴは特に何も語らないが……おそらくエレノアの言う野や暮ぼ用が終わって、再び意識をこちらに戻したのだろう。

（イヴ。先程、エレノアのやつが俺の前に姿を現した。至急、やつを──）

『は？　エレノア……って、あのエレノア＝シャーレット？』

　たちまち、呆あきれたような、失望したような雰ふん囲い気きが通信の向こうから伝わってくる。

『はぁ……そんなつまらない冗じよう談だんに、私が踊らされるとでも？』

（お前が信じられないのも、呆れるのもわかる！　だが、やつは本当に──）

『黙だまりなさい。貴方は貴方の任務に集中しなさい。それとも燃やされたいの？』

　案の定、イヴは信じない。当然だ。立場が逆だったらグレンだって信じないだろう。

（くそっ……せめて、アルベルト達と連れん絡らくが取れればいいんだが……）

　だが、通信手段はイヴが一いつ括かつして管理しているため、アルベルトとのラインはない。

　イヴが頑かたくなに提案したこの通信系統も、今となっては裏目の痛手だ。

『それよりもグレン。喜んで？　もうすぐ全てが終わるわ……全て私の思い通りにね』

「…………」

　一いつ聴ちよう、朗報のはずのそんなイヴの言葉も、まるで異世界から響ひびいてくる音のように、今のグレンの心には何も響くことはなかった。




　──。

「きゃはっはははははは♪　あっははははははははははは♪」

　グレイシアの耳障ざわりな哄こう笑しようが、吹雪ふぶきの嘶いななきと共に、響き渡る。

「どうしたの？　ねぇ、ねぇ♪　ボク、ボク♪　どうしたの？」

「くっ……」

　対するクリストフは、自身の周囲に展開した翠すい玉ぎよくの防ぼう御ぎよ結界を、必死に維持し続ける。

　その結界の外の周辺は──まさに極低温の氷結地じ獄ごくであった。

　荒あれ狂くるう吹雪、凍いてつく大地、氷ひよう柱ちゆうが幾いく本も天に向かって突つき立ち──

　ついに空気まで凍こおり付いて、結けつ晶しよう化し、禍まが々まがしく輝かがやいて空を舞う始末。

　そこは、生身ならば瞬しゆん時じに全身の血液が凍り付き、酸素まで氷結するがゆえに呼吸する事すら困難──いや、息を吸っただけで肺が凍りつく死地だ。

　天の智ち慧え研究会の第一団《門》ポータルス・オーダーのグレイシア。その全身に刻まれた魔導刻印──『死の冬の刻印』に魔ま力りよくを疾しつ走そうさせることで、彼女の周囲の気温は際限なく下がり、無む慈じ悲ひなる死の冬が形成される。彼女は──ただ、そこにいるだけで災さい禍かとなるのだ。

（……なんという……なんという凍とう気き……ッ!?）

　クリストフは、自じ慢まんの防御結界を自身の周囲に四重に張り、この極低温の氷結地獄から、辛かろうじて人が生存できる領域を切り取っているが──それでも──

　ぴき、ぴき……と。指先から、つま先から、少しずつ、少しずつ……防ぎきれない凍気が、結界内を侵しん食しよくし……クリストフの血を凍らせていく……

「貴方あなたは言いました♪　貴女あなたは僕に勝てません♪　あら、滑こつ稽けい♪　蓋ふたを開けば──こんな有あり様さま♪　蓋を開けば、こんな有様♪　ねえねえ☆ねえねえ♪　どんな気分？」

　グレイシアが全身に刻まれた『死の冬の刻印』にさらなる暴走魔力を注ぎこむ。

　その一瞬、一ひと際きわ、周囲の凍気が激しさを増し──がくんと気温が下がり──

　硝子ガラスが砕けるような音と共に、クリストフの張った四層結界が、外側から一つ、また一つと砕け散っていく──とても持ち堪こたえきれない。

「《高速結界展開イミツド・ロード・紅玉法陣ルビー・サークル》！」

　その瞬間、クリストフが密かに仕込んでいた術を二節呪じゆ文もんで起動させる。

　クリストフの周囲に配置された紅玉によって形成された灼しやく熱ねつ炎えんの円えん陣じんが、瞬時に囲む。

　超ちよう高熱の炎ほのおが、押し寄せる極低温の凍気と拮きつ抗こうする。

　本来、この術は炎えん壁へき結界の内部に封ふうじた敵を焼殺する攻こう撃げき用の結界である。周囲の凍気に相そう殺さいされているとは言え、その有り余る熱は内部にいるクリストフの身を焦こがす──

「──ふっ！」

　が、焼ける身に構わず、クリストフは頭上に無数の宝ほう玉ぎよくを投げ放った。

　宝玉達はまるで意思を持った生き物のように飛び回り、とある一定の法則、一定の間かん隔かくでクリストフの周囲の地面に突き刺ささり──

「させませんわ♪　《冬の悪あく魔まが振ふるう剣けんよ》♪」

　その意図を悟さとったグレイシアが一節呪文を歌うように唱える。

　刹せつ那な、グレイシアの周囲に出現した氷の剣が、幾本もクリストフに剣先を向けて飛ぶ。

　ただの氷ではない。圧あつ倒とう的な冷気を圧縮凝ぎよう集しゆうして結晶化した、凍気そのものの剣だ。

　触ふれれば、物理的なダメージ以上に、全身が瞬時に凍いてつき、砕くだけ散る。

　放たれた無数の氷剣は、クリストフの【紅玉法陣】をものともせず突き破やぶって──

「《高速結界展開イミツド・ロード・金剛法印ダイヤモンド・サイン》！」

　対し、クリストフが右手を回し動かし、空中に金こん剛ごう石せきを五つ配置する。

　光の線が[image: ]ほとばしり、五つの金剛石を一筆書きで繫つなぎ、五ご芒ぼう星せい法印が瞬時に出現──まさに金剛石がごとく強固な魔ま術じゆつ盾たてとなる。

　その守りの法印に真っ向から激げき突とつして、無数の氷剣が次々と折れ砕け散っていく。

　砕けた刀身から圧倒的な凍気の嵐あらしが解放されて渦うずを巻き、法印を軋きしませていく。

　やがて法印は、無数に激突してくる氷剣と凍気の前に敗北し、粉々に割れて──

「うっ──ッ!?」

　その凍気の余波が、クリストフの右みぎ腕うでを肘ひじ辺りまで凍てつかせる。

「あははははははははっ♪　お眠ねむりなさい☆　もう疲つかれたでしょう？　だから、安らかにお眠りなさい♪　たくさん遊んだご褒ほう美びに♪　子守の唄うたを☆あげましょう♪」

　グレイシアがさらに魔力を自身の『死の冬の刻印』に走らせ──周囲の凍気の嵐が、さらに強く、さらに限界突とつ破ぱで暴走狂きよう乱らんし──

　刹那、クリストフが矢や継つぎ早ばやに呪文を叫さけぶ。

「《紅玉法陣ルビー・サークル・即時解除オープン》──《高速結界展開イミツド・ロード・翠玉法陣エメラルド・サークル・五重奏クインテツト》ッ！」

　噓うそのように炎が搔かき消え、瞬時に張りなおされる緑光の防御結界──今度は五層構造。

　再び、クリストフはこの死の氷結地獄から、ぎりぎりで生存空間を切り取る──

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「あらあら♪　粘ねばりますね♪　健けな気げな小鳥さん♪　でも、いくらやっても同じこと♪　いくら重ねても無む駄だこと♪　貴方が必死に作ったお城では☆　私の冬に勝てませんの♪」

　そう言ってる矢先から。

　クリストフの結界の外層がびきびきと凍り付いていき、ヒビが入り始めていく……

「ほうら絶望しちゃった？　でも、仕方ないの、これが私と貴方の差♪　圧倒的な♪　歴然とした♪　私と貴方の差♪　残ざん酷こくね♪　あら、残酷ね♪」

「……………………」

　俯うつむいて押おし黙るクリストフ。傍はたから見れば、状じよう況きようは絶望的だ。防戦一方のクリストフは辛かろうじて耐たえているだけで……グレイシアに対する勝機など万に一つもない。

「ところで♪　少し、私とお話しませんか♪」

　観念してしまったかのように黙るクリストフに、グレイシアが笑いかける。

「もう、勝負はついたでしょう？　これ以上戦っても無意味です♪　ああ、悲しいわ、戦いは何も生み出さないの♪　世界には愛が必要☆」

「……？」

「……と、いうわけで♪　クリストフ、降参してくださいな♪」

　訝いぶかしむクリストフを前に、にっこりと屈くつ託たくのなく笑うグレイシア。

「実は、私、貴方を殺したくないの♪　だって、貴方ってよく見たら♪　とっても可愛い男の子なんだもの♪　きゃっ……これって☆もしかして恋こい？」

「…………」

「ねぇ、貴方♪　私の玩具ペツトになりませんか♪　いいじゃないですか♪　忠誠を尽つくす相手が女王サマとかいうオバサンから私になるだけ♪　私なら☆　あのオバサン以上に♪　貴方を愛めでてあげる☆」

　クリストフは、しばらくの間、考え込むかのように、無言で俯いていた。

「…………、……ふふっ……あっは、あはは……」

　だが。やがて、肩かたを震ふるわせ……

「あっははははははははははははははははははははははははは──っ！」

　突とつ然ぜん、壊こわれてしまったかのように、笑い始めた。

「あはは♪　やっぱり♪　私の玩具ペツトになるのがそんなに嬉うれしい──」

「クソ喰らえ、だ。馬ば鹿か」

　斬きりつけるように吐はき捨てたクリストフの顔には、周囲で猛もう威いを振るう凍気すら温ぬるく思える、凄せい絶ぜつな微笑が浮かんでいた。

「よりにもよってこの僕に、女王陛へい下かを裏切って、貴女のような品性の欠片かけらも、高貴さも、脳みそも足りない能天気な女性の下につけと？　笑える冗談だね、売女ビツチ」

「な……☆」

「無理だね。忠誠を尽くす相手としても、女性としても、貴女は何もかも陛下の足元にも及およばないよ。顔を洗って出直してきてくれないかな？　さぁ、戦せん闘とう続行だ──」

　涼すずやかな仮面の下に燃え上がる攻撃的な激情──今までの冷静さや穏おだやかさからは想像もつかないクリストフの様子に、グレイシアが呆あつ気けに取られる。

「も、もう♪　つ、強がっちゃって……私、知ってるんだから♪　貴方は右腕が完全に凍り付いて、両足もほとんど凍って使い物にならなくなって、身体からだは半分焦げて……今、肺も少し凍っちゃったでしょ♪　勝負はもう……」

「ん？　まだ、右腕が完全に凍り付いて、両足が使い物にならなくなって、半身が焦げて、肺が少し凍っただけだろう？　ははは、かかって来なよ……勝負はこれからさ」

　表情こそ穏やかで涼しげながら、その眼は揺ゆるぎない闘とう志しに燃えるクリストフ。

「あ、貴方……それが本ほん性しよう……？　もっと繊せん細さいで、脆もろそうな印象だったのに……？」

「この女みたいな見た目で、よく勘かん違ちがいされるんだ。……失望したかい？」

「ううん、ステキ！　奥底に秘めた不ふ屈くつの魂たましい♪　なんとなんと☆　私は、ますます貴方が好きになりました♪　嗚呼ああ、感謝☆　この日の出会いに♪　ら・ら・ら～♪」

　にっこりと、壊れた笑みを満面に浮うかべるグレイシア。

「是ぜ非ひとも♪　貴方を私のものに♪　これは恋です♪　恋なのです♪　冬なのに♪　嗚呼、冬なのに♪　ららら～♪　私は、もうもう☆春ですよ～♪」

「あのさ……さっきも言ったけど……もう一度言うよ？」

　クリストフは涼やかな目でグレイシアを射い貫ぬく。

「……『貴女は僕には勝てない』……これは絶対だ」

「うふ、うふふふふふふふふふ……♪」

　グレイシアがさらに魔力を暴走させる。身に刻んだ『死の冬の刻印』がそれに応じ、さらなる凍気を生み、周囲の温度をさらに、さらに、下げる。

　吹ふき荒れる吹雪は際限なく勢いを強め──その冷気には、まるで底がない──

「絶対にぃ♪　貴方を屈くつ服ぷくさせてあげますわぁああああああああっ！」

　寒気の嵐が、猛もう然ぜんと吹き荒れ、再びクリストフを包み込む──




　アルベルトが矢継ぎ早に呪文を唱えていく。

「《吠ほえよ炎えん獅じ子し》──《吠えよ》、《吠えよ》！」

　黒くろ魔ま【ブレイズ・バースト】が連続起動ラピツド・フアイアされ、超高熱の火球が三連続で飛んでいく。

　だが──

「そんなもの──効かない効かない効かないぃいいいいいいいいいい──ッ！」

　ヴァイスの叫びが森の中に残ざん響きようし──

　上がる爆炎と爆ばく風ふうをものともせず、悪魔はその巨きよ体たいによる突とつ進しんを止やめない──立ち並ぶ木々をなぎ倒たおしながら、猛然とアルベルトに迫せまってくる。

　爆風の余波で周囲の木々が吹き飛び、燃え上がり、砕け散り、空を舞まい──

　みるみる、アルベルトと悪魔の距きよ離りが消し飛んでいく。

「──《雷らい光こうの戦神よ・其そは猛たけき憤ふん怒ぬと鎚つちを振るい・遍あまねく全てを滅ほろぼさん》」

　だが、アルベルトは毛ほども表情を揺らさず、呪文を淡たん々たんと唱え──

　アルベルトの呪文が完成するのと。

　悪魔がアルベルトをその射程に捉とらえ、拳こぶしを振り上げるのは、ほぼ同時。

　アルベルトの左手から極太の収束雷らい撃げきが、目も眩くらまん極光と共に放たれ──

「ひゃははははははははははははははははははははははははは──ッ！」

　超・至近距離から放たれた収束雷撃へ、悪魔は真っ向から拳を振り下ろす──

　Ｂ級軍用攻性呪文アサルト・スペル、黒魔【プラズマ・カノン】。効果範はん囲いこそ直線的で狭せまいものの、電でん撃げきエネルギーを極限まで高密度に凝集収束させたその威い力りよくは、絶大。その単位空間当たりの物理作用力マテリアル・フオースは【プラズマ・フィールド】すら大きく凌りよう駕がする。

　それを至近距離で喰らって、消しよう滅めつせずにいられる者はいない──人間ならば。

　だが──相手は悪魔だ。あろうことか……悪魔は真っ向から拳一つで【プラズマ・カノン】すら受け止め……抑おさえ……押し返し──

「死ねぇええええええええええええええええええええええええええええ──ッ！」

　拳を振り抜ぬく。【プラズマ・カノン】にいとも簡単に競せり勝ってしまう。

　指向性を強ごう引いんに乱された雷撃が、逃にげ場を求めて、周囲を荒あれ狂くるい──

　その逆流バツクドラフトでアルベルト自身が消し炭ずみになる前に──

「──《疾シ》ッ！」

　轟ごう、と激風を巻いて、アルベルトがその場から退しりぞいた。

　黒魔【ラピッド・ストリーム】。風の後押しによる機動力加速だ。

　巻き起こる激風に、森の木々がしなり、ぎしぎしと悲鳴を上げて──

　アルベルトの姿が残像しながら森の奥へ消えると──同時に。

　ガッシャアアアアアアアアンッ！

　アルベルトの置き土産みやげ、黒魔【フリージング・コフィン】──魔術罠マジツク・トラツプが起動し、その場に取り残された悪魔の足元から、大量の氷柱が天に向かって突つき立ち、悪魔を打ち据すえ、みるみる成長する氷ひよう塊かいの中に閉じ込めていき──

「貧弱ッ！」

　悪魔の何気ない足あし踏ぶみ一つに、そのすべての氷塊が吹き飛ぶ。

　衝しよう撃げきで地面が割れ砕け、力ちから尽ずくで魔ま術じゆつが無効化される──

「ははは、何をやっても無駄──」

　語るに及ばずとばかりに、その刹那。

　アルベルトが消えた森の奥から、きらりと三つ、光が上がる。

　その光の正体は、三閃せんの黒魔【ライトニング・ピアス】。

　はたまた、いつの間にそれを仕込んだのか──悪魔を操あやつるヴァイスの周囲の木々には、その樹皮の一部を鏡状へと変質させられたものが無数に設置されており──

　三本の高速雷らい閃せんは、その無数の鏡の間を縦じゆう横おう無む尽じんに反射跳ちよう弾だんし、視界をバラバラに分断──ヴァイスの反応が及ばぬ死角から、ヴァイスの急所を目がけて襲おそい掛かかる──

　だが、それすらも。

「無駄ぁッ！」

　その巨体に見合わぬ速度で悪魔が動き、ヴァイスに迫る雷閃をことごとく叩たたき落とす。

「効かないんですよ……わかりませんかね？　炎えん熱ねつ、冷気、電撃……貴方の得意な三属呪じゆ文もんは、概がい念ねんが形を取った『悪魔』には効かないんですよぉ……？」

　ヴァイスは、森の奥でこそこそ機を窺うかがっているであろうアルベルトに朗々と告げる。

「つまり……貴方は私を相手取った時点で敗退が確定していた……そういうわけです」

　しかし、それでもヴァイスはアルベルトの魔術の技量に舌を巻いてはいた。

　Ｃ級呪文の連続起動ラピツド・フアイアから、瞬しゆん時じにＢ級の詠えい唱しように転じ、それが通じぬことすら読んでいたのか、測ったかのような緊きん急きゆう回かい避ひ呪文の起動、しかも魔術罠マジツク・トラツプの先読み設置……

　たった今、ヴァイスを狙ねらった変則狙そ撃げきも最も早はや、物もの狂ぐるいレベルの精度と正確無比さだ。間ま違ちがいなくこの世界で五指に入る狙撃の腕うで前まえだろう。

　普ふ通つうならここで満足するだろうに、一体、何が彼をここまで鍛きたえ上げたのか？

　アルベルトが自身という刃やいばを、地じ獄ごくのような鍛たん錬れんで吐いた己おのれの血ち反吐へどで焼き入れし、研とぎ澄すませて、今の領域に達しているのは想像に難かたくないが……

「……だが、関係ありません。私は貴方を余よ裕ゆうで超こえています」

　そう、アルベルトより自分は圧あつ倒とう的に強いのだ。自分にはこの悪魔がいる。

　アルベルトが自己鍛錬などという無む駄だで無意味なことに時間を費やしている間、自分はせっせと悪魔に人間を生いけ贄にえとして捧ささげ続け、圧倒的に最強なものを作り上げたのだ。

　わかるだろう？　力が欲しいのなら、効率を重視しなきゃね？　魔ま術じゆつ師しは力を手にするために、自分自身が強くなる必要はまったくないのだから──

「さて……貴方との遊びもそろそろ飽あきましたよ。貴方のそのみみっちい戦法にもうんざり……まぁ、この悪魔の力の前にはそうせざるを得ないのでしょうけど」

　ヴァイスはアルベルトの消えた先に、悪魔を伴ともなって軽い足取りで向かう。

「しかし、この木々が邪じや魔まですね。隠かくれる場所が多すぎて……いっそ焼き払はら……」

　だが、アルベルトを探して森の中を散策するヴァイスは、不意に足を止めた。

　止めざるを得なかった。

　これまでの魔術戦の余波で、広く十字架型に焼け焦こげて開けた場所──その中心に。

「…………」

　アルベルトが腕うで組ぐみをして、待ち構えていたのだ。

「な……？」

　月明りの下、アルベルトの姿がはっきり見える。最早、隠れる場所もない。

　今までのアルベルトは、森の中のブッシュを利用し、目を眩ませ、不意を討つことでなんとか悪魔と渡わたり合っていたのだ。

　こんな開けた場所は、真っ向から悪魔を相手にするには、圧倒的に不利な場所だ。

「そ、そうか……ついに観念しましたか……」

　予想外のアルベルトの姿に、ヴァイスはほんの少しだけ動どう揺ようするが……すぐに落ち着きを取り戻もどし、蛇へびのように薄うすら笑う。

「やっとわかったんですね……貴方では私の悪魔には勝てない、と」

「そうだな。今の俺には、貴様の悪魔を殺しきる手段が無い」

　それが厳然たる事実だ、と言わんばかりにアルベルトは素っ気なく言った。

「ひゃはは、ひゃははははは……そうでしょう!?　私の悪魔は最強ですから！」

「…………」

　アルベルトは無言。もう勝負を諦あきらめてしまったのか……何もせずに、呪文も唱えようともせずに、ただそこに佇たたずんでいる……静かに。

「じゃあ……貴方の魂はもらいますよ……？」

「…………」

「いやぁ、楽しみだなぁ！　貴方ほどの者の魂を喰らえば、私の悪魔はどれだけ強くなるのかなぁ!?　いやぁ、お礼を言いますよ、アルベルト！」

　そう言って、ヴァイスが残ざん酷こくにほくそ笑んで……

「やれッ！　汝なんじが主あるじ、ヴァイス＝サーナスが真ま名なをもって命ずるッ！　《狂きよう騒そう伯はく爵しやく》ナルキスッ！　あの不ふ遜そんなる男の魂を喰らいつくせ──ッ！」

　瞬しゆん間かん、悪魔が剛風を巻いてアルベルトを目がけて、襲い掛かった。

　圧倒的な質量が、猛然とアルベルトに迫っていく──

「そうだな……今の俺にはその悪魔を殺しきる手段が無い」

　だが、アルベルトはまるでつまらないものでも見るように、その悪魔を一いち瞥べつし──

「──だから、虎とらの威いを借りさせてもらった」

　悪魔が岩のような拳を振ふり上げ、唸うなりを上げてアルベルトへ振り下ろし──

　その拳が、アルベルトを脳天からぐしゃぐしゃに──

　──しなかった。

「……な？」

　振り下ろされた悪魔の拳は、アルベルトに触ふれる寸前で止まっている。

　まるでアルベルトを恐おそれ多き者であるかのように、悪魔はぶるぶると震ふるえていた。

「な……何やっているんですか……ッ!?　殺せッ！　ナルキスッ！　汝が主が真名をもって命ずるッ！　《狂騒伯爵》ナルキスッ！　その不ふ埒らちな輩やからを殺せッ！」

「ふん。貴様は悪魔召しよう喚かん師しのくせに、悪魔学には疎うといと見える。……俺が今、立っている場所をよく見ろ」

　指し摘てきされて……ヴァイスはようやく察する。

「十じゆう字じ架か型に黒く焼け焦げた──いや、違ちがう……これは……ま、まさか……？」

　その焼け焦げた十字架は、東西南北、それぞれの方向へ大きく伸のびている。

　それゆえに──

「上空から見れば、〝極北を指す『黒い剣けん』〟に見えるだろうな。これが何を意味するか……仮かり初そめにも《狂騒伯爵》ナルキスの主を自じ称しようする貴様ならわかるだろう？」

「こ……《黒剣の魔ま王おう》メイヴェスの象徴シンボル……ッ!?　《狂騒伯爵》ナルキスの、真なる主君の……ッ!?」

　あからさまに狼狽うろたえ、ヴァイスが後ずさる。

「確かに、現世の理ことわりに依よる物……物理的な攻こう撃げきや魔術は、概念存在たる『悪魔』にはほぼ通じない……そういう律法ルールだからだ。だが、所しよ詮せん、人の幻げん想そうが生み出した概念存在。概念はより強い概念の前に敗れ去る……それも律法ルールだ」

　アルベルトが鋭するどく青年を見み据すえ、淡々と告げる。

「メイヴェスを暗示する『黒い剣』の中心に立つ俺は、メイヴェスの名みよう代だいという訳だ。下げ僕ぼくが、己おのれの真なる主君の名代に、手出し出来る道理は無い」

　なんということか。アルベルトは即そつ興きようで、この場に概念武器を作り上げていたのだ。

「あ……あああ……そんな……ッ!?　貴方、まさかこれを狙っていたのか!?　今までの無意味な魔術行使は、これを余波で描えがくのをカモフラージュするために……ッ!?」

　無論、ただ、象徴シンボルを描けば済む話ではない。メイヴェスを暗示させるためには、線の引き方一つにも複雑怪かい奇きな魔術儀ぎ式しき的、悪魔学的な手順が必要なのだ。

　それを、あの悪魔と戦いながら、片手間でやってしまうなんて──

「より上位の悪魔の象徴シンボルをもって、その威い光こうで下位の悪魔を退散させる……外げ法ほうだが、悪魔祓ばらいの基き礎そだ。故ゆえに悪魔を召しよう喚かんする際は、その真名が他者に割れぬよう、細心の注意を払はらうものだが……その強大な力ゆえに奢おごったな。人は悪魔に勝てぬ、倒たおせぬと」

　アルベルトがちらりと、すっかり萎い縮しゆくしてしまった悪魔を一瞥する。

「《ナルキスよ・狂騒伯爵よ・黒剣の魔王の名に於おいて命ず・汝が囚えし御み霊たまを放ち・この現世から去れ・其が故郷へ帰き還かんせよ・是ぜ、メイヴェスの律りつ令りよう也なり》……」

　アルベルトがそう淡たん々たんと聖句を告げると。

　悪魔の身体が光り輝かがやき──不意に、無数の光の粒りゆう子しとなって四散していった。

「ああっ!?　わ、私の下僕がぁ──ッ!?」

　光の粒子──解放された魂たましい達は天へと昇のぼっていき──悪魔は完全に姿を消していた。

「そんな馬ば鹿かな……ッ!?　いくらメイヴェスの象徴シンボルを使ったとはいえ、ナルキスほどの上級悪魔を退散させるなんて、相当、徳の高い司祭じゃなければできないはず……なんだ……？　貴方、一体なんなんだ……？　ただの魔ま導どう士しじゃなかったのかッ!?」

「俺の事などどうでもいい。それよりも……」

　アルベルトがヴァイスに向き直る。

「貴様の下僕とやらはもう品切れか？　ならば受けてもらうぞ、外道。罪無き人々の尊厳を弄もてあそんだ報むくいをな。慈じ悲ひは無い」

　その獲え物ものを狙う鷹たかのように鋭い双そう眸ぼうに射い貫ぬかれ、ヴァイスが喉のどを鳴らして後ずさる。

「ひ、ひぃ……ッ!?」

　しばらくの間、それこそ魔王のように君臨するアルベルトを前に、ヴァイスは眼め尻じりに涙なみだすら浮うかべて、ガタガタと震えるばかりだった。

　だが、不意に意を決したように、ヴァイスは殺意をその瞳ひとみに漲みなぎらせて──

　爆はぜた発条ばねのような動きでアルベルトを指さし、呪文を矢や継つぎ早ばやに叫さけぶ。

「《我・希こいねがうは汝の死──》ッ！」

「──遅おそい」

　が、その刹せつ那な、アルベルトの左手の指が霞かすむように旋せん回かい。

　予唱呪文ストツク・スペルが時間差起動デイレイ・ブートされ、その指先から放たれた雷らい閃せんが暗くら闇やみを一いつ閃せんする。

　アルベルトの黒魔【ライトニング・ピアス】──それはまさに刹那を射貫く神速の早はや業わざ。

　その雷閃は、過あやまたずヴァイスの脳天を射貫き──瞬時に絶命させていた。

「ふん、思ったより、手て古こ摺ずらされた。悪魔召喚師……か」

　倒れ伏ふしたヴァイスの死体を、感情のない視線で一瞥し、アルベルトが冷れい酷こくに呟つぶやいた。

（……駄だ目めだな。全然、足りない。この程度の力では、あの男に届く筈はずもない……）

　己の左掌てのひらをじっと睨にらみ、そして、ぎり……と握にぎり固める。

　アルベルトの脳のう裏りを過よぎるのは、いつものように僧そう服ふく姿のとある初老の男の後ろ姿だ。

　あの日、あの男に味わわされた絶望と憎ぞう悪おは──未いまだ、その胸中に昏くらく燻くすぶっている。

　だが、今はそんな在ありし日の感傷に浸ひたっている場合ではない。

「……ふん」

　瞬時に心を切り替かえ、アルベルトは踵きびすを返して、歩き始めた──




　その頃ころ──

「ぎょえええええええええええええええ──っ!?」

　派手に吹ふき飛ばされたバーナードが、ごろんごろんと地面を転がっていく。

「ええい、まったくもうっ！　へヴィな相手じゃわい!?」

　転がりながらその勢いを利用し、地面を手で突つき、ばっと体勢を立て直す。

　殺しきれない勢いが、バーナードをその体勢のまま、数間、押し滑すべらせていく──

「む──？」

　バーナードが追つい撃げきに備え、身構えるが──敵の姿がない。

「反応が鈍にぶいぞ、バーナードよッ！」

「ッ!?」

　魔闘術ブラツク・アーツ使いのゼトは、その一いつ瞬しゆんでバーナードの背後に回り込んでいたのだ。

「逝ねいッ！」

　バーナードの脳天に、まるで打ち下ろす鉄てつ槌ついのような踵かかとが迫せまる。

　その右みぎ脚あしには、やはり、凄すさまじい電でん撃げきが爆ばく音おんを立てて漲っている。

「嫌いやじゃよッ!?　わしが死ぬときは──」

　辛かろうじてバーナードの反応が間に合い、振り返りざまに、腕うでを回して受け流す。

　そのインパクトの瞬間、電撃と爆ばく炎えんが激しく競せり合って弾はじけ──

「ベッドの上で、女の子と一いつ緒しよにぃえあああああああああ──ッ!?」

　だが、その衝しよう撃げきで、バーナードの体勢は大きくのけ反ぞって、崩くずれ──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　その隙すきを見み逃のがさず、ゼトが獣けもののような咆ほう哮こうを上げ、両拳こぶしで連続突きラツシユを仕し掛かける。

　まるで、眼前に迫りくる、拳の壁かべのようなその連続突きラツシユを──

「ぎょわわわわわわッ!?」

　バーナードも両拳を繰くり出して、受け止め、受け流し、叩たたき落とし、弾く。

　拳と拳が喰らい合う都度、魔ま力りよくが派手に爆ぜ、周囲がその余波で抉えぐれていく。

　一見、互ご角かくに、老ろう獪かいに捌さばき続けてはいるが──バーナードは明らかに押されていた。

　ゼトの一撃ごとに、バーナードの身体は泳ぎ、後方に押し込まれ、押し滑っていく。

　そして──

「逝ねぇえええええええええええええええええいッ！」

　ゼトの上段回し蹴げりが、

「ほぁああああああああああー─ッ！」

　バーナードの右拳が──二人の頭上で激しく激げき突とつする。

　再び咆哮する電撃と爆炎の嵐あらし──地面が抉れ、余波で周囲が薙なぎ払われ──

「ふふん、まーた力比べというわけじゃなぁ……いいじゃろ！　行くぞ、若いの──」

　拳と蹴りの、押し合いへし合いの均きん衡こうは一瞬。

「──って、やっぱ、無理ッ!?」

　すぐにバーナードが敗北し、その押し負けた身体が大きく後方に吹き飛んでいく。

　だが、地面と水平に吹き飛ばされたバーナードは──

「よっとぉおうッ！」

　空中で腕を伸ばし、傍そばの木の幹みきに引っ掛かけ──

　そのまま、ぐるんぐるんと木を支点に身体ごと回転させて勢いを殺し──着地。

「ったく……年寄りを労いたわわらんかい……」

　全身についた煤すすを、ぱんぱんと嫌そうに払うのであった。

「流石さすがだな、バーナード。我の攻せめ手をのらくら捌き続けるその技量──素晴らしい」

「ガチムチに褒ほめられたって嬉うれしくないわい。カワイコちゃんならまだしも」

「だが──貴様は老おいた」

　バーナードの妄もう言げんを無視し、ゼトが判決を下すように言う。

「成る程、かつての貴様は確かに伝説で語られるような破は壊かい魔ま人じんだったのだろう。だが、年ねん齢れいを経へると共に、その絶対的なる魔力は、その暴力性と攻撃性は、失われた。今の貴様の牙きばの抜ぬけた魔闘術ブラツク・アーツは、俺の魔闘術ブラツク・アーツより……弱い」

「はぁ……」

　やれやれと言わんばかりに、バーナードがため息を吐つく。

「まぁ、そうじゃろうな。寄る年波には勝てんよ。魔力は衰おとろえたし、あの頃みたいに『ヒャッハァ──ッ！　汚お物ぶつは消毒だぁ──ッ！』する気にはなれんよ、今さらな」

「……正直、期待外れ、と言わざるを得ん」

　ゼトが蔑さげすむように吐き捨てる。

「そろそろ終わらせてもらおうか。だが、衰えた敵と言えど先せん達だつには敬意を払おう。苦しまぬよう、一瞬で貴様を消し飛ばしてやる」

　そう言って、ゼトが拳を構える。

　その拳に、先ほどよりも増して、圧あつ倒とう的な電撃が漲っていく。

「そりゃあ、ありがたいこって……」

　バーナードは最も早はや、観念してしまったかのように、腕をだらりと下げて棒立ちだ。

　そして──

「逝ねぇえええええええええええええええええいッ！」

　拳を振ふりかざし、ゼトが突とつ進しんを開始した。

　空気の壁をぶち抜くその走力によって、巻き起こる衝しよう撃げき波は。

　地面を一蹴りするごとに破は壊かいの嵐をまき散らし、真っ直すぐゼトが迫ってくる。

　次の瞬しゆん間かんには、バーナードはバラバラのミンチと化すのだろう──

　そんな状じよう況きようで。

「やーれやれ、確かに今のわしの魔闘術ブラツク・アーツは、お前さんの魔闘術ブラツク・アーツより弱いようじゃが……」

　バーナードは、にやぁ……と、口の端はしを吊つり上げて……

「だーれが、最後まで魔闘術ブラツク・アーツに付き合ってやると、言ったかの？」

　じゃきん！

　いつの間にか、バーナードの手には、まるで手品のようにマスケット銃じゆうが出現しており──それを迫りくるゼトに向かって突きつけ──

「──なっ!?」

　咆哮する銃じゆう口こう。吐き出される火線。ゼトに迫る球弾だん頭とう。

　咄とつ嗟さに反応したゼトが、その弾だん丸がんを拳で叩き落とすが──

　轟ごうッ！

　弾丸に触ふれた瞬間、弾丸が炸さく裂れつし、爆炎がゼトを飲み込む──

「ぐあッ!?　着ちやく弾だんと共に攻性呪文アサルト・スペルが起動する魔ま術じゆつ弾だんかッ!?」

　だが、マスケット銃の装弾数は一発だ。これが切り札というなら、やつの底は読めた。

　──と、一瞬、ゼトは思ったが。

　バーナードは、弾丸を撃うったマスケット銃をぽいっと放り捨て……

　じゃきん！　じゃきん！

　再び、その両手に新しいマスケット銃が出現する。

「さぁ、いくぞ！　ほれほれほれほれほれほれほれほれ──ッ！」

　マスケット銃を撃つ、捨てる、新しいのを出す。

　マスケット銃を撃つ、捨てる、新しいのを出す。

　その動作を左右両手で猛回転させ、圧倒的な爆炎の弾だん幕まくを張って、ゼトを抑おさえ込む。

　凄まじき早撃ちクイツクドロウによる怒ど濤とうの乱れ撃ちが咆哮する──

「ほれほれほれッ!?　さっきまでの勢いはどうしたんじゃ!?　疲つかれたかの!?」

「小こ賢ざかしい……ッ!?　手段にこと欠いて銃などと……ッ!?」

　だが、次々宙を舞まうマスケット銃は、まるで底が尽つきる様を見せない……

　ゼトは魔ま術じゆつ的に強化した両りよう腕うでで防いでいるが、このままでは──いずれ押し切られ──

（……いや、必ず尽きるッ！）

　ゼトは防ぼう御ぎよに専心しながら、そう確信する。

　ちらりと、上がる爆炎の隙すき間まから見えたのだ──バーナードのこの手品の正体を。

　バーナードは両手の指の間に、小枝のようなものを無数に挟はさんでいた──恐おそらく、あれが、魔術で小枝サイズに圧縮凍とう結けつ保存した魔術弾装そう塡てん済みのマスケット銃だ。

　それを瞬しゆん時じに解かい凍とうすることによって、元のサイズのマスケット銃を得て、この弾幕を生み出しているのである。ならば──

　そんなゼトの読み通り──

「ありゃ？　在庫が尽きちまったわい。もっと持ってくりゃ良かったかの？」

　ある時を境に、バーナードの攻こう勢せいはぴたりと止やみ。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　その隙を逃のがさず、ゼトがバーナードの懐ふところに飛び込む。

　だが、バーナードは余よ裕ゆうの表情で、右の親指で頭上へ小石を弾き上げていた。

「いかんのう、若いの。敵の早計な戦力評価は……」

　カッ！　頭上で石が弾け、圧倒的な光が一瞬、辺りを真昼のように明るく照らす──

（──閃せん光こう石せきッ!?　魔術道具か!?　小細工を──ッ！）

　だが、そんなもの、並みの魔術師ならまだしも、気配と呼吸で敵の挙動を察知する練れん達たつの武人たるゼトにとって、何ら障害にならない。

　構わず、ひるまず、ゼトは突進し、バーナードを己おのが拳の射程に捉とらえる。
















　猛もう然ぜんと拳を繰り出す。

　だが、バーナードは、ふらりと右みぎ腕うで一本で側転してゼトの突進をかわし──

　その刹せつ那な、バーナードの左手の指から、極ごく細ぼその線がきらりと弧こを描えがいて空を舞った。

　その線は、攻こう撃げきを空振らせたゼトの周囲を、ヒュパッ！　と空気を切って走り──

　ゼトの右腕に漲みなぎる雷らい光こうがふっと、かき消え──

　ドパッ！　鳴り響ひびいた、肉と骨を断つ鈍にぶい音。

「な──ッ!?　がぁああああああ──ッ!?」

　突とつ然ぜん、鮮あざやかに切り落とされたゼトの右腕が、血ち煙けむりと共に空を舞うのであった。

「……なにせ、敵がどんな隠かくし玉を持っているのか、わかったもんじゃないからの？」

　よく見れば、バーナードの左手からは、幾いく本もの極細の鋼こう糸しが垂れている。

　得意げにバーナードが左手を振るえば、月明りに煌きらめく鋼糸が、ヒュパッ！　と空気を裂さいてバーナードの周囲を回転するように踊おどるのであった。

「ぐぅううう……それは……【ディスペル・フォース】を付呪エンチヤントした鋼糸か……ッ!?」

　切断された断面から血が滴したたる腕を押さえながら、憎にく々にくしげにゼトが睨にらむ。

「魔術で両腕の強度を極限まで高めているお前さんには特に有効じゃろうと思うての……まぁ、それでも普ふ段だんのお前さんにゃ、通用せんはずじゃが」

　したり顔でバーナードが肩かたを竦すくめる。

「拳と拳の真しん剣けん勝負を、銃という小賢しいもんで穢けがされて頭に血が上のぼり、おまけに閃光石で視力を落とされたお前さんにゃ、この鋼糸の動きは捉とらえられん、というわけじゃ」

「き、貴様……ッ!?　我の性しよう根ねまで読み切って、その上であえて魔闘術ブラツク・アーツでの戦いに乗ったというのか……ッ!?」

「ぷぎゃ──っはっはっはっ！　卑ひ怯きようかの!?　ばーかめ！　勝てば官軍じゃわい！　ぐっふっふーっ！　大体、殺し合いに真剣勝負とかアホかいな!?　でひゃひゃひゃっ！」

　どちらが悪党か分かったものではない……そんな高笑いを上げるバーナード。

「老いたら戦い方を工夫せんとのう!?　正面からまともに戦って、お前さんら若いもんにこの老骨が勝てるわきゃあないじゃろ!?　んー？」

　そして、バーナードがまた、魔闘術ブラツク・アーツの構えを取る。

「しかしまぁ、手品の種はこれで全部尽きちまったのう……もうまともに、正面から正々堂々と戦うしかないわけなのじゃが……やれやれ、片腕のお前さんにも、多分、わしは勝てんじゃろうし……さて、どう戦おうかのう……まだ死にたくないのう……」

「この……狸たぬきが……ッ!?」

　まともに戦ったら若い者には勝てない……バーナードはそう言うが……

（案外、この男……まともに戦っても、正面から相手を打ち破る力を、実は隠し持っているのではないか……？）

　老いたとはいえ、伝説に名を連ねたわりには、妙みように弱過ぎると思っていたのだ。実はこちらを油断させるために、魔闘術ブラツク・アーツを手加減していた──その可能性もある。圧倒されつつも妙に余裕あるバーナードの立ち回りが、今さらながら気になってくる。

（ブラフの可能性もあるが……そもそも懸け念ねんすべきことは、それだけではない……）

　その他にも、バーナードが、こちらが思いもよらない別の切り札を隠し持っている可能性。何か得体のしれない罠わなを密かに張っている可能性。

　疑い出せばきりがない。今となっては、この老人の言動はまるっきり信用できない。

（これが……帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室、執しつ行こう官ナンバー９《隠いん者じや》のバーナード＝ジェスターか……本当に食えない男よ……ッ！）

　無論、ゼトにもまだまだ切り札はある。もっと力は出せる。腕の一本や二本、どうということはないし、ゼトが誇ほこる魔闘術ブラツク・アーツはまだまだあんなものではない。

　だが──それでも、今は腕を一本失ったのが痛い。この老人を真っ向から打だ倒とうするならば、全力全ぜん霊れいで、満まんを持じして挑いどむべきだろう。

　ゆえに、ゼトは即そつ決けつした。

「さぁて、どうせわしの負け確イベントじゃが……しゃあないのう。お手て柔やわらかに……」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」

　バーナードを無視し、ゼトが残った腕で地面を殴なぐりつける。

　その瞬間、地面が大爆ばく発はつして大量の粉ふん塵じんが視界を覆おおい……

　その煙えん幕まくが晴れるころには……ゼトはすでに姿を消していた。

「……退ひいたか。うむ、良い判断じゃ」

　バーナードはゼトの気配が完全に去ったことを確認し、ため息を吐つく。

「やれやれ……猪ちよ突とつ猛もう進しんの脳筋かと思いきや、案外、用心深く鋭するどいやつじゃわい」

　面めん倒どう臭くさそうに頭をかくバーナード。

「参ったのう……ずっと隠していた、わしの魔術てじなが敵にちょっとバレちまったの……できれば、やつはここで確実に口くち封ふうじしときたかったんじゃが……」

　人が聞けば、思わず背筋がぞっとするような事を、さらりと言って……

「ま、いっかの。それはそれで、面おも白しろいわい」

　まるで悪戯いたずらを仕込んだ悪ガキのように、にやっと笑うのであった。




　──。

「……だから、言ったでしょう？　『貴女あなたは僕には勝てない』と」

　信じられない、といった表情で、グレイシアが佇たたずんでいる。

　その周囲の凍気は、いつしかぴたりと止やんでいた。

「……貴方あなた……なんなんですの？」

「別に？　貴女の攻勢を最後まで捌さばききった……有利な状況になるまで。それだけです」

　そう。あれからクリストフは結局、最後まで、グレイシアの猛もう攻こうを耐たえきったのだ。

　あの手この手で、何度も何度も結界を張り直し、自分の身体からだを犠ぎ牲せいにして、淡たん々たんと結界を張り直し……最後まで心を折ることなく、あの氷結地じ獄ごくを生き残ってみせた。

　見るも無残にボロボロになりながら……

「逆転ですね。貴女の仲間は一人討ち取られ、一人が撤てつ退たいし……僕の仲間は健在。後、数分もしないうちにここにやってきます。そのくらい貴女もわかるでしょう？」

　クリストフがふっと穏おだやかに笑う。

「……貴女一人で、僕とアルベルトさんとバーナードさんの三人に勝てますか？」

「ま、まだまだぁ……♪　だって☆　私には♪　この冬が味方してくれるもの……♪」

　グレイシアが身に纏まとう凍気をさらに強めようとするが……

「お言葉ですが……貴女の魔術の性質は、紫水晶アメジストの輝かがやきが暴きました」

　クリストフが事もなげに、そんなことを言う。

「気付きませんでしたか？　僕は幾いく重えにも張った防御結界の中に、解かい析せき結界も密かに仕込んでいたんですよ……貴女の魔術の性質を暴くためにね」

　ピン！　とクリストフが親指で宝ほう玉ぎよくを一つ弾はじいて見せる。紫水晶アメジストであった。

「さて、貴女の凍気ですが……実は見かけほど有効射程距きよ離りがありませんね？　貴女を中心とした五十メトラ。貴女が圧あつ倒とう的に強いのはその範はん囲い内だけです。その範囲外ならば、きちんと魔術的防御を行えば、耐えられないほどじゃない」

「……ッ!?」

「有効射程距離内においても、貴女の凍気は強力無比な反面、常温の場所を冷やしきるには少々時間がかかるようだ。一度、とある温度域下まで冷え切れば、ほぼ無む双そう状態ですが……そうなる前に必ず隙すきが生じます」

　クリストフの解説が始まった途と端たん、グレイシアが無言になっていく。

「ゆえに、貴女は常に周囲に凍気を振ふりまいて、冷やしながら移動し、いざ戦いが始まれば、まず僕の足を凍こおらせて止めた……貴女は次々立ち位置が変わる戦いが苦手だから」

「…………」

「つまり……その強きよう烈れつな威い力りよくの印象とは裏腹に、貴女の魔術は攻せめよりも守り……互たがいに足を止め、腰こしを据すえて戦う拠きよ点てん防衛戦にこそ力を発揮する魔術だったわけです。この解析結果は当然、すでにアルベルトさん達に送ってあります。弱点が明らかになった以上……あの二人にとって、これからの戦いはただの『狩かり』だと断言します」

　クリストフの指し摘てきに、グレイシアはあからさまに顔を青ざめさせるのであった。

「まさか……♪　貴方、最初から……これを狙ねらって……？　あっはっ☆　私が貴方に勝てないって……♪　そういう意味……？」

　そう。『貴女は僕に勝てない』は『僕は貴方に勝てる』と決して同義ではないのだ。

「魔導士としての単純な強さや戦果では、僕はアルベルトさんやバーナードさんの足元にも及およびません。でも、守る戦いなら、あの二人にだって負けません。貴女を抑おさえ、あの二人に有利な状じよう況きようを作る……それが僕の役割です」

　と、簡単に言うが、味方が勝って応おう援えんに駆かけつけてくれることを期待しつつ、相手の魔術を分ぶん析せきし、時間稼かせぎの専守防衛戦に挑むのは、並なみ大たい抵ていの技量と胆たん力りよくではできない。仲間に己おのが命のチップを賭かける絶対的な信しん頼らいも必要だ。

　特務分室のナンバー５《法ほう皇おう》のクリストフ。彼もまた只ただ者ものではなかった。

「どうです？　まだ戦いますか？　さすがに僕もそろそろ限界です。後、数分あれば、僕くらいなら討ち取れるかもしれませんよ？」

　グレイシアが人差し指を細い顎あごに当て、冷静に状況を判断する。

　その結果……

「……仕方ありませんわ♪　残念です♪　嗚呼ああ、本当に残念です♪」

　巻き起こる吹雪ふぶきが、グレイシアの姿を包つつみ隠していく……

「今回は貴方の勝ちですわ、クリストフ様♪　素す敵てきな御お方かた♪　またお会いしましょう♪」

　ひゅお、と吹雪が一ひと際きわ激しく渦うずを巻き……

「今度お会いするときは♪　必ずや♪　貴方を私のものに……♪　それが二人の幸せな未来の門かど出で～♪　嗚呼、嗚呼、愉たのしみですわ♪　楽しみですわ♪　……」

　やがて、吹雪が噓うそのように晴れると……

　グレイシアの姿は夢ゆめ幻まぼろしであったかのように、消えているのであった。




　そして──

「がっはっは！　よう生き残ったのう、クリ坊ぼう！　偉えらいぞ！」

「痛たた!?　い、痛いですって!?　やめてください、バーナードさん！」

　月夜の下、特務分室の三人が無事に合流して。

　バーナードが、クリストフの背中をばしばしと叩たたいていた。

「……相変わらず無茶をする奴やつだ。グレンとは別ベクトルで世話が焼ける」

　アルベルトが法医呪文ヒーラー・スペルでボロボロになったクリストフの身体を淡々と癒いやしていく。

「はは……アルベルトさんとバーナードさんがいなければ、こんな無茶はできませんよ」

「常つね日ひ頃ごろ、戦せん況きようが不利になったら素直に退けと言ってあった筈はずだ。俺達が敗北していたらどうする？」

「……信じてましたから。貴方達があんな連中に負けるはずがない、と」

「ふん、甘いな。過度な信望は正確な判断力を曇くもらせる……減点だ」

　突つき放はなすように厳きびしく堅かたい対応のアルベルトに、クリストフが苦笑する。

「……終わったぞ。身体は動くか？　……無理はしなくていい」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。万ばん全ぜんとは言えませんが、戦せん闘とうに支障ありません」

　少しフラついてはいるが、治ち癒ゆを終えたクリストフが自力で立ち上がった。

「でも、本当にすみません。《冬の女王》グレイシアを、取り逃にがしてしまいました」

「よいよい！　若手は生き残るのが仕事じゃわい！」

「その通りだ。現にこの《隠者》の翁も敵を討ち漏もらしたわけだしな」

「ちょ、おま!?　今、ここでそれを言うか!?　わしの威い厳げんというものがな──」

　しばしの間、三人の間に、どこか戦場らしからぬ和なごやかな空気が流れる。

　互いの無事を喜び合う、殺さつ伐ばつとした戦場において、それでも時折花咲さくこの一体感。

　だが、それも束つかの間、すぐに三人の間の空気が氷のように引き締しまる。

「……さて。これで、どうなるでしょうか？」

「外の安全は確保した。中の方もこれで動きがあるだろう」

「うむ、ここから先は予測がつかん。常に臨機応変に動けるようにしとくしかあるまい」

　三人の相そう貌ぼうは、すっかり裏の世界を生きる魔ま導どう士しのそれだった。

　月を見上げながら、アルベルトが物思う。

（俺達のほぼ完全なる勝利によって、《魔の右手》の……敵の計画には完全に狂くるいが生じた筈だ……イヴ＝イグナイトの情報が正しければの話だがな）

　ともすれば、ここまでは全てイヴの計画通り。

　ならば、イヴが《魔の右手》を絡からめ取るのは──時間の問題だ。

　だが、このままあっさりと終わってくれるのだろうか？

　終わるなら、まったくそれに越こしたことはないのだが……今となっては、バーナードとクリストフの相手が妙にあっさり撤退したのも気になる。

（さて、どうなる──？）

　見上げる月は、当然そんな疑問に答えてはくれなかった。








第五章　一つの決着









　ダンス・コンペは本戦初戦は滞とどこおりなく終しゆう了りようし──現在、準決勝戦。

　指揮者が熱心に指揮棒を振ふる。楽奏団は完かん璧ぺきに、その指揮者の要求に応こたえる。

　楽器の性能限界ぎりぎりで奏かなでられる演奏は最も早はや、この世のものと思えないほどの天上の音ね色いろとなり、ありとあらゆる観客の心の中に深く深く侵しん食しよくしていく。

　曲目は、交こう響きよう曲シルフィード第五番。

　それに合わせて踊おどられるは、シルフ・ワルツ五番──

「……ふっ」

「先生……」

　グレンとルミアが──

「うん、いいわよ、リィエル。その調子」

「……ん」

　システィーナとリィエルが──

　今こ宵よい、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を目指す、すべてのダンスカップル達が──各おの々おのの全てを尽つくし、それぞれのカップルだけの世界を、衆目に精せい一いつ杯ぱい、ダンスで表現する。

　ある者達は、情熱と高貴さをもって。

　また、ある者達は、華か麗れいさと精せい緻ちなる美しさをもって。

　わぁああああああああああああああああああああああああああああああ──っ！

　眼前に展開される、そんな珠しゆ玉ぎよくの世界達に、観客達は沸わきに沸いていた。

「リゼ生徒会長！　今年は凄すごい盛り上がりぶりですね！」

　今宵の成功に、会場の様子を見守る運営側の人達も、高こう揚ようと共に頰ほおをほころばせる。

「ええ、私は今年で三回目ですが……こんなに盛せい況きような回は初めてですよ」

　リゼが嬉うれしそうに頷うなずくと。

「古株の教授達も、十何年と見てきて、こんな盛況ぶりは初めてだそうですよ!?」

「これもリゼ生徒会長の手しゆ腕わんの賜たま物ものですねっ！」

「当然さ！　リゼ先せん輩ぱいにかかれば、なんでも上手うまくいくに決まってるさ！」

　生徒会役員の生徒達が次々とリゼに惜おしみない賞賛を送るが……

「……あれ？　会長？」

「……………………」

　生徒会役員達が、リゼが嬉しそうではあるものの、どこか戸と惑まどい……ほんの少し考えごとでもしているかのように、押おし黙だまっているのに気付いた。

「どうかしましたか？　会長。何か気になることでも？」

「……いえ。ただ、少し疲つかれてしまって……私がこれではいけませんね」

　くすり、と笑ってリゼが生徒会の面々に向き直る。

「きっと、ここまで社交舞ぶ踏とう会が成功することになったのは、生徒会や実行委員会だけでなく、学院の生徒達皆みんなが一いち丸がんとなった結果です。さぁ、今宵の宴うたげはまだ終わりではありません。皆さんも気を抜ぬかず、最後まで頑がん張ばってください」

「「「「はい！」」」」




　その一方で。

　一心不乱に踊るカップル達、盛り上がりに盛り上がる会場と人々、そしてそれを演奏で牽けん引いんする指揮者と楽奏団を、冷めた目で一いち瞥べつしながら──

（……ええ。今、外の三人は敗退したようです……）

　ザイード少年は会場の隅すみで念話魔ま術じゆつを使い、何者かと会話しているのであった。

『そうか……それは残念……』

　厳いかめしい男の声が、ザイード少年の脳内に反はん響きようし……

『……だが、予定通りだな』

（ええ、そうですね）

　返ってきた男の声に、少年は薄うすら寒く笑う。

『帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団……そしてイヴ＝イグナイト……見事に我々の手の中で踊っている』

（協力してくれた三人には少々貧びん乏ぼうくじを引かせてしまいましたが……）

『構わん。必要経費だ』

　計画の成功を確信しているかのように、男の声は厳然としている。

（それでは、僕は……？）

『そうだ。貴様は予定通り、例のポイントに来るのだ。それで全てのカタがつく』

　男から淡たん々たんとした指示が送られてくる。

『……そう、全てが、な』

（ええ、そうですね、わかりました……天なる智ち慧えに栄光あれ……）

　心の中でそう唱えて。

　ザイード少年は、人知れず、賑にぎやかな会場を、そっと後にするのであった。

　出入り口から会場を立ち去る瞬しゆん間かん。

　おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！

　ついにコンペ準決勝戦の結果が出たのか……会場が一ひと際きわ大きく沸き立っていた。




　会場──イヴの領域を後にしたザイード少年は、学生会館内の廊ろう下かを歩いていく。

　階段を昇のぼっていくと、やがて来らい賓ひん達に用意された宿しゆく泊はくフロアに辿たどり着いた。

　無論、すべての人間が会場に集まる今、このフロアには誰だれもいないし、そもそもこのフロアには、とある人物によって、人ひと払ばらいと認識操作の魔術が予あらかじめ施ほどこされている。

　その呪的効果により、ここにいるザイード少年の動きが察知されることは決してない。

（イヴ＝イグナイトは魔術的視覚で僕をずっと監かん視ししていたのだろうけど……今いま頃ごろ、不意に僕を見失って泡あわを食っていることだろうね……ふふふ……）

　こつ、こつ、こつ……

　ザイード少年は靴くつ音おとを鳴らして廊下を歩いていき……とある部屋の前で足を止めた。

　その部屋の扉とびらを普ふ通つうに開けば、中は普通の部屋だが、とある鍵キールーンをドアノブに描えがいてから、扉を開くと……その向こう側には、黒一色の無限の世界が広がっていた。

　その世界は、普通の部屋の裏次元に構築された、どこでもない場所ネバー・ウエア──異界。

　こちらの世界から切り離はなされた、別次元の世界だ。

　少年が、異界の中に足を踏ふみ入れると、そこには一人の初老の男が立っていた。

　真っ黒な世界ではあるが、その男の姿は、宙に浮ういたようにはっきりと視覚できる。

　恰かつ幅ぷくのよい男だ。中年特有の太たい鼓こ腹ばらではあるものの、だらしなさはあまり感じられず、むしろ貫かん禄ろくたっぷりの男性である。

　その男こそ──ザイード少年を、警けい戒かい厳重な学院内へと手引きした者だ。

「……ふむ、来たか」

「ええ、来ましたよ、指示通りに。では早さつ速そく、行動を開始しましょうか……」

　ザイード少年が、いかにも仲間といった雰ふん囲い気きの男に歩み寄った……

　まさに、その時だった。

「ついに尻尾しつぽを顕あらわしたわねっ！」

　突とつ然ぜん、虚こ空くうに亀き裂れつが入り、硝子ガラスが砕くだけるような音と共に破は砕さい──虚空にぽっかり空いた白い穴から人ひと影かげが舞まい降り、部屋の中央へ優ゆう雅がに着地を決めた。

　そのまったくの予想外、不意討ちな登場の仕方に、男達が凍こおり付く。

「な──ッ!?」

「あ、貴女あなたは──ッ!?」

　舞い降りてきた人影。全身に紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとったその少女の正体は──

「イヴ!?　イヴ＝イグナイトじゃとッ!?」

　帝国宮廷魔導士団特務分室室長、執しつ行こう官ナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴであった。

「お初にお目にかかるわ。以後お見知りおきを《魔の右手》のザイード。そして、貴方あなただったのね……今回の王女暗殺計画の真の首しゆ謀ぼう者しや、ローレンス＝タルタロス教授！」

　イヴが纏う炎の赤い光に照らされて、浮かび上がるその顔は──

　学院の魔術教授にて、楽奏クラブ顧こ問もんを務めるローレンスであった。

　想定外のイヴの登場に、そのふっくらとした顔を驚きよう愕がくの色に染め上げている。

「ふん……表では女王陛へい下かにかしずいて見せながら、その裏で組織と通じているなんて……この裏切り者。万ばん死しに値するわよ、教授」

「な……なぜじゃ!?　なぜ、わかったんじゃ!?　なぜ、この場所が──ッ!?」

「なぜって？　たった今、そこのザイードがわざわざ道案内してくれたじゃない？」

「なっ……ッ!?」

「まぁ……かなり上手く術式を構築・偽ぎ装そうしてあったけど……この程度の認識操作や人払い、異界化なら……ヒントさえあれば破れる！」

「ま、まさか、この私の術を見破るとは……ッ!?　そんなバカな……ッ!?」

「あはは……迂う闊かつに黒幕と接せつ触しよくしたのは失敗だったわね、ザイードッ！　それとも何？　三人の外げ道どう魔術師……あのあからさまなオトリ達で外から圧力をかければ、中の私の隙すきを突つけるとでも思った!?　甘すぎるわ！」

　勝ち誇ほこったような笑みをこぼすイヴに。

「お、おのれ……小こ癪しやくな帝国の犬めぇ……ッ！　ザイードッ！」

「……はっ！」

　ローレンスの指示を受け、ザイード少年が床ゆかを蹴けって、イヴに飛びかかる。

　その《魔の右手》を、イヴに伸のばすが──

「ふふっ、その距きよ離りで私を殺やりたかったら──」

　その刹せつ那な、嘲ちよう笑しようするイヴの周囲に炎が渦うず巻まき、帯状になってうねり──

「──せめて、リィエルくらい、速くなってくれないと──」

　帯状の炎が飛びかかってくるザイード少年の全身へ瞬しゆん時じに絡からみつき、縛しばりつけ……口元も塞ふさいで呪じゆ文もんも封ふうじる。

「──というより貴方、凄く遅おそいわ。まるで素人しろうとみたい」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]──ッ!?!?!?」

　完全に動きを封じられ、言葉にならないくぐもった悲鳴を上げるザイード少年。

　黒くろ魔ま【フレイム・バインド】。身を焼き焦こがす苦痛はそのままに、肉体そのものにはまったく負傷ダメージを与あたえず、火傷やけどの一つもなく敵を拘こう束そく・無力化する拷ごう問もん用の術だ。

「[image: ～][image: ～][image: ～]──ッ!?　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]───ッ！　──────ッ!?」

　声なき悲鳴を上げ、床を芋いも虫むしのように転がって暴れまわるザイード少年。

「な……ぁ……ッ!?」

　恐おそれ戦おののき、ローレンスが一歩、また一歩と後ずさる。

「安心して。殺しはしないわ。貴方達には色々と聞きたいことがあるから」

　イヴは愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ嗜し虐ぎやく的な表情を浮かべ、ローレンスに左手を向ける。

「……けど、無力化はさせてもらうわ。多分、死んだ方がマシレベルに苦しむけど」

　再び、イヴが予唱呪文ストツク・スペルを時間差起動デイレイ・ブートする。黒魔【フレイム・バインド】の炎帯が、彼女の背後に無数に出現し……獲え物ものを求める蛇へびのように、わらわらと動き始める。

「ひ、ひぃ──ッ!?」

　完全にイヴに吞のまれ、ローレンスは呪文を唱えることも忘れて後ずさり……

　そして……

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　身の毛もよだつような断だん末まつ魔まが、その異界内に響ひびき渡わたるのであった。




　──と、全てが終わった後で。

「……他愛もないわ、天の智慧研究会」

　例の一室で、イヴは己おのれの戦果に満面の笑みを浮かべていた。

「はぁ……はっきり言って拍ひよう子し抜ぬけね……こんな杜ず撰さんで迂闊な連中に、これまでずっと帝国側が翻ほん弄ろうされていたなんて信じられない……世も末だわ」

　目の前の床には、鎖くさりでがんじがらめに縛られて転がっている、ザイード少年とローレンスの二人。気を失った二人を戒いましめるその鎖には、封ふう魔まの呪じゆ詛そが込められており、この鎖に繫つながれている限り、ありとあらゆる魔術は起動を封じられる。

「結局、《魔の右手》の暗殺術の正体は謎なぞのままだったけど……まぁ、後でゆっくりと口を割らせればいいわ」

　このフロアに仕し掛かけられた認識操作も、人払いも、異界化も解呪デイスペルした。この部屋はすでにただの部屋に戻もどっている。ザイード達二人も、白しろ魔ま【スリープ・サウンド】で、肉体も精神もことさらに深く眠ねむらせている。これ以上ないほどの完全無欠の勝利だ。

　後は、帝国軍へ引き渡す瞬間まで、この二人を敵組織の口封じから守ればそれでよい。自身の眷属秘呪シークレツトをフル活用すれば、実に簡単な仕事だ。

「ふふ……ふふふ……やった……やったわ……」

　イヴは喜びが抑おさえきれないといった風に、顔を綻ほころばせている。

　何しろ、あの天の智慧研究会の第二団《地位》アデプタス・オーダー……中ちゆう核かくクラスを、なんと二名も無傷で捕とらえたのだ。これはもう帝国戦史上に名が残る、空前絶後の大戦果だ。

　流石さすがはイグナイト公こう爵しやく家！　その帝国魔導武門の棟とう梁りようの名に、依い然ぜん、偽いつわりなし！

　まるで周囲の人間のそんな賞賛が、今からすでに聞こえてくるようである。

「それに、これでグレンもきっと私を……ふふっ、いけないわ……まだ油断は禁物よ」

　気を引き締しめ、イヴが早速、宝石を耳に当て、通信魔術を起動させる。

「……もしもし、聞こえてる？　此方こちら、《魔術師》のイヴよ。実は──」

　宝石型の通信魔導器を通して、グレンやアルベルト達に情報を伝え、次なる指示を淡々と飛ばしていく。

　…………。

「……これでよし、と」

　しばらく後、一仕事終えたイヴが、再び室内を見回す。

　こうなると少し手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。事が次の段階へ動くまで手て隙すきとなってしまう。

「さて……どうしようかしら……？」

　と、その時、イヴがふと気付く。
















　この部屋の中には、最初からずっと微かすかに音楽が流れていたことに。

　イヴが音の中心に目を向けると、そこには蓄ちく音おん機きがあり、レコードがかけられていた。

「……あら？　この曲は……？」

　どこか聞き覚えがあった。

「何かと思えば『交こう響きよう曲シルフィード』……下の会場で楽奏団が演奏しているものと、まったく同じ楽がく譜ふの演奏を録音したものね……」

　優雅さと民族的な小気味良さを持つその曲は、実に耳心地ごこちがよかった。通常の『交響曲シルフィード』と違ちがって、さりげない編曲アレンジが施されているのも中々だ。

「まぁ……この部屋に、敵組織に関する他の手て掛がかりがあるかどうかを調べるついでに……音楽鑑かん賞しようというのも悪くないわ」

　そう独りごち、イヴは『交響曲シルフィード』をバックミュージックに、ザイード達が拠きよ点てんを構えていたこの部屋を、色々と慎しん重ちように物色し始めた。

「うん……魔ま力りよく痕こん跡せきは……魔術罠マジツク・トラツプの類たぐいはないようね……でも、ここは油断せず、慎重に……用心はし過ぎるということはないからね……」




　──時間は少し戻って。

　わぁあああああああああああああああああああああああああああああ──っ！

　その時、社交舞ぶ踏とう会会場に、熱ねつ狂きよう的な大だい歓かん声せいと拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こっていた。

　二つの競技グループに分かれて行われていた準決勝戦が、今、終しゆう了りようしたのだ。

　その会場中の注目と喝采の的まと、その中心にいたのは──

「やりましたね、先生！」

「……ふぅ……なんとかここまで勝ち上がったか……」

　心の底から嬉うれしそうに頰ほおを上気させたルミアと、やや疲つかれたような表情のグレン。

　そして──

「どうやら……先生達とは決勝戦で雌し雄ゆうを決することになりそうね！」

「ん」

　闘とう志しを燃やすシスティーナと、相変わらず眠たげな無表情のリィエル。

　グレン＆ルミア、システィーナ＆リィエル。それぞれの競技グループを、トップで勝ち抜ぬいたこの二組が、ついに決勝戦で争うことになったのである。

「ルミアも『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を目指して、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってきたんでしょうけど……でも、ここまで来たからには手加減はしないわよ？　私、全力で優勝を狙ねらうんだから！」

「うん。わかってるよ、システィ。私だって負けないよ？　『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着て素す敵てきな殿との方がたと踊おどるのが、私の子供の頃ころからの夢だったんだもの！」

「す、素敵な殿方ねぇ……？」

「システィこそ、遠えん慮りよしないで本気で来てね？　じゃないと……ふふっ、私が先生を取っちゃうかも？　ほら？　『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取った男女は……？」

　悪戯いたずらっぽくも不敵に笑うルミアに、システィーナが慌あわてる。

「うぐぐっ……な、なんで、そこで先生が出てくるのか、わかんないけど……いいわ！　そこまで言うなら、正々堂々と戦いましょう！　どっちが勝っても恨うらみっこなしよ!?」

「うん！　もちろん！」

　そして、来たるべき最終決戦を前に、熱い火花を散らし合うルミアとシスティーナ。

「おーおー、あいつら元気だなぁー……」

「ん。二人は仲良し」

　グレンはやれやれと頭を搔かき、リィエルがそれに素そっ気けなく同意する。

『それでは、決勝戦は小休止を挟はさんで三十分後に行います。皆みな様さま、今年の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』は一体、どちらの淑しゆく女じよの手に渡るのか……その結末を、どうかゆるりとお見守りください』

　魔術による拡声音おん響きようでそんなアナウンスが流れても、先程見事な演えん舞ぶを見せたグレン達への賞賛の嵐あらしと、その余よ韻いんによる興奮は収まるところを知らない。

　楽奏団の指揮者は、この盛り上がりを維い持じせんと指揮棒を振ふるい、楽奏団のメンバーは各々の楽器をかき鳴らし、盛大な演奏を再開していく。

　その演奏に糸を引かれるように、一時的に開放された中央舞ぶ台たいに続々と人々が集まり、再びダンスに耽ふけっていく……

　そんな中。

「やったじゃん！　先生！　システィーナ！」

「ふ、ふん……まずはお見事と、お褒ほめいたしますわ」

　カッシュやウェンディを筆頭として、グレンのクラスの生徒達が、グレン達の元へわらわらと集まってくる。

「頼たのむ、勝ってくれよ、システィーナ！　このままじゃ先生を金銭的に乾ほせない！」

「おい、カッシュ。てめぇ、後で裏庭に来いや……」

「先生！　こうなったら、何としても勝ってくださいまし！　システィーナがこのわたくしをさしおいて『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を纏まとうなんて、そんな屈くつ辱じよくは──」

「……ウェンディ。あの、聞こえてるんだけど？　てか、私、隣となりにいるんだけど？」

　わいのわいのと沸わき立ち、盛り上がる生徒達は皆、興奮気味だ。

「凄すごいなぁ！　システィーナもリィエルも！　僕もそのくらい踊れたらなぁ」

「決勝、頑がん張ばってくださいね、ルミア。貴女あなたと先生に勝っていただければ、本戦一回戦で貴女達に負けた私も誇ほこらしいですから♪」

　グレン達に惜おしみない激げき励れいを送るセシルにテレサ。

「……まったく、本当にバカ騒さわぎが得意なクラスだよ、うちは……呆あきれるね」

「そう言いながら……お前、帰らないで今の今までここに残ってるのな」

　皮肉げに呟つぶやくギイブルに、カッシュがにやにやしながら茶々を入れ……

「……いいなぁ……」

　リンが少し離はなれた場所から、ルミアとグレンを見つめており……

「なぁなぁ!?　決勝、どっちが勝つと思う!?　誰だれの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿が見たい!?」

「俺は断然！　ルミアちゃんに勝って欲しいぜ！」

「ああ、ルミアの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿を見たいよな!?」

「いやいや！　俺はシスティーナだね！　普ふ段だん、口うるさいから気付かなかったけど……システィーナって実はめちゃくちゃレベル高たけぇんじゃね!?」

「ああ、マジでシスティーナの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿も見てみてえよなっ!?」

「ぼ、僕は……リィエルの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿が見たい……」

「お、それも捨すてがたいな!?　でも、それルール的にオッケーなのか!?」

　その他、ロッドやカイ達を筆頭に、グレンのクラスの男子生徒達が、決勝の勝敗予想と誰の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿を見たいかで、大いに盛り上がっていた。

「ね、ねえねえ！　リィエル！　コンペ終わったらさ、その……私と踊ってくれない？」

「あ！　アネット、ずっる[image: ～][image: ～]いっ！」

「そうよ、そうよ！　抜け駆がけは禁止なんだからねっ!?」

「はぁ……リィエル……今夜の貴女、本当に素敵……まるで王子様みたい……」

「ああ……私、溶とけそう……」

「!?!?!?!?!?」

　一方、クラスの女子生徒達に取り囲まれて、リィエルは珍めずらしく目を白黒させている。

「……♪」

　そして、舞踏会が始まって以来、ルミアは終始、ご機き嫌げんそうに笑みを零こぼしていて……

　グレンは、そんな生徒達を苦笑いで眺ながめている。

（……ったく、戦ってるアルベルト達にゃ悪いが……こういうのも悪くねえな……）

　正直、楽しかった。生徒達に混じってバカ騒ぎするのが楽しくて仕方ない。

　おっと、いかんいかん、気を引き締めねば。俺はまだ任務中なんだ。

　グレンがそんな風に気を取り直した……その時であった。

　耳に仕込んだ通信器を通して、イヴから信じられない報告がきたのは──

　──。

（──なんだと!?　終わった!?　ザイードとその裏にいた黒幕を捕えた!?）

『だから、そう言ってるじゃない。何度も言わせないで欲しいわね』

　終わった。敵の陰いん謀ぼうが……ルミア暗殺計画が完全に潰つぶれた。

　何一つ波乱なく、いつの間にか。

　あまりにもあっけない幕切れに、グレンはほっとするどころか逆に拍ひよう子し抜ぬけだった。

『だから、言ったでしょう？　この私の指示通り動けば、危険リスクはないと』

（あ、ああ……）

『こっちは今から事後処理に入るわ。ご苦労様、グレン。貴方の役割は終わりよ。後は……そうね、可愛い可愛い教え子に『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』でもプレゼントしてあげたら？』

　いちいち嫌いやみなイヴの物言いだが、グレンはまったく反論できず、押おし黙だまるだけだ。

『……それでは、良い夜を。グレン』

　そう言い残し、通信を一方的に切ってしまうイヴ。

（……本当に……終わった……のか……？）

　実際、イヴは黒幕を捕えたのだ。それに、外で待ち構えていた敵の外道魔ま術じゆつ師し達との戦いも、アルベルト達のほぼ完全勝利で終わったらしい。

　これで終わったと言わずして……一体、何を終わったと言えるのだろうか？

（……そ、そうか……終わったんだな……なんだ、俺の取り越こし苦労かよ……イヴはいけ好かねえ女だが優ゆう秀しゆうなことには違いねぇし……それにアルベルト、じじい、クリストフ……あいつらもいるんだもんな……少々、俺、神経質になり過ぎてたかな……？）

　グレンは自分の周囲で大いに盛り上がって騒ぐ生徒達を一いち瞥べつし、ほっと息を吐はく。

　息を吐いて……無事に終わったと。もう何も脅きよう威いはないんだと。

　きっと、今回の敵は思ったより大したことなかったんだと。

　そう思い込もうとする。自分で自分に言い聞かせる。

　だが──

　──きっと、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が彼女の美しき死しに装しよう束ぞくとなることでしょう──

　エレノアが残したそんな言葉が……どうにも喉のどに刺ささった魚の小骨のように、胸の奥に残っていて……抜けそうになかった。




　──一方、その頃。夜気に包まれた学院会館、その屋根の上にて。

「……そうか。了りよう解かいした。……だが……、……分かった。此方こちらはそのように計らおう」

　通信魔ま術じゆつでイヴの報告を受けたアルベルトが、淡たん々たんと応じていた。

「……イヴちゃんはなんと？」

　早速、バーナードが、通信を切ったアルベルトに問といかける。

「イヴが、ザイードと黒幕を捕えたそうだ」

「ほう？　……ふむ、やはりか」

「ここまでは……アルベルトさんとバーナードさんの推測通りですね」

　特に驚おどろいた風もなく、バーナードとクリストフが相あい槌づちを打つ。

「推測と言える程、大層なものではない。詰つめ戦戯盤チエスと一いつ緒しよだ」

「敵の戦力と計画を、此方が順当に潰したんじゃ。まぁ、そうなるじゃろうて」

「……ザイードを裏で操あやつっていた黒幕の存在……それも二人が予見した通り、本当にいたんですね……イヴさんはそれに関する情報を僕らには伏ふせていた……」

　どこか、残念そうにクリストフが呟く。

「まぁ、いるじゃろ。いなきゃおかしいわい。敵が本当にあの戦力数なら、どう考えても一手足たらんしのう。冷静な戦術眼があれば、あんな状じよう況きようで仕し掛かけてはこんよ」

「イヴの真意を問い詰めるのは後回しだ」

　アルベルトが冷れい徹てつな思考で、次に自分らが為なすべきことに意識を向ける。

「俺達は、確保した敵を口くち封ふうじに来るかもしれない新たな敵に、外で備えろとの事だ」

「……ん？　三人共か？　わしらの内、誰か一人くらいイヴちゃんの所に回した方が、確実じゃないかの？」

「〝貴方あなた達の助けは要いらない〟、〝外を守れ〟……奴やつはその一点張りだ」

「かぁ[image: ～][image: ～]っ！　イヴちゃんのやつめ、ほんっとうに手て柄がらが欲しいんじゃな!?　帝てい国こく軍に引き渡すまで、自分一人でやったっていう手柄が！」

「……どうします？　アルベルトさん、バーナードさん」

「是ぜ非ひも無い。俺達の中では、百ひやつ騎き長のイヴが一番上の軍階だ。緊きん急きゆう特例条じよう項こうに引っかからない限り、上官の命令は絶対。それが軍隊というものだ」

「軍階ねぇ……ああ、そうじゃなぁ、まったくもって、ままならんもんじゃのう……」

　そんなことをぼやいて頭を搔き、ため息を吐つくバーナードを……

「貴方がままならないのは貴方自身が悪いんですからね？　出世を嫌がって軍規違い反はんを繰くり返し、自分の戦果を他人に譲ゆずってまで、今の十騎長の座にしがみついて……」

　クリストフが呆れたようなジト目で睨にらむ。

「だ、だって、千騎長とか万騎長とか将校ポジになっちゃったら、現場や前線に出られないじゃん!?　イヴちゃん見る限り、百騎長ですら七しち面めん倒どう臭くさいってのに!?」

「まったく……貴方って人は……」

　バーナードがしどろもどろ弁解し、クリストフが呆れたように肩かたを落とす。

　そんな二人の騒ぎを尻しり目めに、アルベルトが空を見る。

　その胸に去来するは、かつて目に焼き付けた尊い光景……グレンのクラスの生徒達が南の島で楽しげに戯たわむれていた、あの光景だ。

（……何事もなく、これで終わってくれればいいのだが……）

　夜空の月は、やはりそんなアルベルトに応こたえることはなかった。




　──そして。

　ついに、その時が来る。

　この瞬しゆん間かんばかりは、活かつ況きようを極きわめていた会場も水を打ったように静まり返る。

　固かた唾ずを吞のんで見守る一同の中、二組のカップルが中央の舞台に立つ。

　グレンとルミア。

　システィーナとリィエル。

　社交舞ぶ踏とう会のダンス・コンペ。その決勝戦。

　この勝負を制したカップルの女性が、今年一番の淑しゆく女じよであり──

　そして、伝統の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を身に纏まとうことができるのだ。

「先生……ありがとうございます」

　グレンの前に清せい楚そに佇たたずむルミアが、にこりと笑いかけてくる。

「先生のおかげで……今夜はとても楽しい社交舞踏会になりました」

「……はぁ？」

　グレンが目を瞬しばたたかせる。ルミアはどこまでも透すき通った穏おだやかな表情をしていた。

「これで、勝っても負けても……私、後こう悔かいしません。今夜のことは……きっと、私の一生の宝物です……」

「ルミア……どうした？」

　どうして、今、この時、そんな言葉が出てくるのだろう？　グレンはルミアの真意を推おし量はかろうとするが、女性の心の機き微びに疎うといグレンにはわかりそうにない。

「私……今夜だけは、精せい一いつ杯ぱい、本気で、頑がん張ばります」

「……？　お前はいつも、何事にも本気で一いつ生しよう懸けん命めいだろう？」

「ふふ、今夜だけは、ことさらに特別なんですよ。……そう、今夜だけ……」

　やはり、わからない。グレンはルミアが何を言いたいのか……さっぱりわからない。

「先生……お願いします。この一時だけ、私と一緒に、私達の出せる全てを……観客の皆みなさんに……審しん査さ員の方々に……全てを余すことなく見てもらいましょう？」

　希こいねがうような、それでいて、どこか切なげなルミアの表情。

　グレンは、こくりと頷うなずかざるを得ない。

「……わかった。よーし、白しろ猫ねこにゃ悪いが……今夜だけはお前贔屓びいきだ。ルミア、お前に……必ずあの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着させてやるぜ……」

　そんなグレンの言葉に。

　ルミアは、本当に嬉うれしそうに、華はなのように笑うのだった。




　そして、一同が固唾を吞んで最後の踊おどり手達を見守る中。

　楽奏団の指揮者が、情熱的に指揮棒を振ふり上げ──

　ダンス・コンペ最後の演奏が、落ち着いた調子で始まった。

　交こう響きよう曲シルフィード第六番。それに合わせるダンスはシルフ・ワルツの六番。

　グレンとルミアが一礼し。

　システィーナとリィエルも一礼し。

　そっと互たがいの相手と組み合って……静かに踊り始める。

　シルフィードの第六番は、最初は穏やかな前奏から始まり、後半に移行するに従い、劇的な調子に盛り上がっていく曲だ。

　グレン達が最初、緩ゆるやかな動作で舞まうように踊りつつ──

　やがて、曲の調子が上がっていくうちに、徐じよ々じよに激しく、華か麗れいに、熱っぽく。

　グレンとルミアが。

　システィーナとリィエルが。

　踊る、踊る。踊り続ける。

　瞬き一つできない観客達から感かん嘆たんの息が漏もれた──




　グレンにエスコートされ、手を引かれ、無心に踊りながら──

（もう少しだけ……もう少しだけ、わがままを許してね、システィ……）

　ルミアが物思う。

（だって……私は、後、何度こうして思い出を作れるか……わからないから……）

　だから、今夜だけは、譲らない。譲れない。

　今夜だけはシスティーナに勝つ。勝ちたい。

　今までなら、勝負などせず、システィーナにそっと道を譲ったのだろうけど……

（勝負だよ、システィ……貴女あなたと本気で競い合うなんて本当に、滅めつ多たにないけど……勝負だよ……）

　無論、正々堂々と戦って、システィーナに負けるならそれでいい。

　そういうこともあった……それはそれで、かけがえのない、大切な思い出だ。

　負けてもいい。だけど『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』だけは戦わずして譲ることなど、できない。

　それは、常に一歩身を引き、競い合いを避さけ、システィーナを立て続けていたルミアの……フィーベル家の一員となって以来、ずっと、物分かりのよい理想的な『いい子』だったルミアの……初めての自己主張わがままだったのだ。

　ルミアは眼を閉じ、思い出の光景──幼い頃に見た社交舞踏会を思い出す。

　忘れもしない。厳きびしい戦いの末、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取った少女は……誇ほこらしさと嬉しさのあまり、最後、フィナーレのダンスを踊りながら涙なみだを浮うかべていたことを。

　きっと、母アリシアも、歴代の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取った着用者も、皆みんな、皆、そうだったのだろう。皆、誇らしさで胸がいっぱいだったのだろう。

　それは──正々堂々と戦って──ダンスで己おのれの全てを表現して──勝ったからだ。

　ただ『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を身に纏まとえれば、それでいいのではない。

　実のない張り子の勲くん章しように一体、何の意味があるのか。

（ただ、私は──）

　私も母親達と同じように、誇らしくありたいと、そう思ったのだ。

　あの美しくも誇らしげな、尊い姿だからこそ、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』に憧あこがれたのだ──

　だからこそ、あの日、魂たましいを奪うばわれるほどに、彼女を美しいと感じたのだ──

　だから──

（どうか、全力で来て、システィ……本気の貴女に勝って、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取ることに、きっと意味があるから……）

　譲れない想いと、決意と共に。

　ルミアはグレンの掲かかげる腕うでの下、鮮あざやかなターンを決めるのであった──




　優ゆう雅がにステップを踏ふみ、テンポよくシャッセを刻み──

　リィエルと共に無心に踊りながら──システィーナは物思う。

　踊りながら、システィーナが無意識の内に目で追うのは──ルミアの表情だ。

（ルミア……本当に真しん剣けんに、本気で踊ってるのね……私に勝つために……全力で……）

　ふと、システィーナが今までルミアと過ごした日々を思い起こせば。

　ルミアはシスティーナの前では、決して本気を出さない少女であった。

　そして、システィーナとルミアが同じ物を欲ほつしたとき……それをさりげなく、そっと一歩引いて……システィーナに譲ってあげる子であった。

　競い合うようなことがあれば、一歩身を引いて、勝負を避けてしまう子であった。

　ルミアは何かと、自然に、システィーナを立てるのである。

　その原因は、色々と思い当たる節がある。

　廃はい嫡ちやくされた元・王女として、フィーベル家に居い候そうろうしているという遠えん慮りよがそうさせているというのもあるだろうし……フィーベル家に引き取られた当初、荒あれていたルミアがシスティーナに辛つらく当たり続けたことに対する負おい目もあるのだろう。結局、それをシスティーナが許し、ルミアを家族として受け入れたという恩義もあるのだろう。

　とにもかくも。思えば、ルミアはいつもシスティーナを立て、システィーナに譲り、それで満足して一いつ緒しよに笑う……そんな娘むすめだったのだ。

（……それを指し摘てきすれば、貴女は『そんなことないよ？　システィの気のせいだよ？』って言ってくれるんでしょうけど……）

　それがシスティーナにわからないはずがない。

（だって……私と貴女は、家族なんだから……）

　でも。

　今回は、ほんのちょっとだけ……そんな関係に変化が生じたのだ。

（ルミア……貴女……本気なんだ……）

　学院の女子生徒達の憧れの的、伝統の衣装『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』。

　今回、それを、ルミアとシスティーナが欲した。

　実はシスティーナはさほどでもなかったが、ルミアは強く『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を求め、二人が一つの物を求めて、競い合う──そういう構造になったのだ。

　そんなこと、今までなかったことだ。

　今までのルミアなら、そっと道を空あけてシスティーナに譲っただろうに。

　今回だけは……違ちがった。

　つまるところ、今回の彼女は……心から真剣だったのだ。

（それなのに、私は、自分でもよくわからないやっかみで邪じや魔まをして……切っ掛けこそ先生だったってだけで、ルミアは真剣だったのに……私は別に『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』なんて、ルミアほど興味があったわけじゃなかったのに……ただ、着れたらいいな、程度だったのに）

　今さらながら、そんな半はん端ぱな覚かく悟ごでルミアを邪魔して、本当に申し訳なく思う。

　思い返せば、本当に自分は昔から、ルミアに甘えて、わがまま言ってばかりだ。

（ごめん、ルミア。本当にごめんね。貴方の真剣な思いを邪魔して、本当にごめん……）

　だからと言って。

　今さら手加減などできない。もう、後には退ひけないのだ。

（ルミアのあの目……あの真剣さ……ルミアは私に勝ちたいって、本気で思っている……私に勝って『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取りたいって……きっと、私がわざと負けることなんて望んでいないし……それじゃルミアにとっても意味がないんでしょうね……）

　そもそも、わざと負けるなんて失礼極まりない。そんなことルミアにも、付き合わせたリィエルにも、このダンス・コンペに参加したすべての人間に対しても侮ぶ辱じよくだ。

（……だから、私は全力を尽つくすわ。この最後のダンスに私の持ちうる技術の全てを、私の魂を込めるわ。絶対に手加減なんて……しないから……）

　だから、せめて。

　その上で、システィーナは心から願うのだ。祈いのるのだ。

　かけがえのない親友へ──

（……頑がん張ばって。負けないで、ルミア。今はライバル同士だけど……私、貴女のこと、心から応おう援えんしているから……ッ！）

　そう、心の中で強く祈って。

　そして、システィーナはさらに集中力を高め、リィエルとのダンスに没ぼつ頭とうしていく──




　踊る。踊る。

　誰だれもが固かた唾ずを吞のんで見守る中。

　彼らは踊る。時に熱く、時に激しく、時に優雅に。

　ふわり、ふわりと、曲に合わせて踊り続けて──

　──。

　──そして。

　嵐あらしのような盛り上がりから一転。

　森に眠ねむるような静けさの余よ韻いんを残して、楽曲が終しゆう了りようし──

　それに合わせて、グレンとルミアは、システィーナとリィエルは、優雅なフィニッシュを決めるのであった──




　グレン達の演えん舞ぶが終わった当初、会場は水を打ったような静せい寂じやくに包まれていた。

　だが……誰かが、ぱちん、また一つ、ぱちんと、思い出したかのように手を打ち鳴らし始め……それはやがて嵐のような本流となってうねり始め──

　わぁあああああああああああああああああああああああああああああああ──っ！

　今夜の社交舞ぶ踏とう会で一番の、猛烈な熱ねつ狂きよう大だい歓かん声せいが会場中を支配するのであった。

「ど、どっちだ!?　どっちが勝った!?」

「こ、こんなのわかるわけありませんわっ!?」

「どちらのカップルも、本当に見事な演技でした……」

　騒そう然ぜんと声せい援えんを送るグレンのクラスの生徒達。

「もうここまで来たら……どっちにも勝って欲しいよね……」

「ふん。決着はつくさ……白黒残ざん酷こくにね。勝負事ってそういうことだ」

「……ギイブル。お前、なんだかんだで、最後まで付き合うのな……」

　その一方で。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「……はぁ……はぁ……」

　この一舞踏に、己が持てる全てを出し尽くしたルミアとシスティーナが、荒あらい息を整えながら、固唾を吞んで審しん査さ員席を見守っている。

　審査員達は皆みな一様に難しい顔で、激しい議論を繰くり返し……そして。

　やがて、鳴り止やまぬ大歓声の中、ようやく審査員達がボードに点数を掲げ始める。

　その結果は──

「……あ」

　僅きん差さで。

　本当に、ごくごく僅差で。

　もし、一人審査員を変えたら、また結果が変わったに違いない……そんな僅差で。

　ルミアとグレンのカップルが──勝利を収めたのであった。

　うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！

　その結末に、さらに歓声が一オクターブ上がる。

「……私……勝ったの……？　本当に……？」

　呆ほうけたように、自分の勝利を夢で見ているような表情で佇たたずむルミアに。

「……おめでとう、ルミア」

　どこか晴れ晴れとしたシスティーナが、にっこりと笑いかける。

「し、システィ……？」

「……完敗だわ。私は本当に本気で全力だった。変な意地で参加したコンペだったけど……でも、さっきの演技は貴女に勝つために、本当に全てを出し切ったし……私の人生で最高のダンスだったと断言するわ」

　まるで悔くいも後こう悔かいもないとばかりに、システィーナの表情は清すが々すがしい。

「あれで負けたらしょうがないわね！」

「ん。わたしにはよくわからないけど……なんか負けた。ルミアすごい」

　リィエルもいつもと同じ、興味なさそうな半眼だったが、どこかルミアを祝福するかのように、じぃ～っとルミアを見つめている。

「ふふ、まだ終わりじゃないわよ、ルミア。次はこの社交舞踏会の大トリ、フィナーレ・ダンスよ？　ルミアの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿……期待しているわ」

「ん。期待してる。ところで、そのろーべで……って、何？　お菓か子し？　美味おいしいの？」

「システィ……リィエル……」

　ルミアは思わず、感極まって……その目め尻じりにじわりと涙なみだを浮うかべて……

「……うん、うん！　本当にありがとう！　私も、とっても……楽しかったよ！」

「きゃっ!?　ちょ……ここ、人前よ!?」

「ん。ルミア、くすぐったい」

　愛いとおしそうに、システィとリィエルをかき抱いだくのであった。

「なんだかようわからんけど……青春だなぁ……」（棒）

　すっとぼけた調子でそんなことを言うグレン。

　三人娘の平和な姿が、会場に流れる楽しげな演奏が、今までいまいち任務が終了したことに実感が湧わかず、ずっと緊きん張ちようしていたグレンの心を解き解ほぐしていく。無事、任務を終えた達成感と解放感が、徐じよ々じよにグレンを高こう揚ようさせていく。

　と、いうわけで……

「ところで、白しろ猫ねこちゅわぁ[image: ～][image: ～]ん？　あーんなに、自信満々と〝『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』は譲れない！（キリッ）〟なぁんて見栄切っちゃって、こぉんな結果になっちゃって、ねぇねぇ、どんな気持ち？　ねぇねぇ、どんな気持ち？」

「な──ッ!?」

　早さつ速そく、いつものようにシスティーナをおちょくりにかかるグレン。

「なぁんか必死にイイ話にしようとしてるみたいだけどぉー？　ボクは誤ご魔ま化かされませんよぉー？　忘れたくても忘れらんないなぁー？　お前のあのどや顔……ぷっ」

「こ、こ、この……」

「ぎゃはははっ！　悔くやしいのう!?　悔しいのう!?　だーっはっはっはっはっ！」

「この唐とう変へん木ぼくぅううううううううううううう──っ！」

　いつの間にか。

　グレンが自分でも気づかないうちに。

　グレンの心に刺ささっていた微かすかな不安など、すっかり霧む散さんしてしまっていた。








第六章　終わらない夜









　社交舞ぶ踏とう会の宴うたげも、ついにたけなわ。

　目玉のダンス・コンペも終わって。

　優勝したルミアが『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』へとお色直しをすることになって。

　流石さすがに、舞踏会場楽屋裏のドレス着付け室の中にまでついていくことはできず、一応、リィエルを護衛につけ、グレンはルミアを送り出す。

「やったぜ！　俺はずっと、ルミアの『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿が見たかった！」

「ちくしょう！　俺はシスティーナのが見たかったのにぃ！」

「リィエルちゃん派の僕が通りますよ～」

「むぅ……ら、来年こそは……この高貴な青い血たるわたくしが……ッ！」

「ったく……お前ら、うるせえぞ。ドレス一つでギャーギャー騒さわぎ過ぎだっての」

　グレンの周りでは、担当クラスの生徒達がハイテンションのバカ騒ぎだ。

　見回せば、コンペが終わっても、会場の活かつ況きようはまるで衰おとろえを見せない。

　楽奏団の指揮者はここがクライマックスと言わんばかりに指揮棒を振ふるい、楽奏団は限界突とつ破ぱでそれに応じ続ける。会場を支配する演奏は絶好調のようだ。

　楽しげな談笑は尽つきることなく、楽しげなダンスの輪も途と切ぎれることはない。ラストに向けて益々、盛り上がりは加速するばかりだ。

（……皆みんな、テンション高たけぇな……疲つかれねーのか？　こいつら……）

　まぁ、そういうこともあるのかもしれない。今夜は何かが特別なのだ。

　朝まで騒ぎ続けろ……そう言われても、グレンすら余よ裕ゆうでできそうな気がする。

（ははっ……俺もこの会場の雰ふん囲い気きにあてられてら……）

　グレンが苦笑いで会場中を見回していると……

　不意に会場中の人間が、おおおぉ……と感かん嘆たんの声を上げて、どよめきはじめて……

「先生！　先生！　来たぜ!?　うわぁ、マジかよ、予想以上だなぁ……ッ!!」

「……ん？　何が来たって……？」

　服の袖そでをカッシュに引っ張ぱられ、グレンが振り返れば──

「……お待たせしました。先生……」

　すっかり『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿となったルミアが……リィエルのエスコートで、その可か憐れんなる姿を現していた。

「……ッ!?」

　広がるそのスカートの裾すそはまるで天使の羽は衣ごろものようで。

　翻ひるがえる腕うでのフロートはまるで妖よう精せいの羽のようで。

　ドレスを飾かざる宝石の装そう飾しよくは夜空に輝かがやく満天の星。

　ドレスを彩いろどるその刺し繡しゆうは煌きらびやかな銀細工。

　その一身にシャンデリアの眩まばゆい光を煌こう々こうと浴び、神秘的に輝いていて。

　ルミアという原石が持つ美を、極限まで研けん磨ましきり、昇しよう華かさせるその衣装。

　そのあまりの幻げん想そう的な美しさに──思わず、グレンは魂たましいを奪うばわれる。




　──きっと、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が彼女の美しき死しに装しよう束ぞくとなることでしょう──




　一いつ瞬しゆん、心のどこかをそんな誰だれかの言葉が過よぎるが……

　ルミアの美しさの前に、すぐにどこかへと吹ふき飛んでしまう……

「……そ、その……先生……どうですか……？　似合ってますか……？」

　ルミアが頰ほおを染め、はにかむように俯うつむきながら、上うわ目め遣づかいでグレンの反応を窺うかがってくる。

「……………………」

　呆ほうけたようにルミアを見つめるグレンは、随ずい分ぶんと反応を遅おくらせて……

「まったく……ほら、しっかりしてくださいまし、先生」

　ウェンディに背中を叩たたかれて、我に返り……

「……おう。すっげぇ、似合ってる……馬ま子ごにも衣装とはよく言ったもんだ……」

　と、それだけ。まったく気の利きかない褒ほめ言葉を呟つぶやく。

　だが、それだけで。ルミアはもうすっかり満足してしまったようで。

　本当に嬉うれしそうに……幸せそうに……笑うのであった。

「それでは……先生。今夜、最後のエスコート……お願いしますね」

　夢見るように微笑ほほえむルミアがグレンへ歩み寄り……手を差し出す。

「……ああ」

　グレンはその手を取り、中央の舞ぶ台たいへと向かう。

　社交舞踏会伝統の演目──『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を勝ち取ったカップルによる、フィナーレ・ダンスの披ひ露ろうが始まるのだ──

　会場中の注目を一身に集めるグレンとルミア。

　その二人が舞台に立ったのを見計らって。

　楽奏団の指揮者は、静かに指揮棒を振り上げるのであった……

　奏かなでられる交こう響きよう曲シルフィード第七番。

　それに合わせられるダンスはシルフ・ワルツの七番──




　一方、学生会館の屋根の上では。

「ふぅ……なんか、無事に終わってくれそうな雰囲気じゃの……」

「そうですね。僕の結界にも敵てきの反応はありません」

「しかし、ずっと思ってたんじゃが、この舞踏会、本当に良い演奏じゃったなぁ」

「ええ、是ぜ非ひ、間近で聞いてみたい……僕もそう思っていました」

　聞こえてきたフィナーレ・ダンスの演奏に、バーナードとクリストフが息を吐はく。

　と、その時。

　学生会館の外がい壁へきを蹴けり上ってきたリィエルが、一ひと際きわ強く壁かべを蹴って夜空へ飛び上がり、一同の頭上でくるりと回転し、一同の真ん中に、すたっと降り立った。

「ん。来た」

　その姿はすでに燕えん尾び服ふくの美少年姿ではなく、宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の礼服姿だ。

　その細い肩かたには、高速錬れん成せいした大たい剣けんが、軽々と担かつがれていた。

「おお、リィエル。お疲れさん、頑がん張ばったのう！　偉えらいぞ！」
















　まるで可愛い孫を褒めるように、わしわしとリィエルの頭をなでるバーナード。

「ついさっき、イヴがそこはもういいから、今度はこっちにいろって言ってた。だから、急いで着き替がえて、こっちに来た」

　いつものように眠ねむたげな無表情でそう語るが、リィエルはどこか不服そうだ。

「おや、珍めずらしくご機き嫌げんナナメのようじゃな？　リィエル」

「……ルミアの、ろーべで？　……もっと見たかったのに」

「わははは、そりゃ残念じゃったなぁ！　なに、もうすぐ終わりじゃから我が慢まんな！」

「……むぅ」

　そっぽを向いて、ぷくぅと頰を膨ふくらませるリィエルであった。

「てか、グレ坊ぼうのやつがマジで羨うらやましいわ。さっき遠見の魔ま術じゆつで中の様子を盗ぬすみ見したんじゃが……流石アリシアちゃんの娘むすめ、すっげぇ美人じゃったぞ……ふっ……やっぱ前言撤てつ回かい、あやつが軍を抜ぬけたの急に許せなくなってきたわ……後で一発殴なぐる」

「あはは、バーナードさんったら。そうですね、その時は僕も手伝います」

「真ま面じ目めにやれ、二人共。任務はまだ終わりではない」

　と、アルベルトが微かすかに眉まゆを顰ひそめながら釘くぎを刺すが……

　談笑するバーナードにも、クリストフにも、一片の隙すきも見当たらない。

　表面上とは裏腹に、バーナードもクリストフも未いまだ常在戦場、臨戦態勢なのだ。

　二人とも心のどこかで感じているのだろう……まだ、終わりではない、と。

　無論、アルベルトも同じだ。

（しかし……事実として敵の気配はもう微み塵じんもない。今いま更さら、何かを仕し掛かけてくる気配もない。真逆まさか、本当に是これで終わりなのか？）

　ここまで何事もないと、アルベルトとてそう判断せざるを得ない。

　そんな釈しやく然ぜんとしない気分を抱かかえながら、アルベルトは懐かい中ちゆう時計を取り出し、時間を確認する。イヴと定期的に行う簡易報告の時間が来たのだ。

「此方こちら《星》だ。《魔ま術じゆつ師し》、聞こえるか？　応答せよ。現在時刻一一○○時点において周辺警けい邏ら領域に異状無し。其方そちらの指示通り《戦車》とも合流。繰くり返す、周辺警邏領域に異状無し。《戦車》とも合流。……其方そちらの様子はどうだ？　情報を求む」

　アルベルトはイヴと直通の宝石型の通信魔ま導どう器を耳に当て、淡たん々たんと報告する。

　だが──

「……イヴ？　聞こえているのか？　返事をしろ」

　だが、アルベルトがいくら待っても。

　通信魔導器から、イヴの応答が返ってくることは──なかった。

　アルベルトは怪け訝げんそうに眉を顰め──




　その頃ころ──

「突とつ然ぜん、手伝わせてしまってごめんなさいね、システィ」

「あ、いえ。気にしないでください、リゼ先せん輩ぱい」

「役員達には常つね日ひ頃ごろ、書類はきちんと整理しろと口を酸っぱくして言っているのですが」

　システィーナと生徒会長リゼが、社交舞踏会が開かい催さいされている学生会館に設もうけられた一室──運営委員会控ひかえ室しつにいた。

　ダンス・コンペ決勝戦が終わった後、リゼの求めに応じて、システィーナはルミア達といったん別れ、この部屋でリゼのちょっとした仕事を手伝っていたのである。

　その控室は、色々な書類やら運営スケジュールやら人員配置の貼はり紙やらでごった返して雑然とし、人はシスティーナとリゼを除いて全員出で払はらい、閑かん散さんとしていた。

「毎年の事だけど、いつもいつも人手が足りなくて……」

「あはは、でも、今年は大成功だったじゃないですか、先輩」

　嫌いやな顔一つせず、システィーナが散らばった領収書などの書類を手早くまとめていく。

「きっと、先輩や皆みんなが、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったおかげですって！」

「そうね、そう言ってもらえると幸いだわ」

　くすくすと笑うリゼ。

「……ところで。決勝、見ていましたよ？　惜おしかったわね、システィーナ」

「あ、ダンス・コンペのことですか？　あはは、やっぱり中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごで挑いどんでもダメですねぇ。真しん剣けんに『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』を着たかったルミアと、なんとなく着たかった私じゃ、やっぱり勝負になりませんでした……」

「……ふふっ、貴女あなたはもう少し、自分に素直になることが……内なる心の声に、静かに耳を傾かたむけることが肝かん要ようよ。これは先輩としての助言」

「……？　それってどういう……？　あ、整理終わりました、先輩」

　ちょうど書類整理を終え、システィーナが席を立つ。

　まるで、その話題から逃にげるように。

「ありがとう。本当にごめんなさいね？　急げば今からでもフィナーレ・ダンスには間に合うと思うわ。ほら……今、ちょうど前奏が始まったみたいだし」

　苦笑いするリゼの言う通り、会場の方から、楽奏団の奏でる演奏が聞こえてきた。

「あ、じゃあ、私、行きますね？　親友の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿……しっかりと目に焼き付けなきゃ！」

「ふふ、行ってらっしゃい」

　リゼに促うながされて、システィーナがその場を立ち去りかけた……その時だ。

　床ゆかに楽がく譜ふが散らばっているのが目に入った。

「あれ？　先輩……これって……？」

「あら……もう、あの子達ったら、こんな大切なものまで散らかして……」

　それを嘆たん息そくしながら拾い集め始めるリゼ。つい手伝ってしまうシスティーナ。

「これはね。今回の社交舞踏会で使った楽曲の楽譜の原本よ。そう、今、楽奏団が奏でているものとまったく一いつ緒しよのものだわ」

「あ、そうなんですか……これを演奏してたんですね……」

「ええ。今年の社交舞踏会の成功は、この楽譜のおかげと言っても過言ではないわ」

「……どういうことですか？」

　不思議なリゼの言い回しに、システィーナが思わず問い返す。

「ふふ、これね。とても素晴らしい編曲アレンジがなされているの。聞いていると知らず知らずのうちに、心が沸わき立つような……さりげないけど、そんな編曲アレンジ」

「あ、そういえば、今年の楽曲、『シルフィード』にしては何か違ちがうなって思ってたんですけど……そうだったんですか……編曲アレンジされてたんですね……」

　合が点てんがいったように、システィーナがリゼの手元の楽譜を覗のぞき込む。

　……と、その時だった。

　楽譜を覗き込んでいたシスティーナの表情が突然、強こわ張ばった。

「え──ッ!?　なんで!?」

　そう叫ぶとリゼの手から楽譜の束を突然、猛もう烈れつな勢いでひったくる。

「システィーナ？」

　目を瞬しばたたかせるリゼを放置し、システィーナはこの部屋の隅すみに置いてある自分の鞄かばんに飛びつき、中から分厚い紙の束を引っ張り出す。それは、学院の付属図書館から借りて、すでに穴が開くほど読み込んだ魔術論文……学院の魔導考古学教授フォーゼルの最新作だ。

　その論文の紙束を破らんばかりの勢いで激しくめくっていき──とあるページと、楽譜を穴が開くような勢いで交こう互ごに凝ぎよう視しし、見比べていく──

「──やっぱり!?　何なの、この編曲アレンジ!?　絶対、何かおかしい……ッ!?」

　そして、システィーナがリゼに切せつ羽ぱ詰つまった表情で詰め寄って──

「先輩、聞いてくださいっ！　確信はないけど、お願いがあるんです！　先輩は──」

　目を瞬かせて呆あつ気けに取られるリゼへ、一方的に指示をまくしたてた後。

　システィーナは控室を飛び出した──




　会場を目指し、廊ろう下かを慌あわてたように駆かけ抜けるシスティーナ。

「早く……早く、先生に知らせないと……ッ！　嫌な予感がする……ッ！　具体的に何が起こるかなんて、わからないけど……ッ！　凄すごく、嫌な予感がする……ッ！」

　あの向こうの十字に交差した廊下を右に曲がった先に、会場がある。

　今はこの学生会館の無む駄だな広さが、ただただ恨うらめしい。

　そして、システィーナが角に差し掛かかった、その時だ。

　左側の通路から、突然、男が一人、ふっと姿を現していた。

　足早に会場の方へと足を運ぶ、その全身黒尽ずくめの男の正体は──見み紛まがうはずもない。

「──あ、アルベルトさんッ!?」

　名を呼ばれ、ふと立ち止まったアルベルトが、鋭するどい眼まな差ざしでシスティーナを一いち瞥べつする。

「……フィーベルか。こんな所で会うとは奇き遇ぐうだな」

　帝てい国こく宮廷魔導士団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー７《星》のアルベルト。グレンの軍時代の同どう僚りようで、魔術絡がらみの事件を秘密裏りに処理する帝国軍特とく殊しゆ部隊屈くつ指しのエース。

　どうして、そんな人が、こんなところに？

　だが、アルベルトがここにいるその事実で──システィーナの疑ぎ惑わくが確信に変わった。

「お、お願いします、アルベルトさんッ！　私の話を聞いてくださいッ！　ひょっとしたら……今からとんでもないことが起こるかもしれないんです！　子供の戯たわ言ごとって思うかもしれませんけど……ッ！」

　そう言って、システィーナは、手の楽譜を掲かかげ、必死の形ぎよう相そうで訴うつたえかける。

　アルベルトはそんなシスティーナを鋭い目で監かん察さつし……やがて、その表情に何かただならぬものを鋭えい敏びんに感じ取ったらしい。

「……話せ」

　そう、短く淡々と、システィーナを促すのであった──




　──。

「──以上がフィーベルからの情報だ。如何どう思う？　翁おきな」

『どうもなにも、それで大・確・定じゃわいッ！　外の連中の仕掛けがやけに消極的だった気がしたのは、そういうことかッ!?』

　アルベルトが宝石型の通信魔導器で手短に情報を仲間達に伝えると、たちまちバーナードの焦しよう燥そうと驚きよう愕がくの叫さけびが返ってくる。

『くうー、やられたッ！　まさか、そんな手で来よってたとは!?　こりゃもう、わしらも危ないぞ!?　いつ、それに絡からめ取られちまうか……時間の問題じゃぞッ!?』

「わかっている。だが、王女は完全に敵の術中だ。早急に連れ戻もどす必要がある」

『わかった！　取りあえず、そっちは任せたぞい！　こちらも準備しとく！』

『──アルベルトさん、バーナードさんッ！　こちらクリストフですッ！』

　そんな中、クリストフが二人の通信に、割って入った。

「クリストフ。どうだ？　其方の様子は──」

『駄だ目めです。捕とらえたというザイードとローレンスの二名が気絶させられて、転がされていますが……イヴさんの姿はありません。そして、そのシスティーナさんという方の情報通りのものが、部屋に設置されていました。恐おそらくは──』

『ああ、そうじゃな……ああもう、どうしてこうなった……』

「俺達全員が読み違えていたのだ。そのザイードとローレンスはシロ……組織とは何の関係もない一いつ般ぱん市民だ。予あらかじめ件くだんの術によって操あやつられ、自分達が組織の刺し客かくであると思い込まされ、そのように振ふる舞まわされていたに過ぎない……真の黒幕によってな」

『なるほど、イヴちゃんが勘かん違ちがいするわけじゃわい……』

『せめて、イヴさんが事前に黒幕の存在について……ザイードと名乗らされ、操られていたクライトス校の少年カイト、そしてその後ろで何者かが糸を引いているという情報……それを予め僕らと共有してくれてたら……ッ！　最悪、僕達とグレンさんとの間に直通の通信ラインを許してくれてたら……ッ！』

『ああ、グレ坊ぼうと連れん絡らくが取れんのが痛すぎるわい……ッ！』

　今、思えば、イヴが頑かたくなにグレンとアルベルト達との間の通信ラインを否定し、自分が一いつ括かつして二方面の情報を管理することに拘こだわったのは……グレンからアルベルト達に黒幕の情報が流れることを懸け念ねんしたためだろう。全ては己おのれ一人で戦果を独どく占せんするために──

「今さら言っても始まらん。俺達兵隊は与あたえられた戦場で最善を尽つくすだけだ」

『……そうですね』

「翁。クリストフ。二人共、臨機応変に動けるよう頼たのむ。俺達は只ただでさえ敵に後おくれを取った。此こ処こから先は……最も早はや、一片の予断も許されない」

　頷うなずくような雰ふん囲い気きが返ってくると共に、アルベルトが通信を切った。

「まさか……社交舞ぶ踏とう会の裏側で、そんなことが進行していたなんて……」

　その傍かたわらでひたすら萎い縮しゆくしていたシスティーナは、先ほどアルベルトから聞かされた真実に、顔を青ざめさせて震ふるえていた。

「じゃあ、先生が強ごう引いんにルミアをダンスパートナーに誘さそったのって……ルミアを守るために……？　だから、あんなに必死に……？　なのに、私は……そんなこととはつゆ知らず、先生の邪じや魔まばかりして……ッ！」

「……気に病やむな、フィーベル。お前は何も悪くない」

　悔くいるように頭を抱かかえるシスティーナに、アルベルトが淡たん々たんと言う。

「今回の一件、悪がいるとするなら、それは敵てき組織と……そして、この状じよう況きようを利用して戦果を挙げようとした俺達だ。お前は俺達を外げ道どうと憎にくんで罵ば倒とうする正当な権利がある」

「そんな……」

　なんとも複雑な気分で押おし黙だまるシスティーナ。

「だが、今はそれよりも恥はじの上うわ塗ぬりで言うが……帝国軍法第六章、緊きん急きゆう特例四号条じよう項こうに従い──……いや、無ぶ粋すいだな。フィーベル、頼みがある。力を貸してくれないか？」

「わ、私……ッ!?」

「既すでに状況は詰んでいると考えていい。王女の命は既に敵の手中にある。最早、俺達だけではどうにもならん。覆くつがえすには……お前の力が必要だ」

　途と端たん、システィーナの身体からだが震えてくる。この状況でアルベルトに協力するということは……まず、間ま違ちがいなく戦いに巻き込まれる、ということだ。

　天の智ち慧え研究会の外道魔ま術じゆつ師しとの、壮そう絶ぜつなる戦いに……命のやり取りに……

「無論、お前の任意だ。強制はしない。俺は手持ちのカードで最善を尽くすだけだ」

　恐きよう怖ふが、緊きん張ちようが、焦燥が、システィーナの身体を支配していく。

　以前もこんなことがあった。アルベルトに助力を要よう請せいされて──

　あの時は、身体が震えて、泣いて喚わめいて、まったく動けなかったが……

　でも、今は。

「……わ、私に、できることがあるんですね……？」

「そうだ」

「だったら……ッ！　わかりました……や、やります！　私にできることを……ッ！」

　がくがくと膝ひざを笑わせながらも、システィーナは真っ直すぐアルベルトの目を見て……震える声でそう言い切ったのであった。

「〝士別れて三日なれば刮かつ目もくして相あい待たいすべし〟──東方の諺ことわざだが……成る程、確かに」

　アルベルトは、その常に他人を拒きよ絶ぜつするかのような氷の表情を、その時だけはほんの微かすかに緩ゆるめて……踵きびすを返して会場へと向かう。

「……行くぞ。ついて来い」

「アルベルトさんッ!?　で、でも、私は一体何をすれば……ッ!?」

　慌ててその背を追うシスティーナ。

「フィーベル。お前は、シルフ・ワルツの八番は踊おどれるな？」

「……え？　シルフ・ワルツ……八番……？」

　そして、アルベルトのあまりにも意味不明な言葉に、システィーナは眼を瞬かせた。




　指揮者の指揮棒がゆらゆらと動いている。

　それに合わせて、合奏団が一心不乱に演奏してる。

　そして、今夜の出席者達が皆みな、踊っている。

　優ゆう雅がに、しなやかに──

　ふわり、ふわりと、今こ宵よいの最後となるはずのダンスを踊る──

　最後の余よ韻いん溢あふれる雰囲気が、きっとそうさせたのだろう。

　グレンとルミアのダンスをじっと見守っているうちに……会場中の人々が、誰だれからともなく、自然に隣りん人じんと手を取り合って……一組、また一組と踊りだしたのだ。

　今は、会場中全ての人間が、手と手を取り合って踊っている。

　来らい賓ひんも、運営側の人間も、誰も彼も例外なく、音楽に身を任せ踊っている。

　皆一様に、ゆらゆらと揺ゆれるように、音楽に身を任せている。

　なんという心地ここち良さ、なんという一体感。

　まるで会場中の人々の心が一つに溶とけ合ったかのよう。

　今宵は──間違いない。

　全ての参加者にとって、人生最高の夜に違いなかった──

（……おかしい）

　グレンはルミアのダンスをリードしながら、心の奥底で微かな警けい鐘しようが鳴っているのを感じていた。

（……何か……おかしい……）

　それは、いつ頃ごろから、グレンの心を支配していただろうか？

　ごくごく最近だったような気がする。よくよく考えてみれば……今夜の社交舞踏会が開始された時点から、そうだったような気もする。

　どこか、意識に一枚膜まくが張ったような感覚。熱に浮うかされたかのような夢心地。

　それはあまりにも心地良くて……思考に靄もやがかかっている。

　だが、会場を支配する楽曲だけは、グレンの心に深く、深く入り込んでくる──

（……具体的に何がおかしいのか……さっぱりわかんねえけど……でも、やっぱり、何かおかしい……一体……何が……？）

　グレンはダンスの振り付けのまま、すっとルミアを引き寄せる。

　グレンに身を預けてくるルミアは、やはり夢見るように蕩とろけた表情だ。

　そして、伝統の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿のルミアは──本当に夢のように美しかった。

（……まぁ……いいや……どうでも……）

　きっと、酔よっているのだろう。

　この会場の雰囲気に。この会場を支配する音楽と舞踏に。

　そして──この腕うでの中の美しい少女に。

　皆が皆、等しく酔っているのだ。

　だって、ここは、まるで夢の中の楽園そのものではないか──

　いつまでも、この心地良い陽だまりのような世界に身を任せたい。

　このままずぶずぶとこの世界に沈しずんでいきたい。

　グレンの心の奥底の警鐘とは裏腹に、自然にそんな気分が浮かんできて……

　グレンが、全ての思考を投げ出して、この世界に身を委ゆだねようとした……

　その時だ。




　ぴしり、と。




　視界の端はしに、グレンの胡う乱ろんな意識を突つく、不快な何かが写った。

　遠くにあってなお、強きよう烈れつにグレンの視界の端に焼け付く銀色──

「…………？」

　グレンがその意識の不快感を覚えた方向を見やる。

　その視線の先──会場の隅すみの方で。

　なぜか、システィーナとアルベルトが──手を取り合って、ダンスをしていたのだ。

　その姿が、妙みように、グレンの心をざわつかせる。

　心地良いぬるま湯にどっぷりと浸つかったグレンの心に、水を差す。

　なにせ──

（お前ら……なんで、シルフ・ワルツの八番なんて……踊ってんだ……？）

　そう。今、会場を支配しているのは『交こう響きよう曲シルフィード第七番』。

　それに合わせるべき踊りは当然、シルフ・ワルツの七番なのだ。

　ゆえに、システィーナ達のその動きの不協和音ぶりといったら、ない。

　目め障ざわり過ぎる。おまけにシスティーナの銀ぎん髪ぱつは目立つのだ。どうしても無視できない。

　あいつらは完成され、一体化したこの世界を蝕むしばみ、破は壊かいする癌がんだ──

（やめろ……やめてくれ……ッ！　この心地良い世界を……一体化した世界を壊こわすな……乱すな……やめてくれ……ッ！　頼む──）

　だが。

（──違う……そう、じゃねえ……そうじゃねえだろ、グレン＝レーダス……ッ！）

　胡乱の海に沈みかけていたグレンの意識が、その不協和音に、微かに浮ふ上じようする。

　ルミアをよく見る。ルミアは頰ほおを赤らめ、穏おだやかな笑みを浮かべてはいるが……完全に、意識此こ処こにあらず、心此処にあらず、だ。

　見み渡わたせば、会場中の人間がそう。

　一心不乱に踊る人間も、一心不乱に楽器をかき鳴らす楽奏団も。

　やはり……何か、様子がおかしい。

（……考えろ……考えるんだ……何がおかしいんだ……？　くそ、わからねえ……俺達はただ、社交舞踏会を楽しんでいただけじゃねえか……音楽とダンスによる一体感で生み出された、最高の夜だ……なのに、何がおかしいっていうんだ……？）




　──きっと、『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』が彼女の美しき死しに装しよう束ぞくとなることでしょう──




　再び、不意にエレノアの台詞せりふが蘇よみがえる。

（そうだ……あれは……一体、どういうことだ……？）

　そもそも、おかしいといえば、あの台詞からして、おかしかったのだ。

（……なんで『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』がルミアの死装束になるんだ？　ルミアが『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿になるには、決勝戦を勝たなければ……要するに、社交舞踏会が終わりに近づかなければ……ルミアが『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』姿になることは、決してない……ッ！）

　つまり、それまでは安全……ルミアを『暗殺』する予定はなかったということになる。

　なんだ？　社交舞踏会の最初と最後。その二つで一体、何が違う？

　別に『暗殺』をするならば、どのタイミングでもいいではないか。

　むしろ、終しゆう了りよう間ま際ぎわなど、もっとも警けい戒かいされ、『暗殺』しにくいタイミングだ。

　なんで、わざわざ社交舞踏会が終わりになる頃ころまで、待たなくてはならなかった？

（その始まりと終わりでもっとも違うことといえば……それはその場の雰ふん囲い気きだ……）

　今までの魔術学院の歴史の中でもあり得なかったらしいくらいの、この盛せい況きようぶり。

　その空気は、舞踏会が開始され、時間が経たつほどに、際限なく醸じよう成せいされていった。

　なら。その雰囲気を醸成したものといえば、なんだ──？




　──王女の命運を握にぎるもの、それは……〝目で見れば概おおむね五つの階段であり、目を瞑つぶれば概ね八つの階段であります。沿って走れば、その幽ゆう玄げんなる威い容ように、人は大きく感情を揺さぶられることでしょう〟……そのこころは──？




（…………、…………、……まさ、か……？）

　不意に、グレンの思考の片かた隅すみで、閃せん光こうのように弾はじけた一つの答え。

　信じられない。信じられないが……そう、としか思えない。

（なら、そうか──あいつらが、あえて不協和音の八番を踊っている意味は──ッ!?）

　グレンがシルフ・ワルツ八番の裏に隠かくされたメッセージに、不意に気づいた、その瞬しゆん間かんだった。

　指揮者が──高々と指揮棒を振ふり上げた。

　それに応じ、楽奏団が激しく力強く楽器をかき鳴らし、一層、演奏を盛り上げる。

　楽曲の緩かん急きゆうの境目だ。これまでの落ち着いた雰囲気から転調し、一ひと際きわ強く盛り上がる曲調となり──会場の雰囲気が一変した。

（──ッ!?）

　不意に、グレンの身体がぐんと引っ張られるような感覚を覚えた。

　まるで、見えない糸で全身を雁がん字じ搦がらめに搦め捕とられ、それに引っ張られ、操られ、自分でも気づかないうちに、楽しく、一心不乱に踊ることを強要されているような──そんな不快感。それこそが──グレンの覚えていた、違い和わ感かんの正体。

　アルベルト達の八番を目にしてなかったら、この会場の雰囲気と気分に流されて、その正体に気づくこともなく、身を任せていただろう──

（──ち、く、しょお……ッ!?）

　はっきり自覚した今ですら、この空気に身を任せたくなる心地良い衝しよう動どう。

（……た、頼たのむ……セラ……ッ！　俺に力を……ッ！）

　たん、たたた、たん。

　グレンが不意に、シルフ・ワルツ七番から転じ、別のステップを踏ふみ始める。

　かつて《風の戦いくさ巫み女こ》セラ＝シルヴァースから伝授された、そのシルフ・ワルツ八番に酷こく似じしたその独特のステップは──

　だが、不意に、ルミアが猛もう烈れつにグレンを引っ張り、グレンのステップを乱す。

（な──ッ!?）

　なにせ、ルミアは淡たん々たんとシルフ・ワルツ七番を踊おどっているままなのだ。

　グレンが違うステップを踏めば、当然、挙動が嚙かみ合わず、合わせて踊るルミアはグレンを引っ張ってしまう形になる──

　だが、ルミアのその力は異常だった。

　男のグレンが、か細い少女であるはずのルミアに、完全に力負けしているのだ。

　そうしている間にも、グレンの心に侵しん食しよくしてくる会場の空気──

　もう、このまま、全てを投げ出して、この蕩けるように心地良い空気に、身を──

（く、そ、がぁああああああああああああああああああああ──ッ!?）

　──身を任せるぎりぎり一歩手前で踏みとどまり、グレンは強ごう引いんにルミアを抱だき寄せ、ルミアを振り回す形で、強引にセラのステップを踏んでいく。

　その瞬間──

「……ッ!?　せ、先生!?」

　不意に我に返ったルミアが驚きよう愕がくの表情で、グレンを凝ぎよう視しする。

「適当に俺の動きに合わせろ！　いいなッ!?」

　戸と惑まどうルミアを置き去りに、グレンがステップを踏み、独特なダンスを展開していく。

　シルフ・ワルツ七番で完成された会場に、グレンが刻むイレギュラーなダンス。

　それは、この会場に堅けん牢ろうに構築された異界から、グレン達を守る結界となって──

　そして──

（間、に、合、えぇえええええええええええええええええええ──ッ！）




　──。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　先ほどまでの、賑にぎやかな喧けん騒そうは、どこへやら。

　しん、と水を打ったように静まり返った会場に、グレンの荒あらい息が響ひびき渡わたっていた。

　片かた膝ひざをついて脱だつ力りよくしきっているグレンが、周囲を見渡せば……

　楽曲の終しゆう焉えんと共に決められたフィニッシュポーズのまま、全ての人間が彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくし、微び動どうだにしていなかった。

　楽奏団も。給仕をしていた運営側の人間も。談笑していた人々も。

　その場に存在するありとあらゆる人間が、時が止まったようにぴたりと静止している。

　皆みな一様に、焦しよう点てんを結ばない、虚うつろな目で──

「……え？　な、なんですか……？　これ……」

　ルミアがその異常で異様過ぎる光景と雰囲気に、顔を青ざめさせる。

「ルミア！　貴女あなた、無事!?　ちゃんと正気!?」

　そんなルミアの元に、システィーナが息急せき切って駆かけ寄る。

「はぁー……はぁー……危なかった……いつからだ……？　俺は、いつから、この術にかかっていた……？」

「……最初からだ」

　同じく歩み寄ってきたアルベルトが、忌いま々いましそうにそう言った。

「俺達は最初から、今回の仕し掛かけ人の術中だった。イヴが黒幕の手口を看破したように見えたが……逆に利用されていたのだ」

「くそっ……ッ！　俺としたことが……ッ！」

　グレンが忌々しそうに毒突き、床ゆかを拳こぶしで叩たたいた。

「それにしても、よく気付いたな、グレン。土ど壇たん場ばでは妙に勘かんの良いお前だが……正直、今回ばかりは望みは薄うすいと思っていたぞ」

「……まぁな。ちょいと事前に、いくつかヒントがあったんでな……」

　それは、紙の上では五ご線せん譜ふで表され、基本的に八つの音階を持つ。

　つまり、目で見れば、五つの階段。目を瞑れば八つの階段。

　それは即すなわち──音楽。社交舞踏会が始まって以来、この場を支配し続けた演奏こそ、敵の仕掛けた最大の罠わなだったのだ──

「せ、先生……これは、一体……？　何が起きて……？」

　状じよう況きようが摑つかめないルミアが、グレンとアルベルトを見比べておろおろしている。

「……下がってろ、ルミア」

　グレンがふらりと立ち上がり、脳内の不快感を振り払いながら楽奏団の方を振り返る。

「さて、こうなった以上、一番怪あやしいのはお前だよな、お前……」

　グレンの刺さすような視線の先には、楽奏団の指揮者がその背中をさらしていた。

　その指揮者も頭上で指揮棒を構え、ぴたりと静止しているが──彼だけは他の人々と同じような、彫像のような無機質な静止ではない。

　演奏を終え、今はその余よ韻いんに浸ひたっている──そんな静止の仕方だ。

「いい加減、馬ば鹿か騒さわぎも終しまいにしようぜ？　今回の暗殺計画の真の黒幕──恐おそらく、本物の《魔まの右手》のザイードさんよ……ッ！」

　すると。

　その指揮者は、右手で構えていた指揮棒を、静かに……下ろして……

「……よくぞ、我が《右手》から逃のがれた」

　グレン達に、ゆっくりと……振り返る。

　カールヘアが特とく徴ちよう的な、いかにも音楽家然とした初老の男が、氷のように冷たい目で、グレン達を睥へい睨げいする。

「我が《右手》の秘ひ奥おうを打ち破った、貴様のその舞踏は『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』の第八演舞エル・オクターヴア……まさか、踊り手がいたとはな……」

「とある遊牧民族の、魔を祓はらい己おのが心を守る精せい霊れい舞ぶ踏とうだぜ。会場に仕掛けられた罠が、精神支配系の魔ま術じゆつなら……特に有効だと思ってな……」

「ふん。これを懸け念ねんして、わざわざ編曲アレンジした『交こう響きよう曲シルフィード』から第八番だけは抜ぬいておいたというのに──まさか、原典を持ち出されるとは」

　すべての人間が魂たましいを失ったかのように硬直する中で。

　真の黒幕──《魔の右手》のザイードとグレン達が、睨にらみ合った。

「ははは……ようやく繫つながったぜ。リゼが言ってたな……今回の社交舞踏会で使われた楽がく譜ふ……編曲アレンジされてたらしいな……？　てめぇはその編曲アレンジに魔術的な何かを仕込んだ……てめえが編曲者だったんだな!?　一体、何を──」

「先生！　その正体はきっと『魔曲』です！」

　緊きん張ちようのせいか、額にびっしりと脂あぶら汗あせを浮うかべたシスティーナが、口を挟はさむ。

「……『魔曲』？」

「はい！　先日、読んだフォーゼル先生の魔導考古学論文に書いてありました！　音の高低……つまり、音楽に変へん換かんした魔術式で他人の心を掌しよう握あくし、他人を操るという古代魔術エインシヤント──形はないけど、これも立派な魔法遺産アーテイフアクトの一種なんです！」

「……魔法遺産アーテイフアクトッ!?」

　魔法遺産アーテイフアクト『魔曲』。即ち、音楽による特とく殊しゆ魔術を起動する、楽譜の魔法遺産アーテイフアクト。

　一見、突とつ拍ぴよう子しもない話に聞こえるが、実はそうでもない。

　そもそも魔術は『原初の音オリジン・メロデイー』に近い響きを持つ言語で深層意識野やを改変、つまり音で自身の心に働きかけることで現実の法則へ介かい入にゆうする技術だ。音楽で人の心に働きかける魔術は、普ふ通つうの魔術よりよほど魔術の原理に近い、魔術らしい魔術といえる。

「南なん原げんの遊牧民族の『呪じゆ歌か』もその系けい譜ふなんです！　論文では、その『魔曲』にはとある特殊な調と音律が必ず入ってるそうですが……編曲アレンジされた楽譜に、その『魔ま旋せん律りつ』が確かに入っていたんです！」

「……マジかよ……？」

「で、でも……『魔曲』を起動するには、通常の魔術が特殊な呪じゆ文もん発声術を必要とするように……やっぱり特殊な演奏法が必要で、ただ単に譜ふ面めん通り演奏しただけでは、『魔曲』は起動しないはずなんですが……」

　自信なさそうに言うシスティーナに。

「……だからこその《魔の右手》なのだろう」

　アルベルトがそれを裏付けるように言った。

「《魔の右手》のザイード……奴やつはその右手の指揮棒で楽奏団を指揮することにより、その特殊な演奏法を、無意識の内に楽奏団に弾ひかせる事が出来るのだろう。暗示か、催さい眠みん術か、それとも指揮棒自体が何らかの機能を持った魔導器なのかは与あずかり知らぬが」

　すると、ザイードがくっくっと肩かたを震ふるわせて、得意げに語り始める。

「私の家には代々、密かに『魔曲』の秘ひ儀ぎが、石に刻まれた楽譜の魔法遺産アーテイフアクトという形で受け継つがれていてね……その魔術理論的な理り屈くつは分からずとも、その使い方・運用方法だけは、相当に研究され尽つくされているのだ」

　手の内を完全に看破されたというのに、当のザイードは余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。

「我が一族を古代文明にまで遡さかのぼれば……案外、私の家は当時の王朝の宮きゆう廷てい音楽家みたいなことをやっていたのかもしれんね。まぁ、後は大体、君達の想像の通りだ」

　ばっと両りよう腕うでを広げて、ザイードが宣言する。

「私は七つの『魔曲』を奏かなで聞かせることで、その場に居合わせる全ての人間の意識と記き憶おくを掌握できる！　余すことなく、全てだッ！　そうすれば、いかなる凄すご腕うでの護衛がつこうが関係ない！　『暗殺』など、容易たやすく行える！　そうだろう!?」

　グレンは最も早はや、啞あ然ぜんとするしかなかった。

　そりゃ、確かにそうだ。

　暗殺の瞬しゆん間かん、その被ひ害がい者しや含ふくめてその場に居合わせた全ての人間の意識と記憶を『魔曲』で掌握していれば、やりたい放題だ。白はく昼ちゆう堂々『暗殺』を決行しても誰だれも気づかない。

　大勢の前で誰にも悟さとられず、いつの間にか遂すい行こうされてきた《魔の右手》の謎なぞの暗殺術。

　その正体とは──

「ははは……そりゃ、誰もわかんねーよ……まさか、こんな大だい胆たんな『暗殺』があったなんてな……ッ!?　その瞬間が誰にも認識・記憶されなかったら、そりゃ確かに立派な『暗殺』だッ！　相手が古代魔術エインシヤントの産物なら、近代魔術モダンの探知には引っかからんしな！」

　そして一度、術が決まれば、後はどう料理したってかまわない。支配した人間にやらせるか、自分の手で幕を引くか。それこそその時の状況次第だ。

　ザイードの暗殺手段が、被害者の死因が一定しないのはまさにそのため。

　暗殺とは、こそこそと密かに隠かくれ偲しのんで、隙すきを突ついて行うもの。

　そんな常識と先入観を根底から覆くつがえす、大だい胆たん極きわまりない一手であった。

「だが、手品の種は割れたぞ、《魔の右手》」

　動どう揺ようするグレン達を差し置き、すでに臨戦態勢のアルベルトがザイードに向き直る。

「大人しく投降するならば、それで良し。抵てい抗こうするなら容よう赦しや無く、貴様を討つ」

「ふん……馬ば鹿かめ」

　応じず、ザイードが指揮棒を振ふり上げる。それに即そく座ざに反応し、ザイードの背後で固まっていた楽奏団が突とつ然ぜん、からくり人形のように演奏を再開し──

　まったく同時に。

　アルベルトは躊躇ためらいなく予唱呪文ストツク・スペルの【ライトニング・ピアス】を時間差起動デイレイ・ブートする。

　アルベルトの腕うでが鞭むちのように旋せん回かいし、その指先が閃ひらめき、雷らい閃せんが放たれ──

「……ッ!?」

　否、アルベルトは撃うたなかった。ザイードに指を向けたまま、ぎりぎりで踏ふみ止とどまり、起動しかけていた呪文を解除キヤンセルしていた。

「ほう……勘の良い奴だ……」

　薄ら寒く笑うザイード。再び魔の演奏が会場中を支配していき……

「お、おい……アルベルト、何やってんだよ!?　さっさと撃てよ……ッ！」

「不可能だ。今、俺は魔術制せい御ぎよに関わる深層意識野を瞬しゆん時じに『魔曲』に支配された」

　グレンの上げた怒ど声せいに、アルベルトが淡たん々たんと冷れい徹てつに返した。

「なんだと!?　あの一瞬の演奏でか!?」

「こんな状態で魔術を振るえば、どんな暴発をするか予想がつかん。術者が反動で自じ滅めつするならまだマシだが、周囲の無関係な一いつ般ぱん人にまで被ひ害がいが及およべば目も当てられん」

「……その通りだ」

　ザイードが指揮棒を振るい、悠ゆう然ぜんと演奏を再開しながら、言う。

「貴様らは、この社交舞踏会の当初から、程度の差こそあれど、ずっと我が『魔曲』を聞き続けていた。徐じよ々じよに『魔曲』に侵しん食しよくされていたのだ。『大いなる風霊の舞バイレ・デル・ヴイエント』第八演舞エル・オクターヴアである程度『魔曲』の支配を脱だつしたグレン＝レーダスらや、急造の精神防ぼう御ぎよを構えた特務分室の連中とて同じこと。意識と記憶──表層意識こそ操れぬものの、貴様らの深層意識野はすでに掌握しているッ！」

　青ざめるグレン、視線で射い殺ころさんばかりに睨んでくるアルベルトらを睥睨し、ザイードが堂々とここに宣言する。

「つまり──この『魔曲』が奏でられる限り、貴様らはもう魔術を振るうことは叶かなわぬのだ！　そして、我が演奏の前に、全ての人間がひれ伏ふすッ！　これぞ我が秘奥、人間の心と身体からだを音楽で支配する秘儀──固有魔術オリジナル【呪われし夜の楽奏団ペリオーデン・オーケストラ】ッ！　ようこそ諸君、私の演奏会へッ！　ふっはははははははははははは──ッ！」

「くっそ、このパクリ野や郎ろう……人と似たようなことやりやがってぇ……ッ!?」

　脂汗を滝たきのように流すグレンの減らず口もその程度だった。

　そして……魔曲に支配された、会場中の人間が、動き出す。

　皆みな一様に虚うつろな目で……わらわらと、グレン達四人を取り囲んでいく……

「言っておくが『魔曲』から逃れようと耳を潰つぶしても無む駄だだぞ？　我が『魔曲』は精神こころに響ひびくのだからな。そして、すでに貴様ら以外の会場中の人間は、我が支配下にある」

　楽奏団がふらりと立ち上がり、演奏を続けながらザイードの周囲を固めていく。

「さぁ、覚かく悟ごするがいい。数分後には、ふと我に返った会場中の人間が、驚きよう愕がくすることだろう……いつの間にか、会場の中に出来上がった四つの死体の存在にな……ッ！　自分達がそれを作り上げたという事実も知らずに……ッ！」

「野郎……ッ!?」

　グレンが拳こぶしを構えながら、周囲を警けい戒かいする。『魔曲』に支配され、グレン達を取り囲んでいる者の中には……見知った顔……グレンのクラスの生徒達もいた。

（くっそ……こんなん、魔術なんかあったってなくたって関係ねえッ！　これじゃ手出し出来ねえじゃねえかッ!?）

「あ……あ、……そ、そんな……ッ!?　皆……わ、私のせいで……ッ!?」

　グレンの背後で、真っ青になったルミアが茫ぼう然ぜんとしている。

　常に気き丈じようなルミアが、この時ばかりは動揺も露あらわに狼狽うろたえている。

　無理もない、楽しかった社交舞踏会が一変、地じ獄ごくの宴うたげだ。しかも、やっと勝ち取った念願の『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』をまとった矢先の出来事だ。そのショックは計り知れない。

　わらわらと、にじり寄ってくる学院の生徒達を前に……

「ふん」

　アルベルトが無言でナイフを引き抜き、生徒達に向かって構えた。

　その白はく刃じんが、シャンデリアの光を受け、ぎらりと不ふ吉きつに煌きらめいた……

「やめろッ！」

　即座に、グレンがアルベルトのナイフを持つ腕を摑つかむ。

「……相変わらず甘いな。言ってる場合か？」

　冷ややかに言い放つアルベルトに、グレンが懇こん願がんするように言う。

「わかってるよッ！　でも、頼たのむッ！　やめてくれッ！　あいつらだけは……ッ！」

　グレンとてわかっているのだ。自分が綺き麗れいごとを言っていると。

　もうすでに状じよう況きようは詰つんでいる。どうしようもない。完全にしてやられた。

　自分の甘さが、この最悪の事態を招いてしまった。

　状況は既すでに、誰を救って誰を切り捨てるか──その取しゆ捨しや選せん択たくの時になっている。宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団時代、グレンが何度も何度も打ちのめされたそれに、また向き合わされている。

　アルベルトは任務に従い、ルミアを救うために他を切り捨てる判断を下したのだろう。

　なら、自分は？　自分は一体、どうする？

　何もしなければ、ルミアやシスティーナが殺される。

　だが、彼女達を守って戦うなら、恐おそらくは──

　無理だ。何もできない。こんな状況で誰かを選ぶなんて、グレンにはとても──

（ちくしょう……ッ！　面識のない奴らは散々、手にかけておきながら、面識のある奴らに対してはこれか……ッ!?　俺はなんていう偽ぎ善ぜん者だ……ッ！）

　だが、打ちひしがれるグレンを見向きもせず、アルベルトがぼそりと呟つぶやく。

「……言った筈はずだ。安易な妥だ協きようをせず、最善を尽つくすと」

「！」

「まだ終わってはいない。この程度の苦境、想定済みだ。……信じろ」

　どこか有無を言わさないアルベルトの力強い言葉に。

「お、お前……」

　グレンが思わず、アルベルトの腕を放した、その瞬間。

　生徒達がうねりを上げて、グレン達に襲おそい掛かかってきて──

　刹せつ那な、アルベルトの腕が霞かすみ動き、ナイフが投げ放たれる。

　空気を切り裂さく白刃はしかし、明後日あさつての方向──生徒達の頭上を高速で飛んでいき──

　ピュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ──ッ！

　耳をつんざくような甲かん高だかい音を立てていた。

（投げナイフの柄つかに仕込んだ、投笛かッ!?　合図用の!?）

　グレンがそのナイフの正体に気付いた──その時だ。

「ふむ？　よし、大体、あの辺りじゃな？　おっけ、把は握あく」

　じゃきん、と会場のどこからか、撃げき鉄てつを引き上げる音が鳴り響き──

「さーて、このクソったれな演奏が、深層意識を侵食して、魔術起動を妨さまたげるっていうなら──『この演奏を聴きく前に成立させた魔術』には問題ないはずじゃのう!?」

　銃じゆう声せい、銃声、銃声、銃声。

　会場の入り口から、爆はぜる火薬の炸さく裂れつ音が四つ響き渡り──

　ずん！　グレン達を取り囲んでいた四方の生徒達が、まるで突然、その両りよう肩かたに重荷でも載のせられたかのように、くず折れて、その場に両手両膝ひざをつく。

　そして、ポイ捨てされたマスケット銃が、がしゃがしゃ床ゆかを叩たたく音が響いた。

「な──ッ!?」

　会場の人間の過半数が動きを封ふうじられて膝をついたことで視界が開け、入り口付近にいる三人組の姿が、グレンの目に入る。

　その姿は──

「じじい!?　クリストフ!?　リィエル!?」

「今じゃ、グレ坊ぼうッ！　こっちへ来い！　今は逃にげるぞッ！　こんなこともあろうかと以前、わしが作った特製『重力結界弾だん』が効いているうちになッ！」

「……いえ、その『重力結界弾』を実際に作成したのは僕なんですけど……」

　どや顔のバーナードがマスケット銃を構えている隣となりで、クリストフが小さく嘆たん息そくする。

　恐らく暴徒鎮ちん圧あつ用の重力結界なのだろう。着弾位置を中心に、円形結界を展開し、その内部を超ちよう重力で押さえつける。殺傷力はなく……生徒達の動きを封じるには十分だ。

「だが、周囲を重力結界に囲まれてんだぞ!?　重力下での訓練を受けた俺達ならともかく、白しろ猫ねこやルミアがこれを突とつ破ぱなんて不可能──」

「私は大だい丈じよう夫ぶよ、先生っ！　これを見み越こして、ここに来る前に重力操作の魔ま術じゆつで、体重を十分の一にしてあったから！　ルミアは──」

　と、システィーナが叫さけぶと。

　リィエルが重力場などものともせず、強ごう引いんにこちらへ単身突つっ切ってくる。

「ルミア、助けに来た！」

「あ……」

　リィエルは、ルミアをかっさらうように抱だき上げて、反転──

「いいいいいいやぁああああああああああああ──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの叫きよう声せいと共に、そのまま重力場をものともせず、入り口まで走っていく。そこに小細工など一切ない。ごり押しで力ずくの突破であった。

　そんなリィエルに、予あらかじめ体重を落としていたシスティーナが身軽についていく。

「……ははは、すげえな、あいつら……」

　苦笑いで呆あきれるグレンに。

「退ひくぞ、グレン。《魔まの右手》のザイード……奴やつとは仕切り直しだ」

「あ、ああ……」

　重力場の中を、這はいながら迫せまってくる会場中の人間達を背に、グレンとアルベルトは特とく殊しゆな体術を駆く使しし、結界と結界の境目を抜ぬけ、会場から脱だつ出しゆつする──

「ふん……逃げたか」

　まんまと獲え物ものに脱出されたというのに、ザイードは余よ裕ゆうを崩くずさない。

「だが、逃げ場はすでにない……今や人が存在する場所は、全て私の支配領域なのだ」

　ザイードが指揮棒を振ふり上げ、グレン達の後を追う。

　背後の楽奏団が奴ど隷れいのようにザイードに付き従って歩き始め……よりいっそう、呪われた演奏を展開し始めた──








第七章　以心伝心









　学院敷しき地ちの東とう端たん。敷地をぐるりと囲む鉄てつ柵さく付近に植林された雑ぞう木き林ばやしの中にて。

　会場から辛かろうじて逃のがれた一同は、その暗がりの中で息を潜ひそめていた。

「ふぅ……とりあえずはなんとか撒まいたようじゃが……」

「まずいですね。学院内の人間は皆、『魔ま曲きよく』の支配下におかれているみたいです」

　茂しげみの陰かげに身を潜めながら、クリストフが雑木林の外の様子を窺うかがう。

　外は、人形のように虚うつろな表情の学院関係者達がひっきりなしにうろうろしている。

「学院内は、最も早はや、完全にザイードの領域ですね」

　こんなに遠く離はなれているというのに、微かすかだがしっかりと聞こえてくる『魔曲』の演奏に、クリストフが顔をしかめた。どうやらただの『音』ではないらしい。

「どうしますか？　やはり……学院敷地内から町の方へと逃げますか？」

「……いや、どうも完全に『魔曲』の支配下におかれた楽奏団の奏かなでる『魔曲』の威い力りよくは、それまでと比べて段だん違ちがいに強いようだ」

　先程、瞬しゆん時じに己おのが魔ま術じゆつを『魔曲』に封ふうじられた記き憶おくを振ふり返り、アルベルトが言う。

「今、奴の【呪われし夜の楽奏団ペリオーデン・オーケストラ】を町の外へ出せば、たちまち町中の人間が奴の支配下となり、完全に詰みチエツクメイトだ。人が多くいる場所に、俺達の活路は無い」

「奴と決着をつけるなら、ここ学院敷地内しかないってことかのう……」

　難しい表情で、バーナードが眉み間けんにしわを寄せる。

「じゃが、あの『魔曲』の演奏が届く限り、わしらは殆ほとんどの魔術を封じられる。そして、今はまだ会場突とつ入にゆう前に施せ術じゆつした精神防ぼう御ぎよが効いているが……最早、時間の問題じゃ。早く手を打たんと、そのうち、わしらも『魔曲』に意識を乗っ取られてしまうぞい」

「……ん。つまり、考えても仕方ない」

　リィエルが、がしゃりと大たい剣けんを肩かたに担かついで、ずかずかと雑木林から出ようとする。

「……突とつ貫かんする！」

「するな」

　暗がりから月明りの下へ、リィエルが飛び出した瞬しゆん間かん、アルベルトが手を伸のばして、リィエルの尻尾しつぽのような後ろ髪がみを引っ摑つかみ……

　ぐいっ！　と引っ張ぱると、軽いリィエルの身体からだが、まるでヨーヨーのように茂みの中へ、ひゅんっ！　と引っ張り込まれた。

「え、ちょ……み、見つかってない!?　今のセーフかの!?　なあ!?」

「い、いえ……幸運にも大だい丈じよう夫ぶだったみたいですが……あ、危なかった……」

　引きつった表情で、ほっと冷ひや汗あせを拭ぬぐうバーナード＆クリストフであった。

　そんな、結構ぎりぎりだった状況とは裏腹に……

「ぐすっ……ひっく……うぅ……」

　少し離れた場所では、ルミアが声を押し殺して、静かに涙なみだを流していた。

「な、泣くなよ……」

「ルミア……」

　そんなルミアの姿に、グレンもシスティーナもおろおろするしかない。

「そりゃ、せっかくの社交舞ぶ踏とう会を台無しにされて悔くやしいのはわかるが……」

「……違ちがうんです。私の……私のせいなんです……全部……」

「はぁ？」

「本当は……私、薄うす々うすわかってたんです。先生が私に何か隠かくしごとしてるって……きっと社交舞踏会の裏で……私達のために……何かを為なそうとしているんだって……」

　ルミアが泣き声でそう呟いた瞬間、グレンが呆あつ気けに取られて硬こう直ちよくする。

「でも……私、先生に甘えてしまいました……気付かないふりをしてしまいました……先生なら、きっといつものようになんとかしてくれるだろうって……先生が私に何も打ち明けないなら、きっと大丈夫、私が口を挟はさむ問題じゃない、それでいいんだって……」

「ルミア……お前……」

「だって！」

　ルミアは涙に濡ぬれた目で、必死にグレンを見上げてくる。

「ずっと……ずっと、楽しみだったんです……ッ！　先生が強ごう引いんに私を誘さそったのが切っ掛けだったけど、それでも今日という日が楽しみだったんです……ッ！　子供の時から憧あこがれてた夢が……どうしても諦あきらめきれなかった……ッ！　何かあるのかもしれないけど、先生ならきっとなんとかしてくれるって……そう思いたかった……ッ！」

　グレンは嗚お咽えつしながら告解する少女をただ、黙だまって見下ろすしかない。

「私は……廃はい嫡ちやくされた王女です……いつ、この国から切り捨てられてもおかしくありません……いつ、敵てきの組織に殺されてもおかしくありません……だから……いつかやってくるその時、後こう悔かいしないように……ああ、短かったけど素す敵てきな人生だったなって、笑えるように……ただ、思い出が欲しかった……先生と、システィと、リィエルと……クラスの皆みんなと……心の中で輝かがやく宝物のような思い出が欲しかった……」

　ルミアの悲痛な独白に、その場の誰だれもが言葉を失うしかない。

「でも……私はそれすら望んではいけなかったんです……ごめんなさい……皆、ごめんなさい……ッ！　私が我が儘ままを望んだから……先生の様子のおかしさに何となく気付いたとき、先生をちゃんと問い詰つめていれば……きっと社交舞踏会は台無しになっただろうけど……こんなことには、ならなかったのに……ッ！　私のせいで……私の我が儘のせいで……皆が……クラスの皆が……ぐすっ……ひっく……」

　ぼろぼろと涙を零こぼして嗚咽するその姿は──

　なんということはない。いつもの超ちよう然ぜんとして聖女じみたルミアではない。

　ただ、歳相応の……幼い少女であった。

「ルミア……貴女あなた……」

「…………」

　ルミアのそんな心中の吐と露ろに、システィーナもリィエルも悲しそうに目を伏ふせるが。

「……バーカ」

　グレンが、ぽんとルミアの頭に手を載せる。

「お前、俺の意地っ張りぶりを甘く見過ぎだぜ？　もし、社交舞踏会中、お前に何か問い詰められても……あの時の俺は、どーせ最後まですっ惚とぼけてたよ。そうするって心に決めてたからな」

「せ、先生……？」

「それに……社交舞踏会、楽しみだったんだろ？　邪じや魔まされたくなかったんだろ？　それの何が悪い？　子供がごく当たり前のものを望むことが罪なら……そんな世界は狂くるってる。滅ほろんじまえ」

　ふっと微笑ほほえみながら、グレンが優しく言う。

「言ったろ？　俺はお前の味方だって。世界中がお前の敵になっても……俺は、俺だけはお前に味方してやるって。なんつーか、お前は生おい立ちのせいか、狙ねらわれている立場を気き負おってるせいか、普ふ段だんから無理して物分かりよく振る舞まいすぎてんだよ……」

「……ッ!?」

「ま、たまにはそんな可愛い我が儘もありだ。そもそもお前はまったく、なーんにも悪くねえし。お前は、俺達大人の不ふ甲が斐いなさと敵組織の空気読めなさを憤ふん慨がいしてりゃ、それでいいんだよ……だから、泣くな……お前が責任感じる必要は何一つねえんだよ……」

「せ、先生……う、うぅ……うわぁああああん……」

　ルミアはグレンに抱きつき、幼子のように泣いた。

「……はは、大人びちゃいるが……まだまだ、ガキだな」

　グレンはそんなルミアの頭を優しく撫なでるのであった……

　そして。

「つか、美少女にあんなふうに泣きつかれるとか、マジで羨うらやまし過ぎるんじゃけど？　撃うっていいかの？　なぁ？　あやつ、撃っていいかの？」

「バーナードさん……空気読みましょうよ……」

　ジト目でグレンに銃じゆうを向けるバーナードを、クリストフが苦笑いで宥なだめていた。

　そんなバーナード達に、グレンが振り返り、堂々と言い放つ。

「さぁて、お前ら。いっちょ、やってやろうぜ！　我らが姫ひめ君ぎみはハッピーエンドがお望みだとよ？　支配された連中を一人残らず、傷つけることなく、ザイードを討つ」

「かぁ[image: ～][image: ～]ッ！　可愛い女の子の前だとすぐこれじゃ！　現金なやつ！」

「ははは、簡単に言ってくれますね、先せん輩ぱい。わかってるんですか？　僕らはすでに敵の術中ですよ？　一体、どうやって？」

　だが、バーナードもクリストフも、その答えはわかってると言わんばかりの表情だ。

「決まってるだろ？　おあつらえ向きに、敵はどっかの誰かさんと似たような戦法なんだ……なら、やることなんて決まってるさ」

　そして、グレンは腕うで組ぐみをして押おし黙っていたアルベルトの方を向いた。

「おい、やるぞ？　アルベルト」

「是ぜ非ひも無い」

　そして、二人は傍そばで見ている者には不思議なやり取りを始める。

「で、どこからやる？」

「フェジテ南東のグレンデル時計塔とうの上からならば、学院の敷地内をほぼ一望出来るだろう。あくまで『音』という特性上から予想される『魔曲』の効果範はん囲い、そして現在地点から移動にかかる時間も計上すれば、其そ処こが一番現実的だ」

「なら、俺は北の迷いの森だ。多分、アウストラス山の南側の斜しや面めんのどっかになる。きっとお前側からも見えるはず。問題は距きよ離りだが──いけるか？」

「……誰に物を言ってる？」

「はは、違ちげぇねえ」

「この状じよう況きようで適任の相方は……フィーベルか。借して貰もらうぞ。使い物になるのか？」

「それこそ誰に物を言ってんだよ？　俺の自じ慢まんの教え子だぞ？」

　そして、グレンは不敵に笑い、アルベルトは素そっ気けなく鼻を鳴らした。

「どうやら……話はまとまったようじゃの」

「そうですね。僕らはグレンさん達のフォローに全力で回りましょう」

「ん。わたしにはよくわからないけど」

　訳わけ知り顔でバーナードとクリストフが頷うなずき……リィエルがきょとんと頷く。

「え？　わ、私も……？　いや、そもそも貴方あなた達は一体、何をするつもり……？」

　まったくわけのわからないシスティーナが一人、目を点にする。

　そんなシスティーナの両りよう肩かたに、グレンが手を置いて、真しん摯しに見つめる。

「いいか、白しろ猫ねこ。俺達は──」

　だが、何かグレンが説明しようとした、その時だ。

　がささささっ！

　グレン達が潜ひそむ雑木林へ、ついに大勢の傀かい儡らい達が踏ふみ込んで来て──

　身構えるグレン達に真っ直すぐ向かってくる。

「ちぃ──打ち合わせる時間すらくれねえか!?」

「え？　え？　え？」

「いいか、白猫、よく聞け！　お前はアルベルトと行け！　そして──」




「さて……どこに逃にげようというのかな……？」

　夜の学院校舎内をザイードが悠ゆう然ぜんと歩く。その周囲を、楽器を構えた楽奏団が『魔曲』を演奏しながら取り囲み、ザイードについていく。

　そして、その音に引き寄せられ、続々と集まってくる学院内の生徒達。

　まるで東方で語られる百ひやつ鬼き夜や行こうのようなその異い形ぎようの光景。

『魔曲』で支配した全ての人間が、ザイードの手足であり、目、そして人ひと質じちなのだ。

　その『魔曲』の有効射程距離は、学院敷しき地ち内を全てカバーしている。

　いかなる策を弄ろうしても、逃げ切れるはずがなく、負けるはずもない。連中が町の方へ逃げてくれれば、さらにしめたものだ。町中の人間を操あやつって完全勝利だ。

　そして、そんなザイードの目達が、敷地の北の方で、とある集団を捉とらえた。

　校舎本館を挟んだ向こう側から、ざわりと微かすかな喧けん騒そうが聞こえてくる。

　支配した人間達の視覚を通して、グレン達がルミアを連れて猛もう然ぜんと走っている姿が、ザイードの脳内に送られてくる……

「ほう？　北……迷いの森へ逃げ込むつもりか？　町へ逃げ込むより賢けん明めいだとは言えるが……馬ば鹿かめ、なんと往おう生じよう際ぎわの悪いことよ」

　ザイードが指揮棒を振ふり上げる。

　それに誘ゆう導どうされるように、付き従う人間達が進路を変えた。




　グレン、リィエル、バーナード、クリストフの四人が、ルミアを守るように四方を固め、学院内の道を、北へ北へと駆かけていく。

　時折、ザイードに操られた人間達が現れては、獣けもののごとき俊しゆん敏びんな動作で、散発的にグレン達に襲おそい掛かかってくるが──

「はぁあああ──ッ！」

　グレンが駆け抜ぬけるままに、摑つかみ掛かってくる生徒の腕うでを取り足を払はらって、転がし……

「ほいほいっと。すまんのう、若人わこうど諸君」

　バーナードが瞬しゆん歩ぽで生徒の背後を取り、とんっと軽い手刀を首筋に打ち込んで、意識を優しく刈かり取り……

「邪魔」

　リィエルが片手で軽く突つき飛ばして、ぽーんと吹ふき飛ばす。

「ザイードがこちらに気付きました！　追ってきます！」

　クリストフは、社交舞ぶ踏とう会が始まる以前から、学院敷地内に張っていた索さく敵てき結界に注力し、敵の様子を窺うかがっている。

　ほとんどの魔ま術じゆつを封ふうじられた今、予あらかじめ学院敷地内に張っていたクリストフの索敵結界だけがグレン達の生命線であった。

「そうか！　アルベルトと白猫は!?」

　正面から殴なぐりかかってきた生徒を躱かわし、足あし払ばらいをかけて転がしながら、グレンが問う。

「敵の狙いはあくまで王女だけのようです。アルベルトさん達はノーマーク。二人は今、何の問題もなく、学院敷地内を脱だつ出しゆつしました！」

「そっか！　そりゃありがてえなッ！　そのまま監かん視し頼たのむぜ、クリストフ！」

　そんなことを言い合いながら、グレン達はひたすらに学院敷地内を、北の迷いの森を目指して駆け抜けていく……

「はぁ……はぁ……み、皆さん、一体、何を……？」

「すみません。詳くわしく説明している暇ひまがありません」

　苦しげに息を切らして、なんとか一同についていくルミアに、クリストフが並走しながら申し訳なさそうに言う。

「けれど、どうか信じてください。グレンさんとアルベルトさんを……そして僕らを」

「クリストフ……さん……？」

「僕達は確かに貴女を利用しました。貴女は僕達をきっと信じられないでしょう。でも、僕とバーナードさんは貴女の母上……アリシア七世女王陛へい下かに大恩ある身、この身に代えても貴女を守りたいという想いだけは本物です。だから──」

　拒きよ絶ぜつは仕方ない。そう諦てい観かんしながら、クリストフがルミアに真摯に訴うつたえかけるが。

「……わかりました。信じます」

「！」

　予想だにしなかったルミアの答えに、クリストフが目を見開く。

「私は先生を信じています。その先生が他でもないクリストフさん達を頼たよって信じているんです。どうして、私が貴方達を信じられないことがあるでしょうか？」

　そんなルミアの横顔を、クリストフはしばらくの間、呆ほうけたように見つめ──

「……似てる」

「え？」

「いえ、なんでもありません。思えば、貴女はあの方の実のご息女……当然でした」

　と、薄うすく微笑みながらそんな事を呟つぶやいた──その時だった。

　クリストフは自身の意識に接続している結界に、不快な反応を察知した。

「……来ましたか」

　それまでの穏おだやかな表情はどこへやら、瞬しゆん時じに戦士の顔へと変へん貌ぼうし。

「西、距離四百メトラ！　敵てき影えい三、こちらに向かって真っ直ぐ進行中！　このままだと約二分後に、第一種戦術距離まで接近しますっ！」

「おうおう、連中、来よったかいっ！　まったく予想通りじゃなあッ！」

　駆け抜けざま、躍おどりかかってきた生徒四人の意識を、舞まい踊おどるように、手刀で刈り取りながら、バーナードが叫さけぶ。

「残念ながら、ルミアちゃんっ！　わしらとはここでいったん、お別れじゃっ！」

　バーナード、クリストフ、リィエルの三人が、グレンとルミアから離はなれ、西に向かって猛然と駆けていく。

「頼たのむぞ、じじいっ！　無茶はすんなよ!?　足止めするだけでいいんだからな!?」

「わぁーっとるわい！　ヒヨッコがいっちょまえに人の心配するない！　それよりも、ルミアちゃんにちょっとでも怪け我がさせてみい!?　後でぶん殴るからのう!?」

「ルミアさん！　グレン先輩の指示に従ってください！　大だい丈じよう夫ぶです！　その人、普ふ段だんでも土ど壇たん場ばでも頼りないですが、土壇場の土壇場くらいになると、やる人ですから！」

「……グレン。お願い……ルミアを守って……私も頑がん張ばるから」

　そして。

　グレンとルミアはさらに北へ──迷いの森へと突とつ入にゆうし。

　バーナード、クリストフ、リィエルの三人は西から迫せまる脅きよう威いへと立ち向かう。




　視界が激流のように後方へ翔かけ流れる中──

　システィーナは心臓が破は裂れつしそうなほどの緊きん張ちようを抱かかえつつ、ある場所を目指して、フェジテの夜空をまさに飛ひ翔しようするように駆け抜けていた。

　黒くろ魔ま【ラピッド・ストリーム】。

　激風を身に纏まとい、機動力を爆ばく発はつ的に向上させるという魔術。

　生前、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー３《女じよ帝てい》のセラ＝シルヴァースが、もっとも得意としたらしいこの術。どんな軍用魔術よりも優先的にグレンから伝授されたこの術を駆く使しし、システィーナは建物と建物の間を飛ひ翔しようする──

　建物を蹴けって跳とぶ瞬しゆん間かん、【ラピッド・ストリーム】を再起動し、激風を身に纏って弾だん丸がんのように推進する。

　さらに、右から押し寄せてくるように迫ってくる壁かべに足から着地し、その勢いのまま数歩壁を駆け抜け、失速する瞬間、【ラピッド・ストリーム】を再起動、再び激風を身に纏って跳び、前方へ推進する。

　やがて──重力に従い、高速で流れる道路が眼下に迫ってきたら──【ラピッド・ストリーム】を再起動、再三巻き起こる激風で半なかば浮うきながら地面を翔け滑すべり──

　さらに、追つい撃げきの【ラピッド・ストリーム】の再起動。

　地面すれすれを滑かつ空くうしていたシスティーナの身体からだが、夜空にかっ跳び、舞い上がる──

「ひぇええ……ッ!?」

　システィーナの全身を包む無重力、遥はるか眼下にある地面。

　次なる建物がシスティーナに猛速度で迫り、その屋根に着地。

　すかさず、【ラピッド・ストリーム】を再起動して、夜空に身を躍らせ、推進──

「あわ、あわわわわわわ……ッ!?」

　行っているシスティーナ本人が真っ青になるほど、無茶苦茶で、奇きっ怪かいで、出で鱈たら目めな、人外の動き──黒魔【ラピッド・ストリーム】の連続起動ラピツド・フアイアによる、高速三次元機動術。

　帝国軍では『疾風脚シユトロム』と呼ばれる魔導技らしい。要は、自ら起こした風の爆発に、自ら吹っ飛ばされることを連続で行って、高速移動するという実に馬鹿げた技である。

　実際に空を飛べるわけではなく、燃費は最悪中の最悪、小回りも利きかず、屋内では使用不可能だが、こういった建物みたいな足場が多く密集し、かつ開けた地形における機動力は単なる身体能力の強化による起動力を遥はるかに上回るという。

　その分、制せい御ぎよを誤れば、たちどころに壁に激げき突とつしたり、その勢いで地面に磨すり下ろされたりなどして即そく死しするのだが。

「ひ──ッ!?　きゃあああああああああああ──ッ!?」

　案の定、システィーナが【ラピッド・ストリーム】を再起動するタイミングを誤り、突とつ然ぜん、失速、地面に向かって真っ逆さまに墜つい落らく──

「落ち着け」

　その瞬間、轟ごう、と激風が巻いた。

　システィーナが地面に激突する瞬間、同じく『疾風脚シユトロム』で駆け抜けていたアルベルトが、システィーナの身体を横よこ抱だきにさらい、救う。

「……呼吸を乱すな。マナ・バイオリズムを整えることだけに集中しろ」

「は、はい……ごめんなさい……ッ！」

　再び『疾風脚シユトロム』のリズムを取り、システィーナがアルベルトから離れた。

　無数の建物が、また激流のように後方へすっ飛んでいく。

「で、でも！　こんな危ないことしてまで、学院から離れて、一体、どうするつもりなんですか!?　先生達が戦っているっていうのに……私達だけ逃にげるなんて……ッ！」

　アルベルトと並走滑空しながら、システィーナが非難がましく叫ぶ。

「逃げているのではない。俺達は敵を討つために向かっている」

「す、すみません！　意味がわからないんですが!?」

　グレン達と別れて町へ飛び出し、そして、敵の『魔曲』の効力圏けん内ないから脱だつしたと思ったら、これである。フェジテの町中を『疾風脚シユトロム』で猛もう然ぜんと翔け抜けるシスティーナ達はもう、決定的なまでにグレン達との距きよ離りが開いてしまっている。

　これではもうどうしようもないではないか──

（そもそも、こんな私がアルベルトさんの役に立つ何かができるなんて──）

　そんな、システィーナの不安を察したように。

「……自信を持て、フィーベル。お前は自分が思っている以上に強い」

　アルベルトが見向きもせず、言い捨てていた。

「例えば、この『疾風脚シユトロム』──帝国軍でまともに使える術者が何人いると思う？」

「……えっ!?　そんなに難しい技なんですか、これ!?」

「風の魔術に天てん賦ぷの才があるとはいえ、俺から要よう諦ていをその場で伝授されただけで、これほどまでやってのけているのだ。誇ほこっていい。だからこそ、俺はお前を選んだ」

「……で、でも！　私達、一体、どこに向かっているんですか？」

「あれだ」

　そんなシスティーナの目の前に現れたのは──

　フェジテの天を衝つくがごとく、空高く聳そびえ立つ、時計塔とうだった──

「あれを『疾風脚シユトロム』で駆かけ上る。今のお前なら出来るはずだ」

「ええええええ──っ!?　あれを!?」

「気を付けろ、フィーベル。今度、『疾風脚シユトロム』の制御を誤れば、地面へ真っ逆さまだ。流石さすがに俺も、フォローできるかどうかわからん」

「ひ、ひぃいいい、そんなぁ……ッ!?　あああ、もうっ！　やってやるわよっ！」

　青ざめる顔をぶんぶんと振ふって。

　システィーナは『疾風脚シユトロム』を再起動して、左側から迫りくる塀へいを一気に駆け上り、再び空へと舞い上がった──




「ふははははははははははははははっ！　どこに逃げようというのかね？」

　真まっ暗くら闇やみの森の中、背後から哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。背後から無数の人々の気配が迫る。

　どこまでも追いすがる『魔曲』の旋せん律りつが森の木々の間を反はん響きようする──

「ちぃ──ッ!?」

　それらに追い立てられるように、グレンはルミアを伴ともない、森の中を駆けていく。

　相変わらずグレンは魔ま術じゆつを封ふうじられている。

　状じよう況きようはすっかり、山やま狩がりの体ていであった。

「くっそ……ッ！　徐じよ々じよに包囲が狭せばまっているな……」

　グレンは、先ほどから何度も懐かい中ちゆう時計をちらちらと見ていた。

「後、もう少しなんだが……ッ！　間に合うか……ッ!?」

　周囲の追手の気配が、次第に自分達に近づいてきているのを感じ、焦しよう燥そうに背中を焦こがされながらも、グレンは迷いの森の中を一心不乱に駆ける──

「はぁ……はぁ……せ、先生……ッ！」

　不安げに揺ゆれる瞳ひとみをグレンへと向けるルミア。

「大丈夫だ……ッ！　信じろ、俺を……あいつらを……ッ！」

　こんな状況だというのに、どこか安あん堵どを感じさせるグレンの力強い瞳と言葉に……ルミアは身を委ゆだねていく──




　そこは地じ獄ごくだった。

　極ごく低温の吹雪ふぶきが吹ふき荒あれ、超ちよう高熱の爆ばく炎えんが上がる。

　激しく稲いな光びかる拳こぶしと超重圧の大たい剣けんが正面から喰らい合う。

　炎えん嵐らんが渦うずを巻き──それを光の壁が遮しや蔽へいする。

「ったく、こいつらは……ッ！」

「リィエル、前に出過ぎだよ、下がって！」

「ん、わかった。突とつ貫かんする！　いいいいいやぁああああああああああ──ッ！」

　グレン達から別れたバーナード、クリストフ、リィエルの三人が迎むかえ撃うったのは──

「ふはははははははははは──っ！　いいぞぉ!?　貴様、《戦車》のリィエルとかいったか!?　面おも白しろいッ！　我は貴様のようなやつとこそ戦いたかったぁあああ──ッ！」

「はぁあああああああああああああああ──ッ！」

　斬きり落とされた腕うでを、巨きよ大だいな鋼はがねの小手に換かん装そうしたゼト。

　リィエルが振るう嵐あらしのような剛ごう剣けんと真っ向から打ち合い、幾いく度どとなく喰らい合う刃やいばと拳が大気を震ふるわせ、衝しよう撃げきで大地を割り砕くだく。

「うふふっ♪　意外とお早い再会ですね♪　クリストフ様♥　会いたかったですわ☆　やっぱり、私と貴方あなたは、運☆命♪」

「冗じよう談だんじゃ……ないですねッ！」

　相も変わらず壊こわれた笑みと、猛もう烈れつな吹雪をその身に纏ったグレイシア。

　クリストフが残り少ない魔道具で張った防ぼう御ぎよ結界を、その圧あつ倒とう的な冷気で軋きしませ──

　そして。

「こりゃああああああ──っ！　イヴちゃん、何やっとるかぁ!?　あっさりと敵の『魔曲』に搦からめ捕とられおってからにぃいいい──ッ!?」

「……………………」

　敵の『魔曲』に支配され、傀かい儡らいと化したイヴが、その強大な炎の魔術を振るう──

「ちぃ──ッ！」

　バーナードの神速の早はや撃うちによって放たれた『対抗呪文バニツシユ弾』が、イヴの放つ炎の魔術を片かた端はしから打ち消している。

　クリストフもバーナードも、呪じゆ文もん詠えい唱しようによる起動型の魔術を封ふう殺さつされている。

　それは、『五工程クイント・アクシヨン』と呼ばれる魔術の起動工程、すなわち精神統一コンセントレーシヨン、呪文詠唱スペリング、識域改変インタベーシヨン、魔術起動スタートアツプ、識域解放オープン──の内、第三工程の識域改変インタベーシヨンが『魔曲』によって、妨ぼう害がいされているせいだ。

　だが、魔道具はその作製時に、第三工程まで成立している。しかも使用している意識領域は、かりそめに作った『疑似意識領域パラ・キヤパシテイ』だ。ゆえに魔道具は、第四工程を封殺するグレンの【愚ぐ者しやの世界】には通じないが……『魔曲』には有効なのだ。

　クリストフとバーナードは、いざという時のために用意しておいた魔道具を消費して、結界を張り、魔術を起動し、この好機に襲おそい掛かかってきた敵の猛もう攻こうを捌さばいているが……

（でも……このままじゃ……）

（そう長くはもたんぞい……ッ！）

　所しよ詮せん、魔道具。決められた機能を、決められた威力規格レベルでしか発揮できない。

　詠唱型呪文のように、その場で機能を改変したり、気合で大量の魔ま力りよくを注ぎ込んで威力強化──ということができない。手持ちの数も限られている。尽つきれば終わりだ。

　それゆえに──

「あはははははっ♪　あっはははははっ♪　どうしたの♪　どうしましたの♪　さっきと比べて☆すっごく弱いの、クリストフ様♥　あ、そう☆　愛いとしい私を本気で攻こう撃げきできないの♪　嗚呼ああ♪　凄すごく凄く☆　貴方様の愛を感じます♪」

「……くッ!?」

　グレイシアの凍気と、操られたイヴの灼しやく熱ねつを前に、クリストフとバーナードは押されっぱなしだ。

　幸い、グレイシアの魔術の弱点も判明している上、炎えん熱ねつ系魔術のイヴと連れん携けいするには相あい性しよう最悪なこともあり、その隙すきをついて、クリストフとバーナードが高度に連携することで凌しのいでいるが──ジリ貧もいいところである。

　こんな、魔術を封殺されたような状況下では、もっとも頼たよりになる少女は──

「いいいいいいいやぁああああああああああああああああ──ッ！」

「ふはははっ！　いいぞ、いいぞぉおおおおおおおおおッ!?　我はこういう戦いを愉たのしみたかったのだぁああああああああ──ッ！」

　バーナード達から離はなれた場所で、ゼトと壮そう絶ぜつ極きわまりないド突つき合いをしつつ、妙みような世界を作り上げて盛り上がっていた。

「……あの脳筋どもめ……ッ！」

「ははは……」

　バーナードが解かい凍とうしたマスケット銃じゆうを撃って、迫せまりくる氷の剣を撃ち落とす。

　クリストフが巻物スクロールを広げて、結界を展開し、炎を遮しや断だんする。

「まったく……今回もぎりぎりの戦いじゃわい……」

「いつものことでしょう。だけど……もうすぐ終わりますよ」

「違ちがいない」

　バーナードとクリストフが背中合わせで不敵に笑い合い、さらに敵に立ち向かう。

　そして──

「やぁあああああ──ッ！」

「ふんッ！」

　リィエルの大剣と、ゼトの拳が、一ひと際きわ激しく正面からぶつかり合う衝撃音が、高らかに夜空へと響いた。




　森をひたすら北進し、山の斜しや面めんを駆け上るグレンとルミア。

　時計塔の天てつ辺ぺんを目指して疾しつ駆くするアルベルトとシスティーナ。

　迫りくる強敵に対し、決死の足止めをするバーナード、クリストフ、リィエル。

　そして──戦せん況きようは、ついに最終局面へと到とう達たつする──




　──。




　びゅごお、びゅごお、びゅごお──

　フェジテでもっとも空に近い、遥はるか高き時計塔──その天辺。

　激しい夜風が吹き荒すさび、月を背後に負ったその場所で。

　システィーナは鋭えい角かくの屋根に摑つかまって、おっかなびっくりしていた──

　冷たい風にはためくスカートがどうにも気になり、手で押さえつけようとするが。

「ひゃっ!?」

　うっかり足を踏ふみ外はずしかけ、慌あわてて屋根に摑まる。

　もうスカートは諦あきらめるしかないようだ。

「あ、アルベルトさんっ!?　こんな危ない場所に私を連れてきて……一体、これから何をするつもりなんですか!?」

　当のアルベルトは、ローブの裾すそとその長い髪かみを、ばさばさと風が嬲なぶるに任せ、何の危なげもなく屋根のへりに立ち、遥か彼方かなたを鋭するどく見み据すえている。

　もう、グレン達からは遠く離れてしまった。

　見み渡わたせば、眼下の町並みはまるで真っ暗闇の深海の底のよう。前を見れば遥か遠く、夜や陰いんと融ゆう解かいした地平線付近に、学院のものと思おぼしき明かりが、幾いくつか小さく見える。

　距きよ離りにしてどのくらい学院から離れただろうか。三千……いや、四千は堅かたいだろう。

　こんな場所から、グレンやルミアを助ける何かができるとは──とても思えない。

　システィーナが、そう心を暗くした瞬しゆん間かん。

　アルベルトは──

「──狙そ撃げきする」

　信じられないことを言ったのだ。

「な──ッ!?」

　驚きよう愕がくと衝撃に、システィーナの目が見開かれる。

　その驚おどろきのあまり、つい、足を滑すべらせて落ちそうになってしまったくらいだ。

「そ、狙撃って……敵をですか!?　こ、こんな場所から!?　魔ま術じゆつ狙撃で!?」

「そうだ。だが、この距離からでは万が一、魔術的な防御を構えられていては、頭や心臓を狙ねらっても致ち命めい傷しように為なり難にくいだろう。故ゆえに、ザイードの右手の指揮棒を狙う」

　──この人は一体、何を言っているんだろう？

　この距離、この闇の中、あの微び小しようの的まと……それを──狙撃。

　もう、システィーナには、アルベルトという人間がさっぱり理解できなかった。

「先程、確信した。ザイードはあの指揮棒で楽奏団の演奏を操あやつっている。あの指揮棒は魔ま導どう器だ。破は壊かいすればザイードは楽奏団を操れなくなり……無力化される」

「そ、それは……そうかもしれませんが……でも、指揮棒って……あんな小さい物をどうやって、こんな遠くから狙うんですか……？」

「フィーベル。お前が俺の目になれ」

「──ッ!?」

　アルベルトの思わぬ言葉に、愕がく然ぜんと硬こう直ちよくするシスティーナ。

「この距離、この闇、的の微小さ……俺は全意識を狙撃制せい御ぎよのみに集中する必要がある。遠見の魔術を同時起動する余よ裕ゆうは無い。簡易契けい約やくで一時的に俺の使い魔サーヴアントとなり、俺と視覚同調しろ、フィーベル。お前の遠見の魔術による狙撃観測で、俺は奴やつを──撃つ」

「そ……そんな……」

「狙撃に関する詳しよう細さいな段取りをする暇ひまは無かったが……少なくともグレンは、ザイードを学院北の迷いの森の中へとおびき寄せている筈はずだ。あの森の中から、お前はザイードの姿を探し出して、その眼で捉とらえるのだ。無理難題は承知。だが、やれ」

「む、無理……私にはそんなの無理です……ッ！　だって、北の迷いの森……それって大体、あの辺りにいるってことくらいしかわからないじゃないですか──ッ!?」

　システィーナが脂あぶら汗あせを垂らしながら、慄おののいた。

「どうやってこんな暗くら闇やみの中、あんな遥か遠い場所、しかも森の中にいる敵を探し出すんですか!?　私の遠見の魔術と技量では、敵を捉とらえきる自信がありませんッ！　も、もし……私が敵を捉えきれなかったらどうするんですか!?」

「ならば、グレンとお前の親友とやらが死ぬだけだ」

「──ッ!?　そ、そんな……アルベルトさん、今からでも、先生の所に駆かけつけて……そうよ、私達の『疾風脚シユトロム』なら……ッ！」

「今からでは遅おそい。現実を把は握あくしろ。そもそも、俺達はあの『魔曲』に近づけば無力化される。よしんば間に合ったとしても出来る事は何もないのだ」

　アルベルトがシスティーナを鋭く、真っ直すぐ見据える。

「いいか。此こ処こだ。『魔曲』が届かず、フェジテで最も狙撃に適した高所……この場所だからこそ──俺達が為なせる事、為すべき事がある」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!?」

「フィーベル。お前は王女を救うと決意したのだろう？　その為にグレンに教えを請こい、力を培つちかってきたのだろう？　今がその時だ。その覚かく悟ごは偽にせ物ものか？」

「そんなことは……で、でも、私、自信が……もし、私が敵を捉えきれなかったら……」

　システィーナは震ふるえていた。

　恐こわいからではない。ただ、その責任の重大さに恐おそれ慄いているのだ。

　そんな、システィーナに。

「フィーベル。俺は教師ではないが……一つ教授しよう」

　アルベルトが淡たん々たんと言う。

「今、グレンも、俺の仲間達も、皆みなが必死に戦っている。俺達に己おのが命のチップを全て賭かけている。特に翁おきなやクリストフはお前とは初対面。だが、グレンが信しん頼らいしているというその一点のみで、あの二人はお前に賭けた。俺達はその信頼に応こたえなければならない」

「わ、わかっています……ッ！　だ、だから……ッ！　絶対に成功させなきゃいけないのに……ッ!?　そんなことわかってますけど……ッ！」

「違う」

「──ッ!?」

　思わぬアルベルトの否定に、システィーナが呆あつ気けに取られる。

「人間は失敗をする。どんなに失敗が許されない状じよう況きようでも……失敗は起こり得る。故に失敗をしない事が信頼に応える事ではない。どんな状況でも必ず起こり得る失敗の可能性に目を瞑つぶり、成功のみを期待するのは、ただの盲もう信しんだ。信頼じゃない」

「じゃ、じゃあ……？」

「信頼に対する真の応えとは、責任という重圧に耐たえて、行動を起こす事だ。己の為すべき事を見据え、逃にげず、それに立ち向かう事だ」

「──ッ!?」

「成功する可能性が０％なら、それを１％に引き上げる手段を考えろ。成功する確率が９０％なら、それを９９％にする方法を模も索さくしろ。そして、行動するのだ。それが信頼に応えるという事だ。少なくともグレンは──あの男はずっとそうしてきた」

　システィーナにもわかる。だからこそ──結果が出るのだ。

　信頼に応えるという重圧そのものに慄き、その達成の困難さに物もの怖おじし、システィーナはその大切な途と中ちゆう経過──立ち向かうということをすっ飛ばしていたのだ。

「……わ、わかり……ました……ッ！　やります……ッ！」

　己が臆おく病びような心を叱しつ咤たし、システィーナが遥か彼方を見据える──

　そして、ゆっくりと遠見の魔術の呪じゆ文もんを唱え始めた。




「ぜぇ……はぁ……ぜぇ……はぁ……やっぱ、斜面は辛つれぇなぁ……ッ！」

　鬱うつ蒼そうと茂しげる、真っ暗闇の森の中。

　疲つかれ切ったルミアを背負いながら、グレンが木々の隙すき間まを抜ぬけていく。

　森は山のふもとに差し掛かかり、グレンは緩ゆるやかな斜面を駆け上っていく。

　そして、背後から迫る演奏。演奏。魔の旋せん律りつ。

　そして、徐じよ々じよに縮まってくる、無数の追手達との距離。

　追いつかれる──

「ちぃ──ルミア、目を瞑ってろッ！」

　そう判断したグレンは、閃せん光こう石を取り出し──それを投げ放つ。

　シュパッ！

　眩まばゆい閃光が、迫せまり来る追手の目をくらまし、ひるませ──

「せ、先生──」

「もう少しだ、頑がん張ばれッ！　アルベルトと……白しろ猫ねこが必ずなんとかしてくれるッ！」

　ルミアを励はげまし、さらに森の奥へ。

　再び、逃とう走そう劇と追つい跡せき劇が始まる──




　そして、遥か四千メトラ離はなれた彼方──

　夜風吹ふき荒ぶ時計塔とうの天てつ辺ぺんにて──

（いた──ッ!?）

　閉じた右目の内側に映し出される遥か先方の光景の中で。

　システィーナが、グレン達の姿を、比ひ較かく的あっさりと見つけていた。

　何しろ、グレンは時折、閃光石を使うのだ。真っ暗闇の森の中、ちらっと光った場所に魔術の視覚の照準を合わせれば……思ったより簡単に発見できたというわけだ。

（でも、駄だ目め……ッ！　先生は見つけたけど、肝かん心じんのザイードが見つからない……ッ！）

　山の斜しや面めんに差し掛かった迷いの森は広い。死角も非常に多い。

　そんな中を、わらわらと大勢で山やま狩がりしているため──というのもあるが。

　もっとも問題なのは、システィーナの遠見の魔術を繰くる技量そのものだ。

　この暗闇と距離に対処するため、超ちよう高倍率・超高感度設定にした黒くろ魔ま【アキュレイト・スコープ】を起動しているため、システィーナの遠えん隔かく視野は想像以上に狭せまく、悪い。

　ほんの少し視野角をずらしただけで、遠隔視野が激流のように横よこ滑すべりする。システィーナの精神的な震えも派手に遠隔視野へ反映されて、照準の細かい制せい御ぎよが全然効かない。

　おまけに視野を塞ふさぐ邪じや魔まな木の葉に雑な透とう過か処理をしているため、画像ノイズも酷ひどい。

　山狩りをしているあの群の中のどこかにザイードがいるのだろうが──見つからない。こんな最低最悪の条件では見つかる気が欠片かけらもしない。

　焦しよう燥そうが、システィーナの背筋を凍いてつかせ、焦こがしていく。

「アルベルトさん……敵……見つけられません……ど、どうすれば……？」

　返事はなかった。

　アルベルトは既すでに意識レベルを落とし、狙撃準備に精神集中し始めている。

　目を閉じ、半開きの左手をだらりと前方に突つき出している。

　それは己おのれ自身を一つの正確無比な狙撃装置と化す、一種の自己暗示儀ぎ式しきらしい。

　最も早はや、アルベルトの助言はない。自分一人でなんとかするしかない──

（でも、どうすれば──どうすれば、こんな拙つたない技量で、あんな広く遠い場所で、あんな大勢の中から、たった一人の敵の姿を捉とらえれば──このままじゃ──）

　無残に、グレンとルミアの死体が出来上がってしまう──

　それは最早、時間の問題だ。

　グレンが逃走の補助にいちいち閃光石を使うせいで、それが目印となり、散らばった追手が続々とグレン達の方へと集まってくる。

（早く……早く敵の姿を捉えないといけないのに……ッ！　でも、どうしたら……どうしたら見つかるの……ッ!?　絶対無理よ、こんなの──）

　これはもう、広大な砂さ漠ばくから砂すな粒つぶ一つを、顕けん微び鏡きようで探し出すような作業だ。

　あまりにも高難度な無茶振ぶりに、システィーナが焦燥のまま取り乱しかけるが。




　──成功する可能性が０％なら、それを１％に引き上げる手段を考えろ。




（そうよ……考えなきゃ……必ず方法はあるはず……）

　まともに探していたら到とう底てい見つからない。ならば、まともに探しては駄目だ。

　闇やみ雲くもに探すのではなく、当たりを付けよう。では、どう当たりを付けるか──？

　そんな時。

　チカッと、再びシスティーナの遠見の魔術の遠隔視野を、光が焼いた。

　グレンが追手を撒まくために使用した閃光石だ。

（また……あれじゃ一時しのぎにはなるけど……すぐに追い詰つめられ……）

　だが、システィーナは不意に閃ひらめいていた。

（……そうだわ！　あの先生が、そんな自ら追い詰められるような真似はしないはず……なら、あの行動にはきっと意味があるんだわ……ッ！）

　考えてみれば、さっきからグレンの逃走経路もおかしい。真っ直ぐ逃げているわけではない。追手をかく乱しながら、森の中を妙みように蛇だ行こうしているのだ。

　まるで誰だれかを探してるみたいに──

（考えてみれば……アルベルトさんなら、こんな悪条件でもザイードの姿を捉えきるのでしょうけど……私には無理……そんなの、先生ならわかってるはず……）

　だったら、グレンはどうするだろうか？

（……先生なら、きっと……うん、間ま違ちがいないわ……ッ！）

　ならば、グレンがやたらめったら使用した、あの閃光石の意味は──




　──いいか、白猫、よく聞け！　お前はアルベルトと行け！　そして──

　──俺を見ろ！




　ならば、先ほどの別れ際ぎわ、グレンが残したあの言葉の意味は──

（だったら……私が取るべき行動は──）

　システィーナは待った。

　もう、無む闇やみやたらには、敵の姿を探さない。

　遥はるか彼方かなたの闇の中、グレンだけを遠隔視野で注視して待った。

　いや、そんなことやっている場合じゃない。

　闇雲でもいいから、まぐれ当たりを期待して、ザイードを探さないと。

　そんな理り屈くつの衝しよう動どうをねじ伏ふせ……ただひたすら、グレンを注視して待つ。

　０％を１％に引き上げる手段が、グレンを見守ることだと信じて……

　…………。

　……そして。

　どうやら、システィーナの予測は当たりだったらしい。

　しばらくすると、グレンは明らかに閃光石を使う頻ひん度どが減ったのだ。

　その代わり、システィーナの遠隔視野の中、グレンは懐ふところから取り出した懐かい中ちゆう時計と恐おそらく時計塔があるこちらの方向を何度も見比べていた。経過時間的に、システィーナ達が時計塔の上で陣じん取どっているであろうことを見み越こしての行動に思える。

　別にグレンと目が合ったわけでも、言葉を交わしたわけでもない。

　そもそもグレン達からは、こちらは暗過ぎて、時計塔の輪りん郭かくすら見えないだろう。

　だが──




　──お前、ちゃんと、そこに居るか？　ちゃんと俺達を見ているか？




　言葉は交わさずとも。この距きよ離りがあろうとも。

　なんとなく、システィーナはグレンの意思が理解できた──気がした。




　そして──




　魔ま術じゆつ学院北の迷いの森。

　針葉樹に覆おおわれた山の斜面に面した、とある一角に。

　岩いわ肌はだが露ろ出しゆつして、木に覆われていない、開かれた場所があった。

　延々と続く逃走劇の末──グレンとルミアはそのど真ん中に、追い詰められていた。

　周囲から山中に散らばった追手が、包囲を狭せばめてくる。

　まさに、絶体絶命。

　だが──

「よくぞ、ここまで粘ねばった。だが……ここまでのようだな……」

「ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……そう、みてえだな……ッ！」

　なんと。

　あのザイードが、グレンの前にその姿を晒さらしていたのだ──




（……し、信じられない……ッ!?）

　グレンを信じて、グレンの姿を追い続けていたというのに、システィーナは、こうして現実を目まの当たりにしても、やっぱりどこか信じられなかった。

　グレンのあの変な逃走の仕方は、ひょっとしたらと思ったら案の定じようだ。

　あの山中において、狙そ撃げきに適した場所を探し出し、ザイード本人をその場所へおびき寄せ、自らがその前に立つための動きだったのだ。

　だからこそ、グレンは自らの位置をシスティーナに伝えるため、閃光石を無闇やたらに使っていたのだ。

　よく、あんな大勢の追手からルミアを連れて逃にげ回りながら、そんな芸当ができたものだ。こうして実際にその光景を目の当たりにしても、未いまだに信じられない。

　信じられないが……

（ザイードを……捉とらえたッ！）

　システィーナの遠隔視野は、グレンの前に姿を晒したザイードを捉えていた。

　その事実に、システィーナの鼓こ動どうが、緊きん張ちようで早はや鐘がねのように暴れ始める。

「……よくやった、フィーベル」

　目を閉じたまま、アルベルトが短く賞賛する。

　今、ようやく狙撃準備……自己暗示儀式が終わったようだ。

「そのまま、ザイードを中心に捉えていろ。後は俺の仕事だ」

　そんなアルベルトの言葉は実に頼たのもしいが……

「でも……あれじゃダメです……ザイードは狙ねらえません……ッ！」

　システィーナが悲痛の叫さけびを上げる。

　ザイードの手前に一際高い木があった。

　それがアルベルトの射線を見事に妨ぼう害がいしていたのだ。これでは狙撃は不可能だ。

「そんな……ここまで来て……なんて、ついてないの……ッ!?」

　グレン達の周囲を取り囲んだ人々は、今にもグレン達に摑つかみ掛かからんばかりだ。

　傍かたわらのルミアが、グレンの服の裾すそをぎゅっと握にぎりしめるのが見えた。

　彼女の不安が、この距離越ごしに伝わってくるかのようだった。

（……お願い……ッ！　後、もう少し……もう少し右に……射線を空あけて……ッ！）

　祈いのるような気持ちで彼方を凝ぎよう視しするシスティーナだが。

「……安心しろ。問題は無い」

　アルベルトは静かに目を閉じたまま、前方にだらりと突き出した左手を、ゆっくりと人差し指と中指を合わせて伸のばし──狙いをつける形へと固めていく。

「で、でも……あれじゃあ……ッ！」

　狼狽うろたえるシスティーナに。

「グレンは俺達を信じた。俺達が敵の姿を必ず捉えてくれると。……ならば、今度は俺達がグレンを信じる番だ。違ちがうか？」

「……えっ？」




　遥か彼方の森で──

「ったくよぉ……お前ら、天の智ち慧え研究会……毎度毎度、ほんっとうにロクでもないよなぁ……ッ！　マジでいい加減にしろよ、キレんぞ、こら!?」

「くくく……減らず口もそこまでだ……ッ！」

「ちぃ……」

　グレンがルミアを背中に庇かばうように、じりじりと右後ろに下がっていく──

　ザイードが下がるグレンに向き直り──




「噓うそ……ッ！　射線が……空いた!?」

　ザイードがグレンに向かって身体からだの向きを変えたおかげで、ぎりぎり、辛かろうじて……針の穴のようなほんの微かすかな射線が生まれたのだ。

「なんでわかったの!?　こっちの射線が空いてなかったことを……ッ!?」

「この絶好の機会に、俺がまだ一射もしていないからだ」

「──ッ!?」

「奴やつは一応、俺の狙撃の腕うでだけは信しん頼らいしてくれているらしい。俺がまだ撃うたないという事は、自身らの立ち位置に問題が有ると、奴は経験則で察した」

　システィーナはもう、ただただ、驚きよう愕がくするしかない。

　それはもう、相手を信じるとか信じないとかの話ではない。以心伝心の領域だ。

　対するアルベルトは、この展開は読んでいたといわんばかりに。

　呪じゆ文もんを──唱え始めた。

「《万ばん里り見晴るかす気け高だかき雷らい帝ていよ・──》」




「さぁ、パーティーはフィナーレだ……グレン＝レーダス。そして、エルミアナ王女」

「せ、先生……ッ!?」

　ザイードの周囲に侍はべる楽奏団が、楽器を構え──

　ルミアが不安げにグレンの後ろ袖そでを摑み──

「心配すんな、ルミア」

　グレンがにやりと笑って、ぽふ、とルミアの頭に手を置いた。

　そして、ザイードを真っ直すぐ見み据すえ、不敵に口の端はしを吊つり上げる。

「さぁて、ザイードさんよぉ……アンタはきっと自身の優位を微み塵じんも疑っちゃいないんだろうが……一つ、忘れちゃいねえか？　俺の後ろにはなぁ──」




「《──・其その左さ腕わんに携たずさえし天あま翔かける雷らい槍そう以もつて・──》」




「──最っ低にいけ好かねえが──」

「さぁ、奴らを殺せ──ッ！」

　グレンの呟つぶやきを無視し、ザイードが指揮棒を振ふり上げた瞬しゆん間かん。

「──最っ高に頼もしい『鷹たかの眼』があるってことをなぁああああああ──ッ!?」

　それを合図に、グレンが地を蹴けり、ザイード目がけて駆かけ出して──




　その瞬間──

「《──・遥か彼方の仇あだを刺さし射い貫ぬけ》」

　遥か彼方で──アルベルトの呪文が完成していた。

　黒くろ魔ま【ライトニング・ピアス】の術式と呪文に、アルベルト自身が独自の改変を加え、最も早はや、固有魔術オリジナルレベルにまで昇しよう華かされた超ちよう・長距離狙そ撃げき用攻性呪文アサルト・スペルが起動する。

　その名も、黒魔改【ホークアイ・ピアス】。

　その指先から、眩まばゆい極光の雷らい閃せんが放たれた。




　時計塔とうの天辺から発せられた雷閃は──闇やみ夜よを鋭するどく、真っ直ぐ切り裂さいた。

　流星のように翔け流れる一条の閃光。

　光速で翔けて。

　──翔けて。

　どこまでも無限に伸びる一本の槍やりとなって。

　フェジテの上空を一いつ瞬しゆんで、一直線に駆け抜ぬけてー─

　遥はるか彼方の先にその光の切っ先を伸ばして、どこまでも伸ばし続けて──

　真っ直ぐ、真っ直ぐ、真っ直ぐ──約四千メトラもの距離を、瞬しゆん時じに消し飛ばす。

　そして──

　幾いく本もの木々の幹みきを掠かすめ、針の穴を通すように無数の枝の隙すき間まを突つき進み──

　ザイードが頭上に振り上げた指揮棒を──




　──その根元から、撃ち抜いていた。




　刹せつ那な、がくりと動きを止める、周囲の『魔曲』で操あやつられた人間達。

　演奏がぴたりと止まる。ぽとりと地面に落ちる、折れた指揮棒。

「な──ッ!?」

　ザイードが一瞬、何が起きたか分からず驚愕し、硬こう直ちよくする。

「わ、私の指揮棒が!?　い、一体、どこから──ッ!?」

　同時にその雷閃は、ザイードに向かって駆け出していたグレンの頰ほおを掠め──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　それに構わず、グレンは地を蹴って、驚愕に震ふるえるザイードとの距きよ離りを詰つめ──

　その拳こぶしを、ザイードの顔面に叩たたき込み──

「──ぁああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　全身全ぜん霊れいの力をもって──その拳を振り抜く。

　そのグレン渾こん身しんの一いち撃げきをまともに受けたザイードは、容よう赦しやなく吹ふき飛んで……

　悲鳴を上げる間もなく、一瞬で意識を刈かり取られたのである。

　終わってみれば……なんとも呆あつ気けなさすぎる幕切れであった。




　びゅごお、びゅごおと相変わらず冷たい夜風が吹き荒すさぶ中。

「…………」

　全てを終え、遥か彼方を見据えながら、ゆっくりと左手を下ろすアルベルト。

　超ちよう絶ぜつ的な偉い業ぎようを成し遂とげた誇ほこらしさも勝利への高こう揚ようも、何もない。

　ただ、己おのが為なすべき仕事を、いつものように、また一つ終えた──

　その無言の背中が語る言葉は、たったそれだけであった。

（す、凄すごい……これがアルベルトさん……ッ!?　先生の帝てい国こく軍時代の戦友で……先生がもっとも頼たよりにしたっていう人……ッ！）
















　畏い怖ふや戦せん慄りつすら覚える、その完かん璧ぺきなる仕事ぶり。

　グレンが、なんだかんだ憎にくまれ口叩きながら、頼りにしているわけである。

（ううん、アルベルトさんだけじゃないわ……バーナードさんにクリストフさん……それに、リィエルだって……皆みんな、先生が頼りにするだけの力がある……本当は先生だって、そんな人達に一目置かれる凄い人なんだ……）

　比べて、自分のなんと未熟で無力なことか。実力的にも、精神的にも。

　今夜の一件で、システィーナはそれを痛いほどに思い知っていた。

（……遠いなぁ。なんて遠いんだろう……？）

　これまで、グレンと一いつ緒しよに闘たたかって、必死に修行を重ねて。少しは、グレンの背中に追いつけたかと思った。グレンにとって少しは頼れる存在になれたかと思った。

　だが、それは、なんという自うぬ惚ぼれだったことか。グレンが本当の意味でシスティーナに背中を任せてくれるようになるのは……それはまだまだ、遠い先のことなのだ。

　ここより、遥か彼方の先で、安あん堵どのあまり泣きじゃくりながら、グレンに抱だきつくルミアと、それを優しく撫なでるグレンの姿を見つめながら。

　システィーナはどこか清すが々すがしい気分でいる自分を感じていた──








終章　宴うたげの後で









　……全てが終わった後で。

「てっめぇ、ふざけんなよッ!?」

　アルベルトと再会したグレンの第一声は、それであった。

「お前の狙そ撃げきが俺の頰ほおを掠かすめただろうがッ!?　アレ一歩間ま違ちがってたら、俺、死んだんじゃね!?」

「死んだろうな」

　胸むな倉ぐらを摑つかみ上げてくるグレンに、アルベルトが厳いかめしい表情のまま、しれっと返す。

「はぁ!?　なんじゃそりゃ!?　おま、何そうあっさり、さもありなんと!?」

「馬ば鹿かが。不用意に射線に入ったお前が悪い」

「ンだとぉッ!?」

「そもそも、お前は何なに故ゆえ、あんな場所に敵てきをおびき寄せた？　あの山にはもっと狙撃に適した場所が無数に在あった筈はずだ。狙撃する此方こちらの身にもなって欲しいんだがな」

「かぁ[image: ～][image: ～]ッ!?　どーして、テメェはそう昔っから──」

　野良犬のように吠ほえかかるグレンと、それを冷たくあしらうアルベルトの図。

「こんのド畜ちく生しようめ！　俺、やっぱ、お前のこと、嫌きらいだわ！」

「奇き遇ぐうだな、俺もだ」

　ふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向き合う、そんなつんけんした二人の様子を前に……

「あの二人……息が合ってるんだか、合ってないんだか……」

「あはは……」

　システィーナはジト目で呆あきれたように肩かたを竦すくめ、ルミアは曖あい昧まいに笑うのであった。




　と、そんな一幕はさておき。

　ザイードの指揮棒を破は壊かいし、無力化した時点で、潮時を悟さとったグレイシアとゼトは撤てつ退たいし、イヴも正気を取り戻もどした。

　無論、『魔ま曲きよく』に操あやつられた学院内の生徒達や楽奏団員も我に返り……

「あるぇー？　……なんで……俺達、こんなところにいるんだ……？」

「えーと……確か、もうすぐフィナーレ・ダンスが始まる……ところだったよね……？」

　ザイードに操られていた時の記き憶おくはやはり、まったく無いようであった。

　狐きつねにつままれたような夢見心地ごこちで、ふらふら学院へと戻っていく。

　特務分室は、無事に何の被ひ害がいもなく、敵の中ちゆう核かくの一人を捕ほ獲かく──そんな歴史に残る偉い業ぎようを成し遂げることに成功したのである。

　戦いの後、問題となったのは、中断キヤンセルされた社交舞ぶ踏とう会をどうするかである。

　当然、あんなことがあったから中止──といきたいのは山々だったが。

　生徒達に操られていた時の記憶はなく、その直前までの盛り上がった楽しい記憶しか残っていない。ゆえに、生徒達は憑つかれたように社交舞踏会の会場へと集つどい、コンペ優勝カップルによるフィナーレ・ダンスを、今か今かと待ちわびた。

　どうも、一度『魔曲』が深層意識野に深く入った者は、しばらくの間、夢でも見ているような、酒に酔よっているような、自覚のない特とく殊しゆな精神状態となるらしい。

　生徒達は、自分達が先程まで北の森の中にいた、という記憶さえ、すでにあやふやになっていた。今まで舞踏会が中断キヤンセルされていた……それすら、覚えていない者もいる。

　その前後の事実関係すら、術者の都合の良いように無意識の内に捏ねつ造ぞうさせる……違い和わ感かんを覚えさせない……これまで数々の大物の暗殺を成し遂げておきながら、その手段の正体をまったく帝国側に摑つかませなかった『魔曲』の恐おそるべき威い力りよくであった。

　幸い、事態に無関係の人間としては唯ゆい一いつ、生徒会長のリゼが無事であった。

『先せん輩ぱいは──精神を守って、できれば音も遮しや断だんして、ここから動かないでください！』

　今夜は何かがおかしいと薄うす々うす察知していたリゼは、システィーナが残した言葉通り、控ひかえ室しつ内に精神防ぼう御ぎよと音声遮断の結界を張り、そこに待機。難を逃のがれていたのだ。

　学院内に残された戦いの痕こん跡せきの隠いん蔽ぺい工作も必要だったため、放心状態のイヴに代わって現場指揮を取ったバーナードが、やむなくリゼにある程度の事情を明らかにし、社交舞踏会を何事もなかったかのように再開することを要よう請せいする。

　元々の聡そう明めいさもあって、リゼはすぐさま事の真相と自体を把は握あく、バーナードの要請通り社交舞踏会の再開を急がせた。

　無論、誰だれも覚えていない空白の時間を不ふ審しんに思った者も中にはいただろう。だが、残った『魔曲』の力がそれに対する違和感を薄うすれさせ、忘れさせていく。

　リゼの音おん頭どで再開された社交舞踏会を、参加者達は夢見心地な気分で、こちらが拍ひよう子し抜ぬけするくらい、あっさりと受け入れていた。

　そして──




「……やれやれ。一時はどうなるかと思ったぜ……」

　本来の予定通り、グレンとルミアは会場中の人間が夢見るような心地で見守る中、今こ宵よいの最後の大トリとなるフィナーレ・ダンスを踊おどっていた。

「……ありがとうございます、先生」

　ルミアはグレンの手を取り、優ゆう雅がにステップを踏ふみながら、囁ささやくように呟つぶやいた。

　永遠を保証する『妖精の羽衣ローベ・デ・ラ・フエ』は、あんなに山中を駆かけても汚よごれ一つ、綻ほころび一つない。

「んー？」

「私のこと……いつもいつも守ってくれて……」

　じっとグレンを見つめるそのルミアの表情は、どこまでも穏おだやかで透すき通っていた。

「私なんかのために……いつも、先生は必死になって……私を大切にしてくれて……」

「……ああ、いつだっけ？　昔、約束したろ？　俺だけはお前の味方になってやるって……まぁ、なんだ……約束しちまった以上、守らねえとなぁ……」

「ふふっ……噓うそ。先生は、約束なんかなくても……私以外の誰でも……こうやって必死になって守ってあげる……きっと、そんな人ですよ」

「……ふん……買い被かぶり過ぎだっての。俺はそんな高こう尚しような人間じゃねえよ。身内以外の人間は比ひ較かく的、どーでもいいんだ」

　不ふ貞て腐くされたようにグレンはルミアの手を引いた。

　それに身を預けるように、ルミアがグレンの掲かかげた腕うでの下で、くるりと舞まう。

「たとえ、本当にそうだとしても」

　ルミアは微笑ほほえんでいる。

「貴方あなたが私の味方でいてくれることに……守ってくれることに、変わりはありません」

　どこまでも、穏やかに微笑んでいる。

「ありがとう、先生。私、先生と出会えて本当に良かったです。色々あったけど……今夜のことはきっと、私の一生の宝物です……」

「はは、光栄だな、そりゃ」

　少々、照れくさそうにそっぽを向き、グレンはダンスに没ぼつ頭とうしていく。

　だから、気づかなかったのだ。

　ルミアがあまりにも幸せそうに笑うから──グレンは気づかなかった。

　その笑顔の裏側に秘められた、ほんの一片の憂うれいを。

（……やっぱり、私は、ここにいるべき人間じゃないのかもしれない……）

　ルミアはそう思わずにはいられなかった。

　今回は、グレンやシスティーナ達の尽じん力りよくで無事に終わった。

　でも、次は？　そして、その次は？

　こうして、皆で笑いあえる結末は約束されるのか？

　否いな。そんなはずはない。今回は──たまたま運が良かっただけなのだ。

　そう。

　廃はい嫡ちやくされた王女であり、忌いむべき異能者。

　天の智ち慧え研究会に目を付けられた、災さい厄やくの呼び水となる者。

　グレンはそんな私を、これからも、きっと身を挺ていして守ってくれるのだろう。

　たとえ、もうやめて欲しいと懇こん願がんしても、聞く人じゃない。

（だって、あの日、私が好きになった人は……そういう人だから……）

　だからこそ、好きになってしまったのだから。

　そして──それゆえに。

　いつか、グレンは取り返しのつかないほど傷ついて……斃たおれて。

　きっと、私を守るために──

　無論、グレンだけではない。システィーナも、リィエルも、学院の皆みんなも。

　いつか、私のせいで──




　──貴女あなたさえ、いなければ──ッ！




　自分とまったく同じ顔立ちをした、白い髪かみと異い形ぎようの翼つばさの少女の声が蘇よみがえる。

（ああ……やっぱり、私は……ここにいてはいけない人間なんだね……）

　でも。

　それでも。

　全てを失って。

　やっと手に入れた、自分の居場所を……私は本当に捨てられるのだろうか……？

　嗚呼ああ、なんて嫌いやな子なんだろう。

　嗚呼、なんて我が儘ままな子なんだろう、私は。

　自分の存在が、いずれ間違いなく、皆に災わざわいをもたらすと理解して──

（……それでも、私は、ここにいたいって思ってる……ッ！）

「……どうした？　ルミア。なんだ、泣いているのか？」

　不意にかけられた、グレンの言葉。

　ルミアは、ほんの少し眼め尻じりに涙なみだを浮うかべながら──それでも精せい一いつ杯ぱいの笑顔を見せた。

「はい。私……とても、嬉うれしくて……幸せで……ッ！」

「…………、……そっか……それは……良かったな……」

　ルミアの秘めた心中を知ってか知らずか。

　グレンはそっと、ルミアを抱だき寄せるのであった──




　とうとう、終わったフィナーレ・ダンス。

　ついに終わった長い長い、社交舞踏会の夜。

　爆ばく音おんのように上がる歓かん声せいと拍はく手しゆが、ルミアの胸中に渦うず巻まくありとあらゆる感情を、その勢いのままに押し流していく──

　ルミアは幸せそうな笑顔のまま、グレンの腕にその身を預けながら……

　人知れず、心の中で、静かに嗚お咽えつするのであった。




　そして──




　社交舞踏会が全て終しゆう了りようして。

　ルミアやシスティーナ、そして最近、とある事情から彼女達と一いつ緒しよに住み始めたリィエルを、フィーベル邸ていに送り届けた後。

　グレンが疲つかれた身体からだを引きずりつつ、セリカの屋や敷しきまで一人帰路についていると。

　ふと、前方に人の気配を感じ、グレンは足を止めた。

　夜の暗くら闇やみの中、等とう間かん隔かくに立ち並ぶオイル式の街路灯。

　頭上に揺ゆらめく炎ほのおの淡あわい明かりの下に──その人物は立っていた。

「……イヴ」

「…………」

　イヴは無言で、グレンを見つめていた。

（やれやれ……会いたくもないやつに、会っちまった……）

　だが、いかにもグレンを待ち構えていたというそのイヴの様子に、グレンはまったく無視することもできず、舌打ちしながら頭をかき、鬱うつ陶とうしそうに言う。

「……何の用だよ？　もう全部終わったんだろ？　さっさと帰れよ」

「…………」

　だが、イヴは無言。

　何か物言いたげな目で、じっとグレンを睨ねめつけてくる……

「良かったな、イヴ。らしくねえドジを踏んだみてーだが、何やかんやで大戦果だ。なにせ、お前の作戦と指揮で敵組織の第二団《地位》アデプタス・オーダーを捕えたんだ……これで、膠こう着ちやく状態だった組織との戦いに進展が出てくる。お前も周囲から評価される。お前の一人勝ちだよ」

「…………」

「大したもんだぜ。もう二度と、俺の前に姿を現さないでくれよ。……じゃあな」

　つれなく、そう言い捨てて。

　グレンがイヴの前を通り過ぎ……そのまま立ち去ろうとした……

　その時だ。

「……意味ない」

　ぼそり、と。

　イヴのそんな呟きが、聞こえた。

「……あ？」

　思わず、立ち去る足を止め、イヴを振ふり返る。

「こんなの……意味ない……全っ然、意味ない……ッ！」

「！」

　グレンが微かすかに目を見張る。

　今まで、暗闇のせいで気づかなかった。

　街路灯のぼんやりとした明かりが、闇やみから浮かび上がらせたイヴの顔は──

　涙に濡ぬれていた。彼女は人知れず、静かに泣いていたのだ──

「は!?　お前、なんで泣いて──」

「だって、こんな無ぶ様ざまで惨みじめな結末……これじゃあ、貴方より、私の方が正しいっていう証明にならないじゃない……ッ！」

　本当にわけがわからない。なんなんだ、この女は？

「なんで……なんで、貴方はそう変わらないの!?　『正義の魔ま法ほう使い』を捨てずにいられるの!?」

「……はぁ？　『正義の魔法使い』……？　話が読めねぇ……一体、何の話だよ？　そもそも、俺はそんなもんとっくの昔に捨て……」

「噓よッ！」

　両の拳こぶしを胸むな元もとで握にぎり固め、涙に濡れた目をぎゅっと瞑つぶり、激情のままに叫さけぶイヴ。

「噓ばっかり！　貴方がそんなんだから……私が、バカみたいなんじゃないッ！　貴方のせいで、私は……私はぁ──ッ！」

　瘧おこりのように肩かたを震ふるわせながら、苛いら立だったイヴが服の袖そでで目元を乱暴に拭ぬぐった。

「……イヴ？」

「私は、貴方なんか認めないッ！　いつか証明してみせるッ！　正しいのは私、間ま違ちがってるのは貴方だって……ッ！　貴方が何一つ文句言えないような……完かん璧ぺきな結果と戦果で……貴方が選んだ道より、私が選んだ道の方が上なんだって……ッ！」

　そう言って、感情も露あらわにイヴはグレンに背を向け、さらに吐はき捨てる。

「現実を見ず、いつまでも甘い理想にうつつを抜ぬかしている貴方はね……私の下にいればいいのッ！　私の指揮下で、私の言う事だけ聞いて、黙だまって戦っていればいいのッ！」

　呆あつ気けにとられるグレンを前に、そこまで一気に激情のままに捲まくし立てていたイヴが、不意に落ち着きを取り戻もどす。

「…………また会いましょう、グレン……私の正しさが証明された時……貴方は再び、私の部下として、私の下で働くの……これは、命令なんだから……」

　そう一方的に言い捨てて。

　イヴが肩を怒いからせ、足早に去っていく。

　グレンはそんなイヴの背中を眉まゆを顰ひそめながら見つめ……

「ちっ……いけ好かねえあいつにも、色々あるらしいな……どうでもいいが」

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室室長、執しつ行こう官ナンバー１、《魔ま術じゆつ師し》のイヴ＝イグナイト。

　彼女がその心に抱かかえる闇を……この時のグレンは何一つ理解できなかった。

「ったく……どいつもこいつも、ままならねえなぁ……」

　そんなグレンの呟つぶやきが、冷え込む闇夜に人知れず残ざん響きようする。

　街路灯の淡く儚はかなげな光が、物もの憂うげなグレンをいつまでも見下ろしているのであった。








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第七巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　いよいよ第七巻です。物語はついに舞ぶ台たい装置、謎なぞかけを読者に提示する序じよ盤ばんから、その上に展開を積んでいく中ちゆう盤ばんへと突とつ入にゆうしました。

　今回は、アルザーノ帝てい国こく魔術学院の社交舞ぶ踏とう会を通して、《愚ぐ者しや》のグレンがかつて所属していた帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団、特務分室の連中にスポットが当たる回と言えるでしょう。

《星》のアルベルト、《戦車》のリィエルはもちろん、今までの話でちらちらと登場していた《隠いん者じや》のバーナード、《法ほう皇おう》のクリストフに加え、今回は新キャラ《魔術師》のイヴが登場します。特務分室のメンバーを描びよう写しやする上で気を使ったのは、やはり裏の世界を生きる者達ということで、常人の感性とは一線を画した……要はどこかネジの飛んだ部分をそれぞれ持たせてみました。おかげでなかなか個性豊かな連中に仕上がったな……と思います。システィーナやルミア、学院の生徒達が社交舞踏会という華はなやかな表おもて舞ぶ台たいで煌きらめくその裏で、密ひそかに繰くり広げられる特務分室のメンバー達の戦い、堪たん能のうしていただければ、作者冥みよう利りに尽つきます。どうかよろしくお願いしま……




「ていうかこの第七巻、グレンとアルベルトのあのシーンを書きたかっただけだろ」（友人談）




　……放っておいてください。

「いやさぁ、羊……お前さぁ、せっかく、イヴちゃんっていう新しい女の子を増やすんだからさぁ？　もっとこう……」

　どやかましゃあああああああああああああ──っ!?

『ロクでなし』は（多分）これでいいんじゃぁあああああああああああ──っ!?

　新キャラ《魔術師》のイヴ。作中最強の一角として、鳴り物入りで登場した彼女の最大の不幸は……『アルベルトが出張る回にデビューした』ことなのかもしれない……。


羊太郎



















羊太郎

●ひつじたろう



「最近、ＰＣの調子が悪いなぁ」おかげで原稿作業が遅々として進みません。締め切り日も近いのに、これは由々しき事態……というわけでＰＣを一新することに。「よし、どうせなら、小説書くことに特化させた最高のＰＣにしてやるぜ！」と、ネットで調べ、カタログとにらめっこし、性能の高いＣＰＵや使いやすいキーボードを精選し、辞書や百科事典ソフトを導入したり……等々、じっくり時間をかけて小説執筆用の素晴らしい新ＰＣを用意しました！　もう怖いものはない！　「でも、あるぇー？　作業効率は上がったはずなのに、前より予定が苦しいぞぉー？」……締め切り日前に何やってんだ、私（吐血）。
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